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遠路 を かける 人 は、 停 つ た 

き、 時 々さし か 、る^々 では 

の 短い 旅行 を 心静かに 味 ひ 

大震災 後の 此の 十 年、 色 冷 

かれる 郊外の 此の 、バラック 

音信に、 こんな ひそ やかな 生 

い とばつ ち をよ M すと 困 

併し 建設と 破壞 と、 破 壞 と 

一 貫に 返つ て、 新 規蒔 直しと 

それに 此の 夏 は、 兄弟 久 々 

た 所で ある。 のみならず そ 

に 費し て、 先 づ その 方 も 半ば 
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卽ちピ の逡を 一 

この 本お。 ノ 

始め、 河 出 魯 房の 

る 春彥に 手俾は 

をめ ぐり て』 と^ 

て、 「前編、 言語 篇/ 一 

へ て 渡した とこ 

と 云 ふ 御 話 だつ 

何れ TP 言 語 に 關 

く、 云 はば ほんの 

./\ -遲筆 であつ 

るので ある。 此 

の 御 無 音の 御 わ 


つの ゆに、 今まで 來た道 を 振 返って 兌たい 氣 がし 出した の がお 


若 

せ、 

，一 
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い 友人が 訪 

售稿を 集め 

て 見た。 そ 

編、 ァ ィ ヌ 語 

河 出 書房で 

の で， そ れ で 
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人 一 倍 書く 
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ねて 見え て、 勸め られる ま、 に、 折 から 休暇で 內に 

て 分類 をし て、 .2E 分の 生活 を その ま、 『ァ ィ ヌ 語硏 

- のうちに、 全然 學問 的で 無 い 「餘 編」 の 隨筆を ひ つ 乙 

篇」、 「後編、 アイ ヌ文 學 篇」 と して 河 出 書房へ 目錄を 

は、 文 學篇を 別に し、 語 學の もの だけ を 一 緖 にした 

は と 、題 名 を 代へ たのが 此の 『言 語 研 究』 であ る。 

あるが、 一 々が必 しも 計 劃 的に 書かれた もので は 
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第一章 序 論 

I 鄕 土 の 言 語 と 傳 說 I— 

「此 は、 岩 手 驟遠野 町に 於け る 故 伊能 嘉矩翁 一 年忌の 席上 口演した ノ ー 卜の 整 J 

广理 であるが、 私自身の 專問 硏究の 序論で あるから、 藉 りて 以て 此に 入れる。 」 

第 一 節 人生と 鄕土 

私が、 大舉で 言語 學を 修め、 卒業 間近に なって、 一層の 事、 これから 一切の 世間の 名利に 目 を 瞑って、 生涯 アイ 

ヌ語 學に沒 頭しょう か、 それとも 世間 並の 道を迪 つて、 世間 並の 親孝行 をして 慕さなければ いけない か、 激しく 

迷 ひ 祓いて ゐた 折に、 一 日、 同 鄕の舊 友 田 子 一 民 君から、 兼て 人類 舉雜 誌な どの 上で 其の 學殖に 敬服して ゐた^ 能 

翁が、 吾々 の國の 先輩で あられ、 田 子 君の 近親の 人であって、 アイヌ 語に も、 支那 語に も、 生蕃^に も^ 曉 される、 

云 は^、 國の唯 一 の 私の 先進で あられる 事 を 始めて 知った。 內 丸の.^ 皋 堂の 怫 事に 遙々 遠 野から 出て兑 えた 昨、 .紋 

付に 短靴と いふ やうな 服装で、 怫 事の 間に も 手に 本 を 持って 一人 隅の 方で 耽讀 して ゐられ たが、 そ AJ まで 徹^しな 

くて は、 あれ だけの 擧 者に はなれぬ、 とい ふ 事、 その外、 眼に 見える やうに その 性 や 風采 を傳 聞した 時に、 知ら 

なかった 世界が 眼前に 開けて、 始めて 自分の すぐ 前に、 孤 獨の道 を 行く  m 桑の 姿 を ハツ キリと 刻印され、 何とな し 

笫 一 章 序 論  三 


言 ノ語 硏究  四 

に 私 は それから、 ひそかに その後 鸥 を 追うて 終に 今日の 方向 を迪 つて ゐ たやう である。 

^乍、 5: 能 翁の 前に は、 大木の 下の 雜草 にも 等しい 私に とって、 この 道 は 決して 坦々 たる ものではなかった。 ^ 

1 に 私 は、 さう 決心す ると 共に まづ 心の中から 故鄕 とい ふ もの を 失って しま はなければ ならなかった から o 

『私 は 生涯 を アイヌ 研究に 委ねる』 さう いふ こと を 話す ことが、 私の 様な ものに でも、 卒業の 曉へ 夢の 様な 望 を か 

けて 待って ゐて くれる 兩親 や、 親戚 や、 鄕黨 を、 一度に 失望の 谷へ、 我 自身の 足で 蹴落す に 等しかった からで ある。 

その E の ある こと を も 大抵 覺悟 はして ゐ たけれ ど、 必兗、 故鄕 とい ふところ は、 現世の 所謂 成功^: にの み 意味の あ 

る處、 錦 を 着た ものに のみ、 故 鄕は樂 園だった ので ある。 知らす く 足が 遠ざかって ゐる。 足が^ ざ かれば 心 も 遠 

ざ かり、 苦しい 苦しい 歳月 を 送り 迎へ るに つれて、 大の國 びいき だった 私が、 知らす く 驚くべき コスモ ボリ チッ 

クな 心を懷 いて 窮乏の 生活に 落ちて ゐた。 終に 自分で 『故 鄕が何 だ！』 『鄕 土が 何 だ！』 『小つ ぼけな、 けちな 地方 的 

感^な ど淸算 しち まへ』 さう、 理窟で 片付けて、 剩へ、 時として は國の あら を 拾 ひ 出して 口で 罵って 居る こと さへ 

あった o 

匆忙、 幾卷 秋、 江湖の 間に 人生 不惑の 齢 を 重ねて、 私 も 様々 の 世の中 を兒、 數 多の 人 を 見た 時に、 何時と はなし 

に 又 ひとつの 異 つた 氣持を 經驗 して ゐ たのであった。 どう 云ふ氣 持と いふべき であったら うか、 その 一 秫名狀 し 難 

い 所の 氣持 は、 手 取 早く 牌言 を 以てい ふなら ばかう だった。 

例へば、 西南 方面の 靑 年で、 よく 氣の 付く、 如才 のない、 活 達で ゐて 而も 利害に 聰く、 いざ 有利と 兒 たら 押しが 

強くな つて、 ぐんく 押して 行く、 健氣 な、 賴母 しい 青年と 相識に なった ことがある o 私 は 心の中で、 さすが 西南 


石 川 啄木が、 弊履 をす つるが 如く 故鄕を 足蹴に 立 去った あの 啄木が、 流離 多年、 その 聲 はありと ある 世界の プロ 

レタ リアの 叫びと 化し、 その 歌 は 萬 人の 苦 惱を惱 む 人間苦の 聲 となって 行った に拘 はらす、 その 間に 尙、 切々 魂 を 

そ.^ る 望鄕の 歌の 幾 十 篇を殘 して 死んだ 故人 啄木の 心 持 を、 私 はやつ と 握む ことが 出來 たやうな まがした。 

石 を もて 逐 はる X 如く 故鄕を 出で し 悲しみ 消 ゆる 時な し 

柔 かに 柳靑め る 北上 の 岸邊 后 に 見 ゆ 泣け と 如くに 

「小 學の 首席 を 我と 爭 ひし 友の 營む 木賃宿」 を 思 ひ、 「田 も 畑も寶 りて 酒の み 亡び ゆく ふるさと 人」 を あはれ と傯 び、 

「うすのろの 兄と 片輪の 父」 と を もちて、 夜遲 くまで 本 を 讀んで ゐる三 太を憐 み、 幼い 自分と 栗毛の 仔 馬 を.^ らし 

笫 一章 序論  五 


人 だと 感服して 居りながら， 何となく 自分 等と はちがつ たものと して か \ ってゐ るの を 感じた。 叉！： の 人で、 恧ぃ 

事 をして、 人々 から 責めぬ かれて ゐる 人に も 逢った が、 やっぱり 私達の 持つ 短所と 共通な 短所 を もって ゐて、 その 

罪 を 憎み 乍ら も、 その 人 を 憎めない やうな、 寧ろ 一緒に 泣いて やりたい やうな 氣持を もた される ことであった。 

し 難. S 罪で あっても 一緒に 泣け、 羨むべき 性格に も、 自ら 隔て をお いて 眺める、 この 氣持 は、 どうした もので 

あつたで あらう o 

國！ 國！ と 口に 呪って ゐる 足元から、 春風 秋雨、 知らす く 全身が 新ら しい 鄕土 愛の 色に、 に染 つて ゐ 

たので ある。 私自身、 理性の 鄕土を 喪って、 魂の ふるさと を 恢復し つ \ あつたの である。 


鄉 土の ^一一 一  n 語 


言語 矾究  六 

SaJ し、 

た^なし 子の 盗癖に も 限りなき 哀憐 を 寄せ 「あはれ かの 我の 敎 へし」 敎兒^ もまた 「やがて 故^ を棄て \ ひづ らん」 

と 悲しみ、 「ふるさと を 出で 來し 子等の 相 合 ひて 喜ぶ に まさる かなしみ はなし」 と 傷み、 仕舞に は 力う である — 

ふるさとの 訛な つかし」 4ft 場の 人 ごみの 中に そ を 聞きに 行く 

故鄕を 失った あの コスモ ボリ タンが、 上野 驛の 出口へ 行って、 雜^ の 中の 束 北 訛りの ひ^き を 立：： ん で^いた。 『；大 

ay の 孤客 二と つて は、 母 阈の霄 葉 は 一 秫 天堂の 昔樂 である』 と 云った 言語 の 語 を 思 ひ 出さす に 居られない。 鄕 

[： のことば、 其 は 人間 を 最後まで 醉 はしめ る 芳醇な 美酒で ある。 胡馬 北風に 嘶き、 越^ 南 枝に I 喰 ふ。 人間 恐らく 

ょ枯 竹の やうな 老の 境に 至る まで、 小 2 胸瞌へ 深く 蟲 ばんで 拂へ ども 去らす、 最後まで 喰 ひ 入って 取り 切れない もの 

が、 鄕土 愛と 云 ふ ものではなかった か。 理性の 力で 拂拭 し盡 した 笞 の ふる 鄕が、 いっか 魂の 最奥 所から、 新たに 萠 

え 出して 次 笫に极 を 張り、 私の 全身 を 占領して ゐ たこと を、 今に 至って 始めて ハ ッ キリ 意識す るので ある。 我々 力 

その 傅 銃に 生， 1、 その 傅統に 生き、 寢 ても覺 めても その 傳 銃に 漬かって、 最も 多く 親しみ 最も 多く 知って るの 力 

鄕土 である からだ つたので ある。 

「知る」 と 云 ふこと は、 我 を 以て その物と 合致させる ことで あり、 凡そ 我た 擧げて そのものと 同化させる の は 即ち 

愛の 木^で ある。 だから 「知る」 と は 「愛する」 ことで、 知る と 愛と は、 同じ 物の 兩面 にす ぎなかった。 管 仲 力 七 

ぉ乂^ 拟 に^いた けれども、 鮑叔が 少しも 疑はなかった 。最も 深く 愛する とい ふこと、 即ち、 最もよ く 知る とい ふこ 

とで あるから だ o 

つ 方  b 

我々 は 生 匕 落ちて 旣に その 傳統カ 屮に漬 つて ゐる。 だから 鄕土 ほど 知る ことの 深い、 愛する ことの 深レ もの 力な 


い 喾 である。 鄕 土の 愛 は、 だから 生得の ものである。 KH 生れる 以前からの^ 傅が-の もの だと さへ 一：：：： へ よう。 なぜな 

ら、 鄕 土の 月 は、 我々 の 遠い 祖父の 代から lii つて ゐる 月で ある。 鄕 土の 蟲の音 は、 幾何 代 を 經て嗚 いて ゐる蟲 の 昔 

である 。その 幾何 代の 古い 感動が 湛 へくて 我々 の 無意識の 意識へ 傅 はって ゐる であらう。 一つの 山、 一つの 小川 

の懷 しさ も、 ^ふに、 たぐ 我々 一代の 思 ひ 出に 盡 きる もので はない、 恐らく は、 我々 の 生れる 前からの、 幾千 幾^ 

の 限り を 知らない 我々 の 遠い 祖先の 歷 代の 感動が 織り込まれた ものが 傳統 的に よみが へって くるので ある。 

必竟吾 々の 存在 そのものが、 この 大きな 傅統の 流れの 中に ある もので、 たと ひどう 拔け 出さう としても 遂に 脫け 

出し 得ない 運命 だ。 

如何なる 新規な、 如何なる 突飛な 事 をし でかす とも、 前者が 原因と なって、 後者が 起った だけ、 我 々はこの 

大きな 傳統の 範圍內 のこと をし かやって 居 はしない。 

それ は恰 かも、 我々 が 直に 實在を 直視しょう としても. 結局 我々 の感覺 を 以て、 我々 rt: らが この 感^の^ ：界た ほ 

成して ゐる に過ぎない やうに、 如何に この 傳統を 破らう としても、 遂に 破り 切れない。 r 傳統を 破った」 と^ふ そ 

の 行動 も、 安ん ぞ 知らん、 過去の 傳統の 唯一 の 結 栗と して そこに 生じた 行動に 他なら ない。 

遠 い 深い この 傳統 の事實 —— 如何に 我 々の 祖先 達が 生きて 行って 我々 自身の 今日の この 生活と なった か、 それ を 

詳か にせん として 一切の 文化 科擧、 歷史 科擧が 起った ので ある。 

併 乍、 云 ふまで もな く 從來の 所謂 歷史 だけで は 不十分で ある。 こ X に寶に 「f 迩野 物^」 を發 端と して 起った 我々 

の 新ら しい 攀 問の 持って 生れた 使命が 存す るので あった。 如何に 飛びく に殘^ する 十；： 文お や、 ^料 を 敉 り 合せて 
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も、 ^^たる この 大きな 傅統 生活の あとが 服 前に 展開す る もので はない。 玆に 今まで 無惯^ な ものと して、 菜て、 

^みられなかった：^ ^ 傅 承の，^、 古 い 遠い^: 惯的 事赏、 土俗 ゃ傳 說ゃ肯 語が 始めて 深い 意義 を もって 登場す るの 

である o 

. 第三 節 言語と 傳統 

人 は：^々 瓒々 たる 3§ の 末の 穿鑿と いふ。 併し この 一一： 猛 i は、 些かの 破綻 もな しに、 ^^の 艇 おより 古い 我々 の 遠 

(/\.tg 先の 代から、 人と 共に 活き 世と 共に 曲折しながら、 連綿と して 傳 はって 今日に 及ぶ 事實 なので ある。 一語 

一語の 跡 は、 我々 の 祖先の かく^-へ、 かく 感じ、 かく 见 つて 來た 所の 古いく 記念物で あり、 ありと ある 祖先が、 

使ひ惯 らし、 使 ひ 古し、 此 によって 呼び、 此 によって 動き、 以て 共に 愁ひ、 以て 共に 喜び、 そして 死んで 行き、 そ 

して 造って 來た 所の 遗^ である。 

W お s 人」^ こそ は、 我が 過去の 精神的 傳 承の 生きた 記念 塔で あり、 祖先の あらゆる 經驗の 一大 集^で あり、 その 

祌秘を 問 くこと によって、 我々 は あるが 儘の 祖先の 心の あと を兒、 生活の 名殘を 手に とる ことが 出來 るので ある。 一 

木  一^の 微に 至る まで、 之 を 手に 取上げて 仔細に 點撿 するならば、 懷 かしい 我々 の 祖先の 心 持が そこに あり^/ \ と 

刻印され てゐ るの を昆る ことが 出來 る。 r 怅の 枕」 「報： の 毛 槍」 r 银の 袴」 「^ のかた びら」 さう 云 ふ 路傍の 雜 草の 一 々 

の 名に も、 我々 の 祖先が 何 を 考 へて 生きて 行った か^、 云 はす 語らす の裡 に、 如 i 貧に 示されて ゐ るので ある。 雀が 

^るのに 枕 を 要する わけで もな. s が、 禾本科の あの 小さな、 ^の穗 の やうな 形から 小さな 枕 を 聯想し、 周圍の 可愛 


い 小 動物の 银を點 綴した ところに その 心 持と 生活と がハ ッ キリと ピ ントを 合 はせ てゐ るので ある。 一 名 を 「^の^ 

砲」 とも 呼ぶ の は、 その 幹 の 筒形 をして ゐる 所からで、 鐡砲を 知. る 前に は 有り^ぬ、 二三 百ネ來 の デイトの 刻 卯 を 

さへ も、 同 時に 名 そのものが もって ゐ るので ある。 物 は 違 ふが 同じ^ を點 綴した 名、 ：^ぉ ながら の 小便た ご」 

(或は ほに 「^のた ご」) とい ふ ものが あ Kb 莽 先、 まだ 葉の 出る前な どに よく はる、 梅 の^や 楓 •：§ の：^ などに 附 

いて ゐる怅 の 卵よ" は 少し 小さい ヒ 半分が 無くなって、 圓 ぃコ ップ 形に なって ゐ る もの、 丁度,^ の 下 ifjv^ れる 

た ごの 形 をして ゐる 所からの 名で あ. るが、 チヨ ン /\ と 雀が 梅の 梢 を 渡りながら、 あの 巾へ おしっこ でもす K- やう 

に、 ^のた ごの 名が、 如何にも あのつ まらない ィモ蟲 の 蛹の 殼 にも、 優しい 細かな 想像 を 以て 包んで 眺めた €w 付の 

純朴な 生活が 手に 取. ろ やうに 見ク て來 る。 藪な どに からんで ゐる 「繼兕 の 尻 拭 ひ」 と 云 ふ 雜^、 如何にも^ 朴な 化 

籠な 名で あるが、 葉つ ばに 斯うい ふ 名のつ いて ゐる 所から も、 先づ 我々 は 農村 生活の 如何に 便 後の 尻の 仕 末 をした か 

を 推知す. ろ ことが 出来る が、 m しこの 草 は、 葉に も^に も 一而に 絹糸よ" も 細い 細^が あって、 觸れた 所へ 棘の や 

うに 立って 痛痒くな り.、 搔 けば 搔 くに 從っ て 熱くなる ばかりで 仲 々取れない。 こ んな もの はどうせ その 三角お の. V 

さから も 尻 拭に 適する や：： の もので はない が、 繼 母が、 憎い 繼 子に 對 する 仕打ち —— 手 を あげて 打ったら、 人に も は 

えて、 すぐ、 あそこで は 叉繼子 いぢめ をして ゐ ると 云 はれ もしょう o お尻 を 拭いて やる 機^: に、 わざと あり 八：： せた 

此の 恭を m ひて、 やった と 云 ふ 何月 何日、 何の：^ 女の 車 K まで は、 物 名 は^り はせ ねが、 さう する でも あらう こと 

ま » 

を 聯想した 所、 女性の 陰 險な深 酷な 殘忍 性、 殊に 繼 しい 仲に： ま はる 人生 斷ち あへ ぬ 千古の^ しい 欐を^ 破し^ して 

^蘊 がない。 
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人 をお つて ヒョ ッ トコと いふ^ は、 祌樂の 道化 役のお 面から 來 たので あらう が、 刺樂 のヒ" , トコの 名の もとと 

かまど  ー  I  ひ^と 一】 

なる もの は、 佐々 木 さ 符 さんの、 江 刺 郡 昔話な どで 明かに なった 如く、 寵の 所へ 祭られて ゐた 醜男の！ 1^、 火 男の 古 

U 仰が 前に^ 在した からの 名で あり、 妻の 悪 稱の 「山の 祌」 は 醜女で 嫉妬深い 山 神の 信仰が 生きて ゐた 世から 云 ひ 

初めて 今 に 無意識 に 口にして ゐ るので ある。 

古い 一一 n 語舉 は、 ひたすら 古典の 一一 一一 c 葉に 跼跻 して、 その 細かい 考 證に沒 頭して ゐ たもので あるが、 新ら しい 一 W 語舉 

は 十：： 今 を 賞く 言語 現象 を 通じて ちに この 大きな 傳 銃の 流れへ 分け 人る ものであると 云 ふこと を自覺 しなければ な 

ら ない o 

^四 節 言語と 傳說 

^能 翁 は、 首 語と 共に 始終 傳說 とい ふ もの を 注意され た。 この 傳說 とい ふ もの はまた、 數 多の 點で 一一 一一 口語 と共^ 忭 

をお ち、. 全く 问じ與 味 *惯 値 を 分け もつ ものである。 先づ、 一一 一一 e 語の 如く、 傳說も mcs 坐 臥の §1 に、 田夫野人の 間に 

到る 虑に發 見され る、 云 はぐ 路傍の 事實 である。 こんな 卑近な、 無舉 な、 こんな 有觸れ た、 無惯 値な ものが、 何に 

成らう と 思 はれる 程、 鄕 土に 充ち/ \ てゐる ものである。 偉人 天才の 所產 である 藝術 ゃ文舉 の 絢爛の 光に 壓 倒され 

て、. とも すれば、. かう いふ 身邊の もの は 不當に 低く 評^されて ゐ た。 荒麼 無稽 採る に 足らすな どと。 「史 科」 に 臨む 

一 方面 的な 狹ぃ 見地から 見る からさうな るので、 间 有の 立場から 取扱 はれない 傅說 こそ 迷惑で ある。 

^し 人 H 一  変 は 遭遇す る 幼稚な 夢 多き 靑 少年 時代、 わけもなく 醉 はされ る 天才の 名ゃ藝 術の 香 や、 お 多分に： S れ 


す 私達に もさう 云 ふ 時代が あった。 單純 さは 兒 供と 同じ 事 「わんく はいい 兒、 猫 は 馬鹿ね え」 「兎 はいい 兒， 鹿 

はいい 兒？ 狈は？ 豚 は？」 少し 大きく 成って r 範賴 はえら い？ えらくない？」 「頼 政 はえら い？ お 朝 は？ 

爲義 は？」 何でもい ぃ兒 とわる ぃ兒、 えらい ものと、 えらくない ものとの 範疇に 分けて、 その 何れ かに ル づけた け 

れば 落着かす、， いい 物好き、 えらい 物好きな ものである 。若しえ らい もの、 いい ものの み を 愛^すべし としたら、 

成長して わが 父の 凡人な こと を 知った 時に、 親孝行し なくと もい いと 云 ふこと に 成らう し、 自分の 夫よりも 他人の 

夫が えらかったら、 夫 を 拾て \ 他へ 傾倒す る こと も 是認せ ねばならない やうに 成らう。 母が 子 を 愛し、 人 問が 鄕 十， 

を 愛する の は、. 必す しも 他より よい 爲、 えらい 爲 ではない、 よから うと 惡か らうと、 否 片輪で あれば ある^^ 可愛 

いのが、 本當の 親の 至情で ある。 若し 夫れ 成長した 心から 見るならば、 世の中の 物 は、 童心に 映 じた やうに、. ハツ 

キリー 一分で きない、 のみなら す、 . えらい 者と 劣った 者との 差 もさう 大した 差で はなく、 いい 事に も^い 陰が あり、 . 

悪い 事に も 明るい 所が ある。 えらい 者ば かりが えらい ので はなく、 いい 子の みがよ い 子で はない。 

^然 私共の 心が 成長して、， 一 度 英雄主義の 幼稚な 夢から 酲 めた 時、 もはや 天才の 名が 徒らに 私共 を醉 はしめ なく 

なって 來た。 それと 同時に 新たに 私共の 心 を 打つ やうに 成って 來 たもの は、 すぐれた 個人の 影法師ではなくて、 ヤ 

凡な 全 體 性の 巨 姿であった。 一 個の 偉人で はなく して 皆 ひとつに なった 民衆の 全容 そのものであった。 從 つて： 人才 

の创 作す る 文舉ょ ひも、 社會の 創造す る 言語、 著名な 一 史家の 手になる 厫史 よりも、 作者 も. s 來も 知れす に^く 久 

しく 流 傅す る 民^ 傳說、 それらが 我々 の 視野の 中心に 移って 來 た。 如何なる 世に 誰が 云 ひ 出した ともなく、 人々 の 

口から 口へ、 時代から 時代へ、. 云 ひ 繼ぎ語 り繼 いで、 民衆 を 支持し、 叉 民衆に 支持され て 生^: する si、 一：. ふ i も^ふ i 
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も 全く 同 一 である。 

我々 が 生れお ちる や 否や、 母の 唇から ひピ くや さしい 愛. i 慰藉、 泣く 時 は それ を 以て 乳房 を與 へられ、 むづ かる 

時 は それ を 以てお めら れ、 寢 かされた もの は、 母の 言葉と 鄕 土の 傳說と であった。 

卄 い 乳が 肉體 的^と なって 幼な 兒 の體 が出來 たやう に、 幼な 兒の 精神的 糧 となって 行く も の は、 母 の 一 紫と 鄕土 

の傳說 であった。 

それ を 以て 幼な 兒の 心の 目が I！ かれ、 それ を 以て 幼な 兒が考 へる 事を與 へられ、 思 ふこと を 校 けられ、 この^に 

知らす 知らす 鄕 土的怙 調、 廣 くいへば 祖國の 精神、 國民 思想と、 共同の 古い 大きな 傳統 との 中に 入社 して 行く 

のであった。 

鄕 土の 小川、 一 の 岩、 一 の 流れに も、 我々 の 幼い 心を捉 へる 不思議な 物語りが あった 。我々 の 心が 他日 成長して 

^欤へ 赴く その 端緖 も、 科學的 思索へ 發足 する その 芽 生 も、 みなこの 母胎に 芽 を 吹いた ものである。 

如何なる 偉人 も、 天才 も、 一 度 は 母の 膝に かう した 世界 を 通って 来たので ある。 我々 は 日光に 馴れて 日光の 有難 

さ を 感ぜす に 過す やうに、 餘 りに 日常 親しかった が 故に、 鄕土 の 言語と 傳說 との 價値 を氣 付かす 過ごして 來 たので 

あった。 この 日常の 平凡な 茶飯事 こそ、 純 無垢な 幼い 生命 を はぐくみ 育てた 心の糧、 魂の 搖籃、 一 にして 二な き、 

他を以 て 代 ふ ベ から ざ る 絕對價 を も つもの だった ので ある。 

^五節 言語 • 傅 說の硏 究とャ コ ブ • グリム 


今から 百 幾年の 昔、 ドイツに 起った ii マン チシ ズムの 先蹤を なし、 ドイツ 文學史 の 上に、 不磨の 名 を 止めた ヤコ 

ブ. グリム ( 一 七 八 五 11 八 六 三)、 ウィル へ ルム • グリム ( 一 七 九 〇— 一 八 六 三) とい ふ 兄^の 舉^ があった。 鄕土 

愛に 發 した 深い 討究 心、 見す く 荒 廢に歸 して 行く 傳統的 文化の 止みが たき 追慕から、 ドイツ 鄕 土の 首^ 俾 ほに 1 一 

人 は 影身に 成り 合って 生涯 を沒 頭した。 その 著 『ドイツ 文法』 は、 ドイツ語の 新 古 ありと ある 方言の 深い 比^ 硏究 

から、 ドイツ語 族の 歷史を 遡って、 世界に ー國 語の 歷 史的 研究の 模範 を 垂れ、 以來糜 然として ョ ー H ツバ ふ H に 一 

國 語の 深い 研究が 皆 此を範 として 勃 輿した。 その 發 見に 係る 所謂 グリムの 法則 は、 炳 として 今に 舉界を 光 被して ゐ 

る 。外に ドイツ語 辭典の 編 も あるが、 後世 グリムの 功績 を紀 念す る爲 めに 一 百年 その 大增訂 をつ ^けて 世界一 の^ 

書 を 現出して ゐ る。 言語 上の この 業蹟 にも 劣らす、 グリムの 名 を 全世界に 喧傅 せしめて ゐる 所以の もの は、 〔はに 俾 

說の 集成で ある。 「ドイツ 神話」 三卷 と共に、 「兒童 及び 家庭 童話」、 殊に この 後者 は 世界 童話の 寶玉 として 殆ど あら ゆ 

る國 語に 譯 され、 どんな 童話作家の 作 もこれ を 粉本と して 居り、 凡そ これの 影響 を 受けない もの はない と 云って よ 

い。 我 國の漣 山人が 筆 を宣 話に 染めた の も グリムに 私淑した と 云 はれる。 が、 併し グリム は 漣 山人の 様に おお を 作 

爲 しおし く は 勝手に 改造した 人ではなかった。 寧ろ 遠 野の 佐々 木 喜 善さん が 江 刺 郡 や 紫 波 郡 昔 ^を ま：： かれる r 

度 あの 態度で、 若し その ま、 放置したら、 亡くなって しま はう とした ドイツ 鄕 土の 語り 傅へ を、 山^ €3 村の 老媼の 

口から、 その ま、 を如實 に筆錄 した ものだった からで ある。 アン デル センと か 漣 山人と かいふ やうな 個人の 影の 沒 

した、 何時の 代から とも 知れす 傳 はって ゐる、 本當に それ は ドイツ 民族の 古い 民衆 精神 文化の、 土から 生えて 吹い 

て ゐる贵 い 花だった ので ある。 而も 素朴な 天眞 な、 玉の やうな、 如何なる 個人の 天才 も 企て 及ばない もの を 以て 充 
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たされて ゐて、 人 をして 世界の 大文舉 が^: 亡びる 時が 来ても、 グリムの 赤頭巾と 狼との 對話 は、 世界の 子供の 口 か 

ら 絶えて しま ふこと はないで あらう とまで 譜 へ られて ゐ るので ある。 

赤頭巾と いふの は、 いつでも 北ハを 冠って ゐ るので、 さう 呼ばれつ けて ゐた 可愛い 女の子の^. である。 いい 子で、 

お^さんの 乎 製のお 菓千を 持って 森の 向う の 1  紐 母さんの 家 を a 舞に やられる 途中、 狼に 出逢 ふ。 が、 まだ 恐怖と い 

ふこと を 知らない 純 無垢の 赤頭巾が 「お^う、 狼の かしらさん。」 と 挨拶 をしたら、 ^つて か A らうと した 狼が 拍子 

拔 けがして、 やさしい 聲で 「此 はお ロ4. う、 赤頭巾さん」 と にっこり 笑って 「どこへ 往 くの？」 と 訊いた。 平氣 で、 

「お 祈 母さんが 病：^ で^てる から、 母さんのお 使で お見舞に」 としゃべ つてし まふ。 狼 は 凝み かけて T その 荷物 は 

な あに」 「その/ i 母さんの 家 は どこ？」 と 聞く の を みんな ありの ま X に 云って しま ふ。 狼 は 喜んで 一 足 先にお 祖母 さ 

ん の^を 襲って 祖母さん を 喰べ てし まひ、 尙 赤頭巾 をも瞞 して 喰べ てし ま はう と、 祖母さん に 化けて そのべ ッドへ 

おて ゐる とも 知らない 赤頭巾 は、 いつもの やうに T お祖母さん 赤頭巾で すよ」 と訪づ れて來 て、 へ 人ろ と、 狼 

は跑 くまで 祖母さん に 成りす まして、 やさしい 聲 でべ ッドの 上から、 こ^まで お出でと 云 ふ。 こム まで^ i すと、 大 

^ハ子 佻 は 危惧と 好奇と 恐怖に みたされた 熱心の 最高 頂に 息 をはづ まして ぢ つと 待つ。 そこから 有名な 對^ が 始ま 

るので ある。 飽くまで も 祖母さん だと 思って ゐる 赤頭巾 は、 狼へ 「だが 祖母さん、 お祖母さん、 人 「m は なぜ そんな 

大きな おめ 人な の？」 「お前 をたん と 見ようと 思って さ」 「だが お祖母さん、 お祖母さん、 今日は なぜ そんな 大きな お 

耳な の」 「お前の いふの をよ つく 聞かう と 思って さ」 「だが お祖母さん、 お祖母さん、 令 曰 はどうして そんな 長いお 手 

々なの」 「お前 をよう く 抱かう と 思って さ」 「だが ぉ視 母さん、 お祖母さん、 今日は どうして そんな 大きい お 口な の？」 


「お前 を かう 喰べ やうと 思 つて さ」 と 飛ぴか & ると こ ろ を 折よ く來 合せた 狩人が 討ち 殺す ことにな る。 

グリムの 童話の 例の 中に 特に 玆に申 述べたい 噺は、 アツ シェ ンピュ ッ テルと 云 ふ 可愛 想な 繼母說 話で ある。 我が 

落 窪 物語の 落 窪姬の やうに、 先妻の 娘が 繼 母に 虐 遇され、 寢る にも ベッド を與 へられす、 爐ば たにお て 灰 だらけに 

なって ゐ るの を 嘲って アツ シ ェンピ ユッテ ル (灰 殼) と 渾名 をして 呼ばれる ので ある。 併し 王子の 嫁 選 IS の 姊^^ 

に國 中の よい 家の 娘が 皆 招かれる 時、 數 多の 仕事 を 課して 留守番 を 命じられた 灰が ら姬 が、 亡き母の 墓の 木に 措む 

不思議な 烏 (フランス にある 話で はフ 1 ァリ ー.) のお 蔭で、 不思議な 盛装 を 得て あとから 出掛ける と、 滿 ^の 視線 

を 引いて  一^ 王子の 目に とまり、 色々 面白い 曲 祈の あと、 とうく 王子の 花嫁に 成り、 繼母 やその 連れ子の^ 地^ 

な 娘 だち は 例の 墓の 木に 捿む 鳥に 眼を啄 まれて 不幸な 終 を 遂げる と 云 ふ 筋で ある。 

第 六 節 • 日本の 小 グリム 

此處に 思 ひ 合される の は、 佐々 木 喜 善 氏の 『紫 波 都 昔話』 に 出て 來る糠 福 • 米 福の 話で ある。 糠 福 は W 愛想な た 

おの 娘、 米 福 は 性悪の 後妻の 娘、 王子の 舞踏 會へ 行く 代りに、 こっちの^で はお 者 殿の 祌樂堂 にお 祌^ を： 0- に 注く 

ことになる。 糠 福 は 留守 ひ §1 に 水 を 七 さげ、 絲を七 結び、 稗 を 七 臼 春いて おけと 言 ひっかつ たが、 隣の 婆が 來て助 

けて、 山姥に 貰って かくして おいた 美しい 衣裳 を 着けて あとから 往 つて、 やつば り II^C: 殿から 嫁に くれと 一： ム つて 來 

る o とう/、 綺麗な 着物で、 嗚輪 をつ けた 馬に 乘 つて ザ ングブ ングと 長者 どんに 嫁入りす るので ある。 米 福の 方 は 

おひ 手が なく、 母親が 臼へ 乘 せて、 田螺 殼を つけて ガラ くと 田の 畔を牽 いて 行く と、 闩 が 輕げて E へ 落ちて 米. )1 
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が 田 蝶に 成って しまったと 物語る。 

ひめ 

こ 3 ず ま、 歐州 では フラ ンスの シ ンデ レラ姣 とい ふの が 代表的な 最も 美しい 最も 優しい 昔話の 膨： 卷 とい はれて ゐ 

る も r であるが、 ドイツの ァ ッシ ェンピ ユッテ ルは、 美し さは 一 等を輸 する かも 知れない が、 ドイツ 一 流の 太い線 

で^ の 性悪 も應報 も實に 深刻に 出 來てゐ る。 糠 福 米 福に 至って は、 單 純な 中に 深く 刻み 込まれた 淚が あり、 素朴 

そ 3 ものの 中に 掬し 切れない 昔の 匂と、 溢れる ばかりの 地方色と は、 いつの 世 どうして この 田舍 に、 かう 云 ふ 話が 

入って あつたで あらう と 驚嘆に たへ ない 珍ら しい 嬉しい 物語で ある。 

、そつ 外に も、 夜泊す る 男の 妻の、 嫉妬 を 包んで よもすがら 燃える ほむら の 胸に、 小豆 を當て X 寢 ると、 夜が 明けて 

.; や， 王が s< るまでに よくう だって ゐ ると いふ 話、 そして 亭主が 「何 か 無い か」 と 云 ふので、 「はい」 と 云って その 小豆 を 

食べさす。 そんな 事が 度 東 るので 亭主が 不審に 思って 「おい、 お前 は、 俺の 不在に、 ひとりで 小豆 を 煮て たべて る 

のか」 と 詰る と T 實は これく で」 と 打ち明け たの を 聞いて、 「わるかった」 と 亭主が あやまって それから は 夜^り 

を やめた とい ふ 無茶苦茶に 從 順な 女の 話、 花唉爺 型なる 「上の 爺 下が 爺」 の 話に 出て 来る、 下の 爺の 善良 さ、 無抵 

抗 主義の トル ス トイの 童話の 中に も 凡そ これ 位 徹底した 無抵抗主義 は あるまい と 思 はれる が、 かう 云 ふ 爺さん や 女 

が、 K 際 存在した か 否か は 問 ふ 所ではない、 かう 云 ふ 話 を 創造した 鄕 土の 爺 ぼの 內 生活が 我々 に はなつ かしい。 

それよりも 一 體 どうして 歐洲の 古い 昔話と、 我々 の 田舍の 昔話に "東西 符節 を 合せる、 こんな 一致が 生じ 得た の 

であらう か。 偶 合と はどうしても 考 へられな いから、 何時の 代に か、 一 つ 元から ひろがつ たものに 相途 ない とする 

と、 人 問 交通の 久しい 藤史 を、 文書 以前の 古さに 遡って 我々 に 暗示す る もので なくして 何で あらう 。歐洲 の 


は、 灰殼媛 一 系の 繼母 物語 をば 東洋 を 根元と 見て、 印度 あたりに その 基 を^して ゐる。 

哈： ましい 希臘の ユリ セスの 話が、 イギリスの バ ラッドの ハインド • ホンの 話に そっくり 現 はれ、 また 我々 に は 心 

名な 百合 若傳說 となって 中 昔から 謠 はれて 傳 はって ゐる。 鄕土 傳說の i 榘が、 かう して^ 四 文明 交^ 史 のどん な史 

おの 叙述 も 及ばない 古い 心的 接觸の 史實を 裏付けて、 恐ろしい 遙 かな 人間の 足 あとが 思 ひも かけない 我々 の^.^ い 

眇 たる W 舍の 田園に、 明らかに その 影 を 落して 花 も實も 結んで ゐ るの を 見出す の は 又 何とい ふ^せ 、であらう。 

此の^ 味 深き 研究 も 今、 幕が 切って 落された ばか ひで ある。 洋々 たる 前途 はま だ 大沲の やう、 凡ての 活動 はこれ 

からで ある。 

グリムの 仕事 は 人々 の 目 を鄕土 へ 向けし めて 全 ドイツの 鄕土愛 を 刺戟し、 後に ドィ ッ 統 一 の 緒 を ナボレ オン 戰禍 

の あとから 拾 ひ あげる 直接 • 間接の 動機と 成った もので、 文化史 上に 於け る 彼の 功績 は必 しも 大ゲ 1+  • シラ ー の 下 

風に のみ 立つ もので はない と 云 はれる。 此の 意味に おいて 遠 野 物語と 北 (に 我國 のフォ ル ク ロアの^.^ に f 朽の名 を 

刻まれた 佐々 木 直：： 善さん の 昔話 集 は、 現 文壇 一 流 どころ の 創作と も 相 伍すべき もので あらう と^ふ。 
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第二 章 言語と 土俗 

^一節 緖 言 

g 人の^ 活も 人類の 生活 も M じこと だ。 其 は 人の 一生 も ひとつ ビ きなら、 人類 生活 も 唯一 績 きの 文化 過稅 にす ざ 

ないから Q 

我々 は^い 物の 後に は さっぱりした ものが 欲しくな り、 さっぱりし たもの に飽 いて は 何 か あまい ものが 欲しくな 

る。 喉の^ いた 時には 水 ほど 欲しい もの はない が、 腹 いっぱい 飮ん でし まふと 「水なん か」 だ。 

2 じこと が 我々 の圆體 生活の 上に も その ま A 現 はれる。 たピ物 尺が 違 ふ。 人生 僅か 五十 年 だが、 人類 生活 は 幾^ 

年 の 過去 を 冇し^ 幾 萬 年 の 將來を も つもので、 幾分 この 方が 複雜な だけ。 

即ち 遠い昔の 自然 民族の 生活が、 村の 生活から 漸く 國家 生活に 成長し、 それ を 支持した 久しい 氏族制度が 史時 

代に 入って 弊に 埚 へがた くなる や、. 大 化の 改新が 勃發 した。 因襲の 久しき、 s 族 制度の 頹廢 する や 遂に 武門の 政^ 

が 取って； り、 武門の 政治が 幾度 か 人を替 へ、 最後に 三百 年の 昌平に 略ぐ その 使命 を 梨した 時、 明治維新の 活動が 

王政復古 を 目標と して 動いた。 その 目的が 達成した 現代 は 更に.^:^ 政治 を 目標に 進展して ゐ る。 

あの 冷い 古典主義の あと 哎ぃ 浪漫主義が 迎 へられ、 浪漫主義が 甘た るくな つて 跪い 自然主義が 取って 替り、 自然 

主^が 「岡 人と しての 人^」 を發兑 して 個人に こだ. はった 時に、 新しい プ 口 レタ リア • イデ ォ 口 ギ ー が 「社 會 人と 


しての 人類」 を發 見して、 時代が その 目標 を 一 新した。 

丁度、 赤ん坊の 時、 何より 大事だった お 乳が 少し 成長 するとつ まら なくなって、 變 つた 味 を 持 合 はせ る 色々 な 兌 

物 を 求め、 また 玩具な どが 命の 次に 大事に された 害 だが、 成年に なると 「玩具なん か」 と兑 くびって 扳向 きもせ す、 

若い 血潮 を 湧かして 生命 を 賭する 戀愛 沙汰で ある。 それさへ 年を取る と、 た わい もない 昔の 夢に なって しま ふ。 

斯様に、 各 時代の 新しい 目標 は、 その 時代に はいつ も 絕對な ものに^え るが、 その寶 、 ^に 時代 を^お としての 

み 形成 せられる ものであって、 長い 眼で ^ると、 やつば り 千 波 萬 波 相 牽引す る 流れの 上の 起伏に すぎない。 生きた 

現 K の 世界 は 唯一 つ^きで ある。 傳統の 流 を 超越した 絕對の 理想な ど は、 現 寳 世界に 曾て 一 つも 现 はれた ことが な 

ゝ o 

永遠の 將來へ ^湃 としてた ぎり 落ちる 時代の 波、 生成 發展、 日に 新たに 叉 日に 新たな この 生きた 現 S に、 何が 絶 

叛の 理想、 何が 最後の 目標、 そんな 事が 一 つもき まって あり はしない とすれば、 我々 が 正しく 生きん が爲に は、 现 

に 直面して 最も 精確に 事象 を摑 むた めに は —— 理論 だけで は 駄目 —— 抽象的な 现想論 は 子 佻の.： -.1: ひ 分と ：！： じこと、 

足が 現實を 離れたら、 もん どり 打って ひつく りかへ るば かり、 それよりも 我々 のこ \ に 來 つた 一切の 行きが k り、 

過ぎて 來た 人類の、 及び 我々 の 社會の 具體的 事實の 必然性 を如實 に 認識す る こと、 是が笫 一 でなければ ならない。 

此が 即ち 现 倫の 擧 問に對 立して、 別に 勝 史的 科擧の 存立す る 唯一 の理， H である。 

但し 歷史と 云っても、 記錄 にの み 頼る 厫史 は、 兎角 偉人の 歷史に 終る 。然ら すん ば事變 の^ 史 に^る。 M..^ をお 

むと、 昔は戰 ばかりして ゐ たかの やうな 觀 念を械 ゑつけ させられ るの は その 爲だ、 それ は必 すし も 子供ば かりで は 
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ない。 大人で もき 例へば、 蝦^と 大和：^ 族との 接 觸に關 して は、 歷史の 記述 は 征伐の 記事ば かりで あるから、 奥 羽 

で 蝦^ は 殺戮され 盡 して、 殘っ たもの は 木 州から 海 を 渡って 逃げ去った ものと、 十 人が 十 人 思 ひ 込んで ゐ るので あ 

る。 人 はそんな に澤山 殺される もので はない、 大多數 は やっぱり 土着して 良民に なって 混血して しまった 苦で あ 

る o 

凡そ 騷 ぎと いふ もの は、 無事な 生活 をぐ ぎる 句 讀點だ 、 句讀點 のみ を數 へ て 本文 をす つぼ かしす る こ と は 途方 も 

ない ことで ある C 

戰ゃは 八， n でも 五 年 か 十 年に 一 度 位 は ある。 一 千年の 歷史の 中に、 蝦夷 征伐 は 何度 あつたか。 あの 囘數に まだ 記 

錄； S れ があった とした 所で、 その 間 を繫ぐ 無事な 生活が あった。 た^ 無事 だから 記錄 がない だけ。 ^錄 のみ を资料 

として 番き 上け る 歴史が 不完全 になる の は 是非な い 結枭で あ-る。 

0. 記事の ない 平和な 月日の 方が 幾千 倍 も 永く 流れて ゐ るし、 更に 又、 人間 そのもの も 武人 や 英雄の 外に 平 W 

が 幾 萬 倍の 頭數 だった かわからない、 この 幾 萬 倍の 方の 事實 が歷 史に隱 れてゐ て、 過去の 我々 の 背景 を 如實に 知る 

ト： に 到底 所謂 歷史 では 問に 合 はない。 この 幾 萬 倍の 隠れた 古い 事實に 尋ねて、 我々 の 今 曰 を 成す に 至った 背景 を 明 

かにし、 ぶて 所謂 歴史 を 補 ふの が、 新ら しく 起った 土俗 擧の 使命で ある。 

土俗 擧^、  丁度、 考古擧 が 古代の 遣 物 を 資料と する やうに、 古代の 遣 俗を资 料と する。 偶 X- 我が 東北 は、 邊 土め 

故に、 時代の 激流に 浚ひ殘 されて 最も 多く 古い 遣 俗を傳 へて ゐ たので ある。 それ は 土俗 舉に 取って は 思 ひがけない 

や. な齊藏 であった。 我が 國の 土俗 擧が 東北 を 發祥の 地と して 輿隆 したの も 偶然に 似て 決して i ではない ので あ 


る。 今や この 新 輿の 土俗 舉が 文化 科舉の 设新銳 として、 あらゆる 他の 兄た る 諸 科擧の 上に 影 I： を與 へつ k ある^、 

束 北の 放送局が 土俗 講座 を 開かれた こと は 誠に 深い 意義の ある ことで ある。 これが すべてに 立ち 通れた 來北 をし 

て、 せめて この 擧 問の 上に トツ プを 切って 大いに 進出せ しめる 機緣 となる ことが 出來 たら、 お 冗 ひ n 俊の 至りに^ 

へない。 私が 不敏 を 省みす、 馳せ参じた 所以で ある。 

第二 節 言語と 土俗 的事實 

併し 私自身 は 土俗 舉 の專攻 ではない。 私 はたぐ 私の 專攻 する 一 百 語 と 云 ふ ものから 見た 一部の 土俗 を 述べて はる だ 

けの ことし か出来な. so 

>-」 おとい ふ もの は、 廣義の 土俗 的事實 である。 一 々の 物の 名が 誰が つけたと も 無しに、 あらゆる 人々 に 使 はれて 

存在し、 あらゆる 人々 がそれ を 用ゐて 生活して 來た、 地方々々、 國々 の、 ひとつの K 衆 文化で ある。 寶際、 何時か 

ら山を 山と 呼び出し たか、 何人が 川 を 始めて 川と 云った か、 月、 雪、 花、 鳥、 父、 母、 兄、 *、 行く、 來る、 兑 

る、 聞く、 泣く、 笑 ふ、 死ぬ、 悲し、 樂し、 誰が 一 々さう 名付けた か 作った か、 記錄 にないから 解らない。 ^錄に 

ない 程 常の ことで あり、 又 それほど 古い ことなの である。 その 様に 古く、 その 様に 常に、 我々 の 祖先が 使 ひこな 

し、 使 ひ 古し、 それ を 通して 親しみ、 それ を 通して 理解し 合 ひ、 或は さう 言って 喜んだり、 悲しんだり、 ^つた 

り、 嘆いたり して 來た祖 々の 心的 活動の 吾々 に 遣した 記念で あり、 遺產 である。 

但し 言語 現象 は、 文舉 とちが つて、 天才 や 文豪の 所 依で はない から、 それ を 迪 つても 何等 目を^ ふ 美し さや 郯か 
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言 硏究  ニニ 

さはな く、 何の 生彩 も 綾 もない、 寧ろ 平凡な 退屈な 日常の 事實 にし か 出逢 はない。 その代り、 過去 幾千 萬 人の 背景 

を もつ 大きな 巧みであって、 決して 吹けば 飛ぶ やうな 個人の ことで はなく、 幾 十代 幾 百 代の なつかしい 我々 の 先人 

の^を、 心 を、 その 中に 問け る 所の ものである。 代々 の 祖先の 生活の した、 り を その 中に 汲む ことの 出来る 常： &の 

焱 である 。「たか^ 肯 紫い. ぢり」 と 笑 ふ 人が 或は あり 得る。 思索で 辻褸を 合せて 滿 足して ゐる 机上の^ i^i 論な ど はさ 

うか も 知れない 。併し 正當 にさへ 迎 つて 行くなら、 一歩一歩、 それによ つて、 目に 見えない 祖 1： の 俾統の 中へ 分け 

て 人り、 ^國の 思想 感情へ 渍 かる 喜びな ので ある。 叉 雷 語の 研究 はさう でなければ ならない 所の ものである。 

私 は元來 盛：！： の^で、 南部の 盲曆 とい ふ もの を、 物心 づ いた 頃から 何とな しに 不思議な を かしな ものと、 心を惹 

かれて 見て 來た。 橘 南 豁の柬 遊 記 以來聞 著して、 今 は 好事家の 間に 愛玩され て 東京に も 來てゐ る。 文字 を讀 めない 

人に 判じ 繪と點 々で 綴った 一 枚 刷の 繪曆 である。 あれ を 見る度に 心 を 壓 しつけられる 程に 昔の 生活が 思 はれる とい 

ふの は、 農民に 取って、 字 は 知らな くっても 濟 まされる が、 一年の 「日 をよ む」 ことが 生活の 指導と して 如何に 緊^ 

の， ぜ識 であった か、 とい ふこと である。 そして 上代の 言葉に ひじり と 云 ふことの あった こと を 思 ひ 出す o  i« 養の 千 

人に 勝れた の を 賢と いひ、 萬 人に 勝れた の を聖と 云った、 その 聖を ひじり と訓 じた。 太古 蒙 味の 世、 未然に 日 を 判じ 

ひじ リ 

て 尺 衆 を 指^し 得た 人 —I- 云 は^ 豫 言 者 II は 人間 の 智識 の 極致と 考 へ ら れ崇拜 された に 違 ひな い。 聖は 即ち 日 を 

ひじ リの； ^ よ ひじ リの みかど 

知る 意で あらう と は、 雜誌 r 鄕土 研究』 に 由って 明かに された 鐵 案で ある。 だから 聖代、 聖 天子と 讃 へまつ る詞 ともな 

つたので、 古代人に 於け るし ると 云 ふ 言葉 は、 今の 様な 單 なる イン テ レクトの 意味で なしに、 それに 附帶 する 大き 

な 力が 考 へられて ゐ た。 即ちし る は 形容詞. の 「いるし.」、 「いちじるし」 のしる t 白し」 のしろ とも！ i 様で 暗い 所な 


く 明白に して ゐる 意味で ある。 手品. 師も種 を 明白に 知って ゐられ ると 手品が 出来ない やうに、 叉 •€ あや； も^れ^ 性 や 

親元まで 知って ゐる 人の 前に は參 つてし まふ やうに、 古代人の 考へ では、 夜の 恰も 明るくな つて 正體 を^お すると 

怖く も 何ともなくなる やうに、 惡神 がその 本源 を 知って ゐられ ると、 威力が なくな ひ、 魔神 も その 索 性 を すっぱぬ 

かれる と 尻尾 を卷 いて 逃げる ものの 如くに 考 へられて ゐた —— 知る と 云 ふこと は 即ち 大きな 力だった ので ある T 日 

を 知る」 こと は 日 を 支配し 得る 力 を もつ ことで あり T 天が下 を 知る」 と 云 ふこと は 同時に 天が下 を 支. S する 力の 倫 

はる ことだった。 だから、 天皇 を 「天が下 知ろ しめす すめら みこと」 と 申し 讃 へる 詞 ともなつ たので ある。 

第三 節 火の 土俗 

支那で sun も day も 「日」 である やうに、 我が 國で もこの 二つが 共に ひで ある。 今一 つ fl.re まで 我！： では 

じく ひで あり、 た^ アクセント を 異にする だけな の は、 もと 天上の 日と 地上の 火と がー つ ことばの 分化した もの だ 

つたこと を 示して ゐる o 

多くの 民族に よく ある ことで、 電光 や 雷火の 目撃が 想像 を 助けて、 地上の 火の 起源 を 天上に ® し、 始祖が 火 を 

具備す る說 話、 而も 天上に 胤 を 引いて、 降りて この 土に 君臨 するとい ふ 神話 若しくは 信仰が 極めて^ 遍的 である。 

從 つて 太陽 崇拜と 火の 崇拜と は 切っても 切れない 緣が ある。 印度、 波斯、 羅 馬の 火の 崇拜 は^ 明な ことで あるが、 

我 々 の 代まで もま ださう い ふ 古 信仰の 殘 浮が ほのかに あ つて、 幼時、 立ちながら 爐の 火へ 足 を 差 出して 炙りな どす る 

と、 火の 神様の 罰が あたる と 戒められた ものだった。 今でも 仮令 落葉 を 焚いた 殘 りの 火 をで も 服で 消すな どい ふこ 
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言語 硏究  二 四 

と は、 他の ポ^ は 許される 場所に 於いても 一寸 出来な いのは、 ちん，/^ が 曲る と 戒められた 古い 記憶の ほ とぼりが 

まだ^って ゐる 亡いで あらう o 古い 信仰に はもつ と 生々 と 火が 聖 なる ものであった のみなら ゃ祌 であった。 或る 所 

に は、 力 マ ド祌、 或る 所に は 荒神 様の 名が 殘 つて ゐる やうに。 恐ち く 古代 は 家々 の 火の 神 は 家々 の 神で、 これ を 焚 

き 絶やす とい ふこと は、 その 家の 守護の 神 を 死なす やうに さ へも考 へられて 焚き 繼 がれた。 出 雲の 國. 造の 家で は大 

昔からの 火 を 絶やさす 繼 いで ゐ ると 云 ふの は、 最も 典型的な 古俗で ある。 往々 東北 地方の 農家に も、 夜 は 灰 を 掛け 

て 朝まで 持た し、 決して 火種 を 絶やさな いの を 兌れば、 恐らく この 土俗 は 一部 的な もので はなく して 中央に も集圑 

の 宗^ は^のた め^ 圑の ため、 祖宗 以來の 聖火 を 絶やさす 嗣 いで 行くべき 聖 なる つとめが 冇 り^た ことで あらう。 

イギリスに 太子 (crown  prince) は crown 即ち 「王冠」 で 代表され、 王位 は throne 即ち 玉座で 代表され て 呼 

ばれる ので あるが、 我々 國 民の 總 本家に 渡らせられる 皇窒の 御世 繼を國 民が ヒ ツギの みこ、 萬 乘の御 位 をば アマ ッ 

ヒ ツギの たかみ くら、 と 申 上げた こと は、 この 國家の 限りなく 舊ぃ 昔ながら の 古俗が 首 葉の 上に 保 たれて ゐ たなつ 

かしく も 尊い 純 一 さで ある。 

第 四 節 湯の 土俗 

あつい 火の 話から 湯へ 轉向 する。 私 は 盛 岡に 二十歳まで 過ごした が、 その 頃までの 事、 溫 泉で 湯へ 入る のに、 私 

の 祖母 や 母 は、 揚 もじ を 着けた ま X 入る ものであった。 卽ち、 あれ は 文字通りの 湯卷 きであった、 のみなら す 盛 岡 

ゆかた  I 

地方で は、 所謂^ 衣の こと を、 當時も 今もュ トリと 云 ふやう だ。 やはり 元、 詞 通りに それ は、 湯 を 上る 時に、 出る 


や 否、 後ろから 婆やな どに 掛けさせて、 その ま X 窒へ歸 つて 肌の 湯 をす つかり それへ 浸み 込ませて 身 體を拭 ひ、 そ 

して 常の 着物に 着替 へる ものだった。 ュ トリ 卽ち湯 取りで ある。 私の 弟に 聞けば、 弟の 養母な ども やはり さう した 

ものであって、 決して、 湯槽 を 出て、 そのな りで、 あそこで ぐ づ，/ \ 手拭な どで 身體を さらして 拭いて ゐる もので 

はなかった とい ふ。 そして 肌 を 露骨に 現 はして ゐ るの を、 羞 しいと いふよりも 怖れる やうな 氣持 があった もの ださ 

うで ある Q 

併し、 此も 決して 邊土 のみの 奇風 ではなく して、 偶， -邊 土に 古い 習慣が 淺 つて ゐ ただけ で、 獬 それ 以前に は、 ひ 

とり 溫泉 でさう する ばかりで はなく、 家で もさう する もので あ つたら しい ので ある。 

溫泉卽 ち 山の 湯 は 別と して、 庶民が 湯 をた て \ 入る樣 になった の は、 たった 二百 年 そこ ^(- の^で あるら しい。 

尤も、 風呂の 方 は、 も 少し 古いが、 古い 風呂 は 後に 云 ふやう に 所謂 蒸 風呂だった。 湯 を 沸して それへ 入る の は、 も 

と 精進 潔^の 道場であった 寺院と、 畏れ 多い 事で あるが、 上御一人が 新甞祭 *大#會 などの 前に、 を：^ まらせ 

給 ふ爲の ものであった。 

だ 力ら、 平安朝から 鎌倉時代へ かけての ものに 見える 湯屋 は浴窒 とい ふこと で、 まだ 今の 錢湯 のこと ではなく、 

所謂 ュ ドノの 事で ある 。湯殿 はいふ 迄 も 無く、 殿の 名が 相當 する 高贵 の浴窒 のこと で、 だから 殿が 附 いて ゐ たので 

ある。 今 は 我々 の バラ ッ ク にも 名 だけ は 湯殿が あるの は勿體 ない くら ゐの名 だ。 

湯と いふ 語 そのもの ム語 原に 就て は、 舉友折 口 信 夫 氏の 創說が ある。 簡單に 云へば、 ゆ は齋^ などの ii と； z じ^ 

で、 もと 物忌みの 義 であり、 水坭離 • みそぎと 同じ様に、 始め、 水 を 以てな された その 齋の水 を、 後に、 沸かして、 
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川 ゐられ る やうに なり、 沸かして 川 ゐられ る ゆのみ づを、 後に 下略して ゆと だけ 呼んで いつしか 沸かした の を ゆ 

冷い の をみ づと 一一 ムひ 分ける やうに なって 來 たもの だとい ふので ある。 

, ： *  ,  はごろも 

主上が、 この ゆのみ づを 召される 折に、 やはり、 藏物を 召して おは ひりに なった。 これが 天の^衣 とも 1 一一；： はれた 

»  »  »  »  »  かに ひら  ひとへ ぎぬ 

所^ ゆかた びら である。 かたびら は^: 平と いふ ことで 片側の-お、 即ち 裹無 しの^ 衣で ある。 この ゆ かたびらの 下略 

が 今の 浴衣と いふ 語の 起原で ある。 尤も、 今 は" 誰でも 丸裸になって 沐浴し、 却って k つてから、 ひっかける あの 白 

ひとへ もの 

地の 衣の ことにな つて ゐる。 卷湯具 も 同様、 沐浴のお に 身に 縟ふ もの X 名で、 それで 湯と いふ 語が 附 くので あ 

つたが、 今 は、 却って、 は ひる 時には はすして、 は ひらない 時に 着けて ゐる。 尤も 往時の^ 卷 (腿卷 とも： ぶった) 

は、 後世の 湯卷 *臜卷 と は、 物が 逮ひ、 袖も袂 もあった もので、 主上の 御 31 殿に 舉仕 する 宫 女の^ 物だった。 を脫 

いで^から 下へ 縟ふ 形になる から、 それで" ^卷 とも 聰卷 とも 云った ものだった。 この 腿 卷の方 は、 後世、 武^の 

の禮裝 となって、 よく 錦 铯 などの 武^の 奥方の 花 兌の 宴の II に、 櫻の 枝へ 丹册を 結びつけて ゐる 女房な どの 服 

装に、 兩肩 を脫 いだ やうな 形 をした のが あるの は、 即ち それ だ。 

^4、 が、 後に^ 裡詞に ゆもじと なった その 語で ある。 この 湯 具 は、 今の 湯卷の やうな 形の ものに なって、 揚に入 

る S 女子が 腰へ 纒ふ 布だった から、 かやうな 詞 遣に 變 つた。 西山宗 因の 連句、 『ほのぼのと 赤 ゆぐ 干せる^ の 日に、 

^を あがりゆく 振 をし ぞ思 ふ』 は 即ち、 當時旣 に 赤い 腰卷 のま-湯へ は ひって ゐ た證據 で" それ だから、 湯 を あが 

ひゆく ふり を俱ん だので ある o 

さて、 揚は祌 欺な ものだった から、 寺院に は、 は ひり 方に、 故赏 があって、 作法が やかましかった。 湯に は ひり 


ながら 雜談 して はいけ なかった。 柄杓 は 左手に 持って、 右手 を 添へ ながら 掛けるべき もので、 ぶっかけて はなら な 

かった。 とばつ ちり を 飛ばしたり などす る こと は 斷然禁 じられ て ゐ た。 

風 ほの 方 は、 湯 ほど やかましく は 云 はれなかった 様で ある けれども、. それでも、 は ひる 時には まづ I ^を 一： 三度 叩 

くべ し、 是禮 也な ど 云って ある。 それ はさう あるべき 譯 もまた ある。 

一 體、 風 K とい ふ もの は， 舊說に は、 鎌 介 時代の 禪 寺から ひろまり、 風爐 がその SiiS だと ^はれて ゐ たけれ ど、 

鎌 介： 時代よりも 古く、 その 存在 は 平安朝まで 遡られ、 ^つ、 風爐 は、. 茶の湯 を 沸かす に 川 ゐられ たもので あって、 

は ひる 湯 を 沸かす に W ゐられ たこと は 見えない 。尤も、 今の 据 風呂 は 比^的 新しい もので-. これ は、 朝鮮： 祉伐 以後 

になって 現 はれた ものである こと、 『遣 老物語 』 が 明記して ゐ る。 すると、 以前から ある 風：：，：： は、 どうい ふ もので あ 

つた かとい ふに、 屮桐 確太郞 氏に 從 へば、 设も 簡^な もの は、 火 を 焚いて 燒 いた 燒 石へ 水 を濺 いで^々 と 立っ^: れ 

を その まム 能ら せ、 この 蒸氣の 籠った むろの 屮 にしゃが み、 或は 足 を 投げ出して、 蒸氣浴 をして^ を 流した の だつ 

9  9  力まぶ る  I* た 

たらしい。 或は 湯 を 沸かして、 その 蒸氣へ 浴す る もの もあった らしい。 むろ も、 泥の 所 f:is 風： M: から、 枸 ZS ひの 板 

風呂に 進化して 來 た。 

ふろ ふきと ^ふ 一一- R 紫が 『嬉遊 笑覽』 に兑 えて ゐ るが" それ は 蒸 氣の屮 で， ふうふう 吹く ことで、 さう す K- と 好く 

^が 出る とい ひ， 吹き 方に 上手、 下 乎が あって、 何某 は 風 ほ 吹の 上 乎 だ、 などと いふ 事 も 兌え てゐ る。 或 人、 風 门，：： 

の 人 初めに 招かれて、. フク トク • フ タト ク (幅 德) と 吹 いて 褒められた 話な ども：^ えて ゐる。 

ふろ ふき 大极、 即ち、 厚 切の 大极 をよ く 煮て、 熱い ところ を ふうふう 吹きながら 食べる の を さう 呼ぶ の は、 この 
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風呂 吹きから 出た 名で、. 風 呂 のせ：：：： の 生活の 中から 生れて 來た 名で ある。 

ふろしきと 云 ふ 物 も、. 今 は 本 を 包んだり、. 土 產物を 包んだり する 四角な 布の 名で あるが、 その 名の 示す 如く、 此 

もまた か 時代の^ 物で ある。 風呂屋の 上 ひ 場に、， 今の 様に 笊 だの、 鍵の か-る 戶棚 などが まだ 無かった 時代、. 

銘々 が 叫^な 布 を 持って行って、 着物 を脫ぐ 所へ その 布 を 敷いて、 その上へ 銘々 の 着物 を脫 いで 人 浴した。 上る 時 

に 叉銘々 自分の その 布の 上に 居直り、 着衣して 湯 具 や 手拭の 濡れた もの を、 歸 りに その 布， に 包んで 下げて 歸 つたの 

が 即ち 風 M 敷きの 布の 起り である。 笊 だの 戸棚 だのが 出 來て銘 々風呂場へ 持って行って 敷く こと は 無くなつ たが、 ， 

名 だけが 殘 つて、 物 を 包んで 運ぶ 布 を今猶 ふろしきと 云って ゐ るので ある。 

ふろやと いふ 語 は、 平安朝 ，錄倉 時代に は、 やはり 寺院 や 宮中の この 蒸 風呂の 浴窒 のこと であった。 愈々 錢を取 

つて 人れ る 風呂屋 家業の ふろやの 現 はれた の は、 京 は 少し 早く 江戸で は 江戸 幕府の 初 世で あつたと 云 ふ。 但し 其の 

頃 は、 山の 湯、 即ち 溫 泉へ、 湯治に 行く ことが 最早 久しくな つて ゐて、 そこに、 湯女と いふ 遊女が 發 生して ゐ た。 

忽ち それが、 江戶の 風呂屋へ あら はれて 來て、 垢 を 流す 三助の 役 をす る 害で、 實は 風紀 を紊 して ゐた。 それで 明曆頃 

に^ 止に なって、 流し場の あかす り は 男に 限られた のが 即ち 今の 三助 だ。 

それと 同時に、 其の 頃から、 やう-/ \此 も 山の 湯に まねて、 や は ひ 湯 を 澤 山に 沸かして、 それへ 沐浴させる やう 

になり、 流し場へ 人る 人口 を、 これ 迄 はくぐ る 丈だった の を 大きく して 立ちながら でも 出 人り 出来る やうに したの 

が 今の 湯屋の 起り である。 

さて、 首まで 湯に つかる やうに なった から 、そこで、 自然に、 腰の 布 を も 取って、. 女で も 裸で は ひる やうに なつ 


たのであった。 

所が、 蒸 風呂の 場合 は、. お 互が 全身 丸見え だから 變な もので、 私 も 樺 太で 露西亞 式の 蒸 風呂へ、 人類 舉の 

士， 石 田 學士 などと 一 緖に這 人った 經驗が あるが、 座敷の 眞 中へ 丸裸で しゃがん でる やうで、 . お 冗に 格好が 惡 くて 

しゃう が 無い o 先生 を 見ても 變 だった し、 私達 も變 だった。 風呂 揮と いふ ものが 人 用だった 氣 持が 好く わかる。 そ 

れ が、， 今の 錢 湯の 様に、 湯槽へ 肩まで 漬かって、 どこも 隱れる やうに なった からこ そ、 不要に なった ので ある U あ 

れ では、 風呂の 禮に、 外から 先 づ戶を 二三 度 叩いて 人るべし とい ふの は 尤も 至極の， やうで ある。 『あ、 誰か 来るな』 

と、 ちょっと 向き を更 へて しゃがむ 餘 裕を與 へる ためで ある。 だが、 今の 湯屋の 流し場と いふ もの こそ、 この 蒸 風 

呂の 風呂場の 名殘 りで、 西洋 風呂に 無くして 日本の みに それが ある 所以 だ。 錢湯を 今 だに 風呂と 云って ると ころが 

あるの も、 風呂 そのものから 此の 浴場が 出來 たからであって、 この 風呂の 語原 は やっぱり 風爐 では 無しに、 どうも 

むろ だら うとい ふ說の 方が 本當 らしい。 

『嬉遊 笑覽』 の 著者が、 男女と も 丸裸で 人 浴す る やうに なった こと を 憤慨して、. 

『男 だに 禅 を かきて 湯 あみ すれば 女 はさら なり。 さきつ 年、， 上 州 草 津の溫 泉に 浴せ しに ま づ旅舍 につく 時、 やど 

り 居る 間 用 ふべき 調度、 借 もし、 買 もす る 其 内に、 定 りて 人 每に、 ひさく 一  柄、 下帶 1 筋 は、 必^て 浴す るに 川 

ふ。 今 は 世人 丸裸に て 湯に 人るなら ひ 故、 そのと ころの 者 も 客人 も、 是が溫 泉 なれば、 かくする 故なる べしと て 

男女と もに 湯 具して 人れ 共、 これ 温泉に 限りた る 事に あらす』 云々 

此は 文政 頃の ことで ある。 元錄 頃まで は、 誰も 誰も、 男 は 湯襌、 女 は 湯 もじ を 着けて 人 浴し、 偶" 或る W が^う 
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て 丸裸になって 人 浴したら、 ある まじい 事と、 $： から 指彈 され、 つまみ 出されて ゐ るので ある。 

^し、 - 一：：：^ もさう である 様に、 すべての 土俗 は 時代と 共に 變遷を して、 その 時代の 十 人の 內の九 人まで する こと 

が 即ち 社^のお 正な ので ある。 一人 だけ 變 つたこと をして ゐては やっぱり 笑 ひ 物で ある。 今日 猿股の ま、 湯糟 へで 

_ も 飛び込まう ものなら、 或は 却ってつ まみ 出される かも 知れない。 すべて は 時勢で ある。 現 K は相對 的の もので、. 

\ 现旖 ではない。 而も ゆ ひ 難い 必然の 繫 がりで 網の 目の やうに 鑌 いて 來てゐ るので ある。 

笫 五節 禁忌から 禮 俄へ 

アイヌの 女 は、 若い ものな ど は 或は 全然 今風に 化した もの も あるが、 一般に 今日で も 全然 肌 を 人前に 現 はさす、 

人  , 

\ 川 を 渡る にも 裳裾 を报 げす、 投 乳す るに も懷を 開かす、 よく 漁場で 湯へ 入れて やる と、 吾々 の 腰卷と 襦杵を 兼ねた 

\ 乇 ウルと いふ 女子の 肌着の ま A は ひると 云って 笑 はれて ゐ たもので あるが、 此が 本當の 古風な ので、 未開人 ほど、 

一 古代人 ほど、 それが やかましかった。 羽衣 を脫 いで 沐浴して ゐた 天女が 羽衣 を^され て 賤の^の^ になって しま は 

\ ねばならなかった 所謂 羽衣 說 話の モ ー チ ー フは、 女の タブ ー を 犯した 酬、 卽ち、 女が 裸 形 を 男子の 目に 見られたら 

^後、 たと ひ 天女で も、 又 相手が 賤の 男で も、 その 男の ものに なって しま はねば ならなかった ので ある。 

み 

反對 に、 ^はまた 夫の 裸 形 を 見る ことが タブ ー だった。 主上の 御渴 殿に 奉仕す る 女 {に も、 天の羽衣 を 召した 玉體 

に^ 让せ ねばならなかった ので あらう。 この 禁を 破って 妹 背の 契 を 永久の 破綻に 導いた 說^ が、 印度の ウル ヮシ傅 

說、 希臘の 愛と 心との 俺說、 その 形式の 弱まった 形、 女が 强 ひて 夫の 素性 を 明ら さまに しょうと した ことが、 破綻 


を 齎らす 話に 變 じたの が、 中歐の 白鳥 騎士の 說話 及び 東洋の 三輪 山說 話であった ので ある。 

十：： 代人の 禁忌 ゃ齋 は、 原始的な 信仰に 裏附 けられた 畏れと つ、 しみと であった。 世が 開ける とその 巾から W 

な 信仰が 褪せて、 畏れの 情と つ. - しみと が 何が なしに 殘り、 それが 進んだ 社會 の^ 操に 裘附 けられ、 進化して、 禮 

儀 や、 たしな みの 形に 改容 される 。卽ち 裸 を 人の 目に 觸れる こと は、 もとは：^ 仰 的な^:^ であった のが、 へ/では、 

たしな み 無き 振舞 ひ、 失 禮な擧 動、 無作法と いふ ものに なって 抑制され てゐ るので ある。 

信仰的 禁忌の 方 は 抑止の 力が 强ぃ。 故に アイヌの 女の 方が、 我々 の 同胞の 婦 人よりも 肌身 を 保 謹す る 力が 强ぃ。 

人前で 胸 を 出して 校 乳す る 我國の 上流の 51 人 を、 アイヌの 女 は、 氣が 違った ぢ やない かとお つた まげる ので ある。 

夫の 名 を 口にする ことが、 やはり 同様で、 向って は 「あなた」 「お前さん」 蔭で いふ 時 は 「宅」 とか r 衍」 とか 

の 人」 など 云 ふの が 常で あるが、 それでも 知識階級の 人 は 却って タブ ー 意識から 解放され て、 注々、 例へば 爪へ お 

つて 親な どの 前で 御主人の こと を 『何 雄が』 とか 『何 太郞 が』 など 云 ふこと は ある けれど、 却って ド町ゃ 地方の 細 

君な どになる と、 まだ さう いふ 云 ひ 方 はなし 得ないで ゐる。 それが アイヌに なると、 最早 絶對 で、 どんな ことがあ 

つても 诀 して S 分の 夫の 名 を 口に 云 はない。 堅い と 云ったら 無い。 戶 籍を附 けに 巡^が 來 て^ねても、 裁判所で^ 

はれても 決して 云 はない ものである。 『あの人に 聞け』 と 傍人 へ はすして しまって GI 分の 口で は诀 して 一： ム はない ので 

ある o 

蒙古に なると、 妻が 夫の 名が 云へ ない のみで は 無く、 若し 夫が 虎吉 だと 虎と いふ 語 を 云へ ない。 『恐ろしい もの』 

とい ふやうな 謌 でい ふ。 犬太郞 だったら 犬と いふ 語が 云へ ない。 『^える もの』 とい ふやうな 詰で 代 川する。 こんな 
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事が 幾何 代と 稅ん で、 婦 女子 語と いふ ものが 出來、 子供が 婦女の 手に 育つ 關係 上、 子供の 使 ふ 言葉が 婦女子 語から 

成ろ。 玆に、 ^から 夫へ、 幼年 者から 年長者へ 使 ふ 敬語と いふ ものが 成立す るので ある。 敬語 は卽ち 原始 生活の 性 

の タブ ー から 發 足して 妻が 夫へ 使 ふ 語、 幼 者が 大人へ 使 ふ 語と して 生れて、 進んで、 社 會の發 達と 共に、 社會 生活 

の 階級へ 適 慮され るに 至った ものに 外なら ない。 

第 六 節 言語と タブ— 

一一 一一 口 葉と タブ ー の 關係を 今 一 段 進める 爲に私 は 山の 神の 話 を附け 加へ たい。 

をつ と  零 9  9  9 誊  9  9  9  9  ，  9  9 

i 體、 夫が 人に 對 して 自分の 妻 を やまの かみと いふ ことがある。 悪稱 であって、 母親 をお ふくろ、 子 をせ がれ、 

父 をお ゃぢ など 云 ふ 類の、 そして 寧ろ それよりも 强く、 子供 を 餓鬼な どと 呼ぶ 程度の、 こつび どく 云った 言葉で あ 

る。 なぜか。 

私の 鄕里盛 岡に、 「春 田 打」 とい ふ ものが あって、 春の 初めに、 萬 歳から は 少しお くれて やって来る。 太夫が 里の 

女：! のお 面 を 被って、 苗代 搔 きから 種 卸ろ しから、 田の 草取り、 稻 刈り、 刈り 牧 めまでの 仕草 を 舞って、 必竞 一年 

の 豐 作 を豫 祝す る 舞で ある。 

盛 岡の 俚語に 「春 田 打のお 姬樣の やう」 と 云 ふ譬が ある 程、 この 舞 を 舞 ふ 里の 神 は、 若い 美しい 乙女 祌 である 

が、 一 年の 刈り 收 めが 濟 むと、 里の 神が 山へ 上って 今度 は 山の 神になる の だと 云って、 舞の 終りに、 ばたり と 其の 

美しい お 面が 落ちて、 眞黑ぃ 醜い 恐い 女の 面に 早替 りして 引 込みになる。 あれが 山の 神の 形相 ださう である。 


故老の 說明 する 所では、 里の 神 は 若く 美しく あでやかで、 山の 祌は 醜い 嫉妬深い 機嫌の むづ かしい 恐ろし いん、 种 

だとい ふ。 

それ だから、 一年 §田 畑の 仕事が 濟ん で、 秋の 末から 冬の 終りまで、 山 仕事に 取り か 人る のに、 山へ 人る もの 

は、 それ は 山の 神の 怒りに 觸れ ないやう、 精進 潔齋が やかましく、 中には、 山へ 行ったら もう 里の 詞 は 使へ ない。 

使ったら 山の 神の 怒 ひに 觸れ るから 好い 事 は 無い と 信じられて、 山 一一 一一 I： 葉と いふ ものが、 曰^の 里 霄^の 外にあった 

りした。 北 越 雪譜に 見えて ゐる。 山へ 入ったら 米 もも 米と 云 はすに くさの みと 云 ふと か、 燒飯は ざ わう と 云 ふと 

か、 雜 炊はぞ ろ、 签 はたか、 雪 は そよ で、 「そよ が 舞 ふ」 は 「雪が 降る」 こと だな ど。 言語 舉 的に 云ったら、 タブ ー 

から 來た 語形 態の 變化 である。 

此の様な 事 は、 例へば、 伊勢の 齋宮の 忌言葉な ど 云って、 古く 平安朝の 文獻に 見えて ゐる もの も ある。 い IK い：： で 

W  9  し、  た サ 

は、 血と いふ こと をさん であせ と 云 ふ。 宍 とい ふこと を 忌んで 菌と云 ふ。 死ぬ こと を^る とい ひ、 病む こと を 慰む 

とい ひ、 寺 をば 瓦葺、 墓 をば 土 むら、 僧 をば 髮長、 佛を ばな かご、 哭 くこと をば しほた る、 ,々。 

精進 潔齋の 道場た る 寺院に もあった。 魚 を水梭 花、 鷄を鑽 離茱、 酒 を 磐 若湯と か、 ^茶と か 云った とい ふ 類。 尤 

も これらに なると 最早 隱 語と いふ 方へ 近づ いた。 

M 様に、 禁裡に 禁裡 詞と いふ ものが あった。 飯 を 供御、 酒 を 九獻、 餅 を かちん、 索麪を ほそ もの、 葱 をう つに、 

, ，  9  9  9  9  , しろいもの 9  W  9  W 

藏を わら、 土^. をつ く、 髪 を かも じ、 白 粉 をお しろい、 等々。 

江戶 時代へ 下る と、 『やまとことば』 (大和 詞) と 呼んで、 婦女子の 使 ふべき よい 一一 一一 I： 葉 sl^ 木と して 『夂 せ-^ お』 な 

笫ニ章 言語と 土俗  三 三， 


首 0 硏 究  三 四 

9  9  W  9  せつ カレ ，窜 9 簟 

どに 攀げて ある もの は、 つまり は 禁裡の 女房 ことば， に 起原 を もった ものら しく、 檑木を こがらし、 切 匙 をう ぐ ひす、 

W を をみ なへ し、 >M を なみのはなの 類から、 湯 具 を ゆもじ、 鬉を かも じ、 白粉 をお しろい、 等々。 更に これら は、 

^々たしな みとして 一般の 女子の ffl ゐる 言葉と なり、 中には 全く 普通の 語と なる に 至った もの (おしろいの 如 

き) も ある。 禁忌に 發 した 詞が、 美 喩に 進化して ゐ たので ある。 

^接になる こと を 避ける 美喩の 好い 詞も、 歷 代變遷 をした が、 中世に 人の 妻 を かみさま (上様) と 云 ふ 語が あつ 

た。 ^經 おに 『みたち も、 かみさま も、 死 出の 山と 申す 道 を 越えさせ 給 ひて』、 また 狂言 記の 『花 子』 に、 白拍子へ 

うつ & を拔 かして ゐる 大名、 白拍子から 『かみさまが 怒る でせ う』 と 云 はれて、 『なに、 山の かみなん ざ あ、 怒った 

つて』 とい ふやうな こと を 云って ゐる。 當の妻 は それ を 聞く と、 『やまの かみと は ひどい』 と 憤慨す る條が ある。 

W ず嘗,  かれさ ま  おく カ^ おく 

かみさま は 勿論 上様で、 大曆な 敬語であった。 段々 一般化 されて、 廣く^ ゐられ る やうになる につれ、 奥方 *奥 

さま 

様と いふ 語に 取って 替られ て、 東京で は 今 は 下町の 叉 は 商家の 妻の ことにな つたが、 それでも、 古風の 殘る 田舎の 

地方に は、 例へば 盛 岡な どで もさう で、 おかみさん といへば、 今尙、 人の 妻の 最上の 敬稱 である。 その かみさま を 

ば、 同 昔の 祌 校に しゃれて、 ひどく 貶め て 山の かみと 云 ひ 成した のが、 恐らく 所謂 やまの かみの 起源で ある。 山の 

神の 重い 古代の 觀 念の ほかに、 中世に は 前にの ベた やうな 機嫌の むづ かしい やきもち 燒 きの 醜い 顏 のかみ さまが あ 

つたから である。 そのこと が、 盛 岡の 春 田 打の 土俗の 中に、 まざ，/ \ と 遣って ゐ たのが 尊い ので ある。 私の 山の 祌 

考は、 この 土俗 を 唯 一 の 乎が かりとして 出來 上った のであった。 (昭和 五、 一、 一〇) 


- 第三 章 言語と 民衆 

笫 一 節 言 語 生活 

錢 湯の 流し場 は 條 快な 所で ある。 あそこに はも はや 人間 を 差別 立てる 羽織袴 も 紹布も 襤褸 も 無い。 ある もの は n ハ 

赤條々 の 裸 形ば かり、 見渡した 所、 みんな 一様で、 偶々 荒 くれ 立った 手の、 鐵を 延べた 様な 胸 をした の は、 パ アキ 

ュ レスの 様に 雄々 しく 見 とれさせたり、 少しぐ らゐぉ 粗末に 出來 てる 顔で も、 體 のでつ かい 肩の 肉の 隆々 と 盛り あ 

がった のが 湯槽 を 出て 來 るの など を 見る と、 凱旋 將軍 などの やうに 立派に 見えたり する が、 ここに は^.^ も M 給 も 

金モ ー ルも 何もない から、 品の よい 口髭の 瘦せ 男の、 脫衣 場から ひよ ろく 寒さう に 入って 來る など は、 s も あて 

られ ない 物の 哀を 止める。 

人^が 帽子 や 勳章ゃ 位階 ゃ宫等 や、 第二次 的な もの をす つかり 剝ぎ とられて、 たぐ 一 個の 人と なる 場合 は、 流し 

場へ 下 ひた 時の 外に、 一一 一 曰 語 生活の 時に 於て さう である。 

我々 の 生活 は 渾然たる 一 の 綜合 體 であるが、 經濟的 生活 *宗敎 的 生活 • 社交 生活 ん么 庭 生活 • 知的 生活 ，关 的 生活 *忭 

的 生活 等々 と 各 一面 的に 分析して 考 へて 見る £ が 出来る やうに、 言語 生活と いふ もの を 一 つ 抽象して 考 へて 兌る こ 

とも 可能で ある。 この 生活に は、 すべてが 民衆の 中に 沒 してし まって、 英雄 も 凡人 も {:m# も 竹^: も^-しく たに  一 n 

である。 その 全體の 支持の 上に 言語が 存在す る。 誰か ビ 日と いひ 出した" 人 々が 襲用して H とい ふ" 故に H とい ふ 
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^が^ 在す る 。誰か^ 月と 云 ひ 出した、 大勢が それ を繼 承して 月と いふ、 それ故に 月と いふ 語が 存在す る。 一語 一 

お の 生^ は、 かう して その 國語を 支 へ て ゐ るかぎ り の 共同 關與 の 上に のみ 依存す。 

この 共同 關與 が、 政治 > 經濟の 現象に 於て は 個人の 分擔の 同時 的 共同で ある。 分業で あるから、 この 世界に は大 

臣 だの 吏員 だの、 资 本家 だの 雇傭者 だのの 大差が 生す る。 一一 目 語 現象に 於て は、 個人の 關與は 略 f 平等で 繼起的 其 同 

 卽ち像 かとい ふ 杉に 於け る 共同， 關與 である。 已に 平等で あるから この 世界に は 偉人 も 凡人 もす ベて 一 つに 解け 

o つた 民衆と いふ ひとかたまりの 內に沒 了して しま ふ。 個人の 關與が 平等 だから、 任意に たビ 一人の 英 人敎. 師 につ 

合て 「英語」 を 知る ことが 出来る。 政治 • 經濟の 場合 は 全く 違 ふ。 一 人の 政治家の 政務 をい くら 見ても 一 國の 政治 

はわから ない。 一 人の 勞働 者の 生計 をい くらよ く 見ても 一 國の經 濟狀態 はわから ない。 言語の 場合 は A につ， いて 英 

お を學 ベば、 B*C*D 以下に 就かな くと も、 すべての 英 人に 通話が 出來 るので ある。 首 語 生活に 於け る 個人の 園 係 

が 平等 的 だ と い ふ明證 であ る。 

その代りに、 ^治 ゃ藝術 ゃ宗敎 や、 さう いふ もので は、 吾々 は、 その 國 その 時代の 最高 最大の 偉人 や 天才の やつ 

たこと、 考へ たこと、 作った こと を 見て 行ける ので あるが、 言語で は それ は 見えない。 すべてが 水準に 湛 へた 低い 

<卜^ な 平凡な 世界 だけで ある o その代りに それ は、 もはやた ビ 個人の 影で はなく して 全體 性を帶 びた、 超 個人の、 

カづ よ い 民衆 そ の もの k 本質へ ぶっかつ て 行く。 

勿論 この場合の 民衆と は、 他の 少数者と 差別した 民衆で はない 。あらゆる 差別 を撤廢 して、 上 は 王公より 下 は 萬 

K-i. やる 全 言語 圑體 そのもの である。 すべて を 含んで すべて をた^- 一  員と して 含んだ 全部の 大きな 銃 一 體 のこと で 


ある —— そ ひ 意味に 於て の 民衆で あるひ 

この 民衆の 本質 は、 言語 を 通して どんな 風に その 姿を呈 露す るで あらう か 0 

第二 節 無雜 作と 無遠慮 

マ ッサ ー ジをマ ッサ ー ジッと 云 ふ 人が ある、 美 額 術 だの 催眠術が あるから だ。 ステ ー ショ ンをス テン ショと 云 ふ 

人が ある。 休憩所 だの 停留所 だの 控所 • 市役所 • 登記所 • 裁判所 (稅務 所、 ， 察署) などの ショ から 來 たの だ。 ト 

ラホ ー ムを トラ ホ ー メと いふの も、 近目、 遠目、 鳥目、 渺 目から 來た 恐ろしい 亂 暴な 類推で ある。 併し^ 刚 (もと 

•  さつし  • 

蒲の 葉 製の 圓座) を布圑 にしたり 冊子 を 草紙と 思ったり して ゐる のが、 これと同じ ことで ある。 

蓄音器 を キク オン キと いふお 婆さんが ある。 聽 くもの だからで あり、 傅染病 をデン シン 病と いふお かみさんが あ 

る。 早く 專 はって 行く 電信 を 連想した せいで、 煙突 を ヱ ン タツと いふ 小僧さん の あるの も、 立って 居る からだ。 W 

衆 語源の 無意識 は 合理化で ある。 併し 今日 誰も 出發と 同義の 出立と いふ 語 はかう して 出來 たの だ。 立つ からだ。 

ねざま てんどん、 活動 寫眞館 を 活動、 海水浴 を 海水、 普通 選擧を 普選、 帝國 劇場 を 帝劇、 帝！： 大舉を 帝大、 H く 

立大、 曰 く麇 大、 或は^ 線、 院線、 等々 文部省 美術展 覽龠を 文展、 美術 院 菔覺龠 を院 M、 何とい ふ 無雜 作な^ 純化 

であらう。 併し、 疊 みむし ろ を疊、 御座の 疊を ござ (莫 t 座) 風呂敷の 布 (もと 風呂場へ 銘々 持って行って その上へ 

衣類 をぬ ぎ、 歸 りに は 濡れた もの を 包んで 歸 つた) を ふろしきと いふと 同じ ことで ある。 

廻蟲を 「かいち うのむ し」 と 云 ふ 人が ある。 腹から 出る 故 「懐中の 蟲」 のつ もりで あらう。 洒の潛 とい ふこと が 
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ある 。「さか (酒) な」 が旣に 酒のお かづの 食べ物の ことだった が、 魚類に 特 S される に 至って、 も 一 つ 「酒の」 を 

添へ て怪 まなくな つた。 「蓮華の 花 J 一  おみお つけ」 の やうな ブ レオ ナズム (重 語) である。 何とい ふ 無頓着 さで あ 

らう o 

日曜 を ドンタクと いふ 所から 土曜 を 半ドンと いひ、 .velvet を 天鵞絨と い ふ 所から 綿糸 を 原料と した Cord 

velvet コ ー ルテ ンと いひ 出した 所まで はよ しとして、 本 もの X 上等の 意味で 本テ ンの 名が あら はれ、 絹テ ン だの 輪奈 

テン (わなの やうに、 輪 を 織り出し たもの) まで 飛び出した。 ボ ー ィ から 女ボ ー ィ、 それから 更に 男ボ ー ィ まで 行 

つたのに 似て ゐる。 飯が 附 くので、 「あ ひの 子 辨當」 といった の を、 飯の 代りに パ ンの 方が よしと いふ 客の 爲に 「パ 

ン附き あ ひの 子」 の 名 も 出来た。 天衣無縫の 創造力 だ。 併し、 日本の 短歌に 對 して 詩 を 「からうた」 と 云 ふ 稱が出 

た 迄 はよ いが、 令 度 はからう たに 對 する 上で、 やまとうたと いふ 稱が 出た の は 「パン 附ぁ ひの 子」 と小ノ しもち が は 

ない。 茶 をのむ から 茶わんで あつたの を、 「飯 茶わん」 が 出來、 「茶の み 茶わん」、 「お茶く みぢ やわん」 まで 行って 

しま ふ o 

茶を齊 るから 茶^、 茶 を 飲ませる からお 茶屋、 この 差別 を アクセントで 云 ひ 分けて ゐ たが、 遂に 本 當の茶 を寶る 

^の 方 は 葉茶 屋 とい ふやう になった の は、 瓢を 割って 杓に 用 ひ、 それ を ひさこ (後に ひさく、 ひしゃく) とい ふ 所 

なリ  きん  そろ 

から、 瓢箪 そのもの をば、 生 ひさこと いふに 至った と 同じで ある。 コ ー シャク を 公爵、 侯爵と いひ 分けたり シ リツ 

^  わたくし 

を.^ 立、 私立と いひ 分けたり する、 それ は、 昔 「代 ふ」 から 「買 ふ」 「代へ る」 を 成立 さした と 同じ 手續の 「分化 作 

w」 である 。「切る」 から 出て、 薪に はこる とい ひ、 草に はかる とい ひ 分けた の も 同様お。 


敬語に は、 本来 純 粹な國 語に お (大きい 意味から)、 漢語に は 御 を 添へ るので、 おひと り • 御 一人、 おはなし • 伊 

薛巧、 おっとめ • 御 勉强、 おとし 寄り • 御 老體、 お 子 搽* 御 令息、 おかみさん • 御新造の やうに 云 ひ、 英語 や 西洋 語 

などに は ペン、 ステッキ、 ナイフ、 ビフテキ、 カツレツ、 フロック コ ー ト、 ォ ー バ ー コ ー トで、 おも 御 も 添へ る ま 

でもなかった 。然るに 慣 s 久しくな つて 親しみが 出來 ると、 お 三人、 お 講義、 お 料瑰、 ぉビ ー ル、 お ハンケ チ など 

少しも 遠慮が なく 我が 組織の 中へ 取 込んで 行く。 

第三 節 水 も 漏さぬ 精巧 

この 嗨 隶ー盧 な 潤 達な 不用意な 天衣無縫な 態度 は、 子供の 如く 天眞 である。 大人の 口述よりも 子供の 一 In 槳 にお 相が 

呈露 すると 同じ様に、 他の 意識的 記述よりも 最も 眞 率に 最も 正直に、 圃民性 • 時代相 • 社 ^相 を 窺 はしめ る もの は 

こ の  一一 一一！： 語 である 所以で ある。 

「寂び」 とか 「潞 み」 とか 「いき」 とか 「粹」 とか 「いぢ」 とか 「はり」 とかい ふやうな おの 英譯 しにくい とい ^ 

のが、 それだけ 问生 の强ぃ 概念 だからで ある。 兄と か 姉と か、 おばさん、 ぉぢ いさん、 まご、 ひこな どい ふ r リ^ 

に譯し 難い 一一 rr 葉が あると いふ こと も、 家族 生活の 國民的 特殊性に 發 した 彼我の 相違に 深く 根 をお ろして ゐ るからで 

ある。 僕、 わたし、 わたくし、 あたくし、 わし、 われ、 わが w、 君、 お前、 あなた、 あんた、 あなた 様 (それ 以上 敬 

意 を 含む と 代名詞 を やめて、 先生と か 長官と か 大臣と か 閣下と か 旦那 様 等々) とい ふやうな 精緻な^ 敬 唐 仏の 發 .S 

の 一一 一一 n 葉 遣 は、 阈民 生活の 長く 養 ひ はぐ & まれた 深い 侗 性の 發 露で、 容易く 何 處の阈 おに も譯し 切れる もので はな 
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い。  . . 

敬^の 起^ は 今の 人の考 へ る やうな 階級意識で 奴隸的 屈辱的 産物で はなく、 寧ろ 宗敎的 感情の タ ブ ー に 發 して、 

社ん I： の ^ 明と 共に、 たしな みと か、 禮骸， とい ふやうな 倫理的^ 操の 表现に 醇化 適應 されて 來た もので あろ。 この 醇 

一 化な くして タブ ー から 解放され た處 では、 敬語が 少ない (今日 ロ舍の 粗野な ところに 見る 曾 語の 如く)。 社會の n 明 

がな くと も タブ ー の？ ぼ^する 所に は 敬語が やかましい (アイヌな どに 兌る 如く)。 西洋 諸國の 如く 侗人 に ©ffi して タ 

\ ブ ー に 解放され た 世界に は 敬語 はない。 

タブ ー は 元附 性^に^ もや かまし かつ た。 その 頃、 女子 は與 子の ことば を その ま &に 川ゐる ことが 出來な いこと 

一 から 「女子の 一 百 語」 とい ふ ものが 生じた。 子供 は 女子の 手に、 女子の 詞を 以て 育って、 玆 に小兒 せ i が 女子^に 類似 

した。 我 國には 「老幼 序 あり、 夫婦 別 あり」 とい ふ冢族 主義 的 生活の 統制 上に 淳 化され 適應 されて 今に 多分に 「女 

子の^」 とい ふ もの、 「敬^」 とい ふ 年少者 か 年長者に 用 ふるものが 保存され てゐる a 此も 永い 阈：^ 生活が 阈 Si の 上 

に 深く 刻まれて 影 を 落して ゐる 一 例で ある。 

作お に 数 や 性 や 松 や 人 稱ゃ時 や 法に 山って^ 緻な^ 折 を 作り あげ、 それに 應 じて 现 解の 必要 以上に^ 澤なぉ 形 

一 の 整備 ケ發 達さした の も、 その 論理的 要求の 精緻が 之 を 誘致した ので あらう が、 我國の 語法に は 寧ろ 餘情を 愛し、 

^^をめ で A、 表現 はヒ ントに 止める 傾向が 遂に あの やうな 豐 富な 形式 を發逹 せしめな か つた。 西洋 十：： 代 語に 見る 

あの やうな 精緻な 形式の 發迮 も、 古代人に は 必要であった からで、 近代 語に 悉く それ を 振 落して 簡明な 機械的な 前 

00 の 發逑を 以て 之に 代へ たの も 近代 人の 必要が 之を然 らしめ た ので あらう。 


わが 國に は、 平安朝に、 古^ を 分化し 淘汰して、 すべての 動訶活 W を 叫^と 上下 二 段 • 一 ^ に 整理した。 即ち.：^ 

吾が 日本文法 として 學ぶ あの 法則で ある。 然し 變 格が 奈行、 良 行、 佐 行、 加 行に あって 尙全體 で九秫 の^^ ^^を 

誦ん じなければ ならなかった。 中古 以後 この 形が 崩れて 所謂 後世の 訛 謬が 際限 も 無く 統 いたが、 ^かに 此の所 lii 

謬 を 取上げ 點檢 すると、 奈行變 格 (死ぬ) は、 奈行四 段に、 良 行變格 (有り) は 良 行 四 段に、 ^行 變格 (お) は^ 行 

上 二 段に なり、 加 行變格 だけが 最も 歩みが 遲れ てま だ變格 だが、 それでも、 郡部 ゃ勞 働^に は 「來 ない」 などい ふ 

やうに、 此をも 上 二 段に しか \ つて ゐる 。結局 變 格が 全部 影を牧 めて^ 正格に ならう とし、 その上、 ありと ある 二 

段活 W は 全部 一 段活 になって ゐ るので ある" 後れ馳せに 一 一段に なった 佐 行變格 「爲」 が、 しない、 0」、 爲る、 は 

る、 爲れ の內、 「する」 「すれ」 が 勞働者 や 下町 方面の 人々 に は旣に 「しる」 「しれば」 とい はれ かけて、 これから 义 

1^ 活 になり つ \ ある。 現に 「論す」 r 感す」 の 類 は 上流の 人々 まで も 「論じない、 論じて、 論じる、 論じる こと、 

論じれば」 と 立派に 一 段に してし まって ゐる、 斯く 見て 來 ると、 平安朝に 九秫 あった i^.w Am が、 现 代の 口お では 

た つた 四 段活と 一 段活 とに 銃 一 されつ & ある 大きな 事寶 を發 見す るので ある。 

いつの 代、 何人が 發 案した とい ふこ-とも、 赘 同され たとい ふこと も 無く、 闕： ^が 協 11： して こんな 大きな、 W かも 

1 人の 英雄の 力で 企圖 する こと も豫 見す る こと も 出来ない 「動詞 活用の 統一」 をして ゐ たので ある。 恐らく、 どん 

な 天才と 雖# て 聞 想し なかった 「國 語の 整理」 の 事業 を、 民衆の 力が 七 百年 來ジリ ジリと 人知れ す やって 來てゐ た 

ので ある。 而か もこの 運動の 最前線に たつ もの は 常に (文擧 に 親炙し、 ^原 意識 を 把持す る 知識階級 はいつ でも 保 

守 的で 引 きづら れて參 加して ゆく) 文字の 掣肘 や 語原の 知識の 覊胖を 受けない 非 知識階級、 奔放な 無れ た 無^お な 

笫三章 11 一 曰 語と 民衆  s 一 
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不 W 意な、 そして 尙類 推力と 合理化 作 ffl の 恐ろしい 創造力 を惠 まれて ゐる 社會の 最大 多數 者、 ゆっくりと 大まかで 

は ある けれど、 この 力の 向 ふ 所、 異例 や 例外な ど をば 永く その 特殊な 存在 を 許さす、 どし /^\- 整理して、 同 範疇の 

もの は 形式に 均整し、 それと 共に 又 盛んに 分化 を 行って より 精し くより 密に、 かくして 雜多 をば 統一 し單純 をば 

一 投雜 化して 行く ところの 無 曾の 力、 これ あるが 爲に莒 語が 流動し、 變遷 し、 そして 時勢に 從 つて 進化し 發逹 す。 こ 

れ がなかったら 文字 階級 は 過去の 黄金時代の 語法に 戀々 して 逮は ざらん こと を これ 恐れて 尙 ほご たづ かせて ゐ たこ 

一 とで あらう o あの 無頓着、 あの 無雜 作で あるから 無遠慮に この 改造 を 無言に 斷 行して 來 たので ある。 

天才の みが 犬才 ではない。 ^衆 は 天才 以ヒの 天才で ある。 英雄の みが 大きな こと をす るので はない。 衆 は、 英 

雄以 h に 大きな 事 をして ゐる ものである (完) 


第 四 章 民衆の 言葉 

： ^衆の 巾から 生れて 來 る^お^ 妙趣に はいつ もながら、 心 を 引かれる もの が あるのに、 加 識^ 執に よって^られ 

の に^";:^ 度 うんざり させられる こ とが 多い。 

眼鏡の メガ ネな ども 好い が^ にム シ メガ ネ、 ト ホ メガ ネな どに 至って は實に 巧妙な ものだった とつ く/^ ^ふ。 

吊橋、 反 橋な どの 名付け 方から 見る と 陸橋、 跨線橋な どの 拙 さ、 こんな 拙. S 名 をつ けろ から —— .s^i は^って^^- 

な  OVWR  w 力 IDGrt: に過ぎないのに —— 拔 衆 は 相手に せす に 耳から 取 人れ たガ ー ド (GIWDEW) の 方 を 選んで 使 

つてし まふ o 

フミ キリと い ふ 様な さやし ぃ肯葉 は、 到底 民衆からで なければ 生れさう にもない。 

械物舉 の 松村忭 一一： 先生な どに、 いつも 感謝す K> こと は、 植物の 日お^ の^-名 を、 察.^ ぶって^^ i でせ すに、 ^來 

ろ だけ 邦 俗の 名 を 探して 生かされた ことで あ ス、 どうか、 お 翳^ 様の 方に も、 その 巾 八" だ： t  S 心^ ひで も！^ i に拂 

つてお 贳ひ 巾したかった こと だ。 バン ソッコ ー だつ 一 .-、 ホ ー タイ だって、 一寸 宵け ない ことが 恐れ 人ネ。 ガン ソ ー 

とい はなく つたって、 ゥガヒ とい ふ肯 葉な ど 好ぃ肯 葉 だと 思 ふが な あ。 ^^の 方 は、 の肚. J がお々 から やって 

來て、 銘々 にお 阈訛を 出して ゐて は、 いざと いふ 大事な 場合に 川が 缺け、 i!r 介に よって は、 生死の 分れ、 一 ポの勝 

收の 機微に も^ 係して 來 るからで あらう が、 あそこに 人ったら^ 後、 の ひ：, を.^ めに して^^の 術お に 統一 さ 

第 四 章 民衆の 言葉  四 三 


言 語 研究  四 四 

せ ろに して も、 必要の 限度 に 止めて 餘り ひどい 漢語 づ くめ は 緩和して 貰 ひたい、 彈 丸 撥倐だ の 床 尾 板 だ の 北；：： に 汗 か 

く樣な 生硬な 熟^だら けで ゲキケ イチ ュ ー コ ー に 至って は 終に 今に 全く 書く ことが 出來 ない。 

それにも^ して 近頃 勃興して 來 た小舉 校の 漢語 づ くめ は 何とい ふ 時代錯誤で あらう か。 子供が、 コ 1 シヅ レ ン シ 

n 1 チ 3 1、 コ ー シッ レンシ ュ ー チヨ ー と 云って 探して ゐるの を 手 傅って、 .EIS 上の 何 だら う？ と^って ろと、 何 

だ、 ペン S: きのお^ 字の 帳面だった、 ペンが 何故 硬筆と 云 ひ 代へ なければ ならない の だら う。 では、 毛， は攸 筆と 

なる のかな あ！ ベン だの 二 ンピッ など は、 根が 洋語、 漢語で も、 馴れて 來て今 は絕對 外の 語と まぎれろ ことのない 

—— ^ハれ がー 一一き  1 にお も 大切な 點で —— 好 い 名前 に 落ち ついた ばかりの 所 だのに。 

子供のお 一^として、 その 名の アヤ トリ *ォ 一一 ゴト • カクレ ン ボっブ ラン コ • カケッ コ •  メク ラオ 二  • 旗ト リ *陣 トリ *ジ 

ャ ン ケン， ホン、 何とい ふ朗 かな 好い 響き だら う 。横 梯* 回旋 塔 • 戴 曩 匙兢爭 はま だし も、 遊動阒 木に 至って は 沙汰の 

限り だ。 マル 夕を圓 木と 云 ひかへ た 技倆 は アツ と降參 して 冷 汗をかく より 外に 仕方がない。 柬京 特許 許可 局 ほどで 

はない が、 體 操の キヨ ショ ー ハ ンクッ 、ンッ は 半靴 下な どに なって 舉踩半 屈 膝と 書く こと を覺 える まで は、 仲々 云 ひ 

きれない 馬鹿 タ み しさ だ。 

鑛 物の 所 を小舉 校の 女の子た ちが、 さらって なる の を^いて、 いやにな つたの は、 あの ごつ/. \- した 石が、 如何 

にも、 ^々しい 漢語 づ くめ。 叉 松 村 先生が 有りが たくな つた。 ー體、 みかげ 石な どい ふ、 結構な 名 をす て、 花崗岩 

など、 仝く 外に 使 ふことの ない 字の 名に 改める 必要が どこ にあら う。 ゴマ石 だってい 、ん だと 思ぶ o 地方で はさう 

云 ふ 所 も ある。 石 だって カド 石、 ァメ 石、 いくらでも 邦 名が ある。 第二 ごつ くした 漢語ば つかり、 可愛い 女の 


子の 唇から：^ れ るの は、 悲慘 だ。 この 子 だち の 母 や 祖母 だち の 力に よって、 一 世の 風 湖に 杭して 支 へられて ゐた^ 

かい 邦語と そ S ひビ きから^ くや さしみが、 段々 吹っ飛んで、 だから、 女の くせに、 キミ だの ボタ だの：. ム ひたくな 

るんだ な あ。 

イルミ ネ ー シ ョ ンが 始めて 柬 京の 大 商店の 店舗 を 飾る とい ふ 時代に —— 旅 順の 陷落を 全都 を 擧げて 祝ふ顷 だった 

かと 思 ふ I 新聞が これ を 報 導す る 記事に 『飾 光』 と 書いた もの だ。 滿艦 飾の 飾りな どから^ ひ^り、 それが^; ま 

の 光 だから、 そこで 飾 光と 来たので あったら うと 思 ふが、 さて 夕景 になって、 ^田 町 や 上野 谈小路 あたりへ、 此を 

見物に 出掛ける 民衆の 中に 交つ. て 聞いて 居る と 

花 電氣を 見に 来たの？ 私 もよ。 ほ！ 'ら、 花 電氣！ 綺麗で せう 坊や。 

民衆 は、 飾 光な どと いふ そんな ァ ンビギ ユア スな ひ^きの (職工 • 燭光 *蜀 江の 錦 も ある) 始めから^ 立の 力の 微：： 

な 一一 IE 葉 を 口にする ものが 凡そ 一人 もなかった o 花 電氣、 誰が 云 ひ 出した かうまい もんだ。 やっぱり 漢字 を 弄ぶ 侧の 

人に は、 かう いふ 首 葉 は 思 ひ 付かない。 尤も 世の中の 西洋文明 崇拜の 一般的 氣 勢に 押されて、 ^おでい ふ 方が えら 

さうな 氣持 がする から、 到頭 イルミ ネ ー シ ョ ンに 負けて しまった。 併し 「花電車」 の 方は殘 つて 八/でも 使 はれる。 

私自身、 一 百 語學の 本へ、 リップマンの 昔聲舉 綱領の ロ繪 にある アイ ゥ H ォの 唇の 寫眞 を轉 戦した 時に、 標题を 何 

としゃう と、 書肆に 聞かれ 「母 昔の 發 昔に 於け る 唇の 開 合」 では、 標題と して 長過ぎるな あ 「母 昔 發. W に 際しての. 

^の 開 合」 かな あ。 何だか まだ 落 付が わるい な あ、 と 散々 困りぬ いて ゐ たら、 書肆 は 不思議 さう に 私の^: 吟 の^を 眺 

めて 「母 昔の ls」 ぢ やい けません か？ と 來た。 私は啞 然とした。 唇 は 人間の @ で 母 昔に^ なん ぞ あり はしない。 

笫四章 民衆の 言葉  RT 五 
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だから、 そんな 云 ひ 方 は 思 ひも 寄らなかった。 P 同時に、 それ だから 紛れが 無く 母 昔の 唇で 結構 わかる の だ つ 

た。 私 は 今更 驚きながら それでい X と 承知した のであった 。餘 り嚴 密に考 へる から、 さうな ので、 標題 だって、 物 

の 名 だって、 「定義」 ぢ やな いんだから、 わかれば 先づ第 一 義の 目的 は 達せられ たんで T 辭は 達する のみ」 それ 以 

上の 何 を 一 體 探して 苦吟して ゐた のか。 物 名 は、 一々 定義に しなくたって 結構 わかる 。撥條 とい はなくたって、 バ 

ネで 十分 わかる。 ムシ メガ ネ* フミ キリで 間に合 ふ。 何時 何分 東京 驛發の 超特急 列車が 單に 「つばめ」 「さくら」 で 

結構 通 川す る ものな ので ある。 辻が 十字路、 交叉 點、 道ば たの 溜りが 安全 地帶、 コ ー バンが 巡 杏 駐在所、 いやにな 

るで はない か 。「電 氣 軌道 乘車」 に 至って は 全く ゥン デリして しま ふ II 

電車に 乘 ると、 何 か 長々 と 印刷した ものが、 廣吿 でもな し、 廣吿 など を 掛けて ある 所へ、 ちょっと 距 れて掛 つて 

ある。 何 を 書いて ある だら うと、 まづ第 一 行の 標題へ 目をやる。 長々 しい 漢字ば かりの 行列で、 何が何だか、 釣 革 

と 一 しょに 體が ぶら./ \ する內 に、 もう 讀め なくなつ てし まふ。 仕方なし に、 本文の 方へ 目 を 移す と、 かう して は 

ならん、 あ、 して はならん とい ふ 何 かの 規則 だ。 その 內に乘 り 替だ。 幾日 か X つて、 あの 標題 を讀み 切った か、 忘 

れ たが、 さう 熱心で もなかつ たから、 た^ 氣が 着いた 時に、 目をやり やりす る だけだった から。 

人の 透いて ゐる 時、 或 日 やっと 讀み 通す ことが 出来た、 その 標題 『東京 市電 氣 軌道 乘車條 例 施行 細目 拔萃 抄錄』 

な あんだ 電車の 規则 か！ それなら、 さう と 書いて くれれば 幾 曰 も かふら す 一 目で はっきりす るのに。 要するに 見 

出しで ある。 見出し は 定義で なくって、 好い ので、 例へば 『電車の 法規』 とで も あったら、 どんな ことが 書いて あ 

る だら うと 本文 を兒 もす る o 標題が 長す ぎる ために、 わからな くって 遂見 すに 過ぎて ゐ たので ある。 あんな 長い 殿 


密な こと を 是非 書きたい のなら、 即ち 日本の 法律の 中の 何とい ふ 法文 を祸 げたの だか を 示さう とするならば、 ^出 

しでな く、 末へ 行って 明記 すれば よいで はない か。 民衆に、 あれ を 讀んで 貰 ひたくて 祸 げたの なら、 讀 ませる やう 

に 『電車に 乘る もの X 心得』 とい ふ 風に 解り 易く 書く とい ふこと は 決して 威厳 を损 する わけで はない。 

漢字 十八 九 字と 云ったら、 そろそろ 五一 一目 絕 句が 1 首出來 上らう とい ふ字數 だ、 それが 見出し だとい ふから あきれ 

る。 剩へ 電車 條例 だってい 人のに、 わざく 國 民の 一人 も 口にしない 電氣 軌道 乘車 などい ふ 馬鹿げた こと を 云 はう 

とす る その 心 裏 に は 、 一 百 語と い ふ も の に 對す る 根本的な 間違 が あるので ある。 

拚& 一、 彫刻、 詩歌、 さう いふ 藝 術の 創作に 必要な 單 純化と いふ こと は、 或 程度まで 童心に 近よ る。 物へ 名 を W 、へ 

るの も 最も 簡單な 「表現」 だから、 或 程度まで 童心が 必要 だから、 康熙子 典の 中 や、 概念ば かり いぢって ゐる專 門 

家の 頭 は 却って 駄目で、 個人 意識の 集まって 融け 合った 結果 童心に 似て 來る 民衆 意識の 方が 往々 にして、 却ってよ 

い 名 を 造り 出す わけだった ので ある。 (昭和 五、 五、 國文擧 新報) 
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第五 章 名と 民俗 

第一 節 名のい ろく 

あざな 

實 名の 外に、 字と いふ ものが あったり、 通稱の 外に 名乘 とい ふ ものが あったり、 子供の 時には 立 里 名、 死んで 了へ 

ば 戒名、 諡、. 考 へて 見る と、. 同一人に、 こんな 幾重 もの 一 百 葉の 符牒 は 紛ら はしい ことで ある。 長い 習慣で 不思議に 

も 亡す にゐる ことで あるが、 恐らく、 意味の ある、 .5 來の 遠い もので あらう。 それ は 文明 人に も野蠻 人に も、 世界 

中 あまねく^: する 習俗で あるから。 

名は實 の賓、 など 云 ふの は、. 餘程 進んだ 自覺 から 發 した 語で、 普通に は、 實 以上の 美名が 欲しかったり、 せめて 

名 だけで も 好い の をと、 求めたり、. 身相應 にこれ が爲め 憂身 を やつす 人間の 營 みに は、 やっぱり 無意識の うちに 久 

しい 習慣の 記憶が 心の 隅から 取り 切れす に殘 つて ゐ るので あらう。 

第二 節 幼 名 

北米 イン ヂ アンの ハイ ダ人 は、 生涯 用 ゐる名 を 四回替 へる とい ふこと が、 如何にも 珍しい もの-様に 云ひ傳 へら 

れる けれど、 生れて 童 名 を 得、 元服して 通 稱を稱 へ、 名乘を 冒し、 隱居 する、 怫 道に 歸 依す る、 又 更に 別の 名が あ 

るな ど 日本人 も、 極めて 普通に 四 回 位は替 つたこと であった らう。 最初の 名前 は、 生れて 三日 目の 所謂み つめの 祝 


ひ、 赤兒の 命名式が、 形ば かりで も、 兎に角に ある。 アイヌ 人 は、 生れた 當座 はおに ボン • シ オン (ボ イシ 3 ンと 

も) 即ち 「あかん ぼ」 と 呼んで ゐ るが、 日が 立つ 內に、 ^人が 何 か 子供に 就いての 出來 事、 または 特微 など を は 出 

して 自然に それで 以て 呼んで 行く。 尤も 我々 の社會 にも ある 様に 父祖の 名に あやかって 一部 似た 形で 呼ぶ の や、 「う 

んと獵 の 運が よい やう」 「子 をたん と 擧げる やう」 など 所謂 嘉名を 以て 祝され るの も 無く はない。 それと：！： 時に、 れ 

い 名 は 名 負け をす ると 云って、 特に 惡ぃ名 をつ けて おく 事 もまた ざら にある。 こんな 矛盾 を 共.^: さして あっちに 引 

き すられ、 こっちに 引き すられて 居る 所に 「人間の 弱さ」 がその ま- 1 見える。 

11 ュ ー メキシコの ズ 一一 人 は、 第 四问の 誕生日 後、 曰 を 選んで 人 團式を 行 ふ。 それ迄 は 只 赤 ン坊と 呼ばれ その！ H に始 

めて 名 を 付けられる。 この 日、 彼等の 宗敎 上の 敎 父が、 子供の 口へ 棒の 様な もの を^し あて-!、 それへ なを かける 

儀式が ある。 丁度 キ リ ス ト敎國 の 子供が 洗禮を 受けて クリス チヤ ンえ ー ムを 付けられる 依 式の^ 刑に を 聯想させる。 

アイ ヒレル は、 レッド • ィンヂ アンに 就いて 次の やうに 云って ゐ る。 こ& では 子^の 命名 を やる 時には、 子の ゆ- k 

に 障りの 無い やうな 好い 名 をつ けて 貰 ふ爲、 加持 祈禱 のお や ぢを賴 んで來 て やる。 それ迄 は. 何も 名 を 付けす にゐ て、 

その 內に 子供が 何 か 重い 物 を 動かした とか、 持 上げた とか、 强ぃ事 を やった とか、 その外の 何 か出來 事、 乂は その 

子の 特徴 を 表す やうな ことがあった 時 それに. G つて 名付ける と。 野蠻 人で も 命名 は 仲々^ くも しないの である。 

否、 實は 野蠻人 程、. 喧 ましい ので ある。 

第三 節 實 名と 諱 名 
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リヒテ ン シ タインが、 その 著 「南阿の 旅行」 中に、 極めて 野 蠻なァ フ リカ のプ ッシ コマ ンに 就いて、 又ブリ 11 1 

は その 著 「自然 史」 中に ァ メリ 力 イン ディア ンに 就いて、 彼等の 野蠻な る こと 名 さ へ も 無い と 報告して ゐ るの は、 

少し 變 である。 此れ は旣に a 1 ド • ェ ー ヴリの 喝破して る 様に、 恐らく は 報告者の 粗漏で、 野發人 は 名 を 以て、 「：.れ 

の^」 どころ では 無く、 實 そのものと 引離して は考 へられない 程 重く 考 へて ゐて、 滅多に 外！： 人へ 云 はない ので あ- 

る。  偶- 報告者 は、 未開人に 臨む 例の 陷り 易い 態度で、 「名 さへ も 持たない 程に 野蠻 だ」 と速斷 したので ある。 

^始 人に 取って は、 人名 は その 人の 一 部で あり、 それ を 知られ、 自由に 口にされる こと は、 魂 を 支配され る やう 

に考 へる ので、 反對に 人の 名 を 知って 置く と、 その 人の 存在の 一部 を 左右す る 力 を もつ ことと なり、 その 人の 幸不 

幸 を 惹起 さす ことができる やうに 思 ふので ある。 アフリカの ギ 一一 ァ人は 子供が 名づ けられる 時には、 その 父が 弓 や 

箭を 持って 武裝を して 高 聲に歌 を 歌 ひながら 村 中 を 歩く。 それ は惡. ^を 威し つける と共に、 子 佻の 名の 響き を まぎ 

らし、 惡靈が 聞きつ けて その 名 を 使用せ ぬ やうに する 行事で あると いふ。 

名前 を 聞き込んで それ を 惡 用され はせ ぬかと いふ 恐怖 は、 未 II 人に 極めて 廣く行 はれて ゐる。 アイ ヒレルに 據れ 

ば、 ギルス ランドの 黑人 は、 部落 外の 人に は 誰に も 彼等の 名 を 知らさぬ 様に 力める 。若し 敵が 知って、 それ を 川 ひ 

て、 名の 主の 命 を 呪って 殺す こと を 恐れる からで あると。 アメリカの チヌ ー ク人 も、 本名 をば 外人に 云 ふこと を 嫌 

がる。 それ は 名 は その 人の 假の 身で あ ひ、 從 つて 名 を 他人の 知識に 委ねる こと は 即ち 身 を 人の 自 山の 下に 投げ出す 

> とになる からで ある 。從 つて 又、 この 名 を 相手に：？ ると いふ こと は、 相手に 對 して 打 解けた る 誠^ 乂は 親切 を あ 

ら はすこと になる。 この 心 持から 見る と、 昔の 武人が、 敵^に 々と 我が 名 を名乘 つて T さあ どうで も、 手 を 差さ 


れる ものなら 差して 兑ろ」 とい ふ 態度 を 示す ひ は、 成程 勇敢な、 勇 剛な扳 舞であった であらう し、 乂今 n 我々 が 名 

刺 を 作って 置いて、 初對面 者へ すぐ これ を 差 出す こと は、 禮 儀の 意味に 協って ゐる。 社^が 迆ん で、 初めの^ 惊は 

^くな つて ゐ よう けれども、 心 持 だけ は 知らす く 幽かに 殘 つて かう いふ 形が あるので はないで あらう か。 

宇 は、 親愛 を 表すな どと 云って、 親近の 人、 又は 敬葸を 以て 呼ぶ 時に 川 ひられた の も、 一： 儿 は.^ を 大^にして、 

さう 滅多に 呼びつ けない 爲の換 名で あつたに 違 ひない 。我阈 の通稱 も、 字の 様に、 やはり 名 乘を火 $ にして 呼 

び狎れ ざら しめる 所以の もので あったらう。 大事の 名 故、 死後に は 所謂 忌み 名と 云って 木 名の 方 は-. ム ふこと を^む 

とさへ したので ある。 

第 四 節 惡 名 

^ヒ の國、 何時の 代で も、 情と して 子 を 息災に 生 ひ 延びさせたい 親心に 變りは 無い。 その 爲には 鋭 心 は 殆ど^に 

もな り痴 にもなる o  、 

勿瀹 素樸な 心に 取って は、 病氣 とか 不慮の 禍 ひとい ふ 様な もの は^^ ゃ恶 魔の 所爲 とされた。 幼い^ を、 それに 

驭られ ない P う、 られ ないやう、 之 を 回避す る爲に は あらゆる 手段が 講じられた。 父が 死んだ 時に、 その 死お 

が、 M つて 來て仅 りつく とすれば、 尤も © 愛の 深い 子と 妻と であるから、 ァ フ リカの コ ンゴ， 'の 土人 は、 喪 巾 バ が. 

婦と幼 兒とは 白 泥 を顏に 塗って 變裝 をした C 死 靈が來 て も、 面變 りして^ 落とさせる 爲 である。 ォ，' ス トラ リアで 

は、 妻子 は 汚物 を 身に 塗って、 死靈 をして 避けて 通らし めようと 謀る。 アイヌ は それ 程で はない が、 愛 を 故お に： ゆ 

第五 章 名と 民俗  五一 
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へ搔 垂れ、 着物 を 裏返しに 着、 帽を 目深に 被って 三年 喪に 籠った。 その 間、 外出 はせ ぬが、 せねば ならぬ 時には、 

^^を^ 返して 袖のと ころ を 頭へ はめて 被り、 顏を 現さない 様に して 出た。 恐らく は、 文明 人の 所謂 喪服の 原始的 

な 形 は. 此れで、 吾々 の. HI 衣 や、 黑 衣の 起源 も 元ば 死霊が 見 違へ る 爲の變 装に 外なら ない。 のみなら す アイヌ は、 幼 

い 者 を 育てる のに、 勝れた^:、 偉い 者の 子 程、 魔物 や 惡祌の 目が 集まる もの だと 考 へて、 家の 內 から 出さ やに、 日 

の：： Z も兑 せす. に 奥まって 育. てる 心 持 を、 常に 講ひ 物の 中に 見せて ゐる。 我々 の 社會の 所謂 「風に も あてじ」 と 「深 

窓」 に 育てる の 、「箱入り」 のとい ふ 心 持 も、 元の 意味 は 同じ ものであった であらう。 我々 の社會 でも、 幼子 を 息災 

に存 てる 爲に、 よく 夭折す る 家で は、 普通 汚ら はしい とする 非人へ 態々 吳れ て、 改めて 非人から IX ひ 受ける 形 を^ 

む 所^ 「とり子.」 の 土俗、 或は 故意に 赤子 を 路傍へ 置いて、 それ を 拾って 歸 つて 捨子 を 育てる 形 を裝ふ |C 惯、 それ 

の ー曆 形式 化し、 弱まった 形 は 即ち 名前 だけ を拾吉 とか 拾 三と か、 ぉ捨 とか 付けて 育てる 風習で ある o 或は 他人、 

外士： ：、 與 惣^、. 他家 雄な ど 命じる 名前 も この 秫 類の 名で あるら しい。 因みに ギリシア 祌 ^の 英雄 ヘラクレスが、 

嫉み 深い 女神へ ラの 邪視を 避ける 爲に、 生母が 一 度 捨て \ 拾って 來て 育てる ことにな つて ゐ るの を 見る と、 捨子の 

お 俗 は 古く 西洋に も あつ たと 兌え る。 

さて，. 濠洲の 土人が 故意に 汚物 を 塗る 土俗の 弱まった 形が、 即ち 汚物の 名 を 付ける 俚俗で ある。 此は 現に アイヌ 

の 日常生活に 存 する ことで、 古く 坪 井 正 五郞 博士 及び 吉田巖 氏が 人類 雜 誌へ 發 表された 有名な 事で ある。 アイヌの 

人名に よく ある シェ、 シ チヤ ラバ、 シコ サン ケ などの、 この シは 即ち 屎と いふ^で ある。 r 屎炱 ひ」 「 屎 垂れ」 「屎 1. 

き」 「屎^み」 「屎 握り. j など、 好い 名 は、 名捷 をして 子が^ たぬ もので、 かう いふ 名が 却て 簾災に 育つ と 信じられる 


ので ある。 更に 一歩 進んで、 幼兒 を. ホン シ オンと いふの は 小^; とい ふお である。 可愛がって いふ.^ にシ ヨン タク 

(うんこの 塊) とい ふ^さべ ある。 かう 呼ぶ の は、 親愛に 聞え るの みで はなく 却て 子が 丈夫に 仃 つと^ じられ るの 

である。 


^お 章 名と 民俗  五三 


言 語 研究  五 四 

第 六 章 巫女と 座頭 

. 第一 節 アイヌの 生活と 巫女  .. 

『^名 を 謳 はれた』、 『艷名 を 謳 はれた』 などい ふ、 このうた はれる とい ふ 首 葉の 起った 生活 を迎 つて 見 たいの が、 ，. 

今囘の 話の 主題で ある。 

私 は、. 自分の 用で、 北海道 ，榨 太の アイヌの 生活に 親しむ 機會を 有って ゐ る。 アイヌの 生活 も 追々 開けて、 雙ら 

も 我々 の 生活と ちが はない やうな 生活に なって 來 るが、 今の 一 つ 前の 時代まで は、 凡そ 女と いふ 女、 それが 優れた 

もので あれば ある 程、 巫女 • イタ コの やうな カを惠 まれて ゐる ものと されて ゐ た。 即ち； t が^り 移って、. その 口 を 

迎 じて； を^ 宣 する、 さう いふ こと は、 女性 獨特の 能力で ある やうに 思 はれて ゐ たので ある。 

それで、 昔 は 村に^ が あると、 径 長が、 妹に 『皆の 前で、. 占って 見ろ』 と 命じて、 神降ろしの 祈詞を 述べる。 す 

ると 女 は、 俄に ガタ く慄へ て顏色 やら 獰 色まで 變 つて 謠ひ 出す。 或は 一 度バ タリと 氣絕 をして 倒れ、 水 を 吹き か 

ける と 息を吹き返して、 その 口から ブッく 首 葉が 出て 來て、 謠に 成って 行く。 同じ 事 を 繰^し 繰返し。 

共 は ffi に變な もので、 『わし は 何々 祌だ、 わし は 斯うく して ゐ たの だ、 それに 斯うく したから そ乜で わしが 圻 

う/ \ した、 或はす るの だ』 とい ふやう に、 徹頭徹尾、 ； t 自身が 笫ー 人稱に 述べる 歌な ので ある。 

昔 力ら、 さう いふ 機 合：： と、 さう いふ 機會に 巫女の 口から 流れた 占 歌が ざら にあって、 その場限りの もの は 忘ら 


て 行った 中に、 少し 問題になる 內容を もった もの は、 後まで も 村の 年^ 逹 にお 惊 されて、 大ポに 傅 へられて、 if 逄 

の 語 ひ 草に なって ゐ たので ある。 

かう いふ 風に、 アイヌで は、 寓 事が、 神憑りの 詞で 決定され て來 たもの だから、 從 つて 41" からの 村の しきたり 

は、 何事 もこの 歌 を典據 に、 この 歌に 基いて 說 明され る。 村に 不心^: な 者な どが あると、 やはり この 歌 を 引 八：： ひに 

出し て 說法を もす る。 アイヌ 語 は こ の 歌 を 祌謠と 云って ゐる。 

今尙 村々 に、 幾十篇 幾百篇 と、 この； t 謠がロ 傅で 傳 はって ゐて、 私が 之 を 害 き 取って 居たら、 さながら アイヌの 

古事記、 或は アイヌの 舊約 書の 様な ものが 手元に 出来 か \ つた。 

尤も 神讅に は、 大小 長短 様 々ある。 中には、 『古 傳』 と 名 づけて 最も 大事に g 刖 される もの、 その 中に も 又 『.大 

傅』 と 名のつ くもの、 fn! 傳』 と 名のつ くもの、 色々 ある。 

大傳 • 神 傅になる と、 アイヌの 始祖が、 地上の 障り を 成す 大麼； t を 平げ る 大戰の 物語であって、 文句 も それ はす 

ばらしい 修辭 である。 尤も、 宗敎 的な、 大事な 物語で あるから、 中々 是は 外人へ 聞かせない。 が M いて はると. 1. 分 

閜 ける 面白い もので、 旣に 半ば は 村人の 問で も、 樂んで 聞く 所の 文舉 的な 謠ひ 物に なり か k つて ゐる。 

所が、 恐らく は、 かう いふ 長い 戰の 物語が 紛本 となって 後に 出來 上った もので あらう が、 本 常に g いて 樂む やう 

に讅 つて、 冗 ひに 興す る 六 段物 • 八 段物 • 十 段物な どの、 純然たる 戰爭 物の^ ましい^ ひ 物が 出來 てお る。 ^々たる 

英雄 説^で、 幼稚ながら も H ボス 型の ものである。 アイヌ 語で それ をュ ー カラと 稱 へて ゐ る。 ュ ー カラ はや はひ老 

女 もやって ゐ るが、 女よりも^ 子の 手へ 移って 來て、 爐ば たへ、 仰向に 寢て、 脾股を 叩いて 扪子 をと りながら ^ひ 

笫六章 巫女と 座頭  な 五 
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出す。 或は 爐ば たへ あぐらをかいて 手頃の 棒 を 撥に 爐 ばた を 叩きながら 讅 へば、 聽き手 も、. 手に 手に 手頃の 棒 を 用 

おして、 いっしょに 座席 を 叩いて 拍子 を 合せて 聽き ほれる。 

鈹股雞 壊と いふ 語の 本當の 意味 は 知らないが、 首 葉 ど ほりに アイヌ は それ を やって ゐる。 脾腹を 叩いたり、 座 を 

叩いて 相 和して 樂 むから。 

アイヌの 生活に は、 職業の 刖は 無く、 どの 家 も 同じ 暮らしで、 神 諮の 一 つ 二つ は 誰でも 知って ゐて やる が、 ュ ー 

カラに なると、 長いので、， やはり 記憶の よい もので ない と 出来ない。 而 かも 多少 それ は 血筋 を 引いて 同じ 家筋の 內 

に繼承 者が 出て 來る倾 きがある。 日本の 昔の 語り部の 存在な どが 想 ひ 合 はされ る ことで ある。 中に も、 盲目な ため 

に、 餘の 仕事が 出来ない から、 . それば つかり を やって ？莨 によく 知って ゐ て、. その 名が 近隣に ひ f いて ゐる 老爺 を 見 

wi す ことがある o  , 

第二 節 歐洲の 漂泊 樂 人と 我が 座頭 

當然こ \ に 思 ひ 出されて 來 るの は、 ギリシアの 盲 詩人の ホメ  口 スの 事で なければ ならない。 やっぱり 盲だった。 

そして あの イリ ァ ッ ド* ォデッ セ ィ の名篇 は、 その 作で はなく して、 . ホメ  口 スも亦 民間 叙事詩の 彈奏 者の 代表的な 

人であった らしい o 

それに 銃いて 想 ひ 起される の は、 歐羅 巴の 中世、 竪琴 を 抱いて 漂泊 巡遊した ミンス トレ ルの 物語 歌、 あはれ にも 

^しく 亦荧 しい 數 多の バ ラ ッ ド のこと である。 


日本に は、 かう した ことが 無かった もので あらう か。 昔の 琵琶 法師、 後の いは ゆる 座頭が 正に それだった のでお 

る o 

今日で は 座頭と だけ 云った ので は、 『何、 座頭？』 『盲 か』 『按摩 か』 ぐら ゐな ことにな つてし まった が、 北 (は の，；^ 

頭が その 本業 を 失っても との 意味が 忘られて しまったからで ある。 幸 ひに、 舊仙 臺領の 合に、 今^所^, 巧 お ^ゆ 

を 語る ボサ マ が 生き 殘 つて 幽かに 昔の 面影 を 止めて ゐ る。 これ こそ 古代の 琵琶 法師の 亞 流で、 s:^ 璃を おって.. ぼ：^ 

の 間に、 唯 一 手に 文藝を 流布して ゐた 日本の ミ ンス トレ ルの 尊い 殘存 者な のであった。 

風俗と いはす 藝術 とい はす、 中央に は あとから く 新しい ものが 起って 古い ものに 取って # つて m<^: に r.z いもの 

が殘 る。 西國 地方 は、 平家の 勢力 範圍 で、 恐らく 平家 を 語った 琵琶 法師の 琵琶が、 今に 筑前 ^！: r  i^i^f 

留めて、 それら は 盛 返して 中央の 藝 壇へ すばらしく 發展 したが、 東國は 所謂 源 家の 家人で、 こ k では 源氏が もて \ 

義經記 物の 榮ぇを 見た が、 その 末路の 倫 落は餘 りと い へば 寂しい。 

奥淨 瑠璃の 本場へ 來 て奥淨 瑠璃の 話 をす るの は、 外に、 中道 等 氏の やうな 人、 又 土地に は 小 含 先生 も： られ るの 

に、 を こが ましい 事で あるが、 私 は只舊 南部 領に、 近く その 跡 を 絶った 時代に 生れ 合 はせ て、 お 期 を：： ル^け たもの 

の記錄 として 乏しい 見聞 を 連ねて、 昔の 生活 を傯 ぶよす がと して 置きたい ので ある。 

近顷、 どこから 來た のか、 仙臺 鎖の 地方 訛りの ある、 渾名 (？) を 六尺 坊と よばれた 北；：： の， ：5 い^ 如の、 時 々盛！： 

市の 「中の 橋」 の袂に 坐って、 途 行く 人の 投げ 錢を 受けて、 時勢の 波に さら はれた 過去の 殘骸 をいた/ \ しく^ら 

して ゐる のがあった。 まだ 達者で ゐ るか、 それとも 愈々 過去の 人と なって しまった か、 暫く 歸ら ないから 消，：^ を 知 

笫六章 巫女と 座頭  五 七 
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ら ない o 

世が 改まって は、 昔の 堅い 語り物が 受けな くな ひ、 誰に も わかりよい 輕. S 駄洒落な どの 方が 受けて、 所謂 八人藝 

などい ふやうな ものに 墮 して ゐ たのが、 南部^の 座頭の 晚ハ 牛であった。 その 私達の 幼い 記憶の、 今一 つ 前の 時代に 

は、 此の m の兑 えない 人^こ そ、 ^圃 唯一 の文舉 者逹 であった のに、 かうな つて 見る と、 國の 隅々 まで 文字が 1:: 及 

し、 文^が まつ 物の 上から 味 はれる 時世に なった ために、 ft が 可哀想に 目明きに その 位^ を 奪 はれた 形で ある。 

この 人々 を 呼ぶ 座頌 とい ふこの 名稱 は、 もとは 琵^ 法師の、 撿校 • 別當， 勾當。 座頭と 並ぶ 一 つのせ 名で、 恐らく 

その^ 味 は、 座の 頭の^で あったらう ものが、 頭なら ぬ 人々 の 上にまで 轉 川され て、 敬^が 滞れ、 全く 一般 名に な 

みせ 

つてし まった こと、 さながら、 兌せ 棚 (卽ち 店) の^人の 頭で 番頭だった 名が、 一般 番人 を^ 頭さん と 呼んで、 今 

では 小^も H まで^ 頭に なった と 同じ 様、 玆に、 初の 敬意が 全く 無くなって、 その 人に 向って 『座 诩』 では、 应如 

^人に は 踏し からぬ 稱呼 となり、 それで、 向って 呼ぶ 時は坊 ぼと 呼ぶ やうに なって 一 一つ の 名が 生じて 來 たもの らし 

なぜ 坊 様と 呼ぶ やうに なった か、 是は、 盛！： 逢に霄 へば 『座頭の 坊の 綱渡り』 などい ふ^が ある やうに、 ^際、 

^^の 坊と ヘムった ものだった からで ある。 なぜ 又 座頭の 坊と 云った か。 それ は、 武藏坊 とか、 ^陸 房と か、 いふ や 

うに、 仙^なら 松. S 坊 とか、 盛！： なら 綱取坊 とか 南： S 坊 など、 何々 坊と號 したからで ある。 では 共の 元は 何かとい 

ふに、 恐らく は、 熊 野 系統の 修驗 道の 山伏な どの 錫杖 を扳 りく 義經 物を旛 ゆ 廻った、 その 流れ を 受けて 起った^ 

い. E 紡 を 物^る もので もあった ことで あらう。 


座頭の 坊、 卽ち、 坊様 たち は、 目が 見えない 代 ゆに、 音樂 ゃ文藝 に 目明きの 及びが たき 進出 をした 。殊に その 生 

れっき 辯 ロを備 へた もの や、 記憶の すぐれた ものな ど は、 その 方へ 人一^す ぐれて 行って 尺 衆.^^ の Is^c として 

は、 本當 によ. S はまり 役だった 。堅い 語 ひ 物の 合 ひ 間に は、 乞 はれる ま-にお 伽ゃ輕 ロゃ自 投 咄ゃ はて 來た やうな 

噓をも 噓と思 はせ ぬ 程に、 或は 其 は 明らかな 噓と兑 え 透きな がらに 尙面. H: く、 哀れな^、 .屮 や、 しい^、  -k い ri、 

い^、 夜通し やっても^ i ひ 草に^ しなかった ばかりで はなく、 縦横の 機 i:、 將： リ n を！ g いて 出^、  n 明き を 活^ 

自在に あしらって、 泣かした ゆ 笑 はしたり、 我 を 忘れ、 時 を 忘れ、 勞^ を 忘れて 樂 しました ものだった らしい。 

南部 地方の m 个：： の^:^ に は、 今でも 往々 名稱 だけ は 座頭 部^と 呼ぶ 部^が ある。 村々 を！；； f 晚 する」 ゅ§ のや^ を 解 

く 家 は、 さう いふ 大きな g  〔家であった らしい。 寄席 だの 小屋 だのい ふ もの、 ない 村の ことで あるから、 かう して、 

その^ 家の 何十 人を容 る、 廣ぃ 板の の 勝手が 常^の 演蕩 場に なって、 村人 は $： そこへ 化って^ いた。 勿論 一 々の 

城戶錢 もなければ、 布團 代な ども あ ひ はせ す、 た^で 爐 ばた がその ま、 一 場の 歡樂 ^を现 出した。 

仙ぃゅ ^に はま だし も 三味線が はいった やうで あるが、 是は 新ら しい ことなので、 奥の 地方へ 行く と、 所^  扪 

子』 で、 た^ 一  本の 扇で 以 つて 拍子 を 取りつ」 演じて ゐ たらしい。 これが、 ^^や 三味線 を 取 込む^ の 十：： のお^の 

遗風 なのであって、 扇 はま だし も、 しゃれて ゐる 方、 アイヌの 屮 では、 手顷 のた ビの棒 ちぎれで、 爐 ぶち を 叩いて 

拍子と する のが、 更に ひとつ 前の 素朴な 姿で あらう。 

叉 盛 岡 地方に は、 『座頭の 晝 立ち』 とい ふ 俗： 膨が ある。 常の 旅人と ちがって、 座頒 だけ は、 泊つ た^に ゆっくり 馳 

走に なって、 ，から そこ を 立ち、 次の 村へ、 次の 村へ、 さう やって 這 入って 行って、 かう して, がギ 巾、 旅から 旅 
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へ、 所^ 漂泊 樂 人の 生活が 送られた ものら しい。 旅籠 代 も いらない 代 ひ は、 叉 御禮も 安い もの。 た^ 泊った 家から 

『馬』 が 出た。 本當の 馬で はない。 『さあ、 では この 馬で 立って 行って 下され』 と 云って、 包んで 出す もの は 大抵 天 

保錢 一枚だった とい ふ。 それ を 『馬』 と 云って 出した。 けれども ボサマ は、 馬 を 乘替へ るんでも 何でもなく、 杖 一 

本で 村 境 を 超えて ゆく のであった。 

かう やって、 村から 村へ 柔 かな 歡樂を もたらし 廻る 目の 見えない サン タク ロス は、 武邊の 人に も 百姓に も 町人に 

も、 子供に も 年寄に も 可愛がられて、 暖かな 國民傳 說の傳 說網を 村から 村へ いっぱいに 張って 行った。 

たと へ 戰亂の 世に も、 それ は 落葉 をく^る 淸 水の やうに、 兵馬 倥 聰の間 を 幾 百年、 その 足 あと は國の はてから は 

てに 印して、 到る ところ、 爐ば たに 平和な 小天地 を 作 ひ 作り、 草深き 鄕 土に 今日に 殘る この 豐 富な 東北の 昔噺、 魂 

の糧を いっぱ いに 培って 過ぎて 行った ので ある。 

『座頭 金』 とい ふ 言葉が ある。 座頭から 借りる 高利の 金であった。 その物 はかない 營 みの 中から、 利殖に 長 じた も 

のが、 尙天保 錢の塵 も 積って 却って 目明きへ 融通す る 餘裕を 持った もの もあった ので ある。 前揭の 六尺 坊な ども、 

あれで 仲々 溜めて ゐる の だとい ふ 噂 も ある。 

『座頭 根性』 とい ふ 一一 一一 L 葉 も ある。 一 種の ひがみの ことで， 目の 見えない 所から 來る 悲しい 猜疑心が 一 面に 又 かう し 

た、 いやな 語 を^ じて るの も 痛ましい。 

さて 此 等の 人々 の 語り草 は、 勿論い つもく 篛終 物の みで はゐ なかった。 文政 頃に 『あみだの 胸 割』 『きりかね 曾 

我』 『熊 ハ介』 など を 始めと して、 古淨 瑠璃が 尙、 毎舂 江戶の 版元から 奥州へ 下って、 こふで はま だ 三味線が なく 扇拍 


ふか 

ip 


勿論 かう いふ 吟遊樂 人の、. その 一 つ 前の 古代に は、 文藝 はま だ 職業的に ならす.、 それが：：：： 仰と^ びつ いて、 # や 

第 六 章 巫女と 座頭  六 一 


子だった ことが 嬉遊 笑覽に 見え、 中道 氏に 從 へば、 太閣記 ゃ國性 爺の やうな 新淨 瑠璃 も は ひって ゐ たこと が 此の 

わかった。 

尙才覺 ある もの は、 地方 的な 事赏を も 器用に まとめて 語り 出し、 南部 領に は、 天 正の 大騷動 を 物にした 九 n^l^ 

など も あり、 又ニ戶 地方から 鹿 角 郡 かけへ て傳 はる 民間 傳說の 『たんぶり 長者 物 語』 など も、 ^られ たらしい 形跡 

が ある。 

今のう や に 小 說本ゃ 講談 本 や 新聞 雜誌 の 綾き 物 のなかった 世に、 それによ つて 與 へられた ものが こ-に その^ 求 

を充 たされる のであった。 都市に 榮 えた 心中 物 や 仇 討 物で も、 一面に はや はり 同じ 要求に 歡迎 されて もてはやされ 

たこと であったら うかと 思 ふ o 

此の様な 事 は、 中央の W 舍も、 遂ひ 近頃まで 見られた ことで、 所謂、 ヤン レ節 だの、 ロ說 節な どい ふ划 が、 十：： く 

は 『小 架 判 {naM 手姬 くどき』 『佐 倉宗吾 一 代く どき』 『鈴. 木 主 水し らいと くどき』 『白 井 權八小 紫く どき』 『梅 川忠ぉ 衞ゃ 

んれ ぶしく どき』 などから、 新しい 所は赏 に 『.€ 南戰ゅ くどき』 から、 『日 淸戰爭 くどき』 まで： 11： じ 體戏の 板が 出て 

ゐ るの を 兌る ので ある。 吾々 一 つ 前の 爾 民文藝 は、 文字の 代りに 口から 耳へ 歌 を 通じて ひ^いて ゐ たので ある。 

『勇名 を 謳 はれる』 『艷名 を IP! はれる』 とい ふの は、 荜 なる 臂喩 ではなく して、. 資 際の ^現た つたので ある。 


その 一 つ 前の イタ コ 
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な眞赏 として 語られ 信じられて ゐた 語り部の 傳承 時代が あつたで あらう。 皇窒 に隸屬 した 民族であって 見れば、 そ 

れは 皇室 を 中心とした 說 話であった であらう。 そして やはり 謠 つて 傳 へられて ゐ たこと であらう が， その 梗概 を 記 

した 古事記 だから、 古事記 は あ A いふ 散文に なって ゐる けれども、. それでも 所々 には猶 歌の 形が 出て 來て， 此は天 

語で ある。 此は祌 語で ある。 など ム斷っ て ゐる様 は、 宛と して 今 北海道の 人々 が ひとくさりの 祌話の 歌 を^って 

は、 此 は祌傳 である、 此 は祌謠 である、 大傳 である、 など 上 K ふこと X よく 似て ゐる。 

更に 溯ったら、 神懸り や 古の 全盛だった 巫女 時代と なって 來 るので あらう。 西洋で は、 その 古い 信仰の 消失 か 

ら、 巫女が 魔女な どに 退化して お 伽嘟の 中に その 面影 を 忍ばす のみと なって ゐ るが、 我國に は、 ま 北 地方に、 まだ 

この 古い 信仰が 殘 つて、 生きて 民衆 を 支配して ゐ るので ある。 南部 領の イタ コ、 仙臺の ォカミ ンが 即ち それで あ 

る。 が 北海道の 部落の 生活に よると、 ー曆 生々 しく 吾々 の 古代 生活が その 巫女 を 通して 傯 ばれる ので あるが、 その 

生活から 想像して 見る と、 巫女 は實 にこの 世の 叙事詩の 萠芽 を はぐんだ 人 々で 「神憑りした その 口から 出る 祌 託の 

反 役しながら、 リズム を 成して 流れる 詞が、 世界 民族の もつ 神話の 源泉であって、 この 神話 こそ は^ 初の 叙舉詩 た 

つたので ある。 その 昔、 事毎に 部落 生活の 機密に 參し、 ^高の 諮問と なり， 指^と なった 巫女の 流の、 時勢の まに 

まさめ 

まに 漸く 淪 落して 僅かに 邊 陬に殘 つた イタ コ* ォカミ ン の 意 義 深き 存在 を、 今の うちならば 我々 はま だ 正目に 尊ね 

逯 つて 見る ことが 出來 るので ある。 土俗 舉の 淵源と して 我が 來 北の 天地に は 限りなき 分野が 展 il して ゐる こと を 思 

ふので ある。 


山の 神 ほど 色々 樣々 になって ゐる祌 樣も少 い。 どれが 本来の 山の 神 だか、 搽々 な 馬 を 扳パ刀 けて 概 S. する こと も 

六ケ しい。 從 つて、 『妻』 を 『山の 神』 とい ふ 言葉な ども、 新しい 空氣を 吸って ゐる 人に は、 却って 川 ひて ゐ ながら 

その 何の 故で あるかが、 思 ひ あたらな いので ある。 然るに、 何の 敎養 もない 私の 鄕 里の m 小：： の 老婆た ちに は、 八， で 

も、 妻 を 山の 祌と いふと、 ァハ ハと 笑って すぐに 此の 二つの 連絡 をつ ける。 それ 秤、 婆さん 逑に、 この.！^ s が 今で 

も 明晰に 把持され てゐ るの は、 つまり、 さう いふ 山の 祌の舊 日本の 信仰が 尙 その 意識に 生きて ゐ るから なので あ 

る o 

お を 山の 祌と云 ふ 例の、 古く 物に 見える の は 狂言 記で ある。 卷五 『花 子』 の シテの 殿の {n#^ に、 (一七 n が^」 I：： 禪 

をす ると 詐 つて) 『內の 山の 祌を 騙して 暇 を 貰うた (中略) 程に、 妻 は 花 子 (遊女) 樑へ參 り、 此抨 の铍を 延ばさう 

と 思 ふ。 汝は此 座 禪衾を 被って 某が 歸る 迄座禪 をして くれい。 おし 山の 神が 來て、 何かと 云 ふと も、 狼ば かり 极 

つて 物ば し 云 ふな。 必す/ \ -顯 はれぬ やうして 居よ』 と 云 ふと、 冠者 『此は 迷惑な 事で ござる。 お 顯れ ましたら 

ば、 かみ 様の 私 を 打殺さつ しゃれう …… o』 殿 『や あ、 成るまい と は。 某 は 怖し う 無うて、 かみさまが 怖し いか…』 

結局、 殿が 花 子に 逢って 歸 つた 時には、 .一 分 四 什が 夫人に わかって、 夫人が 裹を かいて 冠者の 被って ゐ た^^お を 

自分が 被って 坐して ゐる。 殿 は 冠者との み 思って ゐる 故、 散々 惚氣を 蒔 散らして 『叉此 小袖 は 花 子！ s の 形^ なれ ど 
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も、 山の 祌が 見たら ば、 好い こと は あるまい。 …… 兎角 汝に 遣る 程に、 かまへ て 山の 神に 見せるな』 と 云 ふや、 夫 

人- T 何、 山の 神に 見せるな』 と 怒って 起きて、 やるまい ぞ"/ \ と 終る 一 曲で ある。 

• 此で： て も T 山の 神』 は决 して 尊稱 でも 美稱 でもな く、 陰で 呼ぶ 語であって、 面と 向って 呼ぶ 語で はない ので あ 

る o  -  ノ 

盛 岡 市の 南郊 簸川 村の 道の 入口に 山の 神の 祠が ある。 澤山 陽物の 形 をした ものが 供 へられて ゐて、 年に ニ囘、 春 

の始と 秋の 終りに 祭が ある。 卷は 山の 神が 里へ 下りて 里の 神と なる 時で あり、 秋 は、 里の 神が 山へ 上って 山の 祌と 

なる 時 だから だと 云 ひ、 叉 陽物 を獻 する の は、 この 祌は 非常な 醜女で 嫉妬深い 神 だから だとい ふ 。陽物 を獻 する の 

で 見る と、 それ は男祌 なので はない か、 と 質問す ると、 婆さん かぶり を 振り、 兩 手で 額 を 抑へ て獨 りで 笑 ひなが 

ら、 女の 神様 だから、 陽物 を 差 上げる のでせ うと 云って、 『あの 春 田打ちの 舞 ひのお 面 を 見ても』 と附け 加へ た。 

『^田 打』 とい ふの は、 幼時の 私の 夢の 様な 思 ひ 出で ある。 其 は 盛 岡 市の 町 は づれに 七 軒 町と いふ 七戶の 持殊部 

^  (南部 侯に お供して 七 百年 前 甲 州から 附 いて 來 たの だとい ふ 舊ぃ俥 說附 きの) が ある o 正月に は 町へ 萬歲 がきつ 

はるな 5 ち 

て來 少し 暖かに なると、 春 田 打と 云って 叉 やって 來 るので あった o 私の 家が 町內で 大きい 家だった から、 上って 

來て 座敷の 上で 面 を かぶって 所作事 をす るの を、 町の 兒 達が 庭へ どつ さり 来て 見た ものである。 私^； g や 弟 や：？^ 

妹と、 次の^との 境の 衣桁の 陰から など 其 を 見て ゐ るので あった o 

よく 母な どが、 後々 まで も、 人の 家のお 嫁さん など を 批評して、 『春 田 打のお 嫒 さんの やうな 人』 など 云 ふこと が 

あつたが、 端 ま な物靜 かな、 寧ろ 無表情な 美人の ことだった やうで ある。 


その 様に、 春 田 打の 舞に は、 太夫 は 若い 美女の 面 を 被って、 秫 を 下ろし、 田 を かへ し、 侑を植 ゑる 草 を 取る、 f 取 

後に 稻 刈り、 穗 運びまでの 所作 を、 靜 かに 能が かりに 舞って、 愈々 舞の 手の 濟む瞬 w、 その美し いお 面が さっと 下 

りて、 何處に 忍ばして ゐた かわからない 眞黑な 大きな 醜い お 面に 早變 りして 終る。 お^ 來て やる ので、 それ をよ く 

知って ゐる從 姉妹 や 姉 だち 女の子 等 は、 舞の 終が 近づく と、 もう 怖い お 面が 出 はしない かと、 ビクく して ゐた。 

私な ども 釣 込まれて 一所に 何遍もく 顔 を 背け 背けす るが、 それでも 怖い 物見た さに、 手 を 口へ^ しながら はい は 

いして、 仕舞に ヮッと 立って 駔け 出す のであった。 

此の 最後の 瞬間の 醜い女の 面 こそ は、 私の 地方の 山の 神で、 つまり 半 歳の 田の 仕事が 濟 むと、 ^ い^ しい^： の祌 

が、 山へ 上って、 あの 山の 神になる の だとい ふ 舞の 意味な のであった。 

^から 夏に かけての、 生育の 季節の 神が 若い 美しい 女の 神で、 秋から 冬へ かけて 山 仕事になる 季笳 の： t が、 ^卜： 

のこの 意地悪い 醜い 顔した 山の 神な ので ある。 

一年の 始を 一月 一日と するな どい ふ 事 は、 恐らく 曆が 渡って 以後の 事で、 寧ろ この 彼岸 あたり を 境と する 方が f:: 

代の 生活に 最も 自然で あつたの であらう。 アイヌ は、 和 人の 曆を 飜譯 した 十二 ヶ月の 名を冇 しはする が、 祌^ I に 出 

て 来る 古風な 考の 中には 一年 を やはり 二つに 分け、 女が 畑に 働く 春 夏 を 雌 季と いひ、^ が 狩 をす る 秋 冬 をり 雄 李— と 

云って ゐる。 希臘 神話の 毂神ぺ ルセ フ ォネが 歳の 半分 を 地上に、 半分 を 冥府の 王ハ ー デスの^と して^: らす とい ふ^ 

の 中に も、 一年 を 二つに 分つ 考が仄 見える o 大山 祇の 娘が 二人あって、 若い 木 花 呤耶姬 は 美しく、 姉の-:：;::^ 姬は醜 

くして 妬み 深かった o その 怒りで 人間の 壽 命が 短い。 『春 田 打のお 姬様』 は、 どうも 木 花 唤耶姬 に、 『山の 祌』 はこの 
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岩 長 姬樣に 系 銃 を 引く もの X やうに 考 へられて 仕方がな いので ある。 で此は 決して 岩 手 地方に 限つ た 信仰で はな 

しに、 もっと 一 般 的な 傾向 を もつ もので あらう とい ふこと は、 諸國 にこの 種の 性的 供物 や、 非常に 淫猥な 儀式 をし 

て 祭る 山の 祌の存 する ことから 私 は 推測して ゐる ものである。 

山形 縣の山 問 到る 所に ある 山の 神 は、 御 神體は 大抵 石で あり、 御供 物 は 皆 陽物の 木彫で、 大さ 指先 ほどの 物 か 

ら、 大は 涎り 三尺 長さ 四 尺 位まで あり、 數 限り無い 程 堂內に 飾られて あって、 Ig 人な どの 參詣 にう つかり 道 入る も 

の は、 眞赤 になって 逃げ出す とい ふ。 そして 此の 神樣 は、 お 山 を 守護な さる 外、 男女 和合の 神様と して 信仰され、 

祭日の 舊曆ー 一月 一 日と 十月 一 日 は^い 男女の 參詣 人が 睦續 として！ S えない 稃 であると いふ。 

近 江の 諸 地方に ある 山の 祌の 祭に 到って は、 かう いふ 供物 を 捧げる 程度で はない。 藁で 陰陽 を 作って 行って、 神 

前で 二つ を 合せる 行事 を 隨分大 が.^ りで やる とい ふ。 その外、 得て セン シュア ルな 行事の ある 一 系の 神様 は、 皆 こ 

の 系統 を 引く 山の 神で あらう と 思 はれる ので ある。 更に 進んで、 諸國の 大層 意地 惡く、 怒つ ぼい、 ヒステリックに、 

山の 一 葉 をも惜 むと いふ やうに 考 へられて ゐる 山の 祌は亦 この 信仰の 一端で ある やうな 氣 がする ので ある。 

山の 神と いへば、 社名が 大山 祇 神社と なって ゐ るが、 若しくは 祭神が 大山 祇祌 だと 傅 へられて ゐ がちで あるが、 

乂ぉ士 などの やうに、 木 花^ 耶姬 なと ころも あるから、 それから 兌る と、 岩 長 姬の方 も あり る ことで あらう。 だ 

から 山の 祌の& 性が、 自然 色々 な 風に な つて ゐ ると いふ 點も あらう と 思 ふ。 

^山の 祌が、 木で あったり、 狼で あったり、 熊であった りする やう だ。 それと 直接 關 係が あるか、 どうか は 知ら 

ない が、 アイヌの 山の 祌は、 熊で あり、 狼で あり、 又木で も ある o 熊 はすべ て キム ン カムイ (山に 楼む祌 —— 山の 


祌) で、 其 一 等の 大將は ヌブリ ，コ カムイ 『嶽 を領 する 祌』 と 呼ばれる。 北海道の 分水嶺に 空に^ ゆる 祌 山が あ 

つて、 そこに 住する 最も 東寄りの 祌が ヌブリ パゥン クル 『嶽の 上の 人』 で 狼で あり、 中央の が 『-3 を站 する 祌』 で 

しわ 

熊で あり、 嶽の 下の が ヌブリ • ケシ • ゥン クル 『嶽の 下の ひと』 で， 此は 一 等疳 瘤の 强ぃ 荒い 祌、 卽ち羅 であると。 又 

アイヌに は 一本々々 の 木が シリ • コ 口  • カムイ 『地 を領 する 祌』 であるが、 こ の シリ とい ふ^ 『地』 又は 『山 Q とい 

ふ 語で ある。 その 總大將 は、 シリ • アン バ， カムイ 『地 を 持す る祌』 卽ち又 『山 を 持す る祌』 で、 アイヌで も此も 

(少し 遠った 意味での，) 山の 祌 である。 蛇 は屢々 我が 國の 山の 神が 姿 を 現 する 所の ものに なって ゐ るが、 アイヌで 

は、 さう は考 へられて ゐ ない。 寧ろ產 土神 また 氏神 また 農業 祌 である 所の ヌサ *コ 口 *ム カイ 『幣 を^つ 神，」 が、 人 

の^に 現す る 時に、 形 を 蛇と 現す る ものと 信じられ、 蛇 を 殺す ことが 大層 忌まれる。 祌 としての 蛇の 名 は 一般に 

『草の 板 元の ひと』 卽ちキ ナ，シ ュ ッ*ゥ ン クルと 呼ば 乜てゐ る。 

江の 島の 辨天 様へ、 新婚旅行に 行っても 必す 一所に 詣で X はいけ ない。 別々 にお 詣 りする もの だと ま 京の ハゃ^ に 

間いた ことがあ るが、 田舍の 爺さん 婆さん は、 女が 『お 山』 へ 行く こと を 飛んでも 無い ことに 戒める の は、 ：！： 様 

に、 山の 神様の 燒餅を 恐れる ので ある。 山の 神様 は、 非常に 嫉妬深い、 氣嫌 のむ つかしい、 器：； の^い 女 だと；： ^じ 

てゐ るからで ある。 (だから、 『宅の 山の 神が』 と 云 ふと、 爺さん 婆さん は、 ァハ ハと笑 ふので ある。) 山へ 行ったら 

の 霄葉を 使 はな いとい ふ 様に 、 山 言葉 を發 生した 山 商 賣の獵 人ゃ杣 人な どが、 氣を つけ て 山の 神の 氣嫌を そ こ ねな 

いやう に 力めた 心 持 も當然 だと 思 ふ。 ォコゼ を 以て 氣嫌を 取る の も、 何 か 性的の まじな ひか 何 かの 關 係の もので は 

なかった か 知ら。 
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『おかみさん』 とい ふこと を 妻の 意に 用 ひるの は、 今日 東京で は 下落して 下町 や 商家の 人に しか 用ゐ ない が、 田舍 

では まだ 此が 上等の 首 葉で、 士族の 奥樣 にも、 大家の 夫人に も 用 ひる。 狂言 記の 前揭の 引用に は 殿の 奥方 を やはり、 

かみさま 

『かみさま』 と 云って ゐ る。 旣に 人の 妻の 敬稱に 上様と いふ 語が、 かやう に 用ひ慣 されて ゐる この 當時、 その 階級 

の 間に、 上 を祌に 引っかけて、 我が 妻 を 他人の 前で 特に 悪稱 して 『うちの 山の 神が』 と 云 ひ 出した もので あったら 

うと 云 ふの が 私の 結論で ある。 私は鄕 里の 信仰から 此の 結論 を ひとりぎめして ゐて、 數年 前から 諸擧 校の 首 語學の 

時間に、 (意義の 變 化の 『惡 稱』 の條 で) さう 說 いて 来たが、 諸方の 山の 祌の例 を 伺って、 この 結論の 當否 を、 も少 

しテ ー ス ト して 見たい と 願 ふ ものであります。 


第 A 章 四つ を數 へる まで 

印度の ド ラヴ イダ 種族 は、 一つ、 二つ、 三つまで しか 數訶 とい ふ もの を所冇 せす、 それより ヒは、 幾つで も 唯々 

『等 山』 とい"。 けれども 羊な どの^ をさせる のに、 三十、 四十の 羊 を 毎夕 一匹の 不足な く述 れ^って、 これで^ 

だとい ふ。 數へ もせす に、 どうして わかる ので あらう か。 それ は、 彼, は 一匹 一匹の 羊の 颇を见 ^えて ゐて、 『此も 

居る：： 此も S る o  ： ： 此も 居る：： 此で よい』 と 安心して ゐ るので あつたと 云 ふ。 

昔、 セ イス 敎授の 言語 攀を 讚んだ 時には、 私 はこの 記^に は^ 多少の 疑を存 して 讀 過した。 然るに、 ，门 分で 丫を 

持って 仔細に 子の、 い 的發逑 を 見守って ゐる內 に、 ふと 此の 事の 有り^べき 事 を經驗 し^て、 初めて^ くこと 力 川，^ 

たので ある o 

子どもが 段々 成長して 誕生 時分に もなる と、 母親の 片方の 乳 を ぢき飮 み 千して、 出が わろ くな ろと^^々々 むづ 

かり 出す。 母が ぼつん と 乳首 を 放さして 引 込め、 今 一 つの 方の 乳房 を 出して やりく する。 それに K ら されて 子：^ 

は、 そろく 出が 細くな りかけ ると、 ，H: 分で 手 を 差し 仲べ て 今、 一 つの 乳房の 存在 を 探る。 探し あて、 『まだ も 一 つ 

候補者が ある』 と 合點が ゆく や" にやり と滿 足の 笑み を 漏らして、 樂 みさう に それ を 片手に いぢく り 乍ら がんで ゐ 

る。 後に は、 左 をし やぶる と 同時にもう 右の を 探り 初め、 探り あて、 單に^ 在 を 確め たにけ に滿 足して ゐす に、 n の 
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前に、 右 を も ぶら下げさして 並べて 置いて 眺めながら 飮 まう とする。 母親 は、 胸 を 丸出しに はだけ させられ るの を 

拒んで、 『まあい や、 こっち を 飲んだら、 こっち は 出す の』 と爭 ふけれ ど、 子どもに 『ゥ ゥン、 ゥ ゥン』 と， 1 强 にせ 

がまれ て 『まあ、 たつち ゆ？』 と、 二つ を 並べて やる。 それが 例になる。 その 度 毎に、 子 佻 はこの 樂 しい (せひの W 

に 『たつち ゆ』 を 聞き 覺 える。 乳 を やり 乍ら 人と 對談 して ゐる 母親の 颠を、 乳 を飮み 乍ら 仰ぎ^て ゐ .ろ 內に、 子供 

の E に は 母親の の孔. のぼ つん./ \> と關く 並んで ゐる のが 如何にも 不思議ら しい。 茗荷の 様な 手 を そろ/ \ と 仲ば 

して 柔 かな その 食指 を ぢッと 母親の 鼻孔 へ 差し入れ， る。 母親が 無意識に 子どもの 手を拂 ひのけよ うとす. ると、 母の 

手 を 振り ほどいて 小さい 指 は 今一 つの 鼻孔へ 突き 込まれん とする。 母親が 氣が ついて、 『いや、 坊や 何 をす るの？』 

と、 ^を 切って 懷 のい たづら 者 を 制する と、 ぼつん と 乳首 を 放して、 『たつち ゆ、 たつち ゆ！』 母親が 笑 ひ 崩れて、 

『オヤ 母 ちゃんのお 鼻の 孔が たつち ゆ 有った の？』 と 上から 窺く その 顔へ、 茗荷の 芽が 尙仲 びて 左右の E をつ つき 

乍ら、 又 『たつち ゆ、 たつち ゆ！』、 今度 は 母親の 方から 進んで 額 を 交る，/. \ 振って 見せて、 『こ、 にもた つち ゆよ』 

と 耳 を 示す と、 毂の 毛の 中の ー對 の新發 見物に、 子供 は悅に 入り、 母の 膝の 上で、 ぴ よんく 尻餅 を捣 いた。 

かう して、 子供の 頭へ 『二つ』 の觀 念が 初めて ハツ キリと 形づくられる や、 『二つ』 の^: 在が 子供に 全く 新しい 與 

味 を そそって 來. ろら しかった。 門 に 立って は 人より n 十く ボチ とジョ ンと を见 つけて、 『わん/ \ たつち ゆ、 わん-/ \ - 

たつち ゆ！』、 通りへ 出て は 電車 線路 を あちこち 振 返って 『でんち や、 たつち ゆ。 でんち や、 たつち ゆ！』、 何でも 二 

つ ある もの を 大人に 先 じて： n: さとく ほっけて は、 ぴ よん/ \- 跳んで 『たつち ゆ、 たつち ゆ』 と莴ん だ。 

二つの 物の^- W へ、 今一つ 加 はった 三つ を 知った の は、 それから ぢ きだった。 この 進歩 の^に は殆ん どこれ とい 


ふ 手 問 は 取らなかった やうで ある。 

然るに、 かう して、 とち ゆ、 たつち ゆ、 みつち ゆ を 知った 子が、 一史に 今一つ を 加へ た 四つ を^ えろ に は 仲 *  ^ が 

あった o ビス ケヌ トの 様な もの を與 へて、 幾つと 訊けば、 三つまで は 何時でも 答 へられた が、 そこ へ、 一 つ 加へ て や 

つて 幾つと^ くと、 さっき 『叫つ』 は敎 へたば かりなのに、 ぢき 忘れろ ものと； ^えて、 手に あまって、 W つた やう 

な 蘭 をし いく、 とうく. 頭 を かしげて、 にやつ と 笑 ひながら 溜.^ す やうに 『たんと』 とい ふ。 M-H また 何 かの 

序に 試みて みる。 やはり あんまり 多くて 勘定で きないと いふ 風な、 參っ たやうな 表情して 『たんと』 その代りに、 

も 一っ^して 五つに しても、 六つに しても 同じ こと、 四つ 以上 はもう 唯一 語の 『たんと』 の 巾へ 收 めて 概括して し 

まって ゐ た。 これが 凡そ 半年 も繽 いたから、 どうして 四つが さう 覺 えられな いもので あらう。 ひょっとしたら 此の 

兒は 低能な のか 知らとまで 思ったり した。 

然るに、 その 同じ 頃の ことで ある。 玩具の めんこ を 十ば かり もって ゐ たが， 一 っ何處 かへ 人って 见 えない f が あ 

ろと、 『無い！ 無い！』 とむ づ かって 大 g ぎ をす る。 母親が、 探す のが 而 倒さに、 『此で です よ。 此處 にこん なに 

在る の』 と賺 しても、 決して 承知 しないので、 『此 だけあった らい いぢ やない の』 など こぼしながら 立って 探す と、 

^して 一 つ、 布圑の 下から、 或は 裁 板の 下から など 出て 來た。 そんな が 幾度 も 重った ので、 『三つ 迄し か 敷 へられ 

ない 子が、 十の 玩具の 一 つ 足らない のが、 どうして 分る のでせ う』 と 不思議が つた。 私 も 不潘に 思って よく は^を 

して はると、 めんこの 一 々の 終の 嵇 類、 赤と か靑 とかの 地の^-の 差 をよ く 記憶して ゐて、 『こ れも ある、 これ も あ 

る、 あれが 無い』 と 知. るので ある こと を發見 した。 やはり 子供 は、 數 などい ふ杣象 的な 形式に はめて 捕捉して ゐる 
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ので はなく、 一々 を コンク リ ー 'トな 記憶に， H つて 摑ん でゐ るので あつたの である 。是に 由って 觀 ると、 セ イスが 言 

評舉人 門に 書いて ある ド ラヴ イダ 人の 記事 も 決して 有り得ない 事ではなかった。 (尤も 其 後出た 力 ルド H ルの 『ドラ 

ヴ イダ 語 比較 文法』 を繙 いて 見る と、 ド ラヴ イダ 語に も、 地方に 由り、 立派に 上の 数まで 呼ぶ 名が 發 達して ゐる )。 

必兗 「三つ」 は、 兩 者の 問に、 今一 つ 置いた 數 であ ろから、 容易く 一  とまとめ に 纏めて 認識し：： 勿い 數 形式で あるの 

で、 幼稚な 頭に も 「二つ」 からすぐ 「三つ」 は覺 えられた ので あるが、 叫 つと な ると、 その 第 四の もの を、 どこへ. 

牧 めて 考 へまと めて よい か、 全然 形 を 新しい ものに 易へ て考 へる ことができる まで は牧 まりが つかす、 複雜感 を與 

へて、 雜多、 則、 たくさんの 觀念の 方へ 歩み寄って 行って しま ふ。 

三 歲の暮 になって 四つ を も 答へ 得る やうに なった が、 その 時には、 一 遮 千里に (その代り 全く 機械的に)^ つ、 

六つ、 七つ、 八つ、 九つ、 十 を も、 間違 ひなく 答へ 得た。 それ はどうい ふわけ であった かと 云 ふに、 一 つ、 二つ か 

ら、 九つ、 十 或は その上まで、 數を讀 むこと を、 童謠 を覺 える やうに、 諳誦 か出來 てゐ たからで、 幾つ？ と 訊か 

れ ると、 一 つ 一 つ 押さへ ながら、 一 つ、 二つ、 三つ、 四つと 機械的に 讀んで 行って、 仕舞に なった 所で、 『四つ』 と 

か、 『十』 とか 答へ る やうに なった からで ある。 だから、 十一、 十二から 類推して、 卄 以上、 三十 以上 も、 {ポ 内ぶ らん 

この 上な どで、 果てし もな ぐ讀み 進んで 興じて ゐ たから、 幾 十で も 答へ る ことが 可能であった。 勿論 それで は、 已 

に出來 上って ゐる 數訶の 諳誦で あるから、 未開 種族の 自らの 發 達の 場合と はや、 事情が ちが ふ。 

さて、 さうな つて 考 へて 見る と、 四つが 仲々 覺 えられなかった とい ふこと は、 必 すし もこの 兒 が數觀 念に 低能 だ 

つた 故で はなく しで、 三つまで は 容易に 念じ 易い 數で あるが、 四つ は 一 つの 境であって、 この間に^ I えがたい 或る 


ものが あるので はなから うかと いふ ことで ある。 そして 面白い 事に は、 四つ を、 『たんと』 とい ふお で 呼ぶ if  が 外 

にも 嵐ぐ 見受け られる ことで ある。 

タ イラ ー の 『人類 創世お』 などに も、 『或る 蠻人 では、 五つまで さへ 数詞が 出 來てゐ や、 二つ、 三つ、 叫つ 以上の 

數の名 を 彼等から 得る ことが 出来なかった のみなら す、 それが^ 大の數 の 名で ある ことが、 此を數 冬と い、 丈总 味に 

用 ふること から 分る』 と 云って、 『ブラジルの 低級な 種族に、 三まで 數の 名が あって、 それより 上 は、 數多 とい. ふ^ 

である』 と 云って あるし、 又 アイヌの 數詞 はシネ (一) ヅ (二) レ (三つ) イネ (四) ァシ タネ (五) と 救へ 進む 

ので あるが、 ァ シクネ は 手と いふ 語で 出来て 居り、 片手の 指の 數が 五本 だからで、 此は 馬來. ^族 ゃァ メリ 力 イン、、 ティ 

アン や アフリカの ネグ n の內 に. も (そして 恐ら ぐ. H 人種の 一 百 語 も) 兌る 普遍的な 事實 である。 さて 叫と いふ お は、 

樺 太 アイ ヌ：^ などに は 爆 .f ィ ー ネと 呼ばれ、 ィ ー ネ 或は ィ ンネ は、 一 般に アイヌで は 澤 山と いふ ことで ある。 ィ ン 

ネゥ タラ (たくさんの 人々) イン ネ カシュ タラ (たくさんの 假 小屋) など。 

ォ ー ス トラ リアの 土人の 一一 一一！： 葉になる と-. 尤も 自然な、 そして 尤も 低級な、 殆んど 我々 の 子供よりも まだ 幼稚な 数 

詞の 段階 を 見受ける。 尤も、 ォ ー ス トラ リア の 大人の 頭が 我々 の嬰兒 よりも 低級 だとい ふこと ではない。 我々 の婴 

兒は、 周圍に 完成した 數詞 が^ 在して、 生れて 直ちに それ を lg はれる 境遇に ゐ るから、 丁^ 徒歩で：；；； く 人に 比して、 

電 単で 後から 追 ひ 掛ける やうな ものであるから である。 で、 ォ ー ス トラ リアの ヮッ チヤ ン ヂ， lii 族 では、 一 は Coo 

,t?on  二 は tl,tau-ru 三 はも はや 『たんと』 を 意味す る l〕ool-tha を 普通に 川ゐ、 『たんと』 以上の 時には 『^お 

にたん と』 を 意味す る bool-tha-bat とい ふ 語で 呼ぶ。 但し 必要に 迫られて、 必ゃ三 を はっきりお 別して 云 はねば 

笫八章 四. っを數 へる まで  七 nr 


言 語 硏究  七 四 

ならぬ 時には、 二と 一と を 連ねて 表 はし、 四つ を 首 はねば ならぬ 時には 『二つ 二つ』 と 云って 表 はす。 同じ ォ ー ス 

トラ リアの タス マー ーァ 語で は、 一 を l〕armery  二 を calat>awa 三 以上 を 矢 張 『たんと』 の 意味の carbiau とい 

ふ.^ を 川ゐる 。また クィンス ランド 方言で は、 タ イラ ー と クラ ー チで少 差 は あるが、 クラ ー チに據 ると、 一 を ョ1 

nar 一 一  を diakam 一一 一  を tlmlar-djalsra  二.  二) 匹 を djakara-djykara  (二-二) とい ^0 カミラ 口 ィ方言 で 

は、 一 を nial 一 一 を tmlaar 三 を gulit>a 四 を tm laar-.hu】 a ar  (二  ニ1) ) 五 を t>ul-gll】iba  (一  一 ニニの ^杉)、 尙六と 

いふ 語 も 出 來てゐ て、 guliba-guliba  0 ニニ 二) とい ふ 。ォ ー ス トラ リア 語 中で は、 この 方言が 比較的に 進んで ゐ 

ると いふ ことが 出來る 。數詞 構造と して は、 これば 加法 式と でも 名づ くべき 一 型で、 隨分 文明 國の數 ^にも、 十以 

上の 場合に は、 例へば 十一、 十二、 十三、 十四 等の 時な ど、 一 々特殊の 譜は 設けす この 加法 式で やって ゐ るので あ 

る。 唯ォ ー ス トラ リアな どので は、 十 以下の 小 數を表 はすに 之 を 行って るのに 過ぎない。 

ゆ 乍、 我々 の 兌 聞の 及ぶ^ り、 數詞の 最も 幼稚な 發達は アメリカ イン ディ アンの 中に 之 を 兌る。 アメリカ イン デ 

ィ アン は、 身扳^ の發 達の 有名な 種族で、 上の 數は大 低 それで 間に合せて、 首 葉と して 實に才 ー ス トラ リアよりも 

れ、^ な 部落が ある。 ボ ドク ド諧 では、 一 を nlol<enfs  二 を tiruhu とい ふ。 llrtlls が旣に 唯ぐ 『たくさん 一一 とい』 

おで あると いふ。 チン タイトお では、 數^ とい ふ 數詞は 唯 f 『 一 つ』 とい ふ諧が ある だけで、 二 以上 はや はり 『た 

くさん』 とい ふ^のみ であると 報じられる。 若し 二 以上の 數を 表示せ ねばならぬ ことがあれば、 指 を 以て 示す と o 

一方に t、 千、 一め、 位、 兆と いふ やうな 大數 まで 一 々名 を 有する 文明 國^ が あるかと 思へば、 實に 一 方に は 唯、、 

ひとつと いふ 語し か數^ を 所有 しないと いふ 様な 對？ ii は、 日常 我々 の考へ 及ばない ことで あるが、 それが 多くの 書に 


述べて ゐ る事實 なので ある。 一 よ ひ 以上 は、 二で も 三で も 十で も でもた^ 『たくさん』 と 一 括され ると いふ やう 

な 事 は， 人^の思考 上に 采 して 有り得る 事で あらう かと 思 はれる 程の ことで あるが、 よくお へる と^し、 此 も：^ し 

て さう 考へ 難い 事で は 無い ので ある。 現に 英 gi、 獨逸 語、 佛蘭 1： おな どに、 名お や 動^の 數 のん. が、 一と タクとの 

對 li 一で、 二 以上 は 一括して 複數 として、 ^ー體 の單數 から^ 別され てゐる 如き 事實が 存在す るので ある。 我々 の 子 

供が 菓子 をね だる 時に、 一つで は滿 足せす、 ぶつく 云 ふの を、 ^手へ 持た してやって、 おやたん とだ^、 ぃム 

え、 とす かして やれば、 その 氣 になって 滿 足して しま ふ。 この 際に も、 ニ侗は ，SF ちもう： .：侗、 叫侗 、五 個と^に 

『たんと』 の 部に されて ゐ るので ある。 

一 體、 數は、 數 I！ と は 違 ふが、 それでも， しく 数の^ 別 意識の 丧 はれで あるから、 よく/ \ 一  致 性が ある。 ^0 

な 1*梵§ などで は、 單數複 數の區 別の 外に、 まだ^ 數 があって、 必竞ー と 二と 多との ー：； 分に なって ゐた。 一 の 場 八：： 

一 一の 場合 を チ、々 區 別して、 三 以上 を 一 括して 多と したの であるから， 丁度 才 ー ス トラ リアお の數^ の 一と 二と が あ 

つて、 三 以上 を 多と 云った と 同程度の 數 ^別で ある 。南洋の メラネシアお は、 數の點 に 於て は、 ；^-梵ぉ よ. り も^ 細 

で、 今一 つ 『三つ』 の 場合 を M 別す るので、 單數 • 雙數. 三數、 それ 以上 『四つ』 から 上が 始めて ぉ數 なので ある。 

卽ち 四つから 以上 を 多と する ので ある か ら、 丁 度 ド ラ ヴ ィ ダ や 南米 ブ ラ ジ ル の #; 族 の 數^ にあら はれた 數 K 別と M 

じこと である a 

かぅ兑 て來 ると、 『邦^に は 名詞に も 動詞に も數の .R 別がない のに、 英語な どに は、 ちゃんとれ. 數* お 數の； El;^ が 

あって 祯し ぃ發迮 した 立派な 霄葉 だ』 と 云 ふ 事 は 聊か 變 になって 來る。 その 論法で 行く と、 近代.^ よりも 十：： 代.^ の 
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方が 發逑 してる 事に なり —— 英獨 語よりも 希 *梵 の 方が —— - それ は先づ よいと しても、 それで は 更に 南洋の メラ ネ 

シ ァの言 詰が、 希臘語 梵語よりも 發 達した 立派な 言葉 だとなる からで ある。 

思 ふに、 單數、 複數 の區別 は、 やはり、 一 つより 上 を 一括して 多と した 原始的 思想の 遣 物で あり、 雙數の 者 は、 

二つの 乳お、 二つの rs、  二つの 耳、 兩 方の 肩、 兩 方の 手、 兩 方の 足と いふ やうに、 二 個ー對 の、 左右 相稱の もの. T 

存在に 特 に 興 呔. を 感じた 心に 發 足した もので あらう。 三 數は卽 ち、 上. 中 • 下 或は 天地人、 などい ふ 様な、 兩 方の 中 

^に 更に 一 つ を 置いた 二から すぐ 發逑 した 三の 考の、 四 以上 を 多と して 之から 一括して 區 別した 意 議の表 はれで あ 

る ことが 云 ふまで もない ので ある。 要する に 素 撲な數 意識の その ま k の發現 が 偶" 一 百 葉 遣の 上に 影 を 止めて ゐ るの 

に過ぎない ことが わかる ので ある。 特に 高尙 な、 起源で もぬ 来で もない ので ある。 


第 九 章 將來の 言語 活動 

第一 節 言語 活動の 革命 

『人 問に して 始め て 言語 あり、 言語 ありて 始め て 人間で ある』 こ の 意味に 於て 、人類 の 一一 一一 昼 i 活動 は 、人^ の 起^と^ 

にあった ので ある。 人類の 起原 を 最も 少く見 積って 二十 萬 年と しても、 言語 活動の 厫史ー 一十^^- 、それ は 悠^なる 過 

去 を 持つ 機構で あるが、 その 最後の 最近の 一 萬 年代、 而も その後 半に 入って 人類が 始めて 文卞 を创 した。 即ちへ， を 

距る五 千年 前、 埃 及の ナイル 河畔に あら はれた 形象 文字 II それが 世界-政 古の 文 (十で あり、 M 時に^:^ の ありと ある 

文字 は 皆 この 一 元から 派生した ものに あらざる は 無かった。 尤も 漢文 字 だけが 別で あるが 、或は それさへ も、. • 几 は 

域から 人って 來 たもので はない かと 考 へられつ \ ある。 この 文字の 發明 は、 今迄の 人類 二十 萬 年の 一一 一 nsi 活^に 一 ェ 

ボ ー クを割 成して、 これまでた^ 口頭に 出る 一途に 出でなかった 言語 活動 を、 こ \に 至って、 始めて ニ途に 分化せ 

しめたの であった。 即ち 文字に 出る 筆頭の 言語 活動 を 新たに 生んだ からで ある。 これに 出って 從來ー Hgi 活動 は、 人 

g の^ 獰の 屈く 距離 以外に は、 埃の 落ちた 程の 響 をも與 ふること が出來 なかった のに、 數： CE- の 外まで 之 を^ぶ こ 

とが 出來、 また 瞬間 的に して 姿 をの こさない 音聲の 決定的な 短處を 埋め合せて、 何時までも 殘し 傅へ て 似 時 にても 

之 を再認 する こと を 得しめ て、 人生に 及ぼす 言語の 作用 は 俄かに 幾 暦 倍す る ものが あつたの である。 殊に.. ズネ の^ 

川が^ 十 五 世紀 以來、 活字、 第 二十世紀 以來 タイプライタ-の 乎 段 を 有する に 至って、 一 s?;i^p! の 文化の ト： に^す 
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る 役割 は、 その 舞 臺を廣 大無邊 な ものにし". 首誥 活動の 藤史の 上へ 明かに 一 つの 革命 を 齎らした ので ある。 

然 しながら、 霄語活 動の 上の この^ 前 の 發見 も、 まだ ラヂォ の 發明 に 由る 一 F 語活 動 の 飛 濯. の 前に は 色 を 失って し 

ま はなければ ならない 程 小さい ものだった。 

玆に今 さら 事新しく ラヂォ の 効 驗を讃 嘆す る もの は 無い が、 一一 一 R 語 活動、 殊に、 その 水來の 姿で ある 所の 口頭の 一一 一一 ！： 

お^ 動が" 今や ラヂォ に. S つて、 有史以来の 大きな 革命 を 起しつ X あるので ある。 それ は、 文字 本 來の性 W (上、 如 

何に 注-お 深く 精巧に あら はしても、 如何に 完全な 組織 を 完成す るに 至っても、 畢竞 する に、 た^  一一- R 語 觀念 そのもの 

を 目から 與 へる 所の 乎 段に 過ぎない ものであって、 それ 自身 決して 直接 ー胥 聲を寫 す もので はない。 即ち、. 話者の 辭 

氣*聲色*音 量 •： 背 調、 それが 醸し出す 雰圍 氣、 そこから 慘み 出る 力、 魅力 も 威力 もす つかり 虚脫 されて しまった 形 

骸を しか^き 留めない。 肉筆の 場合なら、 尙 幾らか その 墨痕 を 通して 又 その 筆勢 を 通して その 人と 爲り にも 親炙す 

る ことが 出來 ようが、 活版 • 印刷に 附 せられる に 至って は、 全く 形式的に 統一され て 何の 侗性、 何の 特色 も 掬す る 

に. E 無き はかない ものに なって しま ふ。 人 は 慣れて は 何とも 思 はぬ 様になって ゐる もの-、 靴 を 隔て ふ搔く 様な た 

よりな さ を、 さう い ふ ものと 忍んで あきらめて ゐ たので ある。 

そこへ 出現した 電話が、 旣に、 本當の 事務的 用事に 用 ゐられ るに 過 ざない 迄 も、 遠距離へ 肉聲を 以て 呼びかけら 

れる點 に 於て、 ^臀述 川の 口頭 活動の 上に 一 新機軸 を 出した ものだった。 併した^ 一  人づ つの 對話 しか 出來 ない 點 

で、 それ は 恰も 文字の 印刷 以前 時代に 似た ところがあった。 無線電話の 發明 は、 文字に 於け る 活版の 發明 にも 似 

て、 その 成 は 遙に之 を 凌駕し、 對者は 一度に 海の 內外 幾^ 千 萬 を 相手に する ことが 出來 る點、 到底 印刷 出版の コピ 


ラヂォ の 出現 は、 二方、 日々 我々 の 身邊に 渦卷く 印刷物、 新刊書の 洪水と 相俟って、 曾て 夢想 だに せらなかった 

言語 沽 動の 此の 大きな 新發展 となり、 そして 其に 由る 新しい 一一 一一" 文 一 一途の 分化 作用が、 今や はっきりと 我々 の n の 前 

に 展開し つ \ ある。 我々 は^ づ 在る がま k にこの 實相を 正視し なければ ならない ものである。 

元来、 言語に 文語と 口語との 曆を 生じた 根本 は、 文字の 力に. H つて 黄金時代の 古典の 語が お 形 化して.！ 乂 i! の 卜： に 

殘ひ、 ^識 階級の 間に、 何時までも 囘 顧して {A 玩 され、 珍重され、 崇拜 され、 準視 され、 規範 視 される に f つて、 

知らす くに 擬古文の 發生 となり、 及ば ざらん こと を これ 愁へ、 遠 は ざらん こと を これ 力める と共に、 ^代の 步み 

は、 いやで も 時代 語 を 不斷に 取 込まし めて 行く ものであるから、 時代と 共に 變遷 しながら、 いつしか 玆に 技巧的な 

笫九^ 將來の 言^ 活動  七 九 


J の 比で はない。 而も それが 生きた 肉聲そ のま X の 響き を 傳 へる の であるから、 これ こ そ 人弒 の ，^^^が 始まつ 

て 以來の 大きな 革命で なければ ならない。 

我々、 霄語 現象の 全面 を 問題と して 終始して ゐる ものに、 何よりも、 誰よりも、 S 接に 大きな^ 题 を.^ きつけら 

れ たのが 此の ラヂォ である。 

Langiie の 歷史は 原始 以來 一 歩 も 跳ばす ことなく 不斷の 變遷を 無^に 折り^ねて 今日に 及んだ が、 Language の 

藤史 は、 こ 、に 至って 一 一十 萬 年來の H ボ ー クを 作って 一 大 飛躍 をす るので あ. る。 首 語^お は、 これに 常而 して I づ 

何事 を考 へ させられなければ ならな い か。 


再び 言 文 ニ途へ 


言 語 硏究  八 〇 

〜-— 從 つて、 不自然な、 鶴 的、. 人爲 的な 表現 並びに 文 體を醣 成した、 それが 所謂 文語と いふ 餘所 行きの 言語で、 每 

行に 役立 つ 日常 語と は ^ に 特殊 の 姿 を 取って 言語 曆を作 ひ 上げ てゐる ものに ほかなら なかった。 

尤も それならば 文字の 無い 處に は、 一一 一一 E 語 は 全くた に 一 つ あるの みで、 かう いふ 曆が 全く 生じない もの かとい ふに 

北 ハは必 しも さう ではない。 印度で も希臘 でも、 文字 以前の 昔に、 旣に、 舊ぃ 宗敎的 詞章が あって ロづ から 傳 承され 

て 俗語の ほかに、 それらの 詞章 を 構成す る 雅語 —— 詩語 I- が 存在した ので ある。 現在で も 我々 の 手近の 所に その 

好例が ある。 即ち 文字 を 有たなかった アイヌ 種族の 間に、 尙 その 日常 語と 並ん で^に 彼等の 信仰の 出典と なり 憑據 

となる 所の 神聖な 詞章が あって 古老に 傳 承され て 居る ので ある。 さう いふ 事情 は、 I 見さながら、 我々 の 社^に 於 

ける 文語 •  口語の 對立を 聯想させる 所が ある。 併し、 文字がない ので あるから、 その 詞章 も、 俗語 も、 口から 發し 

て 耳に 訴 へる 所の ものであって、 首 語 活動の 上で は 何等の 對立を も 成さす、 等しく 口頭の 活動に 屬す るので ある。 

之に 反して、 我々 の 生活の 中に 存 する 文語 •  口語の 對. N は、 言語 活動の 上の 對 立で ある。 即ち、 文語 は、 文字の 

上に 表現され て、 目から 之 を 認知す. る 言語 活動に 屬し、 口語 は、 音聲の 上に 表現され て、 耳から 受取る 無形の 方法 

を 採る o 

此の 點に 於て、 文語と 口語と は、 述べる 人と 解く 人との 間の手 綾き に、 根本的な 相違 を もつ 首 語で ある。 

手績 上の この 根本的な 相違から、 重要な 結果が 分れ 生す る。 即ち、 筆頭 活動と 口頭 活動と、 同じく 首 語 活動で あ 

りながら、 活動の 難易の 差が 其の 間に 存じて ゐて、 遂に それが 文語 •  口語 をして 夫々 の 遠った 道 を 走らす ことにな 

つて 行く ので ある o 


第三 節 口語が 分れ ゆく 方向 

まづ 第一 に、. 述べる 方 (發想 者) の 側の 活動 を考 へて 見る のに、. 筆頭の 活動 は 口頭の 活動よ ひも^ 力が 大 であ 

る。 即ち、 ， 口 では やら./^ 云へ て 一 擧手 •  I 投 足の 勞をも 値しない 程の ことが、 - 書いて あら は すと なると、 I 卞 一 

字、 一 劃づ つ、 手と 目と を 働かして 綴 ひ 出さなければ ならない 其の 煩勞と 暇取りと は、 n を 動して 云って しま ふ輕 

微な： ^ 折に 比して、 非常に 大きな 開きが ある。 誰でも、. 日^、 言 ふ は 易く！ t く は 難い。 1 時 ii で^す ことおし たこ 

と は、 書く に は 数 時, を も 要する こと、 よく 人の 經驗 して 知つ てること である。 速記 を 以てして さへ も、 冲々 しゃ 

べるの に 追いて 行く ことが 困難で ある。 

此の 事實 から、 知らす くの 裡に、 書く 時には、 しゃべる 時と 違った、 經濟的 表現が 發 生し がちな ものである。 

その 例 は 擧げる 迄 もない 事で は あるが、 例へば かう いふ 時 も それで ある。 

大豆  一 割 一 一分  騰貴 

小麥  一 割 五分  S 

大麥  I 割 三分 騰贲 

など を、 口で いふ 時 は、 何でもない ことで あるが、 筆で 書いて 發 表する 時 は、. 

大豆  一 割 一 一分 騰貴 

小麥 一 割 五分 同 
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大麥 一 割 三分 同 

などの 様な 形式に なりが ちで ある。 其 は、 騰贵 とい ふ 劃の 多い 字 を 繰 返す 擎勞を 街いて 行く からで ある。 そ^ を、 

アナ ゥンサ ー の： g§ 稿に は、 さう 書いて ある もの だからと 云って、 アナウンス する 時に、 若しも 、このま..， 「fM 

「问」 と朗讀 する ことがあったら 馬鹿 だ。 tt くと は 遠って、 口で 云 ふのに は、 ト I キと云 ふ も、 ォ ナジタと r ム^ も、 

さう 大した 骨折の 相 遠がない ので あるから —— - 寧ろ ト ー キと いふ 方が 少く とも 一 音節 短いだ けで も、 E ば 折が 小ノ  位 

だ 1 1,_ 々はっきり 一割 二分 *ト！ 'キ、 一割 五分 *トー キと 云って くれた 方が、 斷然 よいので ある o 聞く 方に つて 

どれ 丈樂 であるか わからない。 

此が まづ^ 一  に、， 文語 •  口 語、 夫々 の 表現形式に、. 必然的に 分れ を 生やる 所以、 生じなければ ならない 所以、 

に 生じつ & ある 所以で あ. る。  , 

第 四 節 文語が 分れ ゆく 方向 

お 二に、 對者 (即ち、 聽者 *讀 者 II 一 3.1 表現 を 受け取って 理解 をせ おばならぬ 相 乎 方) の 活動の 方面 を^へ て 

r 儿 ると、 n で 受取る こと (即ち 讀 むこと) は、 耳で 受取る こと (即ち 聽 くこと) に 比して、 大きな 面倒が ある こと 

である。 まづ 光線が 是非とも 必要で あるが、 光線 も、 お 明りぐ らゐ では  一 が增 す。 ^とひ 卜 分光.^^. あって 

も、 リ翦の 複雜な 異同 を兑 分け、 それと 語との 約束 を豫め 知って ゐて 一 々の 語 を それから 思 ひ 浮べて 行く、 活動 は、. 

紙の 全面に 亙って 順序立て & 行に 從 つて 顔 を 動かし 視線 を 移して、 個々 の 文字 を 送 ひ迎 へて 行かねば ならぬ 肉體的 


活動と、 兩々 和俟 つて 二つが 適せ： に 結合し なければ ならない。 之に 反して 耳で 受取る 場な は、 ほ 明りで も、 ぼ F- で 

あっても、 4^ は そっぽ を 向きながら でも、 寢そ べつて 目をつぶりながら でさへ も出來 るので ある —— 新 S をぶ i む 時 

と ラヂ才 を 聞く 時、 小說を 見る 時と 講談 を閜く 時と を 比べて 見る とよく わかる。 

然るに、 玆に 大事な こと は、 害いた もの を 兌る 場合 は、 突 差に、 今一度 n を 全面に 走らせて、 倐忽 の^に ハツ キ 

リと W 認識 をす る ことが 可能で あるが、 耳で 受取る 場合の 昔^と いふ もの は、 刻々 消えて あとに そのお：： をの こすも 

ので はない から、 一 度 聞き はぐったら 设後、 二度と それ を 認識す る こと は絕對 にで きないので ある。 

この ま大な 特 微から、 更に 決定的に、 害く のと肯 ふのと の 問に、 判然た. る 分化が 起る が あり、 ^際 起って 來 

なければ ならな い の であ る。 

此も例 を 擧げる 迄 もない ことで は あるが、 例へば 前の 「騰 贵」 「同」 の 場合 もこれ にあて はまる。 の 一行 だけ 

に 「騰？ UU と 書いて あと は， K 仃でも 二十 行で も 「同」 「问」 で； g して 行っても、 ^者 は 少しも M ら ない。 n を^ら せ 

て、 ^初の 一行 を 顧る ことが 出來 るからで ある。 併し、 ラヂォ の 一一 ュ ー スの 様な 場合に 「问」 「1:1:」 をお くつぐ けら 

^て は、 ：：！§. の 「騰 £s」 を、 はっきり 聞いて 記憶 をして ゐる時 は 困らない けれど、 それが、 うっかりして ゐて よく 

聞き取れなかった か、 又は ふと、 低落の 方だった か騰中 S の 方だった か f 紛ら はしくな つてる 時な どに は 「H」「M」 

「同」 はまる で 無意味であって、 ぢ れつた くなる 許り か、 霄際 腹が立って 來 る。 アナウンスの 仕方の^ さの 爲め 

に。 畢竞 する に、 肯！ f:i の 筆頭 活動と 口頭 活動との 本質的 羌 異に 對 する 無自覺 から 來た アナ ゥン スの^ である リ 

尤も、 放送局の 永い^の 經驗 と、 優秀な アナ ゥンサ ー 諸君の 人知れぬ 苦心が、 火牴 その 様な^ は 今 W らし く^ふ 
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言 語硏究  八 四 

必要 も 無い 程、 現 時の アナウンスが 改善され て 來てゐ る こと は 常に 我々 の 感謝して ゐる 所で ある。 けれども、 ぢき 

お 近の 一一 ュ ー ス にも 現に かう いふ 事が あった。 それ は， 1 魚類 一割 一 一分、， メリ ケン コ 二割 四 分、 綿布 一 割 三分、，… 

…以上 何れも 騰貴、 . 云 々と 云った 様な、 . 叉 低落した ものに 就いても、 . 永 々と、 何々 が 何 割 何分、 何々 が 何 割 何分と、 ， 

十 もっ^いてから、 以上 何れも 低落 云々。 

此は いづれ、 最初に、 『騰貴した もので は』 『低落した もので は』 とい ふ 見出しが あった 害で ある。 だ がら、 書いた 

^稿に は、 二 々の 品目の 條 にた^ 幾 割と だけし か 書いて 居なかった もので あらう。 そして、 終りに 添へ た 『以上 何 

れも 低落』 とい ふ 注意 は、 恐らく、 アナ ゥンサ ー の氣 のきいた 親切で 補 はれた 一 K ひ 添へ であった。 それに 由って、 

冒頭 をう つかりした 私に も、 其 處へ來 て、 あ \ 今の は 低落の 部 かと 頷かれ はした が、 即ち お蔭様で 了解 は 出来た 

が、 それだけであって、 了解が m 來た厨 間に は、 肝心な メリケン粉が 幾 割か、. 小 麥が幾 割か、 その 數 字から 得べき 

害の 印象が 茫 として 折角の 一一 ュ ー ス ヴァリ ュ ー が、 三十 パ ー セ ント 位に 低下した。 一 々の條 へ、 低落、 低落と 云 ひ 

添へ る こと は、 書く のとち がって 幾程の 骨折で もない の だから、 アナ ゥンサ 1- の勞 力の 節約で はなく して この^ 

頭 •  口頭の 本質的 特色に 對 する 理解の 不十分、 ら來 たもので ある。 「以上 何れも 低落」 と 云 ひ 添 へられる 親切 を 以て、 

この 现 解が 若し 今 I 歩 深かったら、 その代りに 幾 割と 云った 直後に、， 一 々低落と か、 騰貴と か 云 ひ 添 へられた であ 

らう。 そしたら、 ， 一 々 の 條で聽 く 人が ，ー 々はっきりした 印象 を與 へられて、 百パ ー セントの 一一 ュ ー スヴ ァリュ ー と 

なった であらう にと、 惜 まれた ので ある。 


第五 節 文語が 分れ ゆく 方向 

第三に、 文字の 性質が、 單 なる 表 昔 文字で はない 漢文の やうな もの を S ゐる 我が II の 如き 事^の 下に 於て は、 は：： 

く 方の 場合 は、 文字の 約束の 效果 的な 點を 利闲 して、 

齊選、 婦選、 

の 様な 短い 熟語 を W ゐる ことが 可能で ある。 が、 しゃべる 方の 場合に は、 かう いふ 熱 語が 川 を 成さない から、 やま 

り 普通 選擧、 婦人 選擧の 如く、 長く 事 を 分けて 言 はざる を 得ない。 これ は 口頭の 運動の 方 はお.：， 川. の^:^ こ 比して〃 お 

であるから、 これ 程の 長さの 句で も必 すし も 一々 問題に ならない からで ある o この 點 にも 害いた 原稿 を はて その ま 

ま しゃべる ことの 如何に 無意味で あるか によく わかるべき である。 由來 新聞 提， の 一一 ュ ー スま、 i りよい^ ひ あ； 

ながら、 辭句 上に わかり かねる 局所の 生じが ちな の は、 新聞紙に 發 表する やうな 害き 方 をして あるから である。 放 

送 原稿と して は、 書く 人に、 口頭 活動の、 ^頭 活動と 異 る特徵 I 短處 と共に ある 長處 I をお 仝に^ 解して はい 

て 貰 ふこと、 然ら すん ば、 アナ ゥンサ ー の 聰明な 取 計ら ひで、 原意に 影響の なぃ稃 度の 適，： 且の まみ 伐、 例へば 前の 

^ひ. ra: じく、 同じく、 と 繰 返す 所に は、 煩 はしくても、 騰貴なら 「騰贵 」「 騰貴」 と t 請んで K ふ、 とい ふやうな こ 

とが 必要で ある。 これ は 決して 枝葉の 問題で はなく して、 これから 多々 益 •々*; くことば と 一一 n ふことば の 必然的な 分 

化に 伴 ふ 重要な、 根本的な 問題で ある o 

かう やって、 明治時代の 先覺 者に 由って、 言文一致の 叫びが、 無用な 過去の 文語 を 滅亡 さして、 すっきりした 现 
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代 文を创 造した 大 功績に も 係らす、 口頭 活動の 新 舞 裏、 ラヂォ の 出現に 由って、 なに 新ら しい 機^ を 促進 させつ 

つ、 言語 は、 W びはつき りと 新しい 言 文 ニ途の 分化 を 作りつ X ある。 而も これ は 否應 なしの 自然な、 必然の 結^で 

あって、 到底 避けが たいこと である。 

過去に 生じた 言 文 一 一途 は、 文字に 形を殘 して 保存され た 古典に 對 する 愛 荔の 感^と、 時として は 無 d 覺 • 無お 謹 

なお 十：： 癖 . 事，. 入、： h^l などの 手傳 ひも あ つて 生れて 來て ゐた、 寧ろ 不自然な 人爲的 文， 語の ために 發 生した 結^で あ つ 

た I だから、 言文一致の 叫び は、 常然な 叫びであって、 それが 時代 を風縻 して 今 曰の 狀勢を 作り出し たの も、 お 

然 の結采 とい はなければ ならなかった。 

然るに、 新しい 時代に 萠芽し つ X ある 言 文 一 一途の 文化の 動き は、 新しい 劃期的 生活の 必然に 産み出し 來る 避けが 

たい 观出 に 胚胎して 生じる ものであるから、 言 文 一 致の 大業の 完成され た 今日から 兑て、 W ぴ 逆行す る ものである 

かと^ はれる ことで は あるが、 必す しも さう ではない。 所 言 文 一 致の 內容に 於ての 細い^ 別が.^. たに 出來丄 つて 

行く ことなの であり、 必要が 促す 分化であって、 もはや 昔の 智的 遊戯 や 趣味 的尙古 主義 や、 事大思想の^; 物で はな 

いので あるから、 これ を 峻別す る ことが 肝要で ある。 

勿，、 1、 この 萌芽 は、 ラヂォ の 出現に 由っての み 生じた ことで はなく、 それ 以前、 演說 とい ふこと、 講演と いふ こ 

とがあって 以來、 窃かに その 萠芽が きざし 初めて ゐ たので ある。 けれども、 直接に 演者が 聽 者の e の 前に 立って^ 

す 場合に は T 四圍の 狀况」 と 云 ふ、 聽 者の 理解 を 助ける 數多 の资 料が^ 在す るから、 仝く^ 接に 聲 のみ を 聽 くラヂ 

ォの 場合と M 日の 比で はない ので ある。 殊に 敎 場に 於け る 講義の 樑な 場合 は、 コ ー サイ は、 どの コ ー サイです か、 


と 聽^: からの^ 問 も 可能であって 講演 漭 から 「公^」 です と黑 板に^い て 答 へられる から 救 はれる。 ラ、 チォに は 全 

然 反問の 機會 がない から、 わからす じ まひになる。 今後、 ラヂ ォが學 校の 延長と なり、 i= ながらに^ かれる，^ 

が、 どんく 聞け ると いふ やうな 機運が 開けて 來 たら、 ！ ：！： じ 人 も、 その 川 語と^ 現 形式が 著しく^に：： に 山る それと 

^きが 生じ て 來な け れば なら ない。 

又、 この 事から して、 勿論 今後 は、 或は 私立 • 市立、 侯^  • 公 ^の拔 な 呼び 方の 分化 も 牛： じたり、 n にして わか 

らな いやうな もの は 名稱の 選考の 時に 避けたり、 - 術語 も、 その他の 川 語 も、 HI で 云って ハ ッ キリ 解る やうな もの を 

，ばう とする 様な 歩み寄り も 意識的に 生じて 來る であらう。 それ は對立 の^の 妥協で、 さう 仲好 く^ひ 八 ；： つて 協， 

して 行く こと は、 好い ことで あり、 何等 反對 すべき 1: 山がない ので あるが、 それにしても、 II 者 はっきりした 利 W 

を もつ ものである 以上、 協調 だけで 追 ひついて 行けろ と は 思 はれない。 左き X とおき-と は、 いざと 云 ふ 時 はや は 

り銘々 の 利 腕 を W ゐる もので、 一 々ひと を 斟酌して 不便 を 忍んでの み 居 はしない と M 樑、 新 問弒の 如き もの は、 ど 

しく、 一見して ぴったり 來る やうな、 短い、 漢字の 長所 を 利 川した 語句 や^ 現 を拢徑 として、 いやで も川ゐ るで 

あらう し、 しゃべる 場合に は、 ^接 向 ひ 合って 聞き直せる 時には、 どし/ \ それ を 使 ひもしょう、 ^は不 川 S に， て 

れを 云っても しま はふが、 聞き直せない、 ラヂォ の 講演、 一一 ュ 1 'スの アナウンスの 樣な 際に は、 n 然陶汰 を 受け 

て、 耳に わからない 漢語 は、 わかる やうな 漢語 —— 少し は 長くても，. I に 取って！ はられる やうに、 なって 行か ざ 

る を^ない であらう o 
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第 六 節 表音文字の 新しい 疑問 

^まに nl マ 字 論、 假名 論の 場合、 凡そ 文字と いふ もの は 語音 を 書き 寫す ものと、 決定的に きめて、 議論の 餘地 

のない ことの やうに して ゐる のが 常で あるが、 以上の 樣な觀 察から すると、 玆 にも 叉 一 つの 新しい 問題に 逢 著す る 

ので ある。 

卽ち、 口頭 言語 活動 そのもの は、 音聲に 由る もの、 耳に 訴 へる もので は あるが、 筆頭 言語 活動 は、 目に 訴 へる も 

のであって、 その 手段が ちが ふので あるから、 何も 必す音 を寫 さなくたって、 音 を 超越して 直接に 語を寫 したって 

よい 苦で ある こと を、 新規に 考 へさせられて 來 るので ある。 

たと ひ 文字 そのもの が 本來、 音聲 にの み 依 つ た 言語 を 書き留め るの だからと 云っても、 文字が 言語 を寫す の に、 

音 を寫す ことのみ が 唯一 の 方法で はない。 一 つ 一 つの 文字が 一 つ 一 つの 言語 を 直接に 寫す とい ふこと も、 讀む 上に 

利便 あり、 實際、 どこの 國 でも、 用が 忙しくな ると、 毎朝 目 を 走らせる 新聞な どの 上に は、 さう いふ 書記 法が 

どし，/. \ 取られて ゐて、 どんなに 重寶 がられて ゐ るか。 

。 ー マ 字と いふ 音標文字 を S ゐる 英米で も、 ドルと いふ 文字 を 椿へ たり、 オンスと いふ 字を栴 へたり、 ミス タ ー 

に Mr. ミセスに Mrs. そのほか、 Mt. (山) R. (川) L. (湖)、 NC.  &  C? 等の 類、 この 形で 直接に それ^ \ - 

の 語 を 代表 させて ゐて、 诀 して 發音を 寫 して は ゐな いので ある。 

U.S.A. で アメリカ 合 衆阈を 表 はし、 N.Y. で 一一 ュ ー ョ ー クを 理解 させ、 M  A で マ スタ 1* ォヴ *ァー ッ、 W.C. 


がゥ ォ ー タ ー クロ セット、 更に 一 歩 を 進めて、 Y.  W.  W. だの Y.M.C.  A. や、 Y.  w.p  A. だのと なると、 今度 は 

この 頭文字 を讀ん で、 本辭に 代へ て、 ワイ • ダブ • ダブ だの、 ワイ • ェム *シ1*ェ ィ などい ふ 名！！ が 成立す る。 ウイ 

リア ムジ ョ ン ズを \V.  Jones で 表 は して、 ダブ ル ュ 1*ジ ョ ン ズと いひ、 ダ 二 ェ ルジ ョ ン ズを p  Jones 上^: い 

て、 ディ *ジ ョ ンズと 云って 區 別す るに 至る。 何れも 書く 上の 長々 しい 难勞 をお くの が 元で、 次いで、 IhC 刖に は^ 

つた 頭文字 を 呼んで 略稱が 起る。 この 頭文字 だけで、 全 語形 を 代表させる 部分 はも はや 诀し て寫昔 になって はゐな 

いので ある。 

かう いふ 事を考 へて 來 ると、 文字 を 書き 叉 讀む機 會が增 加して 來る につれ、 表 昔 文字の 國 でさへ 一 々^^的に^ 

く煩勞 と、 拾ひ讀 みする 面倒 を 省く 手段が、 必要に 迫られて 發 生して 來てゐ るので ある。 

こ の 事 を單に 特殊の 例と して 見ぬ振りして ゐる ことの 出来な いのは、 次第に か-る 例が SP して 來る とも 減少し は 

しないから である。 革命 後の a シァ などで は、 殊に —— ロシア語 は 長く して 文字が 面倒な せい も あらう が —— ^し 

い。 

第 七 節 現在の 書き方の 廢 しがた き 理由 

目を轉 じて、 我々 の 日常の 生活 を 振 返って 見る とどう か。 

人と いふ 字 は、 ひととい ふ 語 を 表 はす けれども、 诀 して その 音 を 逢 曰き あら はして ゐ ない。 山 は、 やまとい ふに i を 

表 はして ゐ る けれども、 诀 して その 音 を 直接に 表 はして はゐな い。 同様に、 馬 • 花 • 木 • 日 • 水 • 大 • 小 • お： ：忠、 
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すべて、 それ^ \- の 語 を あら はす。 それ故に、 我々 は、 これらの 文字 を 見て、 音 を 越えて 直ちに その 意味 を 思 ひ 

浮べら れる 様に 思へ るの は、 畢竟、 音 を寫 さすに 直接に 語 を 表 はして ゐ るからで ある。 

從米、 漢字 を 人々 は 意義 文字 または 表意文字と 呼ぶ が、 嚴密に は、 表音文字に 對 する 表 詔 文字と 稱 ふべき もので 

ま ォ 

文字に は、 かくして、 表 一 背文字と 表 語 文字と が ある。 繪畫 時代から 次第に 記號 化し、 機械的に 進化して、 最も 機 

械的 に^も 分析 的に 進んだ の は、 表 昔 文字で あるが、 マ 字 や 假名 は、 この 意味で 漢字より 進化した 文字 だとい 

ひ^! ろが、 文字に 鬼：： キ まる 機^が 澤山 無い 時代なら、 全部 を 表 昔 文字で 書き 綴って、 證む 時に 拾ひ證 み をして ゐて 

も、 大した 不便 を 感じす に濟ん だで あらう けれど、 今日の 様に、 朝の 出が けに 五六の 新聞に 目 を 通して 出勤す ると 

か、 一 嵇に餘 る { 疋 期^: 行 物の、 目錄 だけにで も 早く. 目を通さ うとい ふ 様な 時代に なって 來 ると、 お々 しく 全部 を 表 

的に^ くこと も、 また 其を證 まされる こと も、 非常な 煩し さや 不便 を 感じる やうになる。 正に 一一 n: ^のま： 記 方の 上 

に 一 大^ 命が 持ち 來 されなければ ならない。 

この 意味から 兌る と、 我が 國の 漢字の W 法な ど は、 歐米 先進 國 よりも やくから、 假名 交 ひ 文と いふ 書記 法 を もつ 

て^に 合せて 行って ゐる こと は" 便利な ことで こそ あれ、 廢 止すべき ことで は、 さら./ \ 無いで はない かとさへ 疑 

はれて 來る ことで ある。 

漢字の 利便に 馴れて、 濫 川と いふべき 程度まで も 進んだ 點は 確かに ある。 それ を 制限 さへ して 行ったら、 便利 こ 

の 上 もない、 はつ ^かに 進んだ. 害 記法 だと さ へ 云 へ て來 るので ある。 


だから 人 は 如何に 憂 へても、 或は 忌み嫌っても、 依然として、 帝大 •〔 い 大* 明大 • 帝展 • 院展 *^展 などい ふやうな 

^略 形が、 害 記す る もの —— 新聞 雜誌 等の 上に は、 跡を絶たないの みか、 愈々 出で ゝ愈 々盛んになり 行きつ、 あろ 

趨勢 は、 敬の 免れざる 所であって、 ^頭 一 活動 上に 於け るお も效朵 的な 行き方 だからで ある。 仉し、 それ は^く 

まで， 頭-::^ ij^ 動の 時の ことであって、 若し 截然 これと 表現 能力 及び 效ぉを 與に する n:g の？：： お活^にまで、 この 

^彙を その ま、 に川ゐ るなら ば、 それ は 誤った ものである。 多くの^合 は、 前後の^ 係で 1. 解され る もの だから、 

どうか かう か 不都合な く 通じる こ とも あ らう けれども、 口 頭活 勁で は、 强 ひて そこまで^: 略す ろ 必^ はない もので 

ある。 例へば、 新聞の： ^出しに こそ 、「帝 明 野球 戰」 と， 3： く 必要が あらう けれど、 ラヂォ の 一一 ュ ー ス の^として は、 

「帝阔 大舉對 明： ^大奥-好^ 戰」 と r ムって も 大した ic 力 力で ない のみなら す、 ^が 兌えない から、 さう：. ム はなくて は、 

^然 すぎて わかり かねる 危險 率が 大きい 故、 H らく、 全形 を！： ム ふべき である。 文お 對 nwi の^ 现ヒの 分化 作 川が、 

かう いふ 所から も 必然的に 夫々 に：^ も 適する 單語形 を、 ます，/ \ 分化して 行かう とする ので ある。 

その 倾 向の 性^と、 この 傾向の 發 生す. ろ ft. 山 を 知り、 その 必然性 を 認識して、 夂：： 々それに 適す ス^ 现形式 を^み 

出して；. 仃 くこ とが、 極めて 必要 はつ 凱 切な AJ とで あると 共に、 これに 應す る對^ を 川^す る こと も 聰^な^ であ 

ると い はなければ ならない。 

第 八 節 ラデォ と 標準語 

ラジオの 效^ の、 測り 知るべからざる 偉大 を 忍 ふ 時に、 私 はこの 小 篇の址 後に 今一 つ 是非 蛇足して^ きたい こと 
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が ある o 共 は、 ラヂォ を 今 一 役 重要な ものと する 爲め に、 また ラ ヂォの アナ ゥンサ 1 'を 今 一 脣横威 ある ものたら し 

める 爲 めに、 標準語の 發音 (アクセントまで 含めて) をす る ひとの 中から アナ ゥンサ 1- を 選定して、 そして 倒に、 

アナ ンサ ー の發昔 を、 日本語の 標準 發音 と阈家 的に 認定す る やうに して、 ラヂォ の 力 を 以て 全國 各地の 標準語 敎 

一 引いて は國ぉ 統一の 大業に 资 したいと いふ 私の 願で ある。 

^準お のお 定は、 むづ かしい 事で あるが、 同時に 極めて 緊要な ことで ある。 早速 この 機會. に ラヂォ の アナン サ ー 

の發昔 を 以てする とい ふこと は、 第一、 機宜 を捋 たる ことで あると 共に、 何よりも 效菜 的であって、 比較的に 實現 

し：： おいこと だと 思 ふの である。 

尤も、 ドイツの 様に、 俳優の 發音を 訓練して、 舞 臺語を 以て 標準語と するとい ふこと も 一方 法で は あるが、 我國 

の苹 情で は、 I； 民の 全家 庭が 劇場に、 さう- -\ 親まない し、 田舍 巡りの 俳優まで 一 々標準語 をお はしめ ると いふ こ 

と は 到底、 實行 不可能の ことで ある。 此に 比すれば、 ラヂォ は 民衆への 接 觸は幾 層 倍大なる ものが あって、 そして 

アナ ゥンサ ー の 数 は、 逾 かに 少 くして 濟 むから、 それ を 全部、 標準語 を はなす 人 を 以て 充てる としても 大した 難事 

一 ではない ので ある。 

やかましく 云ったら、 どれが 標準語で あるか、 誰の が 菜して 標準語の 代表と るか、 とい ふむ づ かしい 問題に 

つきあたらう けれど、 問題が 言語に 關 する 限り、 言語と いふ ものの 本質 上、 それ は 他の 代表例へば、 美貌の 標準と 

か、 逍 -i0 の 代^と か を 或 個人に 定める やうな ことと はちがつて、 さう 個人的に 千 差 萬 別な もので はない のが、 ， お 

の 特徴で あり、 大概、 ^京 生れで、 來 京に 育って、 ^京人で ある 兩 親に 養 はれた 中流の 人 は、 まづ 標準 的な 東京 發 


昔の 害で ある。 少く とも、 齊 通に、 誰に も田舍 辯と は 聞こえない だけの アクセント を冇 つて ゐるぉ である。 それて 

まづは 十分であって、 人間に 完全な こと を 求めるなら、 求める 方が 無理で ある。 

同様に 人間の する ことに も 完全 を 求めたら、 求める 方が 無理で ある、 一 Fli だとて、 元え 人 の^り 屮 r した もので 

あり、 言語 を 育て 、 ゐる 土俗 そのもの がまた 人間の 造り 出す ものであるから、 いくら^ ，ぉ の 代表と された ァ ナ ゥ 

ンサ ー も 時に 或は、 或る 語の 發 音に アクセントが 逮 つたと いふ やうな ことが 無き を 保し ない。 偶ぶ 親しくして ゐる 

北！： 出身の 友人の 影響で さうな つて ゐ ると いふ 様な ことがあ るからで ある。 その^に^ 题 となったら、 ^题に して- 

それ を 究めて、 誤りで あったら それから 以後 改めれば よいので あって、 若しも、 そんな ことがあって は、 ^^でお 

定 した 權 成に 關す るから、 さう いふ 代表 を國家 的に 認定す る わけに 行かない、 とい ふやうな 仅對が あったら 笑 ふべ 

きで ある o 

小さな さう いふ 面目 問題 を 超越して、 國家 百年の 大計で ある 國語 統一に 向って、 正に 行 ふべき 施-である。 アナ 

ゥンサ ー も 人^で ある 以上、 機械で はない から、 度量衡 や 標準時 計と いっしょに るべき ではない。 通の だ 

つて 同じ 事で、 誤りの ある こと を ま、 れ たら、 官廳 がー 人の 官吏 だって 使 ふこと が出來 る^がない。 

或は 放迗 局の 方で、 アナ ゥンサ ー は聲 のよ いのに^ きを S くから、 江 ッ兒の 中から 選定 するとな ると、 筛 HE が 小 

さくな つて、 質が 低下す る、 とい ふ 反對が 出る かも 知れない。 

^は 大した 問題で 無い と 思 ふ。 隨分 我え の 友人 先 W の 中な どに、 聲の 寧ろよ くない 方の 人の fi^i が、 立派に 聽け 

るの が 常 だから、 さう 大きな 聲ゃ、 特に 秀でた 玉の やうな 聲の 持主で なくと も アナ ゥンサ ー は 十分で ある。 或は ス 
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ポ ー ッの 理解^で なければ ならなかったり、 外に 色々 の 條件も あらう。 それ は 養成 すれば よい。 今に アナ ゥンサ ー 

の 横 成が  一 M 々おの^ 學發昔 者と いふ 茧大な 役割 を檐 ふ榮譽 ある ものと なれば、 天才 も 人才 もお^ から 大いに 出て 

來 るべき である こと は 疑 を (谷れ ない と考 へ る。 

少く とも、 曰に 何囘 もの 一一 ュ ー ス だけの アナ ゥンサ ー に は 標準 發昔の 模範的な もの を 以てする、 とい ふだけ にし 

て も、 一 國の！ ：ぉ 敎 育の 上に ラヂォ の 貢 獻は、 凡そ ありと ある 如何なる 個人的 存在、 如何な ろ 敎育機 關をも 凌駕す 

. ろ 其： 大な 功緒 を 舉げる ことになる であらう。 
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アイヌ 語 を 知る に は、 どんな 參考 書が あるかと いふ 問に 對 して 簡單 にお 答 をして ^く。 

第一 に、 何と 云っても バ チラ ー 博士の 『アイヌ *英* 和 辭典 附 アイヌ 語 文典』 (A-  Aimi  English  Japanese  I)icT 

io-lary 明治 三十 八 年、 敎文館 刊行) を 擧げな ければ ならぬ。 此書は 同 博士の アイヌ 辭 書の^ 一 一版で、 これより さ 

き、 明治 二十 二 年 蝦 英和 三對辭 書の 名で 北海道 廳 から 出された もの ゝ 改訂 增 補で ある。 此^ 一  版の 時から^^ にァ 

ィヌ語 文典が 附 いて ゐて、 一冊の 本で、 アイヌ 語の 文法の 大要と、 大約ニ 萬の アイヌ^ を 知り^られ る やうに^^ 

てゐる 重寶な ものである。 明治 三十 六 年に は、 その 內の 文典 だけ を 修正して 一 冊に 纏められ たのが 横^か ら^た 

『アイヌ 文法』 (A  Grammer  of  Ainu  Language) である。 但し 全文 英語で 說 かれた。 辭 書の 第 一 一版に は、 更に、 

この 『アイヌ 文法』 を 修正して 添付され て ある ゆ ゑ、 舉行 本の 文法の 方 は 必要の ない ものに なった。 改版^に 必す 

改 打せ すに は 置かれない 老師の 孜々 として 倦まれざる 態度 は 畏敬に 値する。 かう して 現在 博士の この アイヌお^ の 

笫ニ版 は、 アイヌ 語學の 世界的 權威 となって ゐ るので ある。 

バ チラ ー 博士の 著と 並んで アイヌ 語 研究の 上に 著名な 文獻 は、 チ - ンバ レン 氏の 東大 文科 大舉の 英文 紀要 (明治 

二十 年刊) に 載った 論文 『アイヌ 研究から 觀た 日本の 言お *祌 ^及 地名 JTThe  Language,  Mythology,  and  Ge ヌ r 
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raphical  Nomenclature  of  Ja で an,  Viewde  in  the  L;^ht  of  Aims  Shidies ご である。 冒頭に 十五 箇條の 理由 を揭げ 

て、 アイヌ 語と 日本語との 全然 異 系統の 語で あると いふ こと を確說 すると 共に、 本邦の 地名 を アイヌ 語 を 以て 釋き、 

大和 を 栗 • 沼、 山城 を 栗 • 國、 能 登 を 岬、 伊豆 を 鼻 (崎)、 以下 九州 四國に 及んで、 全國 的に 地名の アイヌ 語釋の 可能 

を 示 された 著名な 論述で ある。 殊に 卷 尾に は內外 古今 の 蝦夷 書目 四百 六十 五部 の 解題が あって、 研究者に 大きな 指 

M となって ゐる。 尙 同書の 後半 部 を 構成して ゐるバ チラ ー 博士の 『アイヌ 文法』 は、 前述の 文法の 一等 早い 原形で、 

これが 增訂 されて 『三 對辭 書』 の 文法と なり、 更に 增訂 されて 單 行の 『アイヌ 文法』 となり、 四 度 目に 『アイヌ 英 

和 辭典』 の 文法と なった ものである。 

,  第二 節 地名 研究  - 

併し、 アイヌ 語の 文法 及び 本邦 地名の アイヌ 語釋 は、 決して 外人に 先鞭 をつ けられた もので はない。 明治 十三 年 

白 野 夏 雲 翁が 地 學協會 報告に 『古代 地名 考』 を發 表して、 利根 川 を沼澤 川と 解き、 最上 を 「端山に して 祌境」 の義 

と^き、 熊 襲 を クマ ゥソ 「魚 棚の 多き 山懷の 地」 と 解き、 熊 本 を 玖 摩 川の 川口の 義と 解く 等、 其の 新 兌 解は當 時の 

學界を 驚かした ものであった。 

文典の 方 も、 明治 十六 年、 函館縣 の 出版と なって ゐる永 田 方正 翁の 『北海 小 文典』 が ある。 十六 年 一 月 一 日の 翁 

の.：^ 文が あるが、 常時 は、 まだ 日本 文典^の もの k 組織 さへ 極めて 幼稚だった 時代に、 アイヌの 文法 を 名詞 • 代 名 

助動^ • 副^! • 接 核 詞* 後 訶* 感詞 とい ふやうな 新しい 名目 を以 つて 說 かれた。 此は アイヌ^ 文典の 


邦人の 唯一 の單行 本で ある。 

併し 有體に 云へば、 以上の 二 書 は、 時代 も 早かった が、 今日 餘り敎 へられる 所が 澤山は 無い。 n: そ が^:^ に 

手に入らない。 現今 アイヌ 語に 興味 を もたれる 人々 の 十中八九 は、 地名の 解！： である やうに 思 はれる が、 それにつ 

いて 设 よい 文！！ は、 同じ 永 田 翁の 多年の 努力 を 傾倒され た 名著 『北海道 蝦夷 語 地名 解』 である。 此^ は 明：^ 十」 ハ^ 

より 二十 三年まで、 八 年の 歳月 を 費し、 殆んど 全道に 亙って 具 さに 古音 を^ね、 地形 を考 へ、 土地の 古老の^ を 參 

考 して 一 語 苟もせ ざる 本當に 血の 出る やうな 本で ある。 北海道の 地名に 止る ので は あるが、 おし 本邦 內 地の 地名 を 

アイヌ^ i で 解かう と 企てられる 際に は、 必す參 照せられ なければ ならない 書物で ある。 ^に アイヌお の^ほ：： を^つ 

て、 發 音の 似た もの を 繼ぎ矧 ぎして 任意に アイヌの 熟語 を 作り あげて 解說 する 様な こと は、 危嶮 此の上 もない こと 

で、 それで は單に 地名の 幽靈 アイヌ 語が 作製され る だけで、 少しも 現實 性が 出て 來な いからで ある。 现き^ を附與 

する に は 即ち、 どうか 永 田 翁の 『北海道 蝦夷 語 地名 解』 の精讀 によって、 その 生きた 實例 を现寶 の アイヌ 地名の 屮 

に 見出して 來 なければ ならない ので ある。 

『北海道 蝦夷 地名 解』 は、 笫 一 版が 卷 尾に 片 假名 書きの 北海道 地圆を 添へ て 明治 二十 叫： 卟に 北^^ I！ から 出版され 

た。 絶版に なって 市惯 暴騰し、 奇覯 書の 一 となった が、 再版が 四十 一 年に 出で \ 此の 勢 を綏 和した。 ^後 或は i 版 

も 出た やうで ある。 但し、 二 版 以來、 地圖を 割愛して、 却て バ チラ ー 博 十： の辭害 の笫ニ 版 中の 附錄の 一 つで ある そ 

の アイヌ 地名 說を 邦譯 して 添附され た。 此は 少し 考へ 物で ある。 渉獵 の解說 と、 思尜の 解 g: と、 M 架に 吣 ねられて 

折 合 はない 所 は、 讀 者の 心 讀を耍 する 所で ある。 
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第三 節 會 話の 研究 

ァ f ヌ 浯 の 知識の 需要の 中には、 稀に アイヌ と簡單 な會話 ぐら ゐを交 へた いとい ふやうな こと も あるか も 失れ な 

^ い o それに は 金 澤庄三 郞* 神 保 小虎 兩 博士の 『アイヌ 語會話 辭典』 が ある。 旅行家の ポケット 用の 袖珍本で ある 

( が、 五十 昔 頃 こ、 日本語から アイヌ 語 を 引く やうに 出来て 居て、 例へば、 ァゥ (會) の條に は、 會 見の 時に 入 要な 

\ やうな 簡 單な會 話の 語が 擧 げられ て あり、 ァシタ (明日) の條に は、 『明 曰 早く 此村を 立ち ましよ ー』 『明日 は此 村に 

一 居り ませ r に 『明 曰 出立す るから 間違な くせよ』 とい ふやうな 語が あげて ある。 小型な 日愛辭 書で あると 共に アル 

一 ファ べチ カルな 會話書 を 兼ねて 居る 點、 アイヌ 語の 實甩的 方面に は此 上ない 便利な 書で ある。 明治 三十 一年、 金 港 

一 堂 書籍 株式 會 社から 出た もので、 絶版に なって ゐ るので、 人の 目に 觸れ がたいの が遣憾 である。 

袖 あ， 本の アイヌ 語 案內は 外に も あるが、 ^片 假名 書きで 嚴密な もので はない。 その 二三 を擧げ ると、 三十 八 年の 

一 八：^、 桦太 征討 軍の 爲に 出来た 佐々 木 悅藏氏 編 『樺 太 土人 語 曰用會 話』 (東京 武装 堂發 行)、 また、 單語 だけで は ある 

\ が、 雲 奇人の 『普通 蝦夷 語 捷徑』 (札幌 玉 振堂發 行、 稗 版が 二十 九 年)、 及び、 この 二 書より はや ゝ 大きく、 五十 昔 

\  i ヒア ィヌ^ 二 千 程 を 集めた ものに、 北海 散 史の袖 珍 北海道 土人 語 案內、 附 地名 略解 (函 館、 小島 大盛 堂發行 明治 

1： 十三^ 刊) が ある。 或は まだあった かも 知れない。 

此^より は、 口 ー マ 字書き にして ある だけ、 幾分 參考に 成る の は、 やはり 西洋人の 集めた 語彙 である。 橫濱で 出 

てゐ た雜， "crysanthelmlnl: や 日本 亞紬 亞協會 報告に 出た， チクソ ン (十六 年) デニ ング (十四 年) サン マ ー ス 


(十九 年) 諸氏の もの X 如き、 殊に バ チラ ー 博士の 初年の もの も その 中に ある。 卽ち 明治 十五 年の 同 報告に K つた 

"An  Aimi  vccabulary" である。 十五 年頃 は 博士が アイヌ 研究に 指 を 染められて 二三 年 目积 の^で、 以後 不斷の 

努力が、 この 小 語彙 を、 やがて 後の あの 大きな 一 一 萬 餘語を 集めた アイヌ *英* 和 辭典にまで 發速 させられ たので あつ 

た。 バ チラ ー 博士 は、 最近 更に この 辭書 を增訂 し、 殊に 英語から アイヌ 語 を 引くべき KnglisfA 一  ョ1 の 部 を も 力 

へて 啓 明會の 補助の 下に 第三 版 を 準備され つ \ あるので ある。 第一 一版が 久しく 絕版 になって ゐる 今日、 此 はゅ界 の 

爲に 最も 慶 すべき ことで ある。 毎 頁に 加筆され て 全部 組 返し、 ほビ 半ば 組 上った ときに 大^ 火災の 爲 めに 製版が^ 

有に 歸 したので 延引して ゐ るが、 やがて 攀界に 現 はれる の も 近き にあら うと 思 はれる。 

第 四 節 遡 原 的 研究資料 

此 等の 知識から 一 歩 溯って、 アイヌ 語の 古い 资料 をと 望む 場合 は、 それ は 甚だ 不幸な 狀態 にある こと を悲 ますに 

^られ ない。 なぜなら、 文字 を もたなかった ので、 1 片 の載籍 もこの 秫 族の 人の 手に 成る ものが 殘ら なかった から 

である。 僅かに 内外の 旅行家 • 探檢家 • 航海 家の 集錄 した ものが、 今から  一 二 世紀の デイト を 溯る だけで ある。 これ 

らの村 料の 中で は、 國が 近いだ け、 やはり 邦人の ものが 最古の 誇 を 有する。 寬文の 頃から ぼっく^え 始めて、 ^ 

永の 『蝦夷 談 筆記』 正德の 『蝦夷 地 風俗 書 上書』 (一書、 『蝦夷 島 物語』)、 及び 『和漢 三才 岡 會』 にも 少々 の^お は见 

えて ゐ る。 元 文の 『蝦夷 隨筆』 『北海 隨筆』 以後 天明 • 寛 政の 時代に 入る と、 この 稷の ものが 數 多く 出た。 巾に もお 

上 德內は 中々 の 蝦^^ i 通で、 その 著 『蝦夷 草紙』 には數 多の 語彙と 會話 とが 見え、 .m 虹齊の 名で 序文 を & いた 『も 
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しほ 革』 (再版 は、 『蝦^ 方 一一 一 n 藻汐 草』 とい ふ) は、 當時隨 一 の 蝦夷 通辭 であった 上 原 熊 治郞の もので、 約 四千の^ 彙 

と數 多の 及び 古文 辭 *詞 曲の 例を蕖 めた 極めて 贵 重な ものである。 この 語彙 は、 後年 金澤 庄三郞 博士に よって 

地舉協 <n 報齿に 日，： 咼 アイヌ の 方言と 對 照して 嚴 正な 校正 を經 て、 愈々 學術 的價値 を發揚 した。 それの みならす 歐羅 

) 巴で は旣に 前世紀の 半 頃に、 澳太 利の 東洋 學者フ イツ マイ H ル 博士に 注意され、 全部 口 ー マ ナイ ズ されて アル フ ァ 

、、ヽ チ カル q 字引 體に棑 列 をし 返されたり (\、ocau11al.k§  (ler  Aino  Sprahc,  S52)  丁度 同じ 頃の 露の タビ ドフの 

と 比 咬さ丄 て 精密に 研究され たり (白〗 terstichin お en  AlDer  (leu  wan  der  Aino  Spradie,  1SS1) 、卷 尾の 物ゥ. ^に 

の 考察から、 逸早く も アイヌ の 歌謠の 研究が 出来たり (weitragc  zur  Ketmtiiissder  Aino-Poesie.  1SU)) した もの 

である。 世に は 公に ならなかった もので は あるが、 上 原 氏 は 後年； 史に大 增訂を 加へ て 『蝦夷 語 集』 四卷を 編輯した。 

此は 原本の ま \ 內閣 文庫に 藏 せられて ゐ る。 實に 邦人の 手に 成る アイヌ 語舉上 最大の 牧 獲で ある。 

次に？： 蝦^ モ ンべ ッの 番人、 能 登 屋圓吉 の 撰に 成る 『蝦夷 語 集錄』 が ある。 前半 は 分類 體の 諧彙 であるが、 後半 

はいろ は 順に 成る アイヌ 語の 字引で ある。 文化 年に 成って 寫 本で 傳 はって ゐる。 刊本 では 別に 嘉 永の 一一 蝦お よ i 

^』 と 『蝦夾 品彙譯 言』 とが あるが、 多く 期待す る 程の もので はない。 『藻 汐草』 は 最も 參考し 易い もので は あるが、 

それと て 今日 手に入り 難い。 金澤 博士の 『藻汐 草の 校正』 が 一 ^よいので あるが、 古い 地學協 會報吿 が 手に入れ 難 

ければ、 北海道 廳の 前身なる^ 拓 使で 刊行した 蝦夷 風俗 彙^-の 前編の 六 • 七、 ニ卷 に滿狨 して あるから、 それに 依 

ても^ら れる。 七の 卷に は、 永 田 方正 翁が 引 用される 『蝦夷 地名 解』 も合狨 されて 併せて 兑られ るので ある。 

然るに 近年、 ^々木お 綱 博士が 手に入れられた 古寫 本の 中に、 『えぞの ことば』 とい ふ 小さな 薪 彙が發 E された。 


ま 

ハ 


さて 以上の 知識 を 以て、 實 際に アイヌ^の 本文 を讀ん ではたい とい ふ 場 八：： が あると すると、 それに は、 バ チラ ー 

^一章 アイヌ 語 學硏究 參考资 料  一 〇 三 


此 は：^ 博士の 推定で は寬永 頃の ものであると いふ。 若し さラ だとす ると、 此こモ 世界^ 古の アイヌ^ である。 ^ 

令寬 永まで は 溯れぬ としても、 現存す る 蝦夷 語彙の^ も 古い 頃の ものと、 その 内容が 相似た ものである 故、 依然と 

して 少く とも その^ 古の ものの 一 つで、 そのうち 最も 大きな 語彙と して 高い^ 値 を 保^すべき ものである 。全文 は 

擧げて 『心の 花』 (大正 十三 年 三月 號) へ、 口 I マナイ ズ して 揭减 したから 就いて 參 ^せられたい。 

- .  第五 節 歐羅 巴の 硏究 

飜 つて^ 羊 人 Q 側の 採錄 は、 霄人 クラ セ 一一 ン 一一 コフ (Krashenillnikaff) の カム サッカ^  に 所 疏水) 以 

來、 ラベル， -ズの 世界 周遊 記、 プロ 、—トンの 北太平洋 航海 記な どが あって^ 後に 我が ヒ^ 熊治郞 翁と： ：！： ゆ 代、 敵と 

なって 北 邊を寇 し て ゐ た^ 艦 の 中に ゐて、 捕 庵に した アイヌ 人に 就て 兵戈 の 問に 孜々 として し て ゐた ，一 上に ダ ヴ 

イドフのお 彙に 至って、 語數ニ 千を算 する 大きな も Q を^る に 至った。 前文 フ イツ マイ H ルの^ 木：；： となって 我が 

藻汐ゃ と 好個の 比較 對 ^资 料と なった 所の ものである。 その後 露西亞 の、 ド， ブ n トヴォ ルス キイ (Dohrotvorsky, 

"Aisko-Rllsty  Slobar."  Km  (1875) に. 至ってす ベて 此の 兩考の 資料 を 包容して 約 二 萬 譖 の 辭典が 完成され 

た。 ^に バ チラ ，- 博士 出現まで は朿西 古今の 硏究を 綜合した^ 大の アイヌ 辭典で あつたの である。 


テキス トの 研究 


言 語 研究  1 〇 四 

博士 譯の バイブル 及び 詩篇 も ある けれど、 容易に 手に入らない。 本當の アイヌの 口から 流れ出た、 アイヌ 思想 を 盛 

つた もの を 求められるならば、 同 博士の 日本 亞細亞 協 會報吿 へ 寄せられた アイヌの ュ カラ (詞 曲) 及び カムイ ユカ 

ラ (神曲) が あるが、 矢 針 手に入り 難いと すれば、 登 別の アイヌ 少女、 知 里幸惠 子の 『アイヌ 神謠 集』 を难薦 した 

一 い。 私自身が 勸 誘して 出來 上った もので は あるが、 a  ，- マナイ ズも 邦譯も 全然 同 女の手に 成る もので、 私 は 一字 も 

\ 手 を 加へ す、 その ま k 出した ものであるから、 全部 アイヌの 頭に 映 じ、 アイヌに 意識され る 語感 • 語 情で 織り成さ 

, れてゐ る もので、 これ こそ 外人の 分 折を經 ない、 天然の ま X の アイヌ 語の 眞相 なので ある。 それと、 私 は. E 身の 手 

に 成る もので は あるが、 アイヌの 古老の 傅 承 を その ま \ 筆錄 して 邦譯と 註譯を 加へ た 種族の 宗敎的 叙事詩 集で ある 

『アイヌ 聖典』 の ある こと を 御 報告したい。 以て アイヌの 思想 や 習俗 や、 文學 的に 惠 まれた その 天分 を さへ 窺知す 

るに 足りる と 思惟す る ものである。  ^PM,  .  .  .  ^J^. 

尤も 此等は 詩で ある ゆえ、 その 措辭 が六ケ しく、 初 擧者は 骨が折れる ばかりでなく、 詩譜を 網羅した 辭書 も、 之 

：: を こなす 文法書 も 出 來てゐ ない ので、 寧ろ それ は此 等の もの を 材料と して これから 作製せ ねばならぬ 程の 立場に あ 

： る 故、 內容は 切れく で埒 もない やうな 雜話 に過ぎない けれど、 昨年 英譯 附でパ チラ ー 博士の 出された (敎文 館) 

； 所の "Ainu  Fireside  Stories" とい ふ 小さな 民譚集 を 推薦したい。 此が 初擧に 最も 恰好の 敎科用 書と なれる。 邦 

譯の方 も 『アイヌ 爐邊 物語』 の 名で 昨年 六月 札幌の 富贵 堂から 出た。 

第 七 節 樺 太 方言 研究資料 


方 首の 事まで は赘語 かも 知れぬ が、 樺 太 アイヌ 語になる と、 又 北海 逍 アイヌ^から は 大分 相逮 があって 一 V 通^ 

が出來 ない 程で ある。 此迄 西洋人 は アイヌ 語と 一 口に 云って、 樺 太方肯 も 北海 逍方づ ：： も 千-:,? も カム チヤ ッカも 4 

苦 茶に して ゐ たもので あるが、 北海道 方言に 於け るバ チラ、 - 博士 程で はない が、 樺 太方赏 に は、 可な り； g 哓し た^ 

い 西洋人が 一 人 居る。 ボ、 - ランドの 人類 擧 者で 永く 樺 太へ 流 竄の身 を 横た へ、 暇つ ぶしに アイヌお 及び アイヌ，^ 

の 蒐集に 沒頭 する こと 十 有 六 年、 その 研究の 一 部 を -Materials  for  the  Stuby  of  the  Ainu  Language  anb  rc- 

Iklore."  (1912.  Cracow) として 出した wronis 一 aw  Filsudski である。 英譯 が逐語 的に あたって ゐる のみなら す、 

詳註が あり、 梗概が あり、 非常に 丹念な 撰述で ある。 殊に 卷 首の 音韻論 は、 バ チラ、 -博， にに 见られ ない^ 彩 を：：^ 

る 。樺 太 全島 を 拾 ひ 歩きして 見ろ と、 到る 處、 ハウ キノ チヤ (『樺 太の 叙事詩 を あさる 露 人』 の義) の 名が iH- 俾さ 

れてゐ るのに 徵 しても、 單 なる 民譚 のみで はなしに、 詞曲も された ものら しいが、 歐 洲大戰 の戰 略に 隔てられ 

て その後の 消.^ が 少しも わからない。 廣吿で 見る と、 引繽 いて 一 册かニ 冊 は 出たら しいが 確で ない。 

樺 太 アイヌ 語に 就て は、 私自身 『あいぬ 物語』 (絶版) の 編著が ある。 樺 太 アイヌ >山迻 安之助に 物 ^を さして、 

それ を 邦 譯と並 記した もので、 卷尾 に 樺 太 アイヌ 一^ i の 文法と 諍彙を 少 々附 した も の である。 W 肆 の 注文 で ^おは 巾 

減した が、 ^^論 も 文法 も 唯一の 北海道 • 樺太兩 方言の 比較 文法の つもりであった。 外に 千，：：.？ 方、：：： は 唯一 っ^:^^ 

藏 博士の 『千島 あいぬ』 が あるの みだ。 ^い 文獻 である。 

カム チヤ ッカ アイヌと いふ もの は、 久しく 跡を絕 つてもう どこに も 共の 片>.:： 化乂に i だに K  くこと が出來 なくなつ 

た。 この 點で クフ シ ェ 一一 ン 一一 コ フ など は 好い 紀念 物で ある。 併し もっと 大きな カム チヤ ッ 力 アイヌお の^^が あ つ 

^一章 アイヌ 語學 究參考 資料  一 〇 五 


言 0 研究  一 〇 六 

ヒ。 そ L ま 铯 えて 人の 引 W に： ^えない が、 Dybowsldy 敎授の ：slowniIC  Narzecza  Ainow"  (wracow, 18 ョ) で 

その ト五页 から 六十 七 M までが 一 杯に 語彙で あり、 ラテ ン語譯 が 着いて ゐる。 カム チヤ ダ， -ルの 語彙 三 冊と 一 所 

こ、 Ladlinski の カムチャツカ^ 集の 一部 を 形造る ものである。 惜しい ことに、 震災に 大擧の 書庫で 燒 けて、 何 

. ぉこ へ/^ じ 本が：^ 在す るか 知らないので ある。 カム チヤ ッ 力 アイヌ は 明らかに 同一 アイヌ^の 分れ を もって ゐ たこ 

と は 迎られ る けれど、 千. S 方 首 や 樺 太 方言と は 又 大きな 相違が あり、 これらの 比較 研究が、 史料 を缺 如す る アイヌ 

ォ こ 唯一 つ 溯源 的 硏究の 道 を 開く ものだった が、 已 にやく カム チヤ、 ダ、 -ルへ 全く 同化して 少しも 殘存 しないの は惜 

しい ことで ある o  . 


第一 一章 樺 太 アイヌの 音韻組織 

アイヌ 語の 音韻に 就て は、 未だ 詳しい 硏 究が發 表されて ゐ ない。 バ チラ I 先 A の 文典に も "Letter  cha- 

nges.- として 僅々 二 頁 程し か 述べられて ゐな い。 であるから、 今 樺 太の もの を^ 明す るの に 北海 逍の もの を 

も 比較に 取る と、 勢 ひ 北海 逍 アイヌの 音韻 を も絮說 せざる を^: ない。 從て、 ® して 「樺 太 アイヌの 音 颢糾 織」 

と いふ けれども、 「アイ ヌ 語の 音韻組織」 とも 見られる やうな- 4- いものに なって 了った。 

近時 我國の 古い 地名 其 他が、 犀 t アイスお を 以て 說 かれる ことが 盛んにな つたが、 それに は 先づ、 先決 il 

問題と して、 アイヌ 語の 音韻 糾織其 物と、 其 特徴と を 明めて 置き、 其 上に 某- づ いて、 立論す るに あら ざれば 

危 い。 故に 先 づ此題 を 提起して 世の 敎を乞 ふ 所以で ある。 

第一 節緖 論 

猛の 研究から 斷す ると、 總 じて 樺^と 北海道との アイヌ 語の 差 は 左様 大きな もので は 無い と- -ム へる。 北海 逍 アイ 

ヌが樺 太 アイヌの 首^ を 評して、 「何だか 外 國の言 葉 を 聞く やうで 一 向 解らない」 とい ふの を M 々聞く が、 此には 二 

三 割の 誇張 もあって、 斯う 忍 はせ る 主因 は 樺 太 特有の^ ^變 化に ft ふと ころが 多い やうに：：^ える。 ^みに 儿變化 を 

^形に 戾 して 聞かせる と、 兎に角 通す る やうで あつたから。 

細く 云へば、 ひとり 昔 韻 上の ことば かりで はなく、 言葉 遣 ひの 上に も 多少の 差異 は勿ム i, ある。 例へば wante と 

笫ニ章 樺 太 アイヌの 音韻組織  一 〇 七 


言 誥 硏究  一 ◦ 八 

いふ 動詞が、 北海道で は、 「觀 る」 T 調べる」 T 檢 する」 とい ふ 風に 遣 ふが、 樺 太で はこれ を T 知る」 T わかる」 「心得 

る」 とい ふやう に 用 ゐてゐ る 。又 此の 動詞 を 一人 稱の 事に 遣って 「私が ワン テ する」 とい ふに は、 北海道なら 1S- 

wante とい ふので あるが、 樺 太で は au-wante とい ふが 普通で ある。 夫なら、 北海道の Is- とい ふ 形が 樺 太に は 

さ う  ァゥ 

全く 通じない かとい ふに、 然 でもない。 大人 や 老人に は 解る もの も ゐる。 又 樺 太の au- とい ふ 形が 北海道に 全く 用 

ひられな いもの だかと いふに 然 でも 無い。 此 場合の aul は 偶ぶ 樺 太の 音韻 變 化の 原則で 轉 つたの だが、 其の 原形 

は an- である —— 和 行 昔 (W) の 前に 來る n 音 は 樺 太で は必す 常に 母音 化して P に變 ると いふ 定 りが ある。 此の 

an- は 樺 太で は an-nukara (吾が 見る)、 an-kara  (吾が 造る)、 an-michi  (吾が 父) とい ふ 風に 用 ひられ、 丁度 北海 

道の a-nukara  (吾が 見る)、 a-kara  (吾が 作る)、 a-michi  (吾が 父) など 古謠の 中に ある か に對當 する。 それから 

又、 外の 例 を 取って 曰って 見る と、 例へば、 ^amui とい ふ 言葉 は、 勿論 「神」 とい ふ 語で あるが、 其 外に、 北海 

道で は尙 「熊」 のこと を もい ふ。 蓋し、 kim-un-kamiii  (山の 祌) の 略 だ。 之に 反して 樺 太で は 「海豹」 のこと をい 

ふ。 蓋し relrtln-kamui  (沖の 神) の 略 だ。 そして、 樺 太で は 熊の こと は isls  (或は iso) と 云 ひ、 北海道に これ 

は 通じない。 其 代り 熊の こと を Ismui と 云って は 樺 太に は 通じない。 同じ kamni でも 此 丈の 差別 は ある。 

尙、 一一 目 葉 遣 ひのう ち、 取 分け 手爾 波、 即ち 助辭 は、 最 著しく 相違が ある やう だ 。例へば、 「何でもよ ろしい」 とい 

ふこと を 雙方 の 言葉で 云 つ て 見る と —— 

,Vq>  srt  yak  w^p IJirlKl  (北海道) 

ンっ irampe  lie  ne  anal】k:alkl  plrinia  (樺 太) 


印ち ピリ 力 (宜しい) だけが 通じて、 外 は 大分ち がふ。 叉、 「此差 上げましょう」 とい ふやうな こと を 云って はる 

と  

Trsllbe  e-kore-ash  r.a  (北海道 嫿振) TamlDe  echi-kore  r-a  (同、 日 高) 

.Tamb に an-e-konte  Isstl (樺 太) 

即ち、 タンべ (此 物) だけが 共通で、 他 は 一寸 違った 形 を 取って ゐ る。 

外に、 樺 太に は 又 北方、 西方の 他 民族から 借人した 單語が 多少 ある。 例へば、 十の こと を knnlsto とい ふ。 

これ は 山 升 語 だと 老人 は 云って ゐる o それで 三十と いふ こと を、 北海道な らば、 アイヌ 特有の 20X20110 とい ふ 

並べ方で 云 ひ 表 はすので wanbe  e  In  hot-ne とい ふので あるが 樺 太 アイヌ は、 簡單に rc(3)  kunlsto  (10) といつ 

て ゐる。 又 「嫌 だ」 とい ふこと を lloda と 云った ひ、 宜しい とい ふこと を liaiash5 と 言ったり、 時々！ $11 亞^ 

も 混 人して ゐる o 勿論 これ は 北海道 アイヌに は 通じない 害 だ。 

樺 太 • 北海道 兩 アイヌ 語の 間に は、 ざっと 斯うい ふ 方言 的 差別が 出来て ゐる 。併し 大體の 文法 はま あ 同じで、 餘 

程變 つた やうに 聞え る ことで も、. 少しの 文法的 解剖と 音韻 轉 訛の 還元と で、 全く 同工異曲、 ^節 を 八：： する やうな. € 

白い 一 致を發 見す る。 

私 は 數年前 樺 太の 東海岸 トン ナイ チヤ *ォ チヨ ボッ 力に 居て 數ケ 村の アイヌの 言葉に 親しんだ。 稱 して 「棒^ ァ 

ィ ヌ^」 とい ふと 雖も、 固より 其 東部 方 一 百 を 代表す るに 過ぎない。 叉 極めて 短日月の 研究で 固より 音^ 法^と 稱す 

ベ き 程 まとまつ たもので もな いけれ ど、 觀 察し 得た と ころ だけ を 其 ま 、 述 ベ て 見る 考 へで ある。 

笫ニ章 樺 太 アイヌの 音韻組織  一〇 九 


言 語硏究  一 1 〇 

仉 し、 アイヌ 語 は、 まだ アイヌ 自身の 乎で 文字の 上に ft き 表 はされ たことの 無い 阈語 で、 これ は傳 承に 成った 一 

^の 綴り方と いふ ものが 無い。 されば" 此 まで 探柒 家に 依って、 隨分 色々 様々 に 記載され た。 中には 方言の 差 も あ 

らうし、 個人の^ もあった らう。 或は 聞き 様の 誤、 或は 寫し榇 の 差等、 ti 々原因が あった こと-思 ふ。 故に-苦き 一お 

した 木の 上で 比^^! 韶 論 を やる こと は、 たと ひ 極めて 概要に 止める としても^も 危險の 多い ことで ある。 フィ ツマ 

ィ エル (phiznlaier) の "ullterstlclluM^en  iiljer  clen  wall uer  Alno -SJ.〕raclle: の -Thaleklsche  verscllleclennell 

ten: は 其點で 恐ろしい 失敗の 鑒を 吾々 に 示して ゐる。 

殊に 桦太 アイヌの 言語に 至って は、 まだ 北海道の もの-" やうに 一 の 文典 も 編 出されて ゐ ない。 辭 ま：； は ロシアの ダ 

ブラト ヴォ ル スキ. I  (Dobrotvorsky) の "Ainsko  -  Russk ヨ Slovar"  (1875) が 出て ゐる けれど" 不幸に して 部數 

の少ぃ 本で つ ロシア 文で は あるし •■ 私の 樺 太 探 撿には 一本 を携 ふることの 出來 なかった の は茈殘 念であった。 從て 

私の 枰太 アイヌ 語 研究 は、 全く 新規に、 獨创 的に， 」n 人が 杖 を 持た すに 晦の 中へ 割込んだ やうな 有様から 始めた。 

初め 上陸した 當座は 子供 等 を捉ら へ て 二 tambe  nep  ne  ruwe  he  an  ？ ご (r 此は何 か？」) 或は "maltanak  ？" (「何 

だ？」). 攻は "mwllsnak:  tiye  niwe  lie  an?" (「何とい ふ もの か？」) とい ふやう に 語 を換へ うて 兒て も、 - 全く 

陳分^ で 子 佻 等 は 唯、 わい./ \- 笑って 去って 了 ふ G さて、 「何」 とい ふ 一一！ R 葉 は 何とい ふで あらう？ 肝心の 此問 ひの 

言葉が 解らない から 一 問し 試みる ことが 出來 なかった。 私 は 殆ど 絕望 して 屈 托しながら、 ：！： 氣 なく 拔集^ の 一： ふへ 其 

子^の 一 人の 風俗 をお 生し 始めた。 子供 等 はかくと 見て 好奇心に 釣られて 又 大勢 寄って 來た。 ^は 紙 をめ くって 新 

に 大きな 子供の 弒を おいて せて やった〕 其 時 私が 害： く 一  點 一 劃に 從 つて 大勢の 子 佻 等が 聲 ^々とわめ いて 兌て^ 


る。 其狀 宛ら、 「あ X 目 だよ く」 「あ-口 だく」 「あ 鼻 だ」 「そうだ 鼻 だ」 なんど 一一！ 一：： つて ゐる やうに S はれた。 而，： ： い 

事に 思って、 よく 聞く と、 目を畫 くと 「シ シ」 「シ シ」 とわめ く、 北海道 アイヌ は 「E:」 は shik だが、 樺 太で は殊 

参 

ヽ. ij 一  よ I？  二 ょノ 

に 由ったら shish とい ふの かも 知れない と 思った。 斯うして 鼻 を 畫 くと etu-  ptli(^g^^^0,-」n をな くと chare 

(^^道 ンと 呼ぶ の を 聞いた。 私 は 早速 乎 紙の 端へ 其 通り を 記し 止めた。 共から 私 はふと した 出來 心から、 からか ふ 

積り で わざと？. ！笨 を ズルく 引 張って、 何が何だか わからな いもの を 書 廻した。 子供 は 竹 を かしげて 「へ マ タリ」 

r 

へ マ タリ」 と K 々に 呼んだ。 私は覺 えす 颔 いた。 北海道に 「^」 とい ふこと に nlemandaj とい ふ^ 力 ある 。「へ マ 

タ」 は必 すそれ に逮 ひない。 そこで、 突然 有り 八：： ふ 小石 を 拾 ひ 上げて 「へ マ タ？」 と nje 似して：^ た。 チ^^-は n 

口に ゆって 「ス マ！」 「ス マ！」 「ス マ！， f 私 は 微笑 を禁 する ことが 出來 なかった。 北海 逍 では 石 は shunla とい ふ。 

「 ス マ」 は 樺 太 語の 石に 逮ひ 無い。 そこで 「へ マタ」 とい ふ 語の^味 も 疑な く 「何」 の^で ある ものなる こと を 確 

め 得た。 そこで、 有 合 ふ 草 や、 花や、 木の寳 や、 小刀 や、 帶ゃ、 犬 や、 小屋 や を 桁 さして 「へ マク」 「へ マタ」 を in 

發 し て 立 ち ど ころに 十五 六 語 を 探 集 し た。 

私の 樺 太 語の 研究 はかう やって 始まった。 そして 樺 太 を 立 去る 顷に は、 やっと、 どうやら 筒^な 卞枘 ならば 一通 

り 耳に 解り、 C に 話せる やうになる こと を 得た。 併 乍ら 當時此 地に 在住した アイヌ は、 老幼^^ Tr:: 八 人、 叫 

ケ 村の アイヌで ある。 共 間に 同一 の 言葉 も厦々 聞く ところの 人に. s て 多少 發 ^ 上の ffis 一が あった。 又 私の 耳の 不馴 

か ら來た 相逮も あったらう。 乎 帳の 巾へ ほ 收 め た數多 の 八 I" 話 の 斷 £：: 巾、 M じ 一一 一一：： 葉 も 細か ぃ點で 形の^ つて ゐる こと 

が 茶 だ少 からすあった。 又 栗して II： じ 一一 一 In 葉の 人に. E つて、 處に 出って 逮 つたの だか、 それとも 水來逮 つた 一一- n ，であ 
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るの かどう か、 意味 も 形 も 似て ゐる 所から、 殆んど 判斷の 付かない 助辭 もあった。 助. 辭 のこと など は 勿論 アイヌに 

r  ノても S 瞭 C する こと は 出来ない。 從て亦 例へば 「 此 でも」 "taibehcne  aiiaKkaild" に 於て、 「此」 は "taln- 

l〕c" でよ、. の畏ハ 形が、 「でも」 に當る 部分で あるが、 anahkaiki だか、 hene  anah  Imiki だ 力、 tam!3e-Jle 

ne  an  ah  Is  iki だか 始めての 私に は 非常に 心 を 苦しめた ものであった。 勿論 seanahlsiki と附 けて 「でも」 

だと すれば 世話が 無い が、 似た やうな 部分が 例へば 「爲て も」 とい ふ 時 "ki  walikaiki" と 云って、 又 all 1m  ikF 

がお て來 る。 比お に 連絡が ある ものに 違 ひがない。 又 「此 も」 とい ふ 時 は "tambekaiki" と 云って るの を 見る と、 

比つ kaiki が 「も」 であって 更に 此處 から 切れさう に 見える。 再び、 此の も ka で 切れさう に 見えた が、 

さう すると iki とい ふ 助辭の 意味が 何だか 解ら なくなる。 或は 「爲」 とい ふ 意の さっかと も考 へられ、 「行きます」 

とい ふ 寺、 附ける ことの ある "l"ai  ankusuiki" の iki ではない かと も考 へられる。 だから、 アイヌ 語 を 話す こと 

.Hqr 來る やうに なっても、 愈ぶ 此を 白い ものへ、 黑く 書き下す とい ふこと になる と、 不文の 言語に 於て は實 に少か 

ら ざる 苦心が 要る。 一 先づ 解った 積り でも 內 地へ 歸 つて 材料 を 整理して ゐる 中には 後から く 様々 の 疑問が 繽 いて 

，起って 來 るが、 斯うい ふやうな、 後からの、 印象が 遠くな つてからの 雜念 は、 或は 却て 誤り を 生す る 基と なること 

が あるか も 知れない と 思 ふの， で、 私 は 成るべく、 書留め て來た 材料の 細かい 相違 を、 後から 推理 を 以て 改める こと 

ま 避ナ、 さう いふ 疑問の 起って 來る もの は 出来るだけ 後の 再度の 探檢で 判然す る 時まで は 割愛し ようと 思 ふ。 

で、 玆に稱 して^ 太 アイヌ 語と いふ けれども、 斯う 紙に 書 表 はすこと になる と、 もっと 嚴密 にい ふなら ば、 私自 

身の 耳に 響いた 音の、 私の 耳の 受け取り 方、 私の 頭の こなし 方で、 彩色され た 樺 太 アイヌ 語た る こと を 免れない。 


樺 人 昔の 特^と して 设も 著く 注意に 留 つたこと は、 次の 七箇條 であった。 

第一、 所謂 濁音の 少き事 1 . 即ち、 北海道 アイヌが 濁音に 發 昔して ゐる 所の もの、 若く は、 バ チラ ー 博士の 蝦 炎 

和 三 對辭書 (以下 略して】 早に r 辭 書に」 云々 とい ふ もの は 皆 此書を 指す) に 濁音 を 以て 害 かれて ゐる もの & 大多跌 

が、 ^やはり 淸 音に よばれて ゐ た。 

努  一、 ^l^n  (破裂音の) が 皆無な 事 1 -北 海道 アイヌに wakka 「水」 satte 「乾かす」 など 所^ 促め て^ぶ 

發 -i:: が ある けれど、 樺 太 アイヌ はすべ て 此の 促め て 呼 ぶ發音 は 出来ない らしい。 $： 變 った發 昔 をして ゐる。 即ち 促 

管の 昔 休止 (pause) の 處へ必 す 軟口蓋 靡 擦 音 h. (所謂 喉 的 摩擦 昔、 即聲 1H 暴 上の X 音) を 出す 。但 isss 「 一 錢」 

jissai  (實 際) の 類の 促 昔 (即ち 摩擦音の 促音) ならば^ 在す。 

^-ー 一、 チ^: k  .  t  .  P で 終る 音節の 皆無な 事 —— 北海道 アイ ヌ に は此 等の 昔で 終る： 昔節 (即ち 印打 節、 clsse  syllable) 
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ファ ィ フンの 施し 找、 シラブル や、 音 塊の 切り方、 語の 分 書法、 一 にみ な、 私自身に 感じられた 通 ひ を 忠^に 表す 

に過ぎない。 內 地に 歸 つて 此四五 年、 其の 間 折々 私 以外の 方の 記載され たの を 見た。 時には ちょっと、 ダプラ トヴ 

ォ ルス キ ー の 辭書を 見る 機會 もあった。 中には 偶然 符節 を 合する 様な 一 致 を も發 見して 喜んだ が、 中には^った M 

も ある。 けれど、 どっちが 正しい か 解らない から、 一 々それらの もの を 以て 改竄せ す、 正^に 私の 取った もの を 

記す るに 止める。 


樺 太 音の 一 般 特質 
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が^ 成に ある。 例へば、 tek 「乎」、 chep 「魚」、 sat 「婦女」 などみ な然 だ。 樺 太に は 全く 其が 無かった。 みな 變 

つて ゐる。 即ち、 (ィ) 其 次に 母音 (此 は规 則と して 必す 前の 母音と M じ 母音で ある) が 添って ゐ るか (即ち^ 昔 

0  open  syllable に 成る か) (口)  ^末 昔が 全く 脫 落して ゐ (即ち やはり open  syllable に 成る) るか、 若しくは、 

(ハ) 軟口^:!: 擦 昔 (即ち h. 音) になって ゐ るかであった。 從 つて 音節 は 大抵 開 音節で ある けれど、 時として 摩擦 

音で 阳ぢる こと も ある" 樺 太 アイヌ 語で 昔 節 を 閉ぢる 摩擦音 は 即ち 此の h. 音と 其の 變 化なる f 及^の 三 昔で ある。 

第 四、 發音は 夥しく h.  (11:: ：學 上の X) 音に 富む 事 I 此は 軟口蓋の 摩擦音で 全く 北海 近 アイヌ に は 無い 昔 だ 

が、 樺 X アイヌの 此の 昔 を 川 ふること は實に 夥しい。 吾々 には甚 耳新しい 發音 で、 北海 逍 アイヌ をして、 外！： ^を 

g  ^を 起さす るの も K に此 昔が 與 つて 力 を 成す やうで ある。 (禁曰 S は^ 便ン 

^五、 曲 の 昔が S の 昔に 發 せられて ゐる事 —— . 北海道で も辭 書に i を 以て 寫 されて ゐる^ が 人に より 處 によりて 

往々 s:-pl:: に 呼ばれる が、 樺 太で は 殊に 此 傾向が 著しかった ので ある。 

第 六 、 咽頭 音の 存在す る 事 I -此も 北海 逍 に は 絶無 だ。 大き い 事件で はな い が 樺 太 で は 子供 等 ま で も 奇麗に こ の 

荇 を 平生 發昔し てゐ たの が 著しく 注意 を惹 い た。 

第 七、 特殊の r 音の 存在す る 事 II 絞りの 頭 昔なる r の 或 者が 樺 太に 於て 艇、、 破裂お：： の t 若く は d に 聞き 逮 へられ 

た。 それ は ゆるく 發； せ せらる-時 は d に、 はっきり 發音 せらる \ 時には t に まぎる \g ：異の r だ。 

此文 がま ぁ桦太 音の 一般 特色で ある。 以下 备 褪 の 音の 細かい 說 明に はいる こと、 する。 


樺 太の アイヌ 語に も、 北海道の ものと 同じ様に、 母音 は 矢 張 アイ ゥ 二 ォの五 つが 存在す る。 細かに 觀^ すると^ 

其 問に 多少の 變秫も ある やうで は あるが、 先 づ大體 に 云って 此の 五つ に 分けて 置かれる。 五つ 外に^: しく^つ て^ 

える の は 英^の、 殊に アメリカ人の 發ー 背の man,have などの a の 音 (聲音 舉 上の 印し では 6- ) に 額した もの、 ある こ 

とであった。 併した^^ 投^: にだけ ig かれる 位の もので 然ぅ 大切な 音ではなかった。 £2!  §>! とい ふので 此は^ 

きな どの 場合 に 發 せ られる 投 11 であった。 

五つの 母 昔 は 北海道で も 左様 だが、 樺 太で も、 大抵 日本語の 發音 などと 似た もので、 ただ ウ^ だけが 少し： 斗 立つ 

て 相逮が 感じられた。 其發 昔は國 語で は 寧ろ 關 西の方の ゥに 近く、  ^のつ ぼみ 方が I 殊に 我が 來阈 方：).：： に比べる と 

 少し ある。 夫 故に 動、、 も すれば 此 地の 日本人に は才の やうに 聞 取られる 倾が ある。 昔から ァ ィヌ語 のゥ 昔が 日本 

人へ ォで 移された ことが 甚多 いのも 大方 其爲 だら うと 思 はれる。 例へば、 カムイ (祌) を 力 モイ、 ゥシォ n を オシ 

ヨロ  (忍 路)、 ェ ンルム (cnvum) を エド モ (繪钢 )、H ムシ (刀) を H モシな ど w へて ゐるの は： i めて^::^ な轉^ で 

ある。 「アイヌ」 の 名 は 昔 は 日本に ァ イノと 傳 へられた もので、 共 結 栗 英語 ゃ獨 乙^に 今^  Aino と敉ら れてゐ る。 

後バ チラ ー 先生が、 特に 「アイヌ」 とい ふ 方の 正しい こと を 論ぜられ たこと もあって、 今 nz 我^で は 「アイヌ」 が 

豚って しまったが、 抑.、 此 誤の 源 は 矢 張 この ゥ 音の 性質から 自然に 起った 現象で ある。 北海^ 土^に アイヌ^ を^ 

らす 日本人の 發 音に は 特に 此が 多い から 注意せ ねばならぬ。 「幣」 は 「辭 害」 に は イナ 才と ある けれども 「藻 汐 や」 
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こも 「BK 夷 語 養」 にも イナ かと ある。 神 保 博士 もィ ナウと 聞 取られた と 見えて T アイヌ 語 植物 名詳 表」 に 「クル マ 

バ」 草 を inau-ni と 書かれて ある。 私 は 兩樣に 聞 取った が、 どちら かと 云へば ゥに 傾いて ゐる ものである。 此外、 

禪太植 ：EM? お 槪驳こ 「ハヒ マツ 一 を mimni,  nolllni の 兩樣に 記し T コ ケ モモ」 を enonokani,  enunukani の兩^ 

こ、 叉 「才 ホバ コ」 を erum,  kils,  eroin -kina の 兩樣に 記して あるな ど、 みな、 此ゥ のォに 近く、 屡、、 兩樣に 聞 

取られる 這投 の^ 息 を 語って ゐる ものである。 


(I  ) 北海道と 共通の 子音。 北海道と 共通の 子音 は 十四 種に して 左の 如し。 

破烈音 k  t  p,s 

摩擦音 s^hf  y w 

流音 r 

* 音 n  m  ^ 

但し 注意す ベ き 事 項 左の 如し。 

一、 t 及 S 昔 は. 1 の 音 を 後に 從 へる 時 はお 及が と發 昔せられ すに、 丁度 日本の やうに clii 及 shi に發 昔され る。 " 

及び. K とい ふ 昔 は 存在し ない 様であった。 但し 仕 は ある。 曰 本の やうに ッ即 tsii と はならぬ。 そして， S の 音 は假に 

破^- 1 の處へ 編入した が嚴密 にい ふと 破裂音と 摩擦 昔との 重 子音なる こと 我國 のちと 同じで ある。 


一一、 鼻音ぶ は 頭に は附 かす。 故に 語頭 は 勿論 語の 中 にても f  ngi,  ngu,  nge,ngo, の 如き 昔 © は 港え て SS か 

れ 無い。 た^  an.  Id  (吾爲 す)、 ill-lsnte  (吾に 與 ふ)、 itanki  (椀) の 場合に n が 昔 韻 現象の 常 則に 從 つて、 丁度 

ァ クシ デン タル 

英語の ink,  bank の 場合の s の 如く 次の k の 影響に て 喉 昔 化 を 受けて ^となる のに 過ぎない。 故に 偶^的に は 

^が アイヌに 存在す る。 併し、 k 及 g の 前に 立つ 時に 限る 現象で あるし、 聲音舉 上で は IHH 別す る けれど^ 迎は； ！ 別 

しないから、 今 は 普通に 從 つて、 たビ n 字で 逢 曰 表 はして 置く。 

三、 摩擦音 f は 日本の やうに 兩脣音 だ。 そして これ も 亦 h 昔 叉 は h. 音が" と 綴らる A 時に 共 影 纏： で： X：： 昔 化 oabl 

ializatisl) を 受けて 起る のに 過ぎない。 けれど h と f と は 文字 も 斯う ！H£ 別が 出来て ゐ るし、 流 = 迎：. ひ；：： の f を も 

英獨 佛の脣 齒 音の f と 一 所に して f で 表 はして ゐ るから、 今 亦 便宜に 從 てこれ を f と 書き表 はすこと にした。 

四、 破裂 昔に は尙 kt  P の 濁 昔の gdb も 存在す。 由来 アイヌ 語に は 「濁 昔が 無い」 とも 云 はれ、 叉 濁^が， 〔れ 

認められ もした。 今 序でに 此事實 の 眞相を 述べて おく。 

「アイヌに 燭 音が ある」 「アイヌに 濁音がない」 どちらも 一 K へ る。 

事實は 斯う い ふ狀 態で あるから —— 

( 一 ) 日本語の 濁 昔 を 以て 始まる もの を發 昔す る 際に は^ 淸 音に 聞え る。 「段々 に」 を 「たんだん に」、 「源 藏」 を 

「けんつ お ー」 或は 「けんちょ 1.」、 「岩乘 な 雁首」 を 「かんちよ ー なかん くび」 の 類 だ。 (slli^ お ^關 い) 

(二) 本來の アイヌ 語の 中には 濁音で 始まる 單 語が 無い か？ ないやう にも 開かれる。 バ チラ ー 先^の^^: に は 

投 r  o へ 此は獨 昔が 無い と いは ン 

ィ ハレ パれる 笫ニ原 S である ) 

第二 章 樺 太 アイヌの 音韻組織  一 一七 


言 語硏究  一 一八 

(三) 日^の 彼等の 談話のう ちに 粜 して 全く gdh で 始まる 語 は 無い か？ 隨分 漫然と 聞く と、 ktp で寫 すより 

も gdb で寫す 方が よい 場合が 稀なら す 聞かれる。 昔の 本、 漢汐 草、 蝦夷 語箋、 蝦夷 語 拾錄、 其 外、 日本 亞細亞 協 

ベ J: 报ル： ：ぉ のサ ン マ ー ス 氏の An  Aino-  English  vocabulary の 中に 澤山 bd  g で 始まる ^が 載って あるの はこれ 

,i  ^..co  、これ は アイヌに 濁音が あると ン 

力 ズ  一/もい はれる 第一 原因で ある ) 

(四：^ i 頭 以外に はどう か？ 始終 ある。 速 濁の 如き は 誰に も 認められて 居り、 固有の アイヌの^ にも、 曰 本 輸入 

0.か こもちる。 へこれ は 濁音が あると ぃン 

ゾリ" r も あ-る パ はれる 第二 原因で ある」 

(五) 然 らば 其發昔 する 所の 所謂 燭昔の 性質が どうか？ 耍 する に此  一 ^が 問題 だ。 此の 聞き 様で 濁 昔 に も 寫さ 

れ、 又 此の 解釋で ^^に{ぉ され もす る。 さて ー體 ごく lax, で 緩い 調節の アイヌの 發昔 にあって は、 東北人の 何で 

も^る やうに kt  P が^  gdb に 聞え る やうな 事が ある。 其が 極めて loose な 破裂で 全く 有聲 化して はゐる けれ 

ァ ク シ デン タル 

ど： S だ ョ istable で 偶 的な ものである。 從 つて アイヌの 所謂 淸濁 昔の 羌 など は 西洋の 有聲昔 • 無聲 昔、 日本語の 

ル^リ 濁 昔の やうに 定まった 一口 K 別が あるので は 無い。 【若し 濁 昔 を アイヌに 認めるならば 其 は アイヌに 「存在す る」 

とい ふより は 寧ろ 「起こる」 と 云った 方が 適當の もの かも 知れない。 

然るに 其淘晋 (と 認めても) の 起こる に 就いて 何等 重要な 結果の 生じない 事 は 注意すべき 事 だ。 即ち 英語の "Hat 

と 115(1 は 大變逮 ひ、 日本語の 「なへ」 (苗) と 「なべ」 (鍋) と 全く 遠 ふやうな こと は、 起らない ので ある。 更に 一歩 

を 進めて やま か は (山川) とやまが は (山川) との 區 別の 如き もの さへ も アイヌ 語に は 起らぬ では あるまい かと 考 

へられる。 Panata と 云っても IJanata と 云っても 通じ k  (弓) と 云っても g, と 云っても、 全く 同じ 意味 だ。 其 


れ のみなら す辭 書に は 濁 昔で 出て ゐる 所の Si を 試みに 淸 昔に 云って 見る のによ く迎 する。 燭.： 竹に しなければ ならぬ 

とい ふこと はない らしい。 語頭の みならす 語 中の もので も、 例へば 辭 書の helnanta-g=su  (何 ぜ)、 mige  (殺す)、 

itangi  (椀) の 類 皆淸昔 に 云って 見た がー 向變 りがない。 且此 等の gdb は 大約皆 其 起原 は ptk である ことが 迆 

られ る。 哪/ ば helllandil,  g-su の ョ1さ は 「故」 の義の 1U1S- で、 llelsalKla は榨 太で は hcmju^l で 「何」 と 

いふ 疑. 問 辭だ。 raigc  (殺す) の は、 rai  (死ぬ) +  ke  (する) で 恐らく、  inmrls  (19 を 作る) の』 と：！ I： じく、 

「 爲す」 「作る.」 (to  do,  tolnake) の 意義 だ。 即ち k  (「. 爲す」 「造る」)、 ^  (isamka,  sakka の) など 裉で、 ル€ 

昔が 本来の 形で ある。 榨太 アイヌ^の 研究 は 殊に 此の 考に 向って 大きな 光明 を與 へた。 なぜかと いふに 桦太 アイヌ 

は 大抵の もの を 皆淸 昔に 呼んで ゐ る。 勿論 屢、、 語頭へまで も 例の 濁 背 を 出す もの もゐ るが、 そんなの は、 ^の 人の 

抟 癖と 分明に 兒 える 程、 他の アイヌ は^: 淸昔 に發昔 して ゐた。 總 じて 女 や 子供の 明瞭な 聲の もの 稃 燭^：: を 出す こと 

少く、 疎放な、 だみ 聲の 親爺な どに 彼の 濁 昔ら しい ものが 多く 起って 來 る。 一首で 云 ふと アイヌ^で は 「沾燭 のば： 

別が 語詞の 意義の 上に 何の 結 栗 を も 齎らさぬ」 とい ふこと、 此は全 アイヌ^ 昔 |i 上の 一 大 特^ であらう と^はれ 

る。 因に いふ、 か^-る 性質の 濁 昔 は、 尙 ch に對 する. J とい ふ もの もお 在す。 例へば、 

dalTlonne  jaja  =  tan  (jit)  onne  (故) cl£cha 

の 如し。 けれども 純粹の 摩擦 昔 t  などの 際に は 終に 所謂 濁 昔 (V  Z ^の 類) が閗 かれなかった。 

五、 我！： の 所謂 拗昔 とい ふ もの は^ 少 い。 唯々 ch 行 (即ち、 ちゃち ゆち えちよ) と sh 行 (しゃしゅし えしよ) と 

あるの み。 お 中 sh 行 昔 は S 行 昔の 颢昔化 (我 國で鮭 をし やけと 云 ふ 様に) にし て^んど^: これ を S に發 お：： しても や. 
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支が 無い か、 若しくは S に 還元す る こ と を 得る ものの みだ。 例 へ ば ぼ 本シ ャ モロ モシ リ (sham-oro  Moshiril. 隣國」 

「側の 國」 の義) 、日本人 を シャモ (shalllo) 、シ シャム (shisham) などい ふ 其 語根 haul は sa ョ (則、 近傍、 隣 

の義) 及 sa 「側、 前、 そばの 義」 の轉 で、 直 昔が 原形で ある。 其 外し ゆ、 しえ、 しょ、 も 直ちに S に 還る か 若し 

く は、 し (Shi) へ U  •  e*  0 などの 添うた もの だ o 其し (S 一え) は si から 移つ てること は (一) で 述べた。 

•  ぺ ツチ ャム シ 

次に ちゃ， ちゆ、 ちえ， ちょ も 大抵 直 昔に 溯る ことが 出来る。 例へば Petchamush  (えぞ 菅) は Pet  (w)cham 

(側) tish  (在る) Idna  (草) の 意味で ある。 此 sham は 即今 述べた 直 昔 起原の 語 だ。 叉 chep  (魚、 樺 太 は ches 

は chi  (f)  e  (食 ふ) ャ (物)、 即 「食物」^ | お H) の義 で、 丁度 一般 食物 を aep 即ち a  (f  )  e  (食 ふ) 

叩 (物) とい ふに 對 す。 a も chi も 「食 ふ」 とい ふ 語に 添うた 接頭語で 第 一 人 稱複數 を 表 はす。 即ち 「ちえつ ぶ」 

の 「ちえ」 はち (Chi) から 出て ゐ る。 又 ch6kai  (私) とい ふ 代名詞 は 原形 c】li-olia で 矢 張 今 云った ところの chi 

が oka  (「在る」 の 複數) に 添 ひ、 其へ とい ふ 接尾語 (名詞 形 を 作る ところの 接尾語) が附 いて 出 來てゐ る。 故 

に此 「ちょ」 も 亦ち (chi) から 出て ゐる。 アイヌ 語のお は chi になって ゐ ると いふ 事 は 矢 張 (一) で旣に 述べた。 

私 は 第一 人 稱複數 の 人 稱接辭 (personal  aff-x) なる 此 chi の 語原 は.^  (此方、 此處、 こなた、 即近稱 の 指示 代 名 

詞) と 同根の H とい ふ 根から 出た もの だら うと 考 へ てゐ る。 (代名詞の 考證は 又 別に 草稿が あるから 此處に は 敢て詳 

論し ない)。 

其 他 ky 行、 - gyl 行 ny- 行 py- 行 my- 行 hyl 行 及 kw- 行の 類の 拗音 は 一 切存 しない。 

六、 促音と 撥音の 事。 促音 は 北海道に は 普通で あるが、 樺 太で は 破裂音の 時には 出来ない とい ふ 事 は 第 一 節の 特 


質の 所で 述べた。 撥音 は m  n 一 一種と もに ある。 例へば ^ョ (山) isaal (無) ran  (下る) tan  (此) の 類で ある o 併 

し、 king,  tang の やうな 音節 は 無く、  ^の 撥音 は 無い と 云って い、 。尤も 偶然 的な^ は、 tn 本^でも、 shinko 

(信仰) shingi  (信義) など n の 次へ k  g が來 ると き は、 n は 自然、 後の k  U の 影響で、 純粹 の；： でな くが になる。 

斯うい ふ^の 出現 は 無論 アイヌ 語に も ある こと は、 旣に (二) に 述べた 所で ある。 

(二) 樺 太に 特有の 子音。 樺 太に 特有の 子音 は 次の 三種で ある。 

笫ー、 h- (軟口蓋 摩擦音) 

第二、  r. 

第三、 t. (1及让の咽頭音) 

此の 三種の 音に 就て 順次に 說明 すると、 まづ、 

(^1 ) h. 音. I 此は いは ゆる 喉 的 摩擦音で、 厳密に いふと 懸壅垂と 舌の 後部の 處 とで 調節 せらる」 攸 n お •！： 捋. ほ 

である。 勿論 我國 などに は 聞かれる ことのない、 そして ドイツ語の Nacht,  Acht など の^の 一： if: に 似た ものである。 

ゆ (釣) ral.l (毛) など 無數に 存在す るが、 時として は だ 弱く 單に ah,  rah などの 所謂 帶；^ ：れ .(aspirate) の 様 

にも 閲 こえ、 もっと 弱い 時には 全く  a  g とだけ しか 聞えぬ こと も ある。 

或る 北海道 アイヌ が 始め て 樺 太 に來て こ れを 聞いた 時 「樺 太 アイヌ はしゃつ いり をし 乍ら 物 ォ つ て る」 と 笑 つ た 

ことがある。 

さて 此音 はどうい ふ 際に 起って るかと いふ こと は 北海道 アイヌ 語と 比較して みると よく 解る。 
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clieh  s し  • 

mal.l (外) 

な 味 は 少しも 變ら ない けれど、 音が 斯う 變 つて ゐる。 殊に 此音は 全く 聞えない 事 すら あるから、 一 寸同^ とは受 

け 取れない ことがあ るが 尙同 語な ので ある。 

ロシアの ダヴ ラト ヴ オル スキ， - (Dobrot  vorsky) の 「アイヌ 口 シ ァ 辭典」 を 見る と、 彼 は 此昔を X 字 を 以て寫 

して ゐる o  ロシアの X の 音 は卽ち ドイツの ふの 類で ある。  . 

乂せ部 博に の 「樺 太 植物 調査 概報」 の 中には、 實に 奇妙な 方法に 寫 されて ゐ るが、 偶、、 以て 此 昔の 如何に 響き 如 

何に 知^され たかが 解って 面白い。 此に は卽ち 口 1 マ 字と 假名と を 以て、 次の 様に 書かれて ある。 

( 一 ) achni (4i 即ち al.rnl のこと) 

(、二)  idruil<oclim  (えぞい ちご 即ち klmllsll-31 のこと) 

(三) Ssachtureh-ni (ちしまい ちご 即ち sal.lttlrcl;llnl のこと) 

勿論 此は n  、-マ 字 だけで は 表 はせ ぬ 故、 更に 假名 を 振られた もので あらう が、 此兩 様の B し 方の甚 しい 相 逮は知 


らぬ 人に は 不審な ことで あらう。 思 ふに， S は ドイツ^の ふ の-意味で 川 ゐられ た。 だから 振 假名に ドイツの nac.ll 

noch の やうに 波 行に なって ゐる 。但 (三) の^ 頭に S を 二つ 重ねられた 處 など ffl に、 不文の ふ.！：^ を m めて 文卞に 

寫 さんと する 人の 多大の 苦心の 存 すると こ-ろで、 其 消息に 至って は HE じ經驗 を^: めた 私に はよ く 解って るる。 それ 

はかう いふ 譯 である。  . 

.  ゆつ く 

一 I.S ドイツ^の， g の靑 ならば r-ach,  noch の やうに na,  no が發 昔 された 後 北ハな の餘^ で、 綏 りと 出される。 お 

るに これに 比する と、 樺 太 アイヌの 發昔 では、 此 W は 緩り した 餘裕が 無い。 旣に ミ>  の^^:: 巾に これ を：^  J け 

てゐる やうな 氣 があって、 爲に no,  na 夫 自身が 齊 通の no,  na とは逮 つて ^こえる。 力し く は nho,  iiha などの 

いは ゆる 帶氣音 (Aspirate) となる ので はない かと 迄に 思 はれる。 sah の 場合で も S の帶氣 の やうに ^える。 さ 

^ばと ム つて，^ と 宵く と シの音 に讀 まれる。 そこで S を 二重に して おと 書きたい やうな 氣が 生す るので ある。 

私が アイヌ の 部落に S た 時 アイヌに 假名 文字 を敎へ てた。 或 時 一人の アイヌへ、 子供 を 抱いて ゐる 女の^ を^い 

て やったら、 其の 鏺の 端へ 斯うい ふ 事を樂 書して ゐた。 

タン マ ハ ネク、 ボホ トラ、 

タン マツ ネク レへォ ハナ 

へカチ イチ ス ケ 

これ は 斯うい ふ 意味 だ。 

.Tan  2^30^^  ； po-lio  tnra 
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Tap  Intlhr-cku  rShe  o"nana 

即ち 此 h. 音 を 寫 すのに 一 度 は，^  (h 音) で寫し 一度 は 促音で 寫し 去った。 書く 所. を 態と 見ぬ振りして どう 此音を 

觀す るかと 見て 居たら、 二度と も此 音の 所へ 來て 考へ考 へ、 苦心の 結果 終に ニ樣 になって 了った ので ある。 i 呂部博 

十： と此ー アイヌとの 苦心の 結果に 成る 此の 書寫法 を 照合して 考 へるならば、 私の 說明は 不完全で も、 此 音の 性質 は 

略： 了解が 出来る 事で あらう と 思 ふ。 

尙私は 此音は 千島 アイヌに も存 して ゐる だら うと 推測して ゐる。 それ は 樺 太 アイヌ 「舌」 のこと を ^ 若く は 

alll.l と 言って ゐ る。 北海道で は par-sn-be  (直譯 「口中の 物」 の義) で、 少しも 連絡が 無い が、 鳥居 龍藏 氏の 「千 

アイヌ」 の 中に 舌の こと を auk と 書き、 末に h を 小字で 書き 沿へ、 括 孤して 「注意すべき 發音」 と 注意書き を 

して ある。 其 事情 を 籠す るに 必す これ 樺 太の aul.l の 原形た る atik であって 而も 其 k が 將に樺 太の h. 音に なら 

ん とする 過程に あるか、 若く は旣に k が 摩擦音 (h) に 化せる もの かで あるが 故で あらう。 根 窒釧路 にかけ て は 未 

だ 摩擦音と はなら す、 而も 亦 破裂 (explosive) を させす に、 密閉の 作用 だけに 止まり、 宛 もい は ゆる 遮斷音 (Iln 

plosive) になって ゐ る。 其 ほかに も 私の これ 迄 聞いた 限りで は アイヌ 語の 語尾の k  t  P は、 全く 支那 語の 入聲音 

の 如く、 破裂 させす、 遮斷 する だけに 止まる やうで ある。 膽振 地方 もみな さう であった。  • 

(i&  一)  r. 音 — 北海道に は餘り 聞いた ことが 無かった から、 やはり 樺 太 特有の 子音の 部に 入れた。 倂し此 音に 就 

ての 研究 はま だ/. \ 不完全で ある こと を吿 白して 置く。 さて 如何なる 音で あるかと いふに、 r の 音に は 違 ひが 無い 


が、 も 少し d の 音に 近づいて ゐる 所が ある 。例へば、 

I;etal.a  (白)  retara 广. In) 

l;el.l (髯)  嚣 rek  (髯) 

val.l (毛)  さ 嚣 rap  (毛) 

などの 如く 常に 音節の 初音 (Anlaut;  Initial) に 限られる。 私が アイヌから 語 を 習 ふ 時に 度々 t  d に き 述ひを 

して 八 釜 敷く 直された。 直されて 日本語の 良 行 音に 發音 すると まづ 許容され るが 少し 頭 を かしげられる。 ^々上手 

になって ち^,^. と 許容され る やうに なつてから 自分の 發 音に 就て 考 へて 見る のに 舌 及 上顎の 位置 はま づ t の^で 

い- -o 其處で r を 發音 する のに、 流音に ではなし に、 殆ど td の 時の やうに 舌 尖 を 少しく 齒糟に 持って行って 一 寸 

，ル しめる。 td と S ふ點は td ならば 一 旦 密閉して 後 破裂させる ので あるが、 此音は 舌 尖 を觸れ しめる だけで あ 

るから 密閉と 迄 は 行かぬ。 それなら ー 音の やうな 側 音 (Lateral) になる 喾 だが、 土 臺矢張 r の 特微の 舌 尖 音 (C- 

olonal) であって、 ー の 特徵の 舌 上 音 (Dcrsal) では 無い。 且 ー の 様に 長く ひっぱれる 音 (Dauerlaute) では 無 

くて 日本の r  (棬き 舌で 無い 方の) の 様に 瞬間の 音 (momelltane  Laut) である。 そして 日本の r より は^ 尖の 

觸れ 方が 一 歩 進む やうで ある。 ひょっとしたら (今考 へ て 見る のに) 或は 舌 尖が 裏 上になる 所の 所謂 crrebarl とか 

cacmnimil とかい ふ樣 なので でもあった では 無から うか、 とも 疑 はれ、 或は 語頭 (及 shishra の 如く 無 g^r に紛 

く 時) などに て はよ く t に まぎれる から、 其 際 は 無聲の r 音な ので は あるまい かと も 疑 はれる けれど 今な に 調べる 

手段 も 無い から 此は 後日 再 探 檢の追 補に 殘 して 置く。 
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言 語 硏究  一二 六 

^  etcre  (待つ) i ョ Itara  (兌る) などの 昔 及び 語頭で も ran  (下る) renkai  (澤 山) などの r 音 は 一 度 も t 

と 混じた こと は 無かった。 これ は 果して 三 背に 二種 あるの だか、 それとも 义若 しゃ 個人的 差、 方言 的 差で でも あつ 

たか、 或は 叉 何 か猛の 聞き 様の 惡 かった のか、 此點も 今 暫く 疑を存 して S  く。 フ イツ マル エル (Rlizmaier) のァ 

イス^^ S 究 "Unt ひ rsllclulng21  {it>er  den  wall ckr  Aillo  -  ^で raclie" に 引 w して ゐ るの を！ E ル. ると、 口 シァの ダビド 

フ (Davidoff) もや はり 此 r 音 を t と間逮 へたら しい 。例へば 1 1 

ve!:ara  を ^O^.^M.^  (白) と 云 ひ、 

vetatchl.ri  (白鳥) を detatchiri  (白鳥) と 云 ひ、 

re. (三 ッ) をお (三 ッ) と 云 ひ、 

；. eba  (木綿) を deba  (木綿) と 云って ゐ る。 

フィ ツマ ィヱル はこれ を 方言の 羌 かと m 心って ゐる やうで ある けれど、 W は此は r 音の t に 近いと ころから 起った 

ダヴィ ドフの 間き 途ひ である。 

ま 

併し 玆に確 (一一：： してお き^る 事 は 隨 分 語 中に あっても 此の r. とい ふ 音 は 聞かれる ことで、 例へば shish-i:a  (目つ 

で) の 如き、 叉 env ョ -  (岬) の 如き 語が それであった。 殊に envsn のよ く  cndnm と途 i! はれる ことに 就て 

は：^ も 而.： ：： い 事 K が ある。 それ は 北海 近に もこん な 事が あって 矢 張 私の 敉 にこ の 昔 を d に 聞きち が へ ると いふ 事が 

あった 极 跡が はえて ゐる ことで ある。 

北^ 逍の^ 南海お 所 E 下 場所 地方に、 大小 二つ 並行した 形で 太平洋に 向って 突出した 岬が ある。 小さい 方 は^ 振 


窒蘭 郡の 擀辆の 岬で、 大きい 方 は 赤 鱒の 左の 鰭 頭、 日 高の 幌呆の 地で ある。 勿論 北：； 蝦^^ i 地名 解 (^二 版) に 

も ある^り、 ^辆は 231111 (「岬」) の 訛、 endtlnl,  cdcm(o) で、 幌，； ： 水 は 即ち poro( 「大」 ) cnrinn (「岬」) の 1、 づ oro 

edlsl(一) である。 さう か と^ふと 一 方に は、 叉幌， M 都の 尖端の 岬 は 今に 襟お 岬と へられて 此^に は を 傅へ て 

ゐる。 明かに 是は enrmn の r 音が d に まぎれ 易かった こと を證據 立て る ものである。 

因みに 云 ふ。 此の eT-3m とい ふ^は、 藻汐 草に も、 蝦夷 語箋 にも、 蝦夷 ^拾錄 にも、 バ チラ ー 氏の^ おに も、 

； i ら された^ であ. る。 恐らく 北海道に は 地名に 共 名殘を 止めて 消滅した 曾 葉で あらう。 樺 太に は今尙 生命 を 持って 

遣 はれて ゐ る。 地名に も H ンルム • ポロ ェン ルム ，チ H ぺ ン ル ン (chell-ellrsn 「魚 岬」) などい ふ處が ある。 ゃ产 

ェ ンバ レ ン 氏が 出お の！： 名 を解釋 された 時 「 ィ ヅモ」 を etu-mci  (岬— 灣) と 解かれた が、 サ右 し^^ 此の ェ ンル 

ム —— H ヅム —— ヱドモ (惠曇 ) サ 右く は ィヅモ (出. ま) とい ふ 語が 知られて あったなら、 此の cnrum で 解かれた 

かも 知れぬ。 海中に 突出した 處にィ ヅモの 名の 附 いて ：9 ると ころ は、 ひとり 出^！:、 出^の 御： t 山ば かりで は 無し 

に、 日本海 岸に は 越後に 出 雲： t あり、 太平洋 岸に は 本州の^ 南端、 紀^の 潮 見 崎の 側の 岬が 亦 出^ 岬の 名が ついて 

ゐる G 

(第三) k の 咽頭 音 —— 咽頭 昔と いふの は 多く  S を 後に 伴 ふ k、  t について ( P も 可能で は あろが、 稀) 起る 變 

化^で ある。 日本で は、 佛 家の 讀み 癖に よく ある ものである。 

r 今ぁ姊 の」 ： ：nemt>utno 

「菩薩に」  bcsatni 
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言 語 硏究  一 二八 

^澤邊 の 人の 發音 にも 「親切な」 (shinset-na) などに 於て 此が現 はれる ことがあり、 叉謠 曲の 「日 珂 の」 (jit 

ll^ct-no) などに も 聞かれる。 始めての 人に は 定めし 妙に 聞え る だら うが、 樺 太 アイヌ はよ く 此音を 出す。 例へ 

ズ、 

づ a.k-ao  ( 1： d,)  paKlllo  (^t?) 

tani  allalf-nD  (4/ な) taniallak-nrt へ 今な) 

此は閉 音節の k であるから 一 舣 法則で は h. 昔になる べき 場合に 屬 する けれど、. n が 後に 來る 時に 限って 嵐ミ 此の 

k-w になる ので ある。 

第五 節 音 韻 變 化 

以上の もので 樺 太 アイヌに 主 耍な昔 韻は悉 されて ゐる。 さて 此 等の ものが 連 續の關 係 上 夫々 種々 樣々 な Is を 取 

るので、 まるで 通じ なくなったり、 別な 一一 一一 11 葉 を 聞く やうに なったり する ので あるが、 就中 一番 多く 變 化する の は ど 

うしても 

o  o  o  3  » 

^ 1 破裂 昔 (k  t  p) —— である。 前に も 一 寸 述べた やうに k  t  P はま づ、 

( 一 ) ^節の 終に 立つ 樺 太で は 母 昔 を 添へ る こと は 北海道に も ある ことで、 玆に例 を 擧げる 迄 もない が、 例へば 斯 

うだ o 


f  (き ； kid 

2^  S  ；  nu 一 chi 

tek  3  ；  take 

ぼ 籍) ； itaki 

dlejo  8  ；  die ま 


5fJ/  ；  muchi 

te、  ；  teke 

die  ；  clicpi 


け. W ども、 ^等の 語が、 すぐ 他り 3^p-^nt^5t5  ^  f^l?, 

. . -ゃグ  一 m ュ k て 力まる 所の) 語 を以 つて 續 けられる と、 必す 此の 本来の^ ^がな 否して 

采る o 


n  i あり や？ 即ち 渡 場で 舟 を 呼ぶ 時な ど) 


んー . - ： つかま 

お 二手で 捕へ た)  •  • 

脫？ ると は 云った が、 併し 全く 脫落 し 去 るんで はなく して 實は 摩擦 昔 化 i£ し てぎ 云つ • こ 1/ よ 

つて 幽か に鬵さ れて 居る。 h. 昔 I、 語の 終る 時には 簡 えない がち なれ ど、 奮 I まが) が^^ こま" 

瞭に閬 える。 ：  ： f  n,i  (I 

つ 募- p。  c§f  chep-po〕 

I  -  k?  iki  ( ： ： . ， ト ほ §r  nak  -  ka  iki〕 
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言 語硏究  一 三 〇 

若し 次の 語頭が 母 昔なら h. 昔と ならす に 原 昔が 響く ので ある。 斯 くして 最 奇異に 感 する こと は 樺太ァ ィ ヌ は 促 昔 

を 出す ことが 出来ぬ ことで ある。 玆に擧 げた 語 は 何れも 北海道に て は 促 昔に 出す 所 なれ ども、 樺 太 は 皆 之 を h. 昔 を 

發 して ゐる。 彼等 は 促 昔の 昔 休止の 時間に 喉の 摩擦音 を 出す。 夫 故に 國 語の 音まで も 促 昔 を盡く  h. 昔に 發 して ゐ 

る。 例へば 

づ a  (^>y》。)  s^w 

さて 次に これ 等 kt  P の 破裂 昔 は 叉、 

(二) ィ (.1) と 綴らる-時に 顎 昔 化して、 ^の 昔と 化して ゐる ことがある。 是は. 1 音の 影響の 爲だ らうが 外に は 

1 寸珍 らしい 現象 だ。 (伹し t の 場合に は chi となる から ゆ となる 例 は 見あたらぬ) 

shik  (皿)  si ま (皿) 

sllikral) (一一、 !0  chi ケ 7~-ra-  (一 m) 

asliik-ne  t/rw)  aslii き He  (71, *>0 

chip  (き)  cl ま 3 


私の 考 では、 此の 現象 は 破裂 昔が 直ちに 吐になる ので は 無くして 一 度 原則 通り h. 昔に 變じ 北ハ h.^ が 後の. 1 の はめ 

に 更に^ 昔 化されて ^'昔と なり (丁度 獨 逸の ich,  slich の ゆの やうに) 遂に^に なる ので あらう と^ふ。 g うい 

ふ譯 で、 北海道 アイヌの、 k や P とい ふ 昔が 屢、、 樺 太 に^に 變 つて ゐる。 

それから 次に は、 

(三) P が^に なって ゐる こと。 これ は 前のと は 遠って 語尾に 限らぬ 。時として は^ i 頭で ある o 例へば (ぽ抓 は 北 

も往々 起る 變化 であるら しい。 北海道 内の 南北 方言の 差の 中ン 

に 南方の paro が 北方に charo になって る 事が 見えて る ) 

お 爵^な  な 

pash  (iiH-:6)  ；ash  (顏{〗^)  . 

ej)akashm1 0y  w  ec/mkashml-(kara)  (It ト) 

|>aro  (  n  )  き ro 

(四) t が r. になって ゐる こと。 此は 多く は 無い が、 例へば、 北海道 アイヌが attusll (「厚司」 とい ふ アイヌ 

有の 織物) とい ふ 所の もの を 樺 太 アイヌ は al.lvtlsh と 云って ゐ る。 sb 太の 方で t を r. に 訛った の だとい ふな 味で 

は 無い。 た^ 對照 上そう なって ゐ ると いふ 迄の こと だ o 寧ろ 此は樺 太の 方 は 古い 形で、 北沲 道の 方が、 前の t 昔に H: 

化して rush の r が t こナ X つ も^ 丄ゥ。 へ at と 云 ふの は 厚司 を 造る 木楡の 一種の いは ゆる ォヒョ I の 事で、？ 司 は化ハ 

, ！パ ；グカ 4^^^ パ 木の 皮 を 細く 裂いて 織る ので ある。 rust! は 『皮』 とい ふ 事 だから atrusli 

力 語原であって、 それが、 北海道で は assimilation で attush とな ン 

リ 樺 太で は fncatlze して al/rush となった かも 知れぬ ので ある〉 
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首 語 硏 究  一 三 二 

(五) pk が f になって ゐる事  此も 1 見す ると 例へば、 

t  (凝)  32f  § 

の 如く、 北海 笪の P が軟 げられ て f になって る やうな 現象で あるが、 よく 考 ベて 見る のに、 此も 或は、 音節の 末の 

P が 樺 太 昔 の 一般法 則に 從 つて h. 昔に 化した ものが、 母音；" (唇 を つぼめて 作る 昔) の 影響で 唇 昔 化して f とな 

つ^ もので あらう。 總 じて アイスの f 昔 は 皆 上下 兩 唇の 間に ごく 輕くか \ る 摩擦 昔で、 母 昔 U と 隣る 時に のみ 起 

り、 h 昔 h. 昔が、 偶、、 其の 影響 を 受けて 變 じたる ものに 外ならぬ ものである。 

「桦 太梳物 調^ 概報ー に 「バイ ケィ サゥ」 を Isfu-kina として ある o 北海道 アイヌ はこ れを shi-lsp  Idmi とい 

ふ。 shi は 「大」 「 眞」 の義 で、 kina は 草の 義 であるから、 此 草の 名 は ぎづ が 語根で ある。 樺 太なら ば、 其 習慣 

に從て となるべき 喾 だが 前の 母 昔" の 影響が あって f になった ものである。 徂 f の 後の U は 此は餘 計 だ。 併 

し此も 不文の 一一 一一 口 語 を採錄 する に 方って、 最も 有りがちの 誤謬で、 吾々 日本人 は、 國 語の 習慣 上から、 常に かう いふ 

場合に、 假名なら ば ふと 寫す 所で あるから、 口  T マ 字に て寫す 際に も^の 如く 誤る 。必竞 する に ドイツ語の B1K.11 

の^の 如き 發昔 なので ある。 普通の f と は 勿論 大邊 違って、 殆ん ど、 聞き 去った 後、 記載 せんとして ゐる 時には、 

こた  ， 

"の 響きが 耳に 感へ たやうな 錯 覺が殘 つて ゐる ため、 私な ども、 最初 は chuf (「日」、 北海道の chup) をよ く  cclulfu 

と 害いて 仕方がな か つ， た覺 え. が ある。 


k  t  p に 次いで 多く 變 化する もの は、 先づ、 此良行 即ち！1 の 音 を 以て 綴られた 音節で ある。 

( 一 ) 良 行 音が、 すぐ 後に 奈行音 を 伴 ふ 時 は、 直ちに 同化して n になる。 

sakiri  (き Hi  (チ) —— said 目 i  9  ； 奪) 

此は 北海道 アイヌに も ashiri  (新) no  (に) —— ashinno  (新たに) の 如く 全く 普通の 現象に して、 バ チラ ー 氏 

の 文典に も あり、 且 日本語に も 「盛に」 が 「盛んに」 の 如く、 有り ふれた 變化 であるから 詳しく述べ るに 及ばな 

(一 一) 良 行 音が、， すぐ 後に 多 行 音 を 伴 ふ 時 も n に變 化す。 北海道 アイヌなら、 ，此 場合 は 後の 音に 同化して r が t に 

變り、 t の 重 音に なって、 我國の 所謂 促音になる 所 だ 。例へば、 

lui-koro  +toi  .  ku-kc^tol 

然るに 樺 太で は P "音に して 了 ふ。 

+te  (AT 厂 t!0 —— ^pf^  (E^^>) 

koro  so. 浙 i.)  +te  (AT 厂 tiO —— k§  te  (HJtl.,  M-fc 

第三、 n 音 (附 s) 

n 音の 變じ方 は 甚だ 特徴が ある。 
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言 語 研 究  1 三 四 

(一 ) すぐ 後に S 若く は 吐 を 伴 ふ 時 は は、 母音 化して ー に變 する。 

tan  +  shine  (1CD)   tai-shine  CD) 

pon  (、ヶ ゆ) +suma  r か)  で oi-suma  (、JM5、 

pon  (、ヶ^ •)  +seta  (み)  poi-se<a  (、ケ^:) 

§  sl^ii- .1 (而) ——ail  se ま s 

此は 今迄 云 はれた 事 を 聞かない けれど 實際は 北海道 アイヌに も ある 現象 だ。 例へば 私自身が 經驗 した 貧しい 資料の 

中に でも、 二 ケ處に 三度 程 遇った。 

rikun  (^や) +sllui  (き —— rikuislmi  (# き $00^^^ プ 々& 

pon  (ゝケ ) +sllion  (IE)   Poishion  (ゝケ 5E)(l^lh) 

rikun  (き 十 shui  ka  (き . —— rikt-ishtlika  QS  (书 ！c  、  :  濃) 

乂藻沙 草に、 Shimon  (針) +sam  (fl)  shimoisam 

叉辭 書に ulakui-shiri  (汁お) の 語 あ ひ、 明かに 

saklln  shiri の 熟語で ある。 

此の n が ー になる とい ふ 事 は 外に は 珍奇な 事 だら うか も 知れぬ 。が n は 母音 的 性質 を 持って ゐる 所へ、 次へ 來 

る 所の S 昔 はおの 前端が 高まる 所から、 嚎ズ 前部 母音が 出て 了 ふので あらう と考 へられる 。其 證據 に、 同じく 舌の 


前端の 上る y 音に ついても 同様の 現象が 起る。 即ち —— 

(二) すぐ 後へ y を 伴 ふ 時 は n は 亦 母音 化して ー とい ふ 母音と なる 

an  (第 lAmcDAfB 镞 il)  +ye  sfc —— aiye  (雜 w ト) 

北海道に も、 (まだ 說 かれた こと は 耳に せぬ が、) 事實行 はれて ゐる。 

(三) すぐ 後へ W を 伴 ふ 時 は 母音 化して n が "に變 る。 

an  +wellte  (si-) —— aswente 

此 三つの 場合の 變化は 同じ 關 係で S の 際に も 起る かも 知れぬ。 例へば amam  (飯) +SU  (鍋) が amaisi 一 (颇 鍋) 

と發 音され てゐ るから。 

第 四、 h 音 (附 f 音) —— 

(一 ) 語頭の は 連績上 逢、、 聞え なく 成る。 例へば、 

； pen ハゝ j く 十 liemoi (纖)  .poll ひ moi V ヽ huo 

an-  (10  furai っ紫 ト)  anurai 
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ひひ  ふ  KU 

(二)  ー 音の 前の もの は、 往々 顎 音 化して、 今日の 東京 音の 狒々、 日、 火な どの 音 (聲音 擧 上の 9 音) となり 一 歩 

す」 んで 火が しと^る やうに 甚屢、 、 shi と 響く。 

llelnata  (へ PJ)  +ki  (聰 i.)  +hi  (镞 n) —— hematakishi?! 

s^s,  ？!) 

第五、 h. 昔 —— 

此も 前のと 丁度 同じ 變 化で ある。 ー 音と 隣る 時に 常に 吐と 響く。 其 爲め 一 見す ると、 宛然、 北海 莨の k  t  P が.^ 

音に 變 るかと 思 はしむ るので ある。 

liarl67， (露) <  Isri^l  <  l《ari で 

ast=67me  (A)  A  ashsne  <  ashikn ひ 

せ 以下 呰是 である o 

叉 U 昔と 隣り す る 時 に 其 唇 の 影響 を 受け て f となる こ とも 前已 に 云 つ た o 

dull  (m)  <  chtl!;!  <  chup 

tuf. (い) A  s  <  s 

%  A  yul.l A  vuk 


第ブ省 &  As 

之 を 要す る に 樺 太 アイヌの 音韻組織 は 北海道 アイヌの ものより は 餘 程複雜 にな つて ゐる ことが 解る。 ー體 アイス 

語の 音韻 は甚單 純な もので は あるが、 樺 太 アイヌ は 古くから ギリ ャ ー ク • ォ ロッコ • 山 丹 人 • 露西亞 人 共 外^々 c 

人糚 と接觸 した 結果で A も あらう が、 北海道 アイヌに ある 昔^ 變 化の 全部 を^す る 外に、 北海^ アイヌのお しない 

變 つた 變化を もお して ゐる。 總 じて 樺 太と 北海道と どちらが、 よ" 古き 音 を 保存して ゐ るかと いふ 車 は 今 日までの 

アイヌ 語の 研究で は 中々 云へ 無 い o 大抵 日本から は 僻遠 の 地に 位す る 樺 太 は 必定 十：： 色 を 保存し てゐ るに 逯ひ 無い と 

さ 5 

いふ やうにば かり 考 へられが ちで あるが、 私の 觀察 では、 少 くと も然 ばかり も 思へ なかった。 諸 形態 上の $ になつ 

て も 中々 北海道 の 殊に 日 高の 沙流 地方 の 語の 方に 古 形と おぼしき ものが 見出される ことが 往々 あ る。 枰太 アイヌ 自 

身 も、 沙流 地方に は ！ 目 を いて ゐる 様な 所が ある。 歌 謠 にしろ、 刺繡 にしろ、 彫刻に しろ、 すべて A: ら沙流 を 本 

源 地と する やうな、 丁度 吾々 の 京都に 對 する 様な 或る 愦懷ゃ 尊敬の 感情 を拂 つて 迎 へる。 アイヌ 人の ，1 ェ物 や、 お 

眞ゃ、 彼等に 少し 目新しい 善美な ものが 目に 觸れ ると、 すぐ サ ルン ク (sar—tlnllulr 即ち 「 沙 流の 人」) の もので は. 

無い かと 云って 喜んで 眺める。 さう いふ 風で、 言葉な ども 少し 長たら しい もの を 遣 ふと、 せハ： い^は、 それ は^の サ 

ルン クの 言葉 だら うと 云って 笑 ふ o 年寄 は、 それ はい- r 言葉 だ、 立派な 言葉なん だと 云って 若い者 をた しなめ ると 

いふ やうな 鹽 梅であった。 面. い 事に は 今日の 沙流 地方の RI 常の 言葉 を 遣 ふと、 若者に も 老人に も 解らない が、 沙 

流 地方の 古い 叙事詩 を朗讀 すると 老人 達 は、 十 中の 六 七 は 解る と 云って 欣 こんで 聽 いた。 これは^す しも # 太の (：：： 
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^が沙 流の 古語に 似た 理. s と はならない。 寧ろ 昔薩州 藩の 人が 南部 藩へ 使した とき、 謠 曲が X りで 物 を 云ったら 始 

めて よく 來 意が 通じた とい ふこと を 思 ひ 出させる。 併 乍、 尙 一般に 樺 太の 言葉 は簡 古で 質朴で 手 短で ある。 之を沙 

流 地方の 流麗な、 修辭に 富む、 婉曲 自在な ものに 比する と 如何にも 田舍的 • 原始的で ある。 或は 古色が 其 中に ある 

、クキ 

かも 知れない。 思 ふに 樺 太の 叙事詩 も 日常 語より は 却ってよ く沙 流人に 通す るか も 知れない。 が、 私 はま だ沙 流の 

人へ 聽 かせて 試みた ことが 無い から はっきりと は 云へ ぬが、 樺 太の 音が 餘り 色々 に變 つて ゐ るので、 殊によ つたら、 

北海道 アイヌに 解る にしても、 それ は 北海道の 古 謠の樺 太 アイヌに 解る 程度まで は 解らない ことで あらう、 と考べ 

てゐ る。 今一 つの 面白い 事 は、 樺 太 方言と 北海道 方霄 との 間隙 はよ く 千島 アイヌの 首 葉 を 以て 橋 かけが 出来る こと 

である。 どうしても 今後の 今一 歩 進んだ 研究 は、 此三 大方 言及 カム チヤ ッカ アイヌの 言葉 (此は 多く 千島 アイヌに 

近い やう だ) の 比較の 上から 出立し なければ ならぬ。 かくして 始めて 史料 を缺 如せ る アイス 語擧 もやつ と 藤 史的 變 

.3 に 目 を 留め る 事が 出來 るで あらう。 

^後に 今迄 述べた ところの 種々 なる 音 を 我阈 昔と 對 照し 易から しめんが ために 五十 昔 圖 に 倣って 表 を 作って 見る 

と 次の やうな ものが 出来る。 注意すべき 點 のうち、 

* を 施した もの は 我國音 と 同じ やうな ところで あり、 

+ を 施した もの は 我 國と異 ると こ ろで ある。 

左の^ の 外に 頭 音と なりて 昔 節 を 構成せ す 唯、、 末 音と なり 得 る 摩擦 昔 h. 及 昔の. 結合 上偶發 的に 生す る k.  あれ 

ど此は 別に 圖 せす。 


表 韻 音 ヌィァ 


o 

e 

u 

1 

a 

音^/ ^ 
/^子 

ko 

ke 

ku 

ki 

ka 

k(g) - 

so 

se 

su 

shi* 

sa 

s - 

to 

te 

tu+ 

chi* 

ta 

t ゆ- 

no 

ne 

nu 

ni 

na 

n- 

po 

pe 

Pi 

pa 

P(b)- 

ho 

ho 

fu* 

hi 

ha 

h- 

mo 

me 

mu 

mi 

rna 

rn- 

yo 

ye+ 

yu 

〇* 

ya 

y- 

ro 

re 

ru 

ri 

ra 

r(r-)- 

wo 

we 

0* 

？ 

wa 

-w 

sho 

she 

shu 

shi 

sha 

sh- 

cho 

che 

chu 

chi 

cba 

ell- 

第 
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第三 章 アイヌ 語 淸濁考 

第 1 節 アイヌ 語に 濁音 は 無い か 

一 

アイヌに は 濁音が 無く、 日本語 を 使 ふ 時に さへ、 例へば、 『段々 に』 を 『たん 段に』 『岩乘 な 雁首』 を 『かん 乘なか 

ん首』 とい ふと C 

此は、 北海道の 人、 或は 北海道から 來た 人の 口から、 我々 の 何 べん も 聞いた 言葉で ある。 成程、 こんな 例 は、 ァ 

ィ ヌ に附き 合って ゐ ると、 幾らでも 擧げ るに 窮 しない。 自動車 を チト， - シャ、 五十 錢を コチッ セン、 ゴム を コム、 

馬鹿 をパ 力、 どうしても をト， - シテモ など、 曰 常 極めて 普通の ことで ある。 

i 北方 言の ベ こ (牛) を 取 入れて アイヌ はべ コと發 音し、 邦語の 通辭 (r) を 探 用して アイヌ は tunchi とい ひ、 

錯 を tmllls, 小袖 を lecsonto,  Issollte など、 本當に アイヌ は 濁音 を 出せな いのかしらと 疑 はれて 來 たりす る。 

併し、 どうした ことで あらう か、 昔から、 アイヌ 語 を 書き集めた 物 を 見る と、 どの 本に も、 誰の 書いた ので も、 

濁點を 施した 假名 を 幾ら も 幾ら も 見受ける ので ある。 此の方 面で 代表的な 最も 著名な 本 は寬政 年の 上 原 熊 次郞の 

蝦夷 方 首 藻汐 おで あるが、 第 一 枚 目から、 

雨  アプト、 ルァ ンべ 、ベー 一、 ゥ-ー lo 

火  アベ、 ゥン ジボ。 


日  べケレ チュップ o 

などの 語が 見え、 紙 を 繰る につれ て尙 

. 川  ベ ッ o 

川上 ベ ナケ、 ベ ナタ、 ベ ナ ケタ。 

川下 パ ナケ、 バ ナタ、 バナ ケタ。 

川尻 ベ ッ ヲショ n  、 ベ ッショ 口、 ベ ッ ブ ッ o 

川岸 ベ ッ シャ。 

川原 ビ タラ o 

の 類が 限り もな く 見えて ゐ る。 外人の 記録した 方を昆 て も、 例へば 日本 アジア 協 < 

れた 語彙 を 見ても、 例へば： I 

年、 煙。 

w^wo-  -no 

Bantike,  To 

Ben  ake, 上で 

wekere, 光 o 
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Biyapa, 稗。 

Deda, 此處。 

Do,  乳、 tno 

Doi,  土  o 

Ganish  一，  H.O 

Glrorp  力 ◦ 

Gucha, 小屋。 

Gu  tu, 帶。 

など、 その外 澤 山に 見えて ゐ る。 歐洲で 出来た 最大の アイヌ 語 辭典の Dobrotvorsky の アイヌ •。 シァ 辭典に も 

B の 部 D  0 部 C の 部が それぞれ 數 多の 語 *? で 成つ てゐ る。 

誊 

かう して^て 來 ると、 アイヌ 語に 濁音な しとい ふこと は、 結局、 极も葉 もない 虛說 であらう か。 虚說 だと すれば 

また 如何なる わけで さう いふ ことが 云 ひふら されて ゐ るの であらう か？ 

お 後に こ oil! 題に 對 する ジ ョ ン*パ チラ， - 博士の 見 醉は どうで あらう か。 實に同 博士の A  inu  -Mlnjlhh- Japanese  Di 

つ 二き nry に は、 思 ひ 切って、 B, 1)， G,  J, の 部 は 全くな く、 それに 属する 語 をば それぞれ、 1>, t, 】c,  ch の 部に 出し 

てゐ るので ある。 卽ち アイヌ ^は、 ^頭に は 一 つも 濁音 無しと いふ：^ 解な. ので ある、 併し^ 中には 幾ら も 認められ 
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て、 例へば aba  (親類)、 abe  (火)、 abe  (假僞 )、 t  (入れる)、 ah§ge  (入れる)、 I  (飽 )、 I  (食 

器)、 I  (わな)、 anbe  (物)、 ande  (置く)、  ange  (せんとす)、 angesh  (欲せぬ)、 angura  (柵)、 anguru  (ノ 

者)、 angus-  (故に) など。 中には また、 淸濁兩 形 を 併せ 擧 げられ た 語 も 若干 ある。 例へば、 

Kesh  or  Gesh, 末、 尻。 

or  Guru  or  sir, ゾ ^no 

wllsu  or  GUSH, 故に 爲に 

Ilepashi  or  K^s^-. 川下。 

Pera  or  wera,  00 

UJ}as  or  ulDas, 雪 o 

Yu で i  or  Yubi, 兄 o 

など、 この類 もまた 相 當澤山 ある。 たぐ^に， 5 つて a ると、 兩 形を擧 げられ た 語 だけに 於て 淸 濁が 相^す ろ 力 

abe,  ahunde  anbe の 類 は 常に 必す 濁音で あり、 之に 反して、 pot  (川)、 psata  (川上)、 panata  (川下) など 

いふ 類 は、 おに^す 淸音 である やうに 思 はれる。 

娘して 然り や、 上 原 や Dcbrotvorsky や Stinimers の 語頭からの 濁音 は、 全然 誤な り や？ 


第三 章 アイヌ 語 淸濁考 


必ずしも 無く はな い 


會 語 研究  一四 四 

私，：：： 身 この 問題に ついて 色々 な 經驗を もつ て ゐる。 まづ 私が この 問題へ ぶっかって 行つ た 過程から 報吿 しょ う o 

私の この 問題に ぶっかつ たの は、 アイヌ 詰 へ 指 を 染めた すぐ その 日からで あった。 私が 始めて 耳に 響いて 來ろ アイ 

ヌぉ を、 書き留め たの は、 明治 三十 九 年の^、 白老の 酋長 サレ ツキに 就て 筆錄 した アイヌ 民謠 であった。 サレ ツヤ 

は 共 時已に 晩餐が 濟 んで 微董： を帶 びて ゐ たが、 私 は 尙麥酒 を 一 一三 本 取って 民謠を 聞かして もらった。 その 時の 私の 

錄は、 かう 始まって 行った。 

21e  ^.n^m.^  is,am. 

即ち 頭から 濁 昔 を 以て 始まって 行った。 かう いふ 濁音で 始まる 語 は、 watchelor 博士の 辭 書に は 無い 故、 これ 

は 何とい ふ 歌 意 か 少しも 意味が わからなかった。 しかし、 翌日 鹉 川へ、 翌々 日日 高， へ、 次々 到ろ ところ、 アイヌの 

前に 之を繙 いて 讀み 出して 兌る と、 人々 は 破顔一笑して 其の 語釋 をして くれた。 それに 據 ると、 watchelor 博士の 

^k:: にお^: に ま U いてる 語に あたる ものなる ことが わかって 来た、 即ち その 流儀に 害き # へる と、 何でもない 肯葉ば 

かりで、 次の やうな ものな のであった。 

Iskoro  (私の) kll-yup5  (兄き) ku-nnkan  (見) rusui  (度い.；  , 

isroka  (けれ 共) tllhnano  (遠) -ngusu  (故) 

e:ie  <- どう) ku.  kan  (しょう) Isflm  (せい」  . ，  .  ： • 


のみなら す、 この an  i/usu さへ も、 an や usu にした 所で 少しも さしつ かへ が 無かった。 どちらが 木 常 かと^い 

て^ても、 答 は どちらで もよ いとい ふの みであった。 或 者 は、 同じ こと だとい ふ。 屮に は、 いくら ^找 に^んで 問 か 

して 『どちらが 本當 か』 と 尋ねても、 『同じ だよ、 同じ こと ぢゃ あない か、 どこが ちが ふんだ』 と 逆^して 來る もの 

さへ あった。 即ち 私が 清音と 濁音と に 交互に 呼ぶ のに、 之 を 聞いて 多くの アイヌ は、 その 問の 差異 を戍， 5 しないの 

である。 此は 私の 少しも 豫 期しなかった 意外の 發^ であった。 しかし かう いふ こと はま だ 外に もちよい ちょい あつ 

た。 仏 ハは列 ■〈 ば、 sal:5;=  sha づ o  (沛 )、 stlsv- =  S1SS11U  (银 )、 sunlan  slnima  (石)、 so  =  sno  (他)、 Saul = SFU-Tn 

(側)、 snt=shtlt  (麓)、 san  =  Shan  (下. ろ)、 sllycHshllye  (振る) の 如く、 すべての おに 於て、 s  =  sh で、 アイヌ 

に 取って この 二つの 音が 同じ 音韻だった ことで あ. る。 その やうに、 破裂音に 於て は、 淸ん で無驟 に 呼んでも、 濁つ 

て 冇聲に 呼んでも、 やはり アイヌ 語に は 同じ 音韻だった ので ある。 吾々 の环に は 诞^ があって も、 アイヌに は それ 

ほど 耳に 立たない 。少 くと も 同じ フ矛 一一，' ム だった ので あ. る 。だから 人に. H つて、 叉 地方に. H つて、 川の こと を も 

或は で et 或は l3ct, 川上 を 或は で enata 或は び etsta, 川下 を 或は Janata 或は Janata と f ムふ のであった。 そし 

て實 際ど ちらに 呼んでも、 同じ ことで、 多くの 人に は その 差が 感じられす に濟 んでゐ る。 少く とも、. すべての アイ 

ヌに、 それに. H つて 何练の 意義 上の 差別 を 生じない のであった。 實際 アイヌ 語に は、 淸濁に 出って^ 味の は： ろ やう 

な 場合がない ので あ. る 。例へば、 ギン (銀) と キン (金)、 力 (蚊) とガ (蛾) ゴマ (胡麻) と コマ (獨樂 ) の やうな こ 

とが 全然 無い ので あ. る。 s といへば 沼湖で あるが、 Is と 云って 別に 外の 意味の 語が.^ 在す る わけで はなく、 や 

つばり 沼湖 を 聯想す るので ある。 仕 は 『こ、』 であるが、 と 云った とて 別に 外の 意味のお が ある わけで なく X 
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^ 『此 處』 を考 へる ので ある。 abe  (火) を必す abe とい はなく つても い、 ので ape で 十分な ので あり、 同找に 

£〗1〕e  (物) も anpe  (物) でよ いし、 ande  (置く) も ante,  an^urtl (人、 者) も anluiru で本當 なので ある。 

だから atig 一" su  (故に) も ankusu で 少しも さしつ かへ がない ので ある。 叉" てれ だからで ある、 アイヌ 人 は、 邦 

一 ^ を^: ふ 際に、 淸濁を 一向 注意し ないで、 平 氣に皆 一様. に發 音して それでお 互の 間に は 通じて ゐる。 だから 邦人に 

\ 向っても 『たんだん に』 だの 『とうして』 だの 云 ひ 出す ので ある。 今の 若い者で も、 隨分 邦語に 逢した もので も、 

お 後まで まちが ふの は、 この 淸 濁で、 眞面 目 な 席で、 コ シュ、 コシュ (御 酒の つもり) と 云って 通じな くって 笑 ひ 

^を 逍 した 人が 居る。 r ム はれて ハ ッと 氣が附 いて 直す 人 はま だよ い 方で 、云 はれても、 どちらが. ！4 常 だか 知らす に 

チャン， ホン に 云 つ て る 人が アイヌに 多い ので ある。 

旣に アイヌ 語 は淸 濁が 語義 を 分た す、， 多くの 人が 淸濁を 識別し ない。 それ だから、. 人に よって、 即ち だみ聲 の 男 

など、 頭から 濁って 聞え る やうな 發音を する もの もゐる ことで あるし、 それが 殊に 酒で も 飲んで 呂 列が 綏ん で來る 

と尙 さうな ので ある。 一 體に小 兒ょひ は 大人に、 婦女よ ひ は 男子に さう だ。 叉 丁寧な 詞づ かひよ ひ は、 ぞんざいに 

ながれる 詞遣 ひ、 几帳面な 人よ ひ は 豪放な 磊落な ものに、 さう 云った 倾 向が 濃い。 反對 に^ 女子の 丁寧な 詞遣ひ を 

\ 閗 いて ゐ ると、 殆んど 全く 濁 昔が 聞え る ことなく、  watchelor 博士の 辭 書に 濁音に 記されて る もので も、 どしどし 

淸昔 のま、 に 呼ばれる。 例へば、 . raige  (殺す) を raike、  hetige  (曲げ る) を 113ke、  teda  (こ 、に) を teta、 

さ- に) を t(ia、  ib つ (食事) を i で c と 呼んで ゐ る。 試みに 自分で さう 發 音して 見る に、 アイヌ は 少しも 

共 を 聞き とがめす、 平氣で 聞き 平氣で 受け 答へ をす るの が 常で ある。 


所詮 は、 みな 淸 昔に してい \ ので ある 。決して、 二 つと して、 此 だけ は d でなければ ならぬ t では 嘘 だとい ふ 

語 はない、 同様に g も b もさう である。 恐らく  J3atche】cr 師の 辭典 中の b,  d,.g を 全部 p,  t,  k に^し^る" 

否む しろ その 方が、 よ ひ 第 I 義的 である。 若しも I〈esh  or  gesli,  Isnl  or  guru,  1SSU  or  ^usll とい ふ やうに w 

形 を擧げ ると したら、 全部 さう しなければ いけない ので ある。 でない と、 ある もの だけが 兩 形が 通 用して、 他の も 

の はさう ではない やうに 思 はれる から。 

Ilabo  (母) も 其寶は hapo なので ある。 iyabo  (父) も そ の實は iyallc なので ある c  achaljo  (を ぢ さん) も 

同様 achapc なので ある。 これら は 語尾の 』 はもと 指 小辭の (原義 は 子と いふ 語) で、 姉 (sa-15) 兄 (yll- 

p(>) などの 卯と 等しく、. 親愛の 意味で 添 へられた ものに 外なら ない。 即ち 語原 的に も^  (i= であるが、 大衆の 發 

音 を 聞く とや は り 多く は 淸音 である。 

如何なる 破裂音 も ノ此淸 音に 呼んで 少しも 怪訝 を 買 はす、 聞き咎められ もせす に 通用す るが、 其の 中で、 比：^ 的 

多く 濁音に 呼ぶ 倾 きの ある 場合 を强 ひて 擧げ るなら、， S の 音の 次に 立つ k,  ，p, である。 

aliiini: ひ (Ail か) ahunde. 

yanke  w)  yange. 

Ilo【)t1mp>^  (薛 ゆ^)  vhc^nlnllDa. 

.tul さ samp ひ (yzvo)  vtuf> ひ samce. 
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sliinepesampe  ("^o)  >  shlnepesalnlDe. 

wartime  r+)  vwanl〕e, 

ひ (麥- 警) van-b ひ 

an  Ilia  J o  w  >an"ba, 

だから 『段々 に』 を、 下の 方 はだんと 發音 でき，. 『岩乘 な』 も、 乘の方 は 濁音に して" 『かん ぢ ような』 と 云 ふ 所以 

である。  . 

勿論 これら は 有聲音 n が、 おの づ から 後の 音 を 有聲 化する Progressive  assimilation の 現象で ある。 從っ てこの 

時の 濁 昔 は、 吾々 の發 音す る やうな 本 當の濁 昔になる。 それで さへ、 試に 之を淸 音に 呼んでも 少しも 差 支 はない。 

概して 北海道 方言よ り、 樺 太 方言に 淸 音を發 する ことが 多 いが、 n 音の 次の 破裂 昔 も 樺太ァ ィ ス は尙は つ きり 淸昔 

に 呼んで ゐ る。 例へば 

ョ1- で^  tahne.  «^-《ロ 田です よ o 

^SUII^XJ  ！  罾ょ ずよ o 

erts や ひ tc  ！  人フ日 は C 

anckoa へ c leusu  あげ ませう o 


I 
m 

弱 
レ、 

破 
裂 


かう 觀て來 ると、 アイヌ 語に 濁 昔が 無 S とい ふ 印象 を、 これ 迄 多くの 人に 與へ たこと も、 诀 して 现. E のない こと 

ではなかった し、 それと 同時に、 權威 ある 東西の 古今の 書に、 屢" 濁音 を 見受ける こと も诀 して 解し がたい ことで 

はない ので ある。 た^ 最後に の こ る 問題 は、 然 らば アイヌの その 所謂 淸昔 • 所謂 濁 昔の 實 際の 性 ぼ は 如何なる もの 

であるか とい ふこと である。 

概して アイヌ 人 は、 f 北方 言の やうに、 ー と P との 混同 や e と -1 との 混 M など をす る ことが なく、 十分 引き 緊ま 

つた 發 昔 を もつ。 其の上に はっきりした 吾々 との 相違 は、 我々 東北人 は 決してし ない ことで あるが 始終^ 門 を ゆめ 

閉めして、 所謂 喉頭 破裂音 を、 昔 節の 頭に 立つ 母音 毎に 冠ら せる 傾向が ある。 丁度 ドイツ人の Ac】l!  audi などの 

場合の 如く、 た^の ； e,  o, ではなく して ？ a,?e,?o の やうな 發昔 をす る。 例へば、 

Acinonno  itak  ^  ？ a?e、inonno リ ita に 

尤も 三番 Irn 四 番目の？ は、 一番 目、 二番目の？ ほど はっきり つよく は 聞こえな いが、 やはり どうも ある やうな：；^ 

がする。 かう いふ 倾 向が ある 故、 ta, 1£, l〕a の發晋 も、 實は t リ a 1  へ a,  I)？a の やうに ならう とする から、 これが^ 

聲音を 生ぜし めぬ やう 拘束す るので はない かと 考 へさせられ るので ある。 曾て 昔 は ga,  da, l〕a もあった かもしれ 
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ない が、 あつたと しても 母音 を 出す 前に 出る 無聲 破裂音の ために 無聲 化せ しめられて、 無聲 音に 銃 一 されて 今日の 

狀態 になった ので はなから うか。 

さて 次に、 抑々 この lrt,p, の 破裂音が、 破裂 もさして 强く はない が、 閉銷、 も 割合に そっとした 閉鎖で ある。 一 

體 吾々 の發 音で は、 同じ 破裂音 も 有聲の 時より 無聲の 時の 方が つよい ものである。 アイヌの 破裂音の この 柔 かさ 

が、 ちょっと 吾々 に 遠った 感じ を與 へる ことがあ るので ある。 殊に 英語 や 日本語の Is,  ta,  pa, の 類 は、 や、 もす 

れば、 帶 ^して、 kh?  tha,  f にならん とする 程强 いから、 アイヌの この 弱い 柔 かな Is,  ta,  pa, は、 や、 發 

ぷリ3 】5>sc な ものに なると、 da, 1〕a の やうな 印象 を 與へ てし まひが ちな ので ある。 さう 聞え る 際に は 勿論、 

語頭からで も どこでも 構 はす それが 聞こえる ので ある。 それが 卽ち smllmel.s や Dobrotvol.sKV ゃ藻汐 草の^ 者， 

に 数 M の 濁 昔 をお 入せ しめた 原因で あらう。 

「やお の 少ぃ桦 太に 十六 年の 歳月 を 暮らして その W 樺 太 アイヌ 語の 觀察 をした、 ボ ー ランドの づ1.. Rlsudsld は、 

その 著、 Materiah  fs.  the  Study  of  the  Aft  La さ glla-ge  and  Folklore の pp.  3—4 にこの 問題に 關 して かう 云った o 

Tlic  i^x づ losivcs  fire  k,  t,  p  ；  d,  h. 

Tnese  two  wrotl づ s  fire  llQt  lrrdkl.tcd.  In  A3H  is  i.eall-v  only  one  ^roll づ； ^  tne  sounds  occur  fit;  tlic 

I3eg.lr-nll.-p_-  or  a  word,  their  Hernial  souad  is  k,  f, う. In  .tlic  l.nl(Klle  ot  a  word, 【一 le  sound  wavers 

between  the  rcrnler,  the  voiceless  srroti;p,  fs(l  die  voiced  group  g,  r/,  h.  strictly  sv>eilkm^,  these  fire 

not:  l<lcntK-al  with  illcll.  In(lo-lulro で can  corrcsporuiing  consonants.  T=ey  are, i snould  sjiv,  neither 


" fortes  "  n〇r  ^  len-es  了  ；  tllev  wre  between  

A け all  events,  amoagsl:  .tile  Airms  or  is^gllallen,  1:hc  normal asd  primary  ^roul)  is  k,  f, さ ヌ olceless), 

； possily-v  1PSS  Stronra-I^v  arbcTllatrtd  in  certain  connections.  Their  corresfjollcln^  scnlncs  一 <7  d, ，,) Inolv 

or  less  voiced,  al)l:>e^r  onlv  as  secoT- に Jirv  variations. 

前半の 北海 透 アイヌ 語に ついての 所 は、 watchelor 博士の： ^方 を 一歩 も 出ない。 そして その-.：::: を "between: だ 

と 云 ひ 去った。 "wetween" とい ふ 語 を 川 ふるならば、 我々 は 卜： 來 述べ 來 つた やうな^ 味に 於て if 解したい。 後段 

の は 樺 太 アイヌ 語に ついての 水當の 彼 自身の 研究で ある。 そして、 濁 昔の 方 はた ^第二次 的變化 だと^ 破して、 ゆ 

んど すべての 破裂 昔 を、 m 心 ひ 切って 悉く 淸音 に寫 して ゐ るの は、 ^も 適當 である。 たぐ 次の 數 Mi が 濁.^:: で^かれて 

ゐる けれど、 思 ひ 切って これら も淸 脊 で齊 けば^: かれる 語で ある。 即ち それ は llkopa^ari  (此は llkol)akari の 方 

がい Ay  6ip() (此は cllhro でよ い)、 vebelsrc  (此は nwepekere でよ い)、 で ajgara  "1 も H リ aikam でよ い) 

unzi  (此も IIIK-Ili でよ い) tslzi  (此も t ョ ichi でよ い) 等の 語で ある。 V は ン v,  j は i 母 一：；!：： の 屮の广 ^化した i 

を あら はすに 川 ゐてゐ る 字 ゆ ゑ 濁音の つもりで は 勿論ない。 以ヒの 語 は、 樺 太 アイヌの il に 於て" 非と も.！ かれ 

て ある 如く 濁 昔 に發^ しなければ ならない 語で は 決して 無く、 寧ろ やはり 淸昔の 方が 少く とも^ 一  次 的な Si であ 

る o 

第 四 節 結 論 
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之 を 要するに、 アイヌ 語の k,t,p, は、 語尾の 末 音と して 立つ 時 は 別と して (この 時には 全く  isplosive である。 

やはり 聲 EZ を閉ぢ る^が ある 故、 さうな つてし まふので あらう)、 母 昔の 前に 立つ 時には、 glottal  SLol〕 を 伴って、 

なる k,:t,p, ではなし に、 寧ろ 5 r,  になる ので ある。 それが^. 鎖 も 破裂 も柔 かなもの だから、 ちょっと 濁. の 

やうに 外人に 聞え る ことがあり" 又實 ほそれが、 有聲 化して g,d,b になる こと も、 前の 有聲 音の 影響の 關係 によつ 

て は 起る けれど、 アイヌに は 少しも 其が 意識され てゐ るので はない。 丁度 吾々 の k,t,p, が、 や A も すれば- 單な 

る 】rt,p, では 無しに 輕 ぃ帶氣 音と なって、 k,t,l) となりつ X あれ ど、 吾々 は 日常 それ を^ 別 しないと M じこと で 

ある。 た^今の 五：：々 に は k,t モ と k,t,l) と は 差別し ない けれど g.,d,lj と k,t 二) は^ 別す るのに、 アイヌ は、 

t,t,p はおし， ない が、 15  t  ノ 1)、 を 所有して ゐて、 それと g,d,b と を 差別 しないの である。 不思議に 祺 へない や 

うで は あれ ど" 吾々 でも 昔 は、 1<,グ11 と g,d,b と を^ 別し なかった からこ そ、 淸 濁が 同 一 字で 出 來てゐ る ものな 

ので あらう o 


節 
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アイヌの In 葉 遣の 屮に、 「奇異な^ 法」 と 云 はれて 名高くな つて ゐる 事が ある。 ^の 巾の 一 つに、 斯う いふ ことが 

ある。 「アイヌ 語 は 代名詞 を 非常 に澤 山に 繰 返す 國語 である OJ 

此事實 は舉に 斯う 聞いた 丈で も 先 づ旣に 多少 變 つた 感じ を 起さす におれ ない。 なぜかと 云 ふと、 お々 W 作^！: の 

一 貢 葉 遣 ひに は、 餘り 斯うい ふ 例 は 無い から。 寧ろ 理解の 成立つ 限り、 どし く^: 略す る 方が^^: で、 ^文^的 ハ" は 

)  さ- リ 

一 致 や， ^外， しゃれた 一 百 葉 遣 ひに なれば なるほど ー曆然 なので ある。 

然るに、 アイヌ 語の 此事實 を、 其 事例に 微 して 觀 てみ ると、 ：史に 一 暦の 不まが 起って 來る。 なぜかと いふに、 广 I に， 

； のい は ゆる 「澤山 繰 返す」 繰返し 方た る や、 i 莨に 並大 低の 繰返し 方で はない。 英お などが 如何に^ はしく-繰 返す と 

； 云っても、 迚も 及び もっかない。 殆ど 不可思議な 程澤 山に 繰 返す ので あるから o 

, 然るに 乂、 尙玆に 今 一 つ の 大きな 不審が ある。 其 はよ く觀 ると、 せ： (事例 は 何れも 笫 一 人 稱及笫 一 一人 稱 の^ 八：： だけ 

で、 笫： 二人 稱に 係る 文句 は 決して 一片 だ も 示された 事がない。 で、 .R 分で 笫 三人 稱の場 八：： の 文句 を 乎 あたり 次^ あ 

さつ て 兌る と、 其に は. 又 一 向 代名詞が 出て 來 ない ことで ある。 

一 體 「代 名 rc を 澤山繰 返す 國語」 であるならば —— そして i 赏際第 一 人 稱* 第一 一人 稱の時 に澤山 繰返して ゐる 位な 
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らば I S 三人 稱の 時に だって、 繰 返すべき 答で は 無から うか、 ：： 英語 だって、 獨 乙^だ つて、 將た アイヌ^だ つ 

て o 

が 二 一  者に 係る 陳述と い ふ もの は實際 上の 談話に 極めて 普通な 場合で ある o 主 觀的陳 朮)、 慮^? 封 Jf? 豊の や、 あらり 

る 物.^、 あらゆる 說^ の 地の文が 呰是 だ。 此の 日常 極めて 普通な 場合 を 度外視して、 尙 概括 的に 「アイヌ^ は セ， さ 

お を澤. E 跺 返す」 とい ふ 事 は 如何で あらう か。 

アイヌの 奇異な^ 法の 其の 一 つなる、 代名^の 事項に ついての 不審 はま だく 此 だけに 止らない。 (.K 、，ま，： m 一って 

， げ ようが)。 仰々 此 等の 不審 は 如何に 解：^ せ ら る ベ きも ので あ らう 。 

私 は、 莨 地 踏^ 巾此 事に 關 して、 ^に 奇異な 一新 事資 をね ひ 得た。 ，てして 次の 如き 假定說 に 到達した。 

「アイヌお i は 人 稱接辭 (personal  Affix) をお する！：^ である。」 

ぎ は 此事は 私に は數年 前からの 宿題であった。 けれども^りに 飛び離れた 考へ では あるし、 ルヒ、 問題が ー兑ご 

く， 4 細な 3- の やうで、 其實、 かうな つて 來 ると、 アイ. ヌ^と いふ もの は、 日 木 *朝^* ^州 ふ豕 古な どの 一  一一 一：：^ i からよ 

^ittf ^たりの あ. る ものと ならなければ ならない から、 大きな 問題になる ので.^々 しく  口に は 出せな か つた。 けれど 

も、 何時 迄 も 斯ぅ逮 つた S- を 一人で 考 へて ゐ ると、 徒らに 疑惑 を^す 許り だから、 不完全ながら ー應 此の 考を 披櫪 

して 諸 先生^び に 日常 アイヌ^ を觀 察し 得る 便宜の ある 方々 の 是正 を 願 ふこと にきめ た。 

第二 節 代名詞 多用 說 


さて 七問邈 に 立ちん るに は、 勢 ひま づ仰ミ アイヌの 代 名 fl なる ものから 一^ はて S かねば ならぬ。 -义 典に^る 

と (矢 虎に 幾^ Ej, ひも あるが 设齊 通な ものと して あるの は)  


クァニ 


^  一  /、稱 が KH へ l-li:  KU  (ぶリ；：^ 僕の 類) 

Fklni:  e  (汝 • あなた の 類) 

r^-  £れ1 ： t ジ i;Ue  (彼 Q 人 • 彼の 者の 義で 指示代名詞から 成立って ゐる) 

そこで 愈、. - 木 ^题の 「代名詞 を^ 常に 澤山繰 返す」 と 云 はる \ 實 例に 移ろと II 

一 、 Ktiani  Ainu  Is  ne  (ruwe -ne) 「私 は アイヌであります，」 

「fA  ^  TAW  p  SM-^C  g  s」 

1  一、 Eani  Ainu  c  ne  (1-Llwe -ne) 「お前 は アイヌで ある。」 

:-、 wllani  Is  arapa  wa  ku  mikara  wa Isek 「私 は 行って 兌て-糸る。」 

P -、  Eani  o  arapa  i  e  mllsra  wa  e  ek  ？ 「お前 は 行って： ^て.^ ろ？」 

汀、 sloro-kotan  ta  ！) nno  ku  an  I Is  rai  3lt」n  k^ro  eiwi- ま ^  T  ^  ^ 

7 さ^  ヮ 《L< せ 一 =i  ^  d  U  s  ^  、ほ^  r  p  ^ 

korcka  Is  an  Isni  Is  ramu  1SSU  sal?  no  ku  ek  rtlw^pe 

「札蛻 に 久しく  w らうと 忍 つ た ら奴 を.： 逃れて 來 るんで したが、 一 寸居 らうと^ つ たもんだ か ら ひとりで 來ま 

した o」 

is 初め 四つ は 胃 頭から 旣に 代名詞が © いて あるが 五番 目のに は 胃 頭に はない、 此は、 無い 方の 形式で、， 誤で はない。 ^し M 

樣 こ.、 初めの 四つ も、 どの 代名詞 か を 省く とせば、 胃 頭の wuani,  eani が 省かれる こと を^る け^ど ^ョ e など 。メグ 

アイヌ 詰學 上の 一周 題  一/ ョ 
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短 い 形 は 決して 省かれて はならぬ。 之 を 省く と 正格な アイ ヌ 語ではなくなる。 

第三 節 代名詞 多用 說の 矛盾 

是で a ると、 成程 夥しく 繰返して ゐ る。 果して こんな 云 ひ 様が ある だら うかと 疑 はれる が、 併し 此は アイヌの 本 

常の^^^ ひなので ある。 されば、 此で、 今迄 「アイヌ は 代名詞 を 非常に 澤山繰 返す」 阈語 だと 云 はれた 所以 もよ 

く 解る。 

^乍、 玆に大 に 注意すべき こと は、 此を 以て 直ちに 「アイヌ は 代名詞 を 澤山繰 返す」 と論斷 する の は、 まだ 此語 

法が 露諦を 道破し 盡し たものと は 思へ ない。 なぜならば、 次の 三 點を觀 過して ゐ るから。 

^一 、 代名詞と 云 ふと】 sani,  Eani 等 も 代名詞 だが 幾度 もく 繰 返す の は、 常に 必す p  e の 方の 形に 限る の 

で、 決して、 Kmmi,  eaiii は 幾度 も 繰 返さる \ 事 は 無い。 

第二、 北 ハの繰 返さる \ 狀態 は、 唯 勝手に 繰 返される ので は 無くして、 必す 其の 場合が きまって 居る  即ち 一 々 

動 W が 出て 來る 場合に 限られる。 

第三、 動詞に 伴 ふや、 叉必す 常に 一定の 位置が あって、 何時でも、 動詞の すぐ 前へ 現 はれる。 決して 副訶ゃ 客.^ 

や 句な ど を 隔て、 置かる X 事 は 無い。 (副詞 や 客語 や 句 を 隔て \談 の 主語と して 立つ の は必す 常に k§lli;eani 

などの 長い 方の 形に 限られる。) 

それ故に 所謂 「代名詞 を澤 山に 繰 返す」 とい ふこと は、 まだ 徹底せ ぬ。 今一 度 觀察を 進めて 之 を 精密に 云 ひ換へ 


るなら ば、 た ^ 

^^^-^^>  ^ へ 第一 人 稱のン e へ 第二 人 稱のン ひい ！5 て • 

アイヌ は爾詞 の 出る 者 渡 K  〈談 なら、 ま ) 〈談 ならば 」 を 縛迈す 

の である。 

そこで 問題と なる の は、 然 らば 此の 』 及 e とい ふ 短辭は 何物で あらう とい ふこと だ。 所が ， 地^ 杏の： g ^、！ I 

らす もこれ は 全く 人 稱を表 はす 接辭に 過ぎぬ とい ふこと を發 見した。 以下 其 次第 を MS したいと 见ふ。 

. 第 四 節 實地 踏査と 新事實 

私の 初 度の アイヌ 棵檢は 、 主 とし て 所謂 受動 々詞 のこ と 及 前置詞 の こ とな ど を 直接 彼等の 口から ^^す るの が 目 

的であった。 もとより 歷 史的 村 料の 皆無な 言語の 事で あるから、 せめて 出來る だけ 遠く 諸 地方 を巡訪 し、 多くの ァ 

イスに 就きて 方言 的 差異 を 求め、 其 比較 研究の 上に 何等かの 光明 を 得ん と 企てた。 其 故に 私 は 主として 前述の 數項 

について 比較的 多數の アイヌに 尋ねて 見た。 從て 各人に 就いては 少 しづ，^ しか 接しなかった。 偶、、 此の 事から して 

數 多の アイヌの 各自が もつ 言語 意識と いふ やうな もの を 捕 足すべき たつき を 得た の は 望外の 所得であった。 

私 は 受動々 訶の 形式 を 尋ねる 順序と して 到る 處で まづ 動詞の 普通の 形 を 尋ねた。 例へば 「打 たれる」 を 問く ため 

に はま づ 「打つ とい ふこと は 何とい ふか？」 と 問うた。 然 すると アイヌ は、 其に は 答へ すに よく 斯う 反問して 來 

ォ 

「私が 打つ ことか？ あなたが 打つ ことか？」 

笫四章 アイヌ 語學 上の 一問 題  1 五 七 


第 
五 

節 


^るに、 始めて 動 訶を問 ふ 時に、 どの アイヌ もどの アイヌ もよ く 此の 人 稱區別 を 云 ひ 出す。 たと ひ、 云 ひ 様が 遠 

つても 歸 する 所 はこの 人 稱區別 だ。 例 へ ば 或る アイヌ は 斯う 云った。 

「私が おって、 あなたが 云 ふ 時には £  kll( だ。 あなたが 打って、 そね を 私から 云 ふ —— 其で も e  kik だ o 

けれども 打った ものが 自分で 云 ふ 時 は、 私に しろ、 あなたに しろ、 其 時 は kik と、 さう 云 ふんだ。」 

さ- ン 

此の 人 稱に應 する 形式 變 化の 說明を も、 私 は 最初 は、 ああ 然 かと 聞き流して 居た ばかりで 「わかり 切った 事 をく 

どくと 親切に」 と 位に しか 感じなかった。 けれども 餘り 厘、、 此の 人 稱談し を 聞かされ たので、 漸く 少し 氣 になり 

出した。 幌 別に、 カンナ リと 云って 東海岸に 知れ渡った 老 アイヌが 居る C これから 餘程 細い 文法 上の 關 係まで も 調 

ベら れ たが、. この アイヌ もや はり、 先のと 同じ 様な 云 ひ 様 をして ゐ た。 そこで 二度目に は 試みに^ を 易へ て 「狡 

す」 とい ふこと を 何とい ふかと 問うて 見た。 少し ぢっ としてる と 思ったら、 また 「檀那が 殺す ことか？ 私が 殺す 


言 語 硏究  一 五八 

後で 氣が ついたん だが 此は アイヌに 動訶を 尋ねる 度每に 逢着した 反問であった。 若し 其で なければ アイヌ は 「打つ 

た 

とい ふこと は kik と 云 ひます。」 と 敎 へて 吳れ ながら、 尙次の やうな 事 を 云 ひ 加す のであった。 

「打つ と 云 ふに も 色々 ある。 私が 打って 私が 云 ふなら ば ぼ kik だ，。 あなたが 打って、 私から 云 ふなら e  kik だ。」 

(成程 かう 云 はれて 見れば、 h は 明かに 第一 人稱の 表示で、 e は 第二 人稱の 表示ら しい 。從來 これ を人稱 代名詞 

と^て 來た 所以が よく 解る.)。 


代名詞と 見えた 人 稱接辭 


ことか？」 とやって 來た。 又 かと 思って、 わざと 平氣 に、 

「それ はどうで もい \、 殺す とい ふこと を 何と 云 ふんだ？」 と 出て 見たら、 答 は 例の 如く 人稱附 きで 出て 來る —— 

「それ は 矢 張 様々 ある。 旦那が 殺した 時 私が 云 ふんなら、 c  migc? (汝が 殺せり や) と 斯うい ふ。 

私が 殺して、 私が 云 ふんなら、 Is  raigc  (私 殺した) と 斯うい ふ。 

化ハ から 叉 唯 rai^e  ！ とい ふこと も あるんだ o」 

此に 至って 私 は、 此の 人 稱附說 明 を 以て 全く 现由 なき 偶然の 一致とば かり 考 へて ゐる ことが 出來な くな つた。 

叉、 之 を 解して、 ？ 単に、 アイヌが、 動作の 抽象 觀念を 得 兼ねて、 一 々 「誰が 打つ」 「誰が 殺す」 と n: (體 化しない と 答 

へ られな ぃ爲 だとば かり も考 へて ゐる こと が出來 なくな つ た。 

ゆく りなく、 此時 私に 彼の 古代語の ことが 胸に 浮んで 來た。 例へば ラテンの 霄 葉で 云 ふと、 同じ 「愛す」 と^ふ 

事で も、 Amo  (私が 愛す)、 Amas  (汝が 愛す)、 Asat  (彼が 愛す) とい ふ 風に 夫々 變 つた， 形が 史 まって ゐて、 夫々 

の 人 稱に應 じて 各"、 專務に 役立つ。 故に 玆に談 の 中へ、 一 つ 「愛す」 とい ふ 動詞 を 使 はう とすると、 北： ゆの 人稱に 

よって 三つの 形の 中の どれ かにせ ねばならす、 外の もの を 使 ふと 誤り-になる。 從 一  励 il を談 す. に ま づ人稱 ^が S 

^されねば ならぬ。 若し や アイヌの 動詞 も、 ひょっとしたら、 然云ふ 様に 出 來てゐ るので は あるまい か？ と 考へ 

ついた。 

さて 然云 ふこと は、 世界に 多く 例が あるかと 云 ふに、 決して 珍ら しい ことで はない。 ラテンに 限らす 印^ 歐 riEJ 

族の 名で 總 括す る數 多の. HI 人種の 言語 は呰然 である。 其 外歐羅 巴の 一 部から 北 亞細亞 に 亙る ウラル アルタイお 族の 

笫四車 アイヌ 語學 上の 一問 題  一 五 九 
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一一 一一 II 葉 も、 フィ ン語 • ゥグ リア 語 • マジア ー ル語 • ォス チヤ ック語 • ャク ー ト語 • ッング ー ス語 *チ クチ 語 等 を 初めと して 

共 外^ 然 うだ。 例へば フィ ン 人の 語で は、 私與 ふ、 汝與 ふ、 ， マ ジ ァ ー ル語 では、 私 待つ、 汝 待つ、 . ォス チャック 語で 

は、 私與 ふ、 汝與 ふ、 彼與 ふ。 たぐ 極東の 日本、 朝鮮、 満洲に 少く とも 今日は 無いだ けで ある。 蒙古語に は、 其 西 

北方 一一 一一 I： の ブリャ ー ト 語に 矢 張存 して 居る。 此事は 其 等の 夫々 の 語の 文典に 明記して ある 許りでなく、 特に 此の 事 を 

論じた 听 の カス トレ ー ン (castr^n) の **De  affixis  J3ersona】itss  lill^tmrtsl  Altaicarum- 及ぴ ボラ ー (Boiler) 

の "pror-ornlrml  £l「fix  dcs  Ural-  alteischen  Verhmn" に 詳しく 見えて ゐる ことで ある。 尙グル ー ベ (〇rube) の 

-Reiser-  nnd  Forschvnl^  im  Amt1r】allcr に據れ ば、 樺 太の 北部 及 沿海 洲に 住む ギリ ャ ー ク 民族の 首 語に も此が 

ある。 而も、 歐亞の 他の 諸國 語で は、 人 稱辭は 皆 語尾に 附 くので あるが、 た^ 此の ギリ ャ ー ク語は 語頭であって、 

丁度 アイヌ 語の Is;  e が 夫々 第一 人 稱* 第二 人稱の 動詞の 語頭へ 附 くのと 同一 轍で ある。 

斯う 考へ ついてから、 そんなら、 第三 人稱の 場合に は アイヌの 動詞 は、 どんな 形 を 取る だら うかと いふ ことが 非 

^に强 く 私の 好奇心 を 動かして 来た。 それ は元來 アイヌに は Kllani;  eani の ^ 及 e に相當 すべき 笫 三人 稱の 

代名詞が 無い と 云 はれて ゐ るの だから、 益々 この場合 この 問題が 私に 舆味を 有って 來た。 其から 色々 に 問 を 設けて 

調べて 見た が、 結局、 何も 附 かない (不定法 其の儘の)，. まが 第三 人稱の 動作 を 表 はす 動詞で ある こと を發 見した。 

(尙其 後に 命令法 も 亦 それ だと 氣が附 いた )o 成程 考 へて 見る と 此は其 害だった I 第三 人稱 表示の 人 稱辭は 無い と 

いふの だから。 だが 第 一 人稱の 動詞へ は， a が附 き、 第二 人 稱へは e が附 くから、. 第三 人稱の 場合に も 何も 附か 

ない 形と きまれば、 それで 尙 十分に 意味の 差別 は 附く譯 である。 


此の 事 も 亦 世界 言語の 上に 決して 珍奇な 事で はな. い。 第一 に ラテンの 語で もパ ー フ H タトの 時に 笫 三人 稱は. 何も 

附 力ぬ。 印度 歐羅巴 語族と ゥラ ル アル タイ 語族との 中間の 語 だと ス ウイ ー トが 云った 所の ス ン メ リアの！；^ でも^ 

三人 稱 動詞 だけ は人稱 辭が附 かぬ。 ウラル アルタイ 語族に 至 ひて は、 フィ ン. ゥグ リア • マジア ール* トル コを 始め 

として、 苟も 人 稱辭を 有する 西 比利亞 北部の 國語 は殆ん ど皆然 だ。 デルブリュック は 其 大著 「比較 文章 法 一 の 中で^ 

に 之を說 明して 『なぜ 第三 人稱の 時に 限って 接 辭が附 かない かと 云 ふと、 笫 一人 稱ニが 二人 稱の 昨なら 共 主 各 は 

(其 談の當 事 者に) 定まって ゐる けれど、 笫 三人 稱には 色々 の ものが なり 俘て 全く 不定 だから だ』 と 云て る (ver- 

gleichende  Syntaks.  S.181)。 されば アイヌ 語に も 此事を 認めて 決して 無理 は 無から うと 田 5 ふ。 

第 六 節 アイヌ 動詞 は 人 稱區別 を 有する 動詞 

さて、 併 乍、 アイヌの 動詞 は 愈、、 (古代 印 歐語ゃ 北部 アジア 民族の 語の 如く) 人稱 別を以 つて 具體 的に^ 川のに i 

形が 遣 はれて 居る のか、 どうか、 と 云 ふ 事 は、 此の ^及 e が、 旣に獨 立 を 失へ る舉 なる 形式的 接辭 であるか、 そ 

れ とも、 尙獨立 の 資格 を 有する 代名詞で あるかに 因つ て 定まる o 

そこで、 斯う 氣が ついてから、 私 は アイヌに 逢 ふ 毎に 必す 次の やうな 問 を 試みた o 

『打つ は Idle であって、 

私 打つ は Is  kilc で 

o  o  o 〇 

お前 打つ は e  kilc ならば、 それ ぢゃ 

第 四 章 アイヌ 語學 上の 一間 題  一六 j 
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5 は 「私 一 とい^ MJ で、 e は 「お前」 とい ふ 事 だら う？』 

イサム 

この ヌ 問に 由って 私の 驚いた 事に は、 何時 何處で 逢った アイヌに もき つと、 頭 を 振って 「否」 と 拒まれた 事で あ 

る o 

顿 別の カンナ リ 翁と の 會見中 (nsf t^fgy 能動と 受動と の 遣 分け を觀 察する 必要から、 最初 私 は こんな こ 

と を 云った o『 …… 比の ^ は 私と いふ 事で、 この e はお 前と いふ こと だ. らう』。 すると カンナ リは頭 を 揮って 「 噓 

だ！ 私と いふ 事 は Isani だ。 お前と いふ 事 は rtani だ」 と 遮った。 

私 は 驚いて しまって 言葉が 出なかった。 カンナ リは某 先生 を 終始 歎賞して 居た が、 其 時 「アイヌよりも よく アイ 

ヌ語を 知って 御座る から、 アイヌ 語 を 調べ やうと なら、 先生へ 伺 ふと 一 番 よく わかる」 と 云った ので 私 は、 覺 えす 

先生 を郴 にと つて、 

『いや 實は 先生の 本に も、 然 云って ある。 W は l£p え と 同じく 私と いふ 事で、 e は eani と 同じく 一  お前」 と 

云 ふ 事 だと 書いて あるんだ』 

と ゆったら、 流石に カンナ リも默 したが、 とう/ \斷 然と 頭を掉 つて、 

「なん ぼ 先生の ことで も 其 事 丈 は 違 ふ。 Is  kik から kik を 取り去つ てた ビ Is だけで は、 I： の 事 だか アイヌに 

o  o  o  o  o 

も 解らない」 

乂 之と 同じ 様な 問答で 面白かった の は 長 萬 部の リキ ハチ 爺の 言 ひ 分 だ。 や は ひ ls;c の 意義 を 否定して、 斯う 

寸 nM  / し」  

ゆ 力 , f 


だの e-kik だのから Is  ；  c だけ を 取 離して 此が 何の 事 だと 問った つて、 そり あ アイヌで も 匁らない。 

日本語で、 ひと o つ、 ふた，、 みケ、 よ 。つと 云 ふのから， を 一 つ 取 離して、 「おい 此のつ は 何の 寄た？」 と 云った 

つて、 解ら なかん ベ！、 それと 同じ 事 だんべ。 

と 云って ゐた。 

さて 此等は 僅かに 試問の 答の 一 斑に 過ぎない が、 以 つて 略、、 全貌が 推し 测られ るで あらう。 彼等 は 此の 如くして 

皆 ls,e の 意義 を 否定した 。さて 斯うあって 見る と 此の 否定 は 抑、、 何 を 意味せ ねばなら ぬか？ 思 ふに 二の 逍しカ 

考 へられない。 

(一 ) l£,e は 矢 張人稱 代名詞 なんだら うけれ ど、 アイヌ は 無智で、 自分の 語 を 自分で よく 知らない 爲 

(二) 「無智 だから 知らない」 ので は 無くして、 實際 Is;  e は 最早 一般に 語源 意識が 薄くな つて、 今は掣 なる^ 

形式に なり 終って 居る 爲 o 

此の 二つの、 どちら かで 無ければ ならぬ 。深く 考 へて 見る のに、 (一 ) の 分 は 不當だ 。なぜかと 云 ふに、 ^も 代 名 

| であるなら、 天爾 波な ど、 は 違って 獨立 語で ある。 概念 語で ある。 故に 苟も 之 を 遣 ふ 以上に は、 幾ら 無^でも^. 

等 かの 旣念を 有って^ なければ ならぬ。 然るに 事實 アイヌ は 毛 程 も 其 意義 を 意識して m」 ない。 換言せば、 概^ をィ 

つ て 居ない。 故に 概念 を 有て ゐな いもの を 概念 語と する (一 ) の考 は、 考 それ 自身の 中に 撞着が ある。 

され. ま 私 ま (二) の 方の 考を ，る。 さう すると、 自然に 次の やうな 結 力 導 力 わる 

「，5 及 e は、 實際 上人 稱を表 はして ゐる けれど、 話す 人々 に は 何等の 意味 も 意識され て 居ぬ。 即ち、 これに ー禾」 
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ェチ モロジ 力； 

•  fm、 


「お 前」 の 意義が あると いふの は 比較 對照 し て 識者が 語源 擧的 に考 へ た 結果に 外ならぬ 。 

プ ロノ ミナ ル  ブ 口 ナウ ン  パ I 

然 らば w Is, e は獨 立の 單語 では 無くして 文法 上の 形式に 屬 する 所の もの だ。 代名詞 的で 代名詞で はない。 人 

ゾ ナルプ 口 ナウ ン  パ〜 ソ ナルァ フィクス 

稱 代名詞で はなく して 所謂 人 稱接辭 であらねば ならぬ。 

私 は玆に 至って、 そ^ろに 色々 の 本に 出て 居る ァ フ リカ のバ ンッ ー 語な どの こと を 想 ひ 出した。 彼等の 言語で は 

例へば き tombi  (「少女」) に 就いて 談 すに は、 其の 談の各 語詞の 語頭へ .§ とい ふ 音 を 繰 返す。 叉 in 歸 (r 國」) 

に 就いて 談 すに は、 其の 談 しの 各 語詞へ ili: を 繰 返す。 これ は 各 語詞の 意義 を具體 化して 解りよ くす る 手段で あ 

る。 ィ H スペル セ ン によって 此の 短辭は 想起 辭と 呼ばれ、 印歐 語族の 語尾の 變化 も必竟 これ だと 喝破され た。 今ァ 

ィヌが 「私」 o/ani) の 事に ついて 談 すのに 其の 談の各 動詞の 語頭へ A を 繰返し T お前」 oano に 就いて 談 すのに 

其 談の各 動詞の 語頭へ e を 繰 返す と いふの も、 亦 これと同じ 說 明に 因って 其 起源が 奇麗に 解決され る。 語頭と 語尾 

との 相違 はあって もこれ 等の 自然 民族の 言語と 古代語と 等しく 具體 化の 作用 は 全く 同巧異 曲に 出来て 居る。 

さて 斯う 云ふ樣 にな つて 來 ると アイヌ 語の 動詞の 表 は 次の やうに 書かれる。 


不定法 

打つ 1 き 

行く  al.opa 


直 


第 一 人稱 

lal-arapa 


笫 二人 稱 

el  kik 


笫 三人 稱 


.?  flrapa-  arana 


命令法 

kik 


來る ek  に u-dc  c -ek  eK  ek 

在る £iii  Ktl-a.nL  e  -  an  an  a.n 

斯う 定める とい ふと、 

lulaui  kn-ara^a  wa  \va leu-ek 

と 云 ふの が 全く 當然の fp 一 n ひ 表 はしであって、 不^の 語 遣 ひで は 無い。 若し 之を稱 して 「代名詞 を澤 山に 繰 返す」 と 

云 ふべ くんば 獨乙 語の Ich  gels  und  sagt- など も 代名詞 を澤 山に 繰返して ると 云 はねば なるまい。 ^si 足 は、 や 

はり 第 一 人稱 の接辭 が合體 してる の だとい ふこと は、 話す 人々 は 知らす に 居ても は 知って ゐ る。 唯、、 ドイツ^ i 

では 其 痕跡が 迎り にく  、なって 居る のに、 アイヌ 語で は 偶、、 まだ 稍、、 はっきりして ゐ ると いふ 宪 に過ぎないから。 

第 七 節 反證 と實證 

尙 J 及 e を獨 立の 代名詞と は 見て 行けない 理. H、 及反對 に、 之 を接辭 說で兒 て 行く と 諸問題が 釋 然と 解け、 

且つ、 此說 でない と 解けない 「奇妙」 な 現象 を縷述 して 見よう。 

(第一)、 第三者の 說述に は， 3 に對 すべき 何等の 人稱 代名詞の 添 へられざる こと。 例へば 前に 出した 實例 を^み 

に 第三者の 說 述に換 へる と、 

1  ビ ro  (tcanktlrLl ) al.nu  ne.  太郞 (叉 は 彼) は アイヌで あ. る。 
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Tpflro  ^opa^5>=  W ミ. a づ a  wa  mil<ara  wa  ek.  太岛 (又は 彼」 カ行って 見て 來 る。 

In: 樑 に札幌 云々 の 例 も Is- を 動詞から 除いて 行く と 第三者の 說述 になる の だ。 外に 左記の 文章 は國土 創造の 傳說 

(アジア 協會報 吿十卷 所載，) だ が— 

Kcy?n  J<ara  .kamlli  kcTtiln  l?ara  loltu  .tflp  - ゴ e  an  ruwe -T-e  vai<  ay ひ： ttir ひ sh  tr-raao  kara  wa,  nei tnresll 

flaak-  He  rnoshiri  karfi  orowa  okkai  l《alllui  anak-ne  cliu づ Ita  tnosrnri  kara  wa,  nwetusIlTnak 

i*  a  厘 (^)  fM) ャ r" お  霎  E:  澉  0  s  ^  H  ff5 郯 ゆ 

wn  ！ kara  yalc  avc 

是で 以て も 大凡 は 解る。 どの 動詞 も 特に 何等 第三 人稱の 代名詞 を 冠ら されて る もの は 無い。 

此等笫 三人 稱の 場合 は 「代名詞が 澤山繰 返される」 とい ふこと、 全く 撞着す る。 此 大きな 撞着 は、 外なら すた^ 

ls;e. を 代名詞と する ことから 起った の だ。 若し、 第一 人稱 Is- 第二 人稱 i 第三 人稱— (何も 附 かない 形) と 云 

ふ 人 稱接辭 說で兒 て 行くなら、 必然の 事であって、 少しの 撞着 も 奇妙な 事 もな く 解ける。 

(節 二)、 Is  ,e を 代名詞と 兒て來 ると、 アイヌ^ の 一般 語 序と 合 はない ことが 起る、 アイヌの 語 序 は 吾々 のと 同 

じ 流 旗 2 ス 

主. sil 客語 ー 說明語 

アット リビ ュ 1 ト 

の 順で、 各^の 修飾^ は备" 夫々 の 前へ 添 ふ。 然るに —— 前に 擧 げた 例で 澤山 だから 叉 其 を 引く が —I 

ek  karokMI:. 


是で 見る と 

說明 語の 修飾語 主語 說明語  》 

^幌 に、 長く 私が 居らう (と…) 

說 _ 明— 語 の 修 飾 語 主 _ 語 說 明 語 

札幌に 長く 私が 居らう と 私が 考 へた (なら…) 

客 ,1  1 0 主 語 說叫語 

^下男 を 伴れ (て…) 

說明 語の 修飾語 主語 說明語 

私の… 伴れ て S% ま (ん だった が…) 

即ち、 主語 は 常に 中間で、 た ビ說明 語の 上に 來る だけで 客語 や、 說明 語の 修飾語が あれば それ 等が 必す、 不ぉ よ ひも 

前へ 立つ ことになる。 全く、 定說の アイヌ 語 序に 牴觸 を來 す。 それなら それで、 然 らば 「アイヌの Si 序 は、 H.;. ^は 客 

語な どの 下へ 立つ もの だ」 と 見て 通さう かとなる と、 やはり 其で は 通らぬ。 一 般 文章 (即ち 「對 話體」 以外の— 換 

言せば 第三 人稱 の. X—) を 見る と、 主語— 客語 —說明 語の 順 は 少しも 亂れす 成立して ゐる。 この 第一 人稱、 ^二人 

稱の 時の 語 序の 狂 ひ は 即ち、 is;e を 一 つの 代名詞と 兒 るから 起る の だ。 

^しも 上 来 論じ 來 たやう に l£;c を獨 立の 語詞 とせす に 動訶の 語頭へ 添へ る 人稱區 別の 接辭 だとして 扱 ふと、 即 

ち、 

說明 語の 修語飾 說明語 

礼幌 に、 長く  IWI らう (と…) 

說 明 語 _ の— 修飾 蒔 說明 語 

利幌に 長く 居らう と 考 へた… 

客  0 說 明 語 

私の 下男 を 連れて… 

說明 語の 修飾語 說明語 

私の 下男 を 連れて 來 るんだ つた (が… 
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少しも 第三 人稱の 時と 語 序に 牴觸が 無く 解決が つく o 

(第三) 代名詞 構造の 分析 は 亦 上述の 人 稱辭說 に 一 の 積極的な 證 據を與 へる。 それ は、 代 名訶は 前に も 云った 樣 

に ku-ani  (吾)、 e-ani  (汝 )、 toankuru,  toamt>e  (彼の 人) であるが、 尙 外に、 第三 人稱の 代名詞と して kunai, 

eani に對 すべき 形に ani  (かれ、 あれ、 それ) が ある。 此の ani と 云 ふ 語 は、 アイヌ 語 文典に は 載せて 無い が、 

「蝦 英和 三對辭 書」 に 

Ani,  T  " ,  0.  ！ sc. 其 ハ . pro.  He.  she,  it. 

と 出て ゐ るから 第三 人稱代 名訶と 見て い AO 

さて 斯うあって 見る と、 何か此 間に 意味が ある やう だ。 第 一 人稱に は- JS- が附 いて klrani 、- 第一 一人 稱は i が 

附 いて .E-all マ 第三 人稱 は、 何も 附かす 其 儘の 形で ani と 云 ふで 此 ani の 語源 は 何 だら うかと いふに、 此は 「在 

る」 とい ふ動訶 § の 名訶法 (an  +  i) だと 解かれて ゐる。 是は私 も 異存が 無い。 なぜかと いふに、 他の 代名訶 

も 形 こそ 逮へ、 呰矢張 「在る」 とい ふ動訶 から 出来て 居る から。 即ち 

ku-shh.omo  (私) E-shiroma  (お前) Shir 難 a  (彼) とい ふ ー聯の 代名詞が ある。 此 Shiroma は 「居る」 「居住す」 

とい ふ動訶 だ。 而 して 此も亦 上述の 人稱接 辭說の 規則の 通りな 形が 夫々 の 代名訶 になって ゐる。 尙 A-okai.  an- 

okai,  chi-ckai  (吾、 吾等)、 echi-okai  (汝 等)、 orli  (彼等) などい ふ 代名詞 も ある。 此に 共通な oka とい ふ 語 

も 亦 「在る」 「居る」 (佴、 複數) とい ふ動訶 であるから〕 

『在る』 とい ふ 動詞から 代名詞が 作られる とい ふこと は 聞えぬ やう だが、 此は 日本に も 云 はれた ことの ある 問題 だ。 。- ri  (在 ) I 


a.  a  -re  (吾)、 §ri  (居)、 wi—nl (聆) 1 1  i  —re  (吾)、 又 日本に は人稱 を. M 別す る 人 稱辭は 無 いから 少し 趣 は^ ユカ 敬語で 以 

て 吾と 相手と を區 別す る ことがあ るので 以上の 第一 人稱 代名詞の 『居り』 に對 する います、 みます (在) の 名詞 法から 汝 7  了ご^ 

ゥ、、 マ、 3 が 出来て 居る、 丁度 『身』 (自稱 代名詞 的) と 『御身』 (第二 人稱) 、『手前』 と 『御手 前』 とが 對立 する やうに。 

沂く 代名詞が 「在る」 から 出 來てゐ る 有様 を 見る のに 


人 
稱 

人 

稱 

第 

人 

稱 

W  > 

づ, 

0 

3 

O 

3 

§ 

w 
〇 

單 

數 

0 

〇 
P 

0 

o 
0 

複 
數 

この 三 形の 呼應は 、 即前か ら 云 つてる 人 稱 接辭說 の 規則で 出來て 居る。 

(第 四)、 領格代 名 訶と云 はれて ゐる もの ゝ觀察 も 亦 犬に 人稱接 辭說に 有力な 證 明を與 へる。 領格代 名 訶は次 のか 

く說 かれて ゐる。 

r 領格 代名訶 は、 夫々 の 代名詞へ Isro  (r 特っ」 「有す」 とい ふ動訶 だ) を 添へ る。 即ち — 

ク コ n ハポ 

第一 人稱 Ktl-koro  (私の) . —— i?l-:koro  hats  (私の 母) 

第一 一人 稱 w-koro  (お前の) —e  -kclo  habo  (お前の 母) 

き^ い か； i^i ル^ ふ」 あに^い 下って る 所の Isro が、 又、 夫 自身で 「，か」 (his,  her) の 忍 味に も w 
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ひられる。 例へば Isro  habo は 「彼の 母」 の 意味な の だ 

斯う 見る から、 玆 にも 亦 代名詞に 關 する 「奇妙な 語法」 の 一 つが ある。 併 乍、 之 を 上述の 人稱接 辭說の 立場から 

さ 5  n  n 

見る と 少しも 「奇妙」 では 無い。 甚當然 の 事 だ。 否 是非 然 無くて はならぬ 事 だ。 何ぜと い ふに、 勿論 Isro は 元 

動訶 である 「もつ」 (to  possess) が領格 (lx>sessive) を 表 はすに 至る こと は處々 によく ある こと だ。 で、 Isro が 

動訶 であるから 人 稱辭を 探りて 左の 如き 三 通りの 形が 出 來る譯 である。 

第一 人稱 Is -Isro  (「私が もつ」 即ち 「私の」) 

第一 一人 稱 ？： Isro  (r 汝が もつ」 即ち 「汝 の」) 

第三 人稱 Isro  (「彼が もつ」 即ち 「彼の」) 

かくして、 Iskoro が 「私の」 の 意味に なり、 ？ koro が 「汝 の」 の 意味に なり、 Isro が 「彼の」 の 意味に な 

つて 來 るの だから、 從 つて、 Isro  habc, が 「彼の 母」 を 意味す る こと 少しも 不思議がない。 

そこで、 此の 「もつ」 とい ふ 動詞が 領格 代名詞 的に 遣 はれる について、 第一 人稱が ku-lsro 笫 二人 稱が ？ Is 

ro 、第三 人稱が koro だとい ふ事實 は、 又もや、 最前から 云って る動訶 人稱說 に、 しっくり 一 致す る、 ばかりで は 

無く、 さう 解釋 する にあら すん ば、 此の 語法 は 全く 所謂 「奇妙な」 不可解に 終る。 

以上 陳述した 所に よって、 人稱 接辭說 が 若し 認められるならば、 私 は 更に 其 複數形 を も 認めたい。 更に 又 單複を 

通じて {S^E 的の 人 稱接辭 を も 認めたい。 即ち 動詞の 前へ實 際 1S-,  ？ 等 以外に、 a,,  21-. i-,  chi- 等の 冠ら さ 

れる ことの あるの は 其で ある。 併し 代 名 訶の事 は、 どこでも 然 だが、 罩複入 巷ったり、 彼此 相換 したり 非常に 變化 


を i て る る。 故に、 へ；' 此等ー 々の 形式 を 一度に 述べる とすると、 餘 りに S  くもなり、 餘り にこみ 入っても 來る 力ら 

今 は 唯- 此 事が あると いふ 論 だけに 止めて 置く。 

旦 レ、 以上 述べて 來た 所の アイヌ 語 は、 凡て 唯、、 北海道 アイヌの ものである。 之 を 樺 太 アイヌ^に 徴 して はたら 

どうかと いふと、 やはり 又 形が 多少 違 ふ。 けれども 槪 して 樺 太に は 人 稱接辭 は 北海道よりも  一 I 嚴密に 行 はれて ゐ 

る 寧ろ 私 は、 樺 太 方言の 比較に 由って 犬に、 私の 見解の 實證を 擧げる ことが 出 來る。 ざっと 述べて と、 リ 

太の 形式 は 斯うで ある。 

® 1 A-^  nn- 例へば - l<(>nte  (私與 ふ)、 an  - 1-5  (私 聞く) 

第二 人稱 ？ 列へば e-lsnte  (汝與 ふ)、 ？ mi (汝 聞く) 

第三 人稱 —— 例へば Isnte  (彼與 ふ)、 §  (彼 聞く) 

第一 人稱が 北海道と 違 ひ、 5 の 代りに、 § を 遺 ふ。 けれど 樺 太で も ku, を W ひて 通ず る アイヌ も 居る。 叉 北海^で 

も n の 形式が 絕無 では 無い。 詞曲 中の 古語に は 之 を ffl ゐ るので ある。 但 n が 無くて た^  a 丈で ある。 北洵逍 アイヌ 

の 古い 詞曲 中に ある の 用法 は 今日の 樺 太 アイヌの g の 用法と 仝く 一致す。 

ォブゼ クチ， I ゲぺ 1 ソ ナルァ フィクス  ，, , , 

又 樺 太で は賓 格 的 人稱辭 が 非常に 嚴密に 用 ゐられ る、 其 形式 は ー 

笫 一 人偁 i  (n)- 例へば i  (n)-lsnte  (私に 與 ふ)、 i-nurc  (私に 聞かす) 

访ー 一人 稱 ？  ^へば ？. konte  (汝 に與 ふ) e-11-lre  (汝に 聞かす) 

第三 人稱 —— 例へば konte  (彼に 與 ふ)、 mire  (彼に 聞かす) 

第 四 章 アイヌ 語學 上の 一 問題  一 4 一 


富 語 研究  一 七 二 

主ぷ思 第二 人稱の 場合 は、、 王 格の 時と 同形 だ。 それでも 意眛は まぎれぬ。 其 所以 は 次に 述べる。 北海道で は まぎれぬ やうに 

echi- と 云 ふ ことがある。 笫 一人 稱の. m 又 時として n 無しに .1 とだけ 云 ふこと も ある。 北海道 アイヌ は en- と 云 

ふ。 例へば— 『私に 與ふ』 は en-kore だ。 伹 古き 詞曲 中には i—kore と ある。 これ は 仝く 樺 太のと 同形 同義 だ。 

且つ 樺 太で は、 賓格 及 主格の 人 稱辭を 重ねて 用ゐる 習慣 だから、 動詞 は 常に 一 語 一 文の 觀を呈 する。 例へば  

|  ァネヌ レイ タキ 

.A?esure  itaki  (私が 汝に 聞かした 話、 即ち (一 お前に 話した 話」) 

一  タンべ ァネ コンテ 

, Tambe  an-?kollte  (此を 私が お前へ 與 へる、 即ち | これお 汝へ 上げ やう」) 

^  H ィヌレ ィ タキ 

E-i -mire  i  一  aki  (汝が 私へ 聞かした 話、 即ち 「(私が) お前に 聞いた 話」) 

一  は-i-lsnte-am-pe  (汝が 私に 與へ たもの、 即ち 「(私が) お前に 貰った もの」) 


これが 第三 人稱 になる と、 笫 三人 稱には 全く 人 稱接辭 は 無い の だから. —— 

w&re  Yoni  (ctta)  mire  (r フ， -レ」 が 「ョ， I 一 一」 へ 吿 げた) 

tsrc  i-nure  (「フ ，- レ 一 が 私に 吿げ た) 

Isrc  e-nure  (「フ 、- レ 」 がお 前に 吿 げた) 

(Anokai)  H6re  (otta)  an -mire  (私が 「フ， -レ」 へ吿 げた) 

(Hani)  ffiure  (otta)  e-nure  (お前が 「フ， -レ」 へ吿 げた) 

又、 命令法に なると、 矢張此 も、 主格 をば 附 けない の だから、 たビ、 賓格 人稱辭 だけ を 冠ら せて 


In-lsntc! (頂戴！) 

Isre  ottjl  Isnte  ！ (「フ ，- レ」 へ おやり ！) 

I-nulsnte  (拜見 ！、 

Isre  otta  mikante  (「フ ー レ」 へ 見せな さん) 

か^ふ 風に 云 ふ。 さて 然るに 第二 人 稱の雷 は、 主格 的 i 格 的 共に 同 f であって 紛れさう だが、 一 I 少し 

も紛 L な、 。そ L よ、 主格 的 • 賓格 的 兩接辭 を 併用す る 習 ひで 且埜續 序 は 一定して るから、 若し 初めに 外に 主格の 

德 のない 場合の e は I 賓格と 解すべく、  § し 其 次に 尙 今一 つ 人 稱辭| る 場合に は 其 e は 主格 的 接 f あ 

る 害 だから。 賓格 人稱 f 使用す る 霧 は 極めて 古い ァ ッ 力 、チア 擊ゥ ラハ族 21 の外气 柬方諸 國には 先づは 

えない 。東方で は 唯、、 樺 太 及 沿海州の ギリ ャ、 -ク 人に は 之が ある (ダル、， ベ に據 ると )。 主格 二 I の 人 を 動^ 

に合體 して 併用す る 所 はすべ ての ウラル タル タイ 稀 族に もない 。却って 此は エス キモ ー 族 及 ビレー 一，. ス 山^の バス 

ク人 JD、 メキシコ、 アメリカ イン ディア ン などが やる ことで ある- 

結 論 

片乍、 北海道に 於ての みならす、 隨分樺 太 にても 一方に は斯く 厳密な 人稱辭 語法が^ さる X と M 時に、 一方に は 

隨 分-: 朋れた アイス 語が 日本人 等との 間に 話されて 居る。 

さなき だに、 獨 立の 代名詞の 發逹 は、 一方に 古き 人稱 形式 を 不要に させ、 はや 其 意義、 さへ 忘却 させて 來てゐ る。 

笫四章 アイヌ 詰學 上の 一 問題  一 「- 一" 


一 百 語硏究  1 七 四 

現に、 接 辭には ァクセ ン トが 無くなって ゐて 音韻の 壞 崩 は どし/ \ 起って ゐ る。 

Kudnivk^ni  (代名詞 第 一 人稱 T 私」) 

Ku-drapavk4rapa  (動詞 第 一 人稱 T 行く」) 

Ku-k6s〉sarc  (領格 代名詞 第 一 人稱 T 我が」) 

Kdllivydni  (代名詞 第一 一人 稱、 「汝」 ) 

殊に 注意すべき こと は、 日本人が アイスと 語る アイヌ 語の 影響で ある。 曰 本 語に は 固より 人 稱接辭 など 無い から 

こんな 事に は 思 ひも 寄らぬ o そこで、 「私」 (chiokai) 「行く」 (Oman) 「汝」 (eani) 「ならば」 (chiki) などの 單語の 聞き 覺 

え を 日本 流に 連ね、 剩へ、 日本の IU1 爾波を 混じな どして こんな 事 を 話す。 

.ba.nl  clllall r  tas  Oman  cihik, 

p  タ^  < 

そうすると、 アイヌ は、 やはり 了解 をして 吳れて 其 返答に は鸚鶴 返しに、 

chlokal  Oman, 

ブ n  I クン 

と 破格 ァ ィヌを 平 氣で云 つてる。 併し ァ ィ ヌ が 明言して ゐる やう に 勿論 變則 だから 之 は 則と はし 難い。 

以上 述べて 來た所 を 概括す ると、 要するに、 「アイヌ は 代名詞 を澤山 繰返して 使用す」 るので は 無い。 「アイヌの 動 

詞は人 稱接辭 を 採る。 今迄 澤山繰 返す と 云 はれて ゐた 所謂 代名詞 は 常に ku,  e についての 事 だが、 ku,  c は獨 立の 

代名^で は 無い、 人 稱を表 はす 前 接 だ」。 そして 更に 一歩 を 進めて T アイヌ は 此の 人 稱接辭 を W ゐる から、 動詞の、 に 


格なる お i  (&叉 は：^ i) は 却て ど、」 CI する」 と 云き とになる。 If  I！ 

でも 解/る 如く ま 冒頭に 「私 は」？ 4 が 云って 無い。 尙其外實 例の  一 二： 一一： 四の 各、、 でも、 前の 「注意」 

に 書き 添へ たやう に、 ごく 普通に は ま fnc  (私 は アイヌ だ)、 Ainu  ？ ne  (お前 は アイヌ だ) と 云って、 敢て 

一 々 ァ a』一,  P を 冒頭へ こと はり はしない。 歌な どに も 11 

ft  if  5t  < がが  ^ 

cnc Itulliarl  Isata, 

M ひ nol^o 121 , ii ひ 123  su 

iramrLtikuri I  5 

is  < さ -..  A. 


七 は、 飜譯 して 見るならば 、「戀 し 殿御に 逢 ひ 度い けれど、 遠い あなたに ゐ やしゃん す 故、 わたし ややる せがない 

わい な。 きごの 身 I 仁く ひき、 置 許りで 斯く  f も戀し 殿御に 打ち明け 兼ねて ：：： 」 とい^ 老 村で 

霞し た戀 歌の 冒頭 だが、 此處 に旣に 其起 筆に 「ク^」 とい ふ主暫 省いて ゐ、 t 「私 は 女 だから ：：： 」 といぶ 

クァニ  -  ； 

四 行 目の 冒頭に も 矢 張 其の 「^は」 を 云って ゐ ない 

思 ふに アイヌに は、 動詞に 人 稱接辭 が あるから 一々 主暫匿 かなく ま (斯る 場合に は) 解る からで あらう。 

第 gL 章 アイ ヌ語學 上の 一 問題 


言 語 硏究  一七 六 

クァ 一一 

叉、 特に 一 私 は」 とこと わるの は、 了 度ラテ ンの ego などい ふやうな 語氣 で、 國 語なら (私が ではなく して) 私 

は， とい ふやうな 言葉 遣 ひで ある。 

斯うい ふ 事情で、 實際 アイヌ は 代名詞の 主格 を さう 多く は 使 はない。 云 はすに 濟 ます 方が 隨分 普通 だ。 第 一 人稱 

ばかりでなく、 第二 人 稱* 第 三人 稱の 文で も、 通じて さう 云へ る。 唯、、 從來 Is,  e を 代名詞と 考べ たから、 「代名詞 

を 多く 繰 返す」 となった ので ある。 是に 於て、 第一 及第 二人 稱の 文と、 第三 人稱の 文との 間に 於け る ii 齬が 全く 不 

可 思議な 事 も 何も 無く 解け て 來 る譯 である。 

それ は 兎も角も、 さて 斯うい ふ 様に 見て 來 ると、 アイス 語と いふ もの は、 吾々 日本の 國語 や、 琉球 • 朝鮮の 言葉 

と は、 大分 遠い ものに な。 て來 ざる を 得ない。 勿論の こと 西洋の 擧 者の 說に從 つて、 若し 世界の 言語 を、 白人種の 

曲折 語、 支那 人種の 孤立語、 北部 及 東部 アジア 諸 民族の 膠着語、 及 アメリカ 土蕃ゃ H スキ乇 ー や 極北 種族の 抱 合 語 

(Incorporating  ) の 四つに 分け るなら ば、 アイヌ 語 は 寧ろ 最多く 抱 合 語に 近い ものに なって 了 は ん として ゐる。 

此 議論に なると、 今一 暦 長い 大きな ものに なって 了 ふで あらう から、 此は叉 他日 一 曆， 研究 を 重ねて 詐 論して 兒 たい 

と 思 ふ。 今 は 唯、、 此事實 の 報告に 止めて 筆 を擱 く。 


私の 見る 限 ひに 於て は、 日常 澤山使 ふ 語に 限って 此の 語形が 現 はれる 。特殊な 形で は あるが、 可な り，：^ に川ゐ 

第五 章 アイヌ 語の 前置詞の 問題  一七 七 


第五 章 アイス 語の 前置詞 の 問題 

第 一 節 アイヌ 語に やかましい 前置詞 

チ - ンバ レン 敎授 が、 文科 大學 英文 紀要に、 アイヌ 語と 日本語との 非 親近 說を 主張され た 時、 第一 の 項目に、 ァ 

ィヌ 語が、 日本語に 存 しない 所の 前置詞 を 有する とい ふこと を擧 げられ た。 その 所謂 前遛詞 と は、 次の 様な もの を 

意味され たので ある。 

^タク a  s  d. 

この o はから (from) で、 E はへ (to) であると し、 名詞の 前へ 置かれる から、 即ち 前置詞 だと^られ たので あ 

る。 以後 この 0 及 e の 解 釋に對 して 異說の 現 はれた こと も 聞かす、 現代 これが 通說 となって 居る やうで ある。 

菜して この 0 及び e は 前置詞 か。 又た^ 一  つづ、 の 例 だけで は、 稀 有の 場合 かと も 想像され るが、 ^して 稀に の 

みある 場合 か。 


所謂 前置詞と 同じ 語 例 


言 語 研 究 

られる 形な ので ある。 即ち、 次の 詞遣 は、 みな これと同じ 用例の ものと 兌る ことが 出来る。 

例 へ ば  

束から 來 た。 

東へ 行った。 

西から 來た。 

西へ 行った。 

北から 歸 つた。 


|^0-0ー1コづで01亇1,5  eK:, 

そのほか  

-o-plsh-un  ek, 

.E-pisfi-un  hosh ミ i, 

一 c-rcp-un  yan. 


北へ 歸 つた。 

南から 歸 つた o 

南へ 歸 つた。 


山から さがった。 

山へ でかけた o 

濱 から 來た。 

濱へ歸 つた。 

沖から あがった。 


七 
八 


lE.relrtul  aris,  沖へ 行った。 

(0-l.on-ne  arpa.  上座から 行った。 

一 ぱ -ron  -ne  arpa,  上座 へ 行った。 

(o-uttm-ne  arpa,  下座から 行った。 

一 w-utlm-ne  arpa,  下座へ 行った。 

右の 內に、 語尾 i ョを 取って ゐる ものと、. g を 取って ゐる ものとの 差が あるが、 これ は 大した 题 ではない。 

e -1dm  lull  a.:q)a は、 また e -1dm -ne  arl)a とも. S はれ、 clplsn-ull  llosThlpl はまた e-plsll-nn  110s】lll)l とも レは 

れ て、，， 其 は 少しの 意味の 相違 もない からで ある。 

尙 この 外に、 . 爐 を 中心とした 家の 內の右 座 (Shi  -so)、 左 座 (harld-so) とい ふ 語に 就ても、 0 及び e を 採った 

形が 屢" 用 ゐられ る。 

(o-shi-so  mi,  右 座から (また 右 座に)。 

一. E-shi-so  nil,  右 座へ (また 右 座に )o 

一 〇-harki-so  tin, 左 座から (また 左 座に)。 

一 E-harki-so  un, 左 座へ (また 左 座に)。 

尤も、， こ の 場合に は、. から 及びへの 意味の 外に、，. 0 及び e が單に 位置 (運動で はなく) を 示して る だけの こと 

も ある やう だ o 

笫五章 アイヌ 詰の 前置詞の 問題  •  1 七 九 


言 語 硏究  一 八 〇 

第三 節 アイヌ 語 は 後置 詞が 普通 

要するに、 東 北と か、 前 • 後 *左* 右と か、， 山と か濱 とか、 さう いふ 概念 を 中心に して、 ある 運動 行 爲の方 

向 を 表 はし、 それが 出發點 になる 時に 0 を、 歸着點 になる 時に e を 用 ゐてゐ ると いふ こと は事寳 である。 

この 様な 「 關係 概念」 は 英語で は frc ョ， to の 如き 前置詞で 表 はされ、 日本語で はから • への 如き 後置 詞で表 はさ 

れる。 所が アイヌの 0 及び e は、 名詞の 前へ 出る。 それ故に、 本當 にた ビ、 それ故に、 チェンバレン 教授が 前置詞 

と 解され たのみで、 深く は その 性質 を 討究され なかった ものら しい。 

一 體 アイヌの 語 序 は、 . 

主語 —I- 述語  • 

文 主 —— 目的語 I 動詞 

とい ふ 形式の 一一 目 語で ある。 動詞 は 常に 名詞の 後へ 出て 來る 故、. 名詞と 動詞との 關係を 表 はす 助辭 は、 自然 その 中間 

を 繫ぐ。 故に やはり 後置 詞が 普通で、 前置詞が 無い ので ある。 

一般の 名詞 は、 からの 關 係に、 | 或は orowa を 用ゐ、 への 關 係に § 或は， 3 を 用ゐ. るの が、 普通の 法則で 

ある a 

Qlupka,  wa, 東から。 


C11US30 だ \va, 西から o 

(CIS で JDOk  SI, 西へ o 

(Koika  wa,  北から。 

一 Koika  un,  北へ。 

flCoijpotc  wa  .iff 力ら o 

IKOipok  un,  南へ。 

(Kotan  wa  (或は orwa) れから G 

lK:ctan im  (或は ta) 村へ。 

(IVIOShir  wa  (或は orowa) 國 から 

IMOSbil.  im  (或は ta) 國へ。 

同様にして 、 

cll"selle  wa, (家 力ら) 

urslul  wa  (Ep 力ら) 

Onaha  wa, (父 力ら) 

^PMWP^P  wa, (頭 力ら」 

^^.s  wa, (目から) 


Clns21 ひ un, (家 ハ ) 

unuls  un, (母 ハ) 

onaha  un, (父へ) 

sapan^  tin, (頭へ」 

sluKlill 13, (目 <, ) 
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Telsllewa, (手から)  tekche  ml, (手へ) 

fees  all a  \va, (足から)  kemav-a  tin, (足へ) 

Kanto  (or?)  wa, (天から) kanto  (oro)  113, (天へ) 

Nupnrilia  \va,  (.E 上， から)  ktrnlxlrlKtt  rm,  (.E 上へ) 

これが 一 般 のから 及び へ の 表 はし 方で、 尙意 味の 小異から、 wa が orwa,  orowa,  orowa -no ともなり、 § が 

()run,  orctm,  crolln  "no ともなれ、 to ハ方も or,  ta  (，E§ ち otta)  oro —tfl となるな どの 少異は あるが、 要する 

に $:、 後^ なので ある。 

ひとりから 及びへ の關 係が 後置 P ぶじ 表 はされ るの みならす、 之に 類した 「の」 の 格 T に」 の 格 及び 「まで」 「の 

み」 「も」 「で」 その他、 英^の 前遛 fl が あら はす 關 係が、 アイヌで はみ な 後置 詞を 以て 表 はされ てゐる ものな の 

である o 

そお なのに、 0 と e との あの ー對の 表示が 存 する。 故に 之 を やっぱり 特殊な 形 だと 私 は 云った ので ある。 

第 四 節 古い 成語の 中に 

こんな 特殊な お 法 は、 それで は、 古い もの か、 新しい もの か、 と 兌る のに、 合成語の 中に、 已 にこの 構造 を：：^ 乂 

ける。 列へば、 淮浪を 0-31丫11コ-1るとぃふ、 re づは 「沖」 で、 ド は 「水」 である、 卽ち 『沖からの 水』 の 意で あ 

る。 之に 對し、 山^ 浪を olkim-unlpe とい ふ。 l:im は 山で あるから、 『山からの 水』 の 意で ある。 乂、 動詞で、 


i こいへ in  くこと を、 e-kim-nc 『山 入りす る』 とい ひ、 e  -kini -ne といへば、 『出へ，^: く 逍路』 である (C は 

Y^J  — I  H ン ノ ハ 

「道^で さ こ 乜に對 して、 漁に 沖へ 出る こと を、 今 は rep-a とい ふが、 沖へ^ し 出で る こと を 0  1  -un とい 

ふお が 字す る。 『さし 出の 璣』 の 遠く 沖逯遙 かに さし 出で たる 風光 を、 c  -relrun  ruko  saknatara 『沖へ さし：； l 

でた るな がめ、 目 も はるかな り』 などい ふ。 

义、 この^ 去 ま、 古き 叔事詩 ほど 澤 山に 使 はれて ゐ るの を 見る。 『蘆 丸の 曲』 (^sp- まび 一^ r-0 は エトラ チチ 

とい ふ j& 大 な怿宽 を 、わと した アイヌ 詞 曲の 名篇 であるが、 この 怪童が、 爐邊 に趺. ^して ゐ ると、 ^が桢 おから 木 

尻座まで いっぱい になって ゐて、 右の 膝が 横 座の 壁に 達し、 左の 膝が、 木 尻座の 壁まで ^ いて ゐ ると 欹ふ條 に、 

Oar-  kirkewe  o-ron-newa  dlise-trnnam-ton  c-  ush  ru We,n6: : 

oar-  Idrkewe  ？ utv-n-newa  chise-tnmaln-ton  e-  usn  rl】we-ne. 

と 叙して ゐ る。 

『^化 竹 ざ かな』 とい ふ詞 曲の 中 (その他の 11 曲の 內に も) ヒ ー 口 ー の 生 ひ 立ちの 條に、 養育^が 玩具の C^I を^ 

つて やる と、 其 を 持って 家の 中ぢ ゆう 駆けす り 廻って、 祭器で も 鍋釜で も 構 はす ボッン くと 射て 遊んで ゐる狀 を 

述べ るく だり に、 

K-rcn-ncwa  shildru-cm  l《or  rulwne  shintcl^c  r-clsn  sllitltcko  aul<o-tolq)lshte  aeyalminaushl ； 

w-utun-Tlewa  shitdru-an  kor  noltan  atushpe  rupne  atuslll)e  auls-tolq リ ishte  aeyasllllallsh-  kor  an-ar-. 

尙、 枰太 アイヌ 語 は、 日常の 談話 は 北海道 アイヌと 不通な 程に 變 つて ゐ るが、 敍事 おのお は 共 割りに は 却 て^す 
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る こと、 さながら、 薩州 人が 盛 岡 藩へ 使して、 談話の 通じなかった 所から T 此は薩 州よりの …… にて 候」 と謠 ひが 

かりで 口上 を 述べたら、 よく 通じた とい ふ 一 ロ噺が あるのと 同様、 古語が 共通な 所以で ある。 

その 樺 太 アイヌの 叙事詩に は、 や は ひこの 0 及び e の 形が 使 はれて ゐる所 を 見れば、 少く とも 兩方言 が 分岐す る 

以前の 古 形で ある こと は 明かで ある。 

一 體、 關係 を專務 にあら はす 後置 詞の 使用 は、 語法の 分析 的 進化で ある。 印歐 語に 於ても 前置詞が 後代に 發 達し 

て、 昔の 語尾 • 語頭の 曲折 を廢 止しつ ゝ、 今日の 英語の 形の 單 純化が 起った。 

して 見る と、 アイヌの 關係 表示の 方法 も、 後置 訶の發 達に 由って、 一般の 名詞 は 統一的に 分析 的 表示に なった の 

に、 毎日 使用され る 特^の 語に のみ、 綜合 的な、 變な 表現 法が 遣って、 今の 狀態 を呈 して ゐ るのに 相違がない ので 

ある。 毎日 使用す る 語に 限って、 却って 古 形が 遣され て 不規則に なって る事實 は、 我々 の 日用 最繁く 使 ふ 動詞が 變 

格 (ラ行 • サ行 • カ行 變格 など) だった ひ、 英語で も to  be,  to  do,  to  go の 類 や、 代名詞の、 様々 の 昔の 格變化 

の 名 tf を逍 して ゐる ことな どで も わかる ことで ある o 

. 第五 節 奇異な 語法と その 起源  ， 

然 らば 如何にして、 かう いふ 奇異な、 併し、 簡單 な、 直截な、 巧な 區別 表現が ェ 風され たもので あらう か。 

故、 知 里幸惠 は、 優れた 頭腦の 持主で、 アイヌ 語 • 日本語の 文法的な 知識 も、 可な り 精密な 理解 を もって ゐ たが、 

私 は、 この 問题を §彼 女の 口から 釋 くこと が出來 たと 信じて ゐ る。 E は アイヌ 語で は 『顔面 • 頭 部* 上部』 の 意味 


で、 つまり お (顏) の 音の 轉じ たもの、 之に 對し o は アイヌで 『尻 • 下端 • 下部』 とい ふ 語で ある。 必^ そこへ M 

を 向けて 行く から、 「へ 行く」 となり、 そこへ 尻 をむ けて 行く から、 「から 行く」 となる、 と 彼女 は 云って ゐ た。 さう 

云って、 「揚げる」 は IKlHi であるが、 「仰ぐ」 を he-puni とい ふの は 即ち、 「顏を あげる」 であり、 「起つ • 出發 する」 

を ho-plmi とい ふの は 即ち、 「尻 を あげる」 である。 この 際、 顔の ^ に 做って、 尻の 0 も h-H:: を^って S になつ 

て相對 したが、 反對に 方向 を 表 はす 場合に は、 0 に 做って、 ^ が h 音 を 落して e となって 相對 して ゐる、 とい ふ 

のであった。 

「 附 いて ゐる」 意： 味の tish が o-ush となると、 風が 附 いて ゐる 意と なり、 e—ush となろ と 頭が 附 いて 味と 

なる。 前祸 H トラ チチの 膝頭が 側壁に 達して ゐる と譯 して遛 いた e—llshi も、 ^譯 すれば 膝が しらが 側 t.- へお いて 

る ことで ある。 故に al>a-e-llsh-pe  (戶が 「 頭が 着いて. る」 もの) は 鴨居で、 apa -c -eush -pa  (尸が 「尻が おい 

てゐ る」 もの は) 敷居の ことにな つてる の も それが 爲 であろ。 

これが 他動 は ush-i  (附 け. る *着 ける) であるが、 ol  tishi は 「《牙 く」 こ とで、 e -ushi は 被 K- ことになるの も、 

下と 上との 意味の 對 照からで あ る。 

「おさ」 とい ふ^の pesh は、 川の 長さに、 即ち 川す ぢ傅 ひに、 川に 添うて 行く 意味に 使 はれる が、 

0  -pesh  arpa 川尻 へ 川 づたひ 行 く。 

E  -pesh  arpa 川 かみへ 川づ た ひ 行く。 

となる o 
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その外、 何でも、 尻 • 下の 意に 0 とい ふ 例 は oldllurshirka 「尻. の 燃えて ゐる 鞘」、 o -uhiii -attushi 「裾の 燃え 

てゐ る^ 司の^ 物」、 その外、 陰門 • 陰部 も 02 だけい ふこと は 八 r 尙ぁる ことで ある。 

,  そ  そ 

「搖 る」 は suye で、 he-suye は 「首 を ふる 」、 「反らす」 は tesu で、 he-tesu は 反って 翻 を あげる ことで あ^ o 

tari は 動かす、 起こす ことで あるが、 he-tari は、 臥して ゐ たもの が、 面 をお こして 半身 起き あがる， こと、 】lo 

-tari は、 もん どり 打って 願^す る ことになる。 

o—sllisc  vin  rupnc -rnal:  右.^ にし 坐して ゐる 老女 

o  -h arkiso  nil 】 5 n  mcnoko  お J 坐 に.^ した. る 若き 女 

などが 「から」 の 意味の 外に、 靜 止の 位置 を 表 はすの も、 矛盾の やうであって 矛质 せぬ の は、 右 座に 尻 を 锊 ゑて 

ゐる、 ん^ に：^ を 据えて ゐる、 とい ふ 本義から 來た 第二義 だからで ある。 

此 等の 例證 は、 アイヌ 語に は數 限りなく ある ことで、 從 つて、 この 語法の 原義の 發兑 は、 アイヌ^ 擧 上に 仲々 大 

きな 鼓 はで ある。 今迄 解けなかった、 數 多の 0 と e との 對 立が 解けた ばかりで なしに、 今一つの 不^ 3 議な ho- と 

11? との 對立も 難なく 一度に 解けて 來 たからで ある。 それ は、 アイヌ 獨特の 奇妙な ^飼 (？) で、 やはり n 常澤 

山 使 川され る惯 ffl 語で ある。  • 

WCP  (沖、 爐で いへば、 中央の 火の 燃える 方) —— 

liorepash, 「沖から」 「爐の 火ば たから」 

lierepash, 「沖へ」 「鱸の^ ばた へ」 


Ya  (お、 .f で い へ ば、 爐 ぶち 及び 座席の 方) 

hoyashi, 「陸から」 「を か (爐 の) から」 

. . heyashi, 「陸へ」 「を か (爐 の) へ」 

Sa  (f.、  ^內 では 爐 ばた、 ^外で は濱 手の 方) . 1 

Issahi, 「前から」 (爐 ばた から、 濱 手から) 

hosahi, 「前へ」 (爐 ばた へ、 濱 手へ) 

Ma オ (後、 ^內 では 奥、 屋外で は 山手の 方) i 

「後から」 (奥から、 山手から) 

bcilihi, 「後へ」 (奥へ、 山手へ) - 

Rik  (上 丄咼處* 高 部)  

horikashi, 「上から」 「 高處 から」 

likli, 「上へ」 「高處 へ」 

wa  (下 • 低 處* 低 部)  

horashi 「下から」 「低い 方から」 

hclhi, 「下へ」 「低い 方へ」 

Kshi, (川し も • 下流)  
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ザ 。！>ashl, 一 川し も 力ら」 

hej>ashi,  _ 川し も 〈 」 

Perai  (川 かみ • 上流) i , 

llo^erai,  _ 川 力み 力ら」 

h-ellerai, 「川 かみ へ」 

第 六 節 前置詞で はない 接頭 辭  • 

ひとり 名詞に 添 ふの みならす、 動詞に も 添 ひて 其 意味 を 修飾し、 更に 副詞 的な 上の 方、 下の 方と いふ やうな 語に 

まで 添 ふ、 この 特殊な 形式、 古拙な 仕方で は あるが、 素樸で、 めの こであって、 わかりよい 此の方 法 は、 子供ら し 

ぃ無雜 作と、 文明 人に 思 ひも かけない う まさを 以て、 全く 異色 を湛 へて ゐ る。 之 を、 文明 國の 前置詞と 同じ 名で 呼 

ぶこと は、 如何で あらう。 軍なる 語形 式であって、 もはや 獨 立の 語 訶 として は 見れ ないやう であるから、 同じく 

は、 化石 化した 一 種の 接頭語と 呼んで 置きたい。 

勿論、 これ を 前置詞と 呼ばう が、 接頭語と 呼ばう が、 それ は 大した ことで はない。 之 を 前置詞で は 無い とした 所 

で、 依然として、 かう いふ 語法の 存 する こと は、 我々 の國 語に は 見出されない ことで あるから、 アイヌ 語 非 親近 說 

の 一 項目に 之を數 へられる チ - ンバ レ ン敎授 の考に は、 少しも 訂正 せらるべき 必要 を 見ない。 

アイヌ^と、 日本 その他の ウラル アルタイ 語族との 間に、 語族 的 關係を 見出さう として 犟語の 類似 を 求める 人 は 


あるが、 幾 萬の 語彙の 中に 十 個 ゃ十數 個の 似た 形ぐ らゐ は、 或は 容易に^つ かるで あらう。 勿論 私，：：： 身で も^お^ 

ものなら 何時でも 提供 出来る。 併し それ 程の 少數 では、 偶然の 似寄り も 可能で あらう し、 特に 過去 數 千年の 隣接 生 

活の 問に は、 彼我の 混 人 もあった ことで あらう から、 以て 語族 關係を 支持す るに は 役立つまい。 

艰^ のみの 比較から 入る 人に は、 存外 近い 關 係の ものに 見られが ちで あるが、 一度 文法へ は ひって よく その 權造 

を 比較して 毘 ると、 アイヌに は、 旣に抱 合 語 的な 特異が あり、 又 小さい 問題の やうで は あるが、 かう した 、我々 に 

全く：^ られ ない 變 つた 語法 を 有する ことな ど、 どうしても 根本的 相違 を兩 者の 間に 感じて 來る ばかりで ある。 

首 語 は、 文化の 影響で 變 つてし まふ ものであるから、 あてに は 成らぬ、 とい ふ 議論 は^々 く 所で あるが、 大抵 

その 考は、 同化して しまって ゐる 西歐諸 地方の 事情から 築いた 說で、 さう いふ 抽象論で 何處 まで も 臨んで はいけ な 

い ことがある。 アイヌ は、 日本 文化の 中に 住んで ゐて、 そして 若し 全 日本語に 似た 言語 を 話して ゐ るの を^た 嗞に 

は、 マての 說が 適用で きる。 併し、 ウラル アルタイ 語に 圍 まれた あの 位置に 住んで ゐて、 根幹まで 曰 本文 化の 影響 を 

受けながら、 かう も 四隣と ちがった 言語 を 話して ゐ ると いふ 場合に は、 「首 語」 の 上の 異質 は 相 當に物 を 首 ふ 力 を 生 

じる の である。 

アイヌ は、 矢張り、 全然 我々 の 首 譜 とちが つた 言語の 所有者で あり、 引いて は、 嵇 族と して、 やはり 我々 と は 極 

め て 遠 い 存在 であった 喾 であらね ばなら ぬと 思 ふ。 
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第 六 章 語法 上から 觀た アイヌ 

此の 一文 は、 汎 太平洋 學術 會議に 出した ぺ ー。 ハ， の 大要で、 前半 は、 旣に 私の これ 迄に 云 ひ 古した 事赏 

である けれども、 行きが かり 上 又 言及して ある。 

一  第一 節  一一 一一 a 語の 立場 

八 n ぽり 論題 は、 アイヌ：^ 族、 その 起原 幷に他 民族との 異同と いふので あるが、 私の やって る 事 は、 單に首 葉の 方 

™ で、 而も この 一一 一一！！ 葉 をば、 文字 も記錄 ももたない 民族の ことと て、 直ちに 部落へ は ひって、 その 口に 響いて ゐるま \ 

一 を觀察 考究して ゐる に過ぎない ものである 。從 て、 私の やうな 調べで は、 この 民族の 起原と いふ やうな 題へ は、 

一 餘ひ 溝渠が あって 取り か \れ ない。 況んゃ 今日、 一一 一一：： 語と 人， 種との 問題に は喧 ましい 議論が ある 場合に 於て を やで あ 

~> る。 或學^ は、 一一 一一；： ^は 民族 生活の 內的 投影で、 それ は、 民族と は 切っても 切れない 血緣が ある もの だとい ふ 風に 論 

\ する 人 も ある けれども、 乂或學 者に 云 はせ ると、 言^ は 一一 一 Esg、 人種 は 人称、 全く 別で ある。 いや、 首お は 決して、 

人秫 の^ 係 を 物お る もので はない と斷首 する。 かう いふ 議論に は、 勿論 それ， <\ 理由が ある。 が、 私 は 今一 々それ 

らの 論の 常 否 に 立 入って 彼此 云 ふこと はしない。 けれども、 少く とも、 首^も 亦 —— フランツ、 ボア スの 一一 一一：！ 葉で 云 

ふと -U エスノ  ：！ ジ カル、 フ H  ノ  メナ、 イン、 ジ H ネ ラルの 一部で ある。 それ故に、 一お 族の 首 語の 科學的 考察 


は、 エスノ  a ジ ー に 何か资 料と なる かも 知れない —— 例へば、 その 竹， お • 容貌の 方の 硏究の 結 * を 言^の 方から も 

駄 口 を 押して 視る とい ふやうな 事ぐ らゐに は。 私が この 際關 はる ことの 出来る の は、 さう 云った^ 味で、 さう 云つ 

た 程度の ことぐ らゐな ものである。 がそれ だけの 役に も 立 つか どうか わからない。 

私逑の アイヌ 語の 硏究 は、 いふまで もな く、 ジョン、 バ チラ ー 考師の 御 仲 折の^^ にれ ふ もので、 たぐ 私のお 

は、 或は 老師のお 考 へや、 觀 方と、 喰ひ逮 や、 或は 脫 出が あるか も 知れない。 それ は何處 まで も 私 一個の 說で、 そ 

の爲 めに 老師 を 煩 はしたくない。 

第二 節 研究 法 及び 研究資料 

言^ は 藤 史的 事實 である。 從 つて  一^ 族の 首 語の 科學的 研究 は、 どうしても "1 史的で なければ ならない^ であ 

る 。然るに、 アイヌに は 文，：： K かなく、 アイヌ 人の 記錄 して^ I いて くれた 何等の 文献 も 金お 文 も 無い。 これ は、 アイ 

ヌ お の 科學 的硏究 に 取って は 殆んど 致命的な 痛みで ある。 では アイヌ ^は 遂 に、 科學 的な 研究が 出來な いか。 

幸に して、 アイヌ は、 非常な 豐 富な フォ 1 'ク n ァを 所お して ゐて くれ、 その 神^  • 傅 ^は、 今のう ちなら まだ 殆 

ど無盡 藏 といっても よいく らゐ、 彼等の 口に、 樺 太で も 北海 逍 でも 傳承 されて ゐる。 

一 體 これまでの アイヌ：^ 族に 隠す る 旅行家の 報吿ゃ 記載 は、 多く は その外 面に あら はれた 衣^ 仆ゃ の饥 W な 方. S 

ばかりに 止まって、 內面 的な 文化の 方に は 及ばなかった から、 たビ 未開な 蠻民 であると いふ やうに しか 傅 へ られな 

かった o 其も是 非ない ことで、 一つに は 日本人た ると 西洋人た ると を 問 はす、 一 體 よそから 來た 人に、 アイヌ は 神 
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事 ゃ祭镞 の 奥深い 事に つ. S て^す こと を 好まない 故で もあった し、 一つに は、 外客に は 言葉が 何と 云. つても、 不自 

由で、 お 互の 理解が ぴったり 來 なかった からで あるが、 それよりも、 もっと 大きな 事 は、 どうかす ると 始めから 野 

蠻 人と 兑 くびって、 卩 りて その 內面 生活まで 立 入って 深く 彼等 を 洞察す る 親切 さを缺 いたが 爲 であると いはな けれ 

一 ばなら ない。 然るに、 アイヌ は、 外面の 粗野なる に は 似す、 その 內面的 文化の 上で は、 決して 原始的な 秫族 ではな 

い 。殊に その 豐冨 なる 神話と、 それ を 構成して ゐる 書かれざる 叙事詩 を 所持して ゐる 方面に 於て。 - 

勿論、 一 口に アイヌと 云っても、 地方に より、 文 粗 一様で はない。 一般に 云って、 樺 太 アイヌの 方 は、 北海道 マイ 

^  しもば しょ 

ヌ より 粗樸 で、 神話 も 宗敎も 幼稚で ある。 北海道の 内 では、 膽振 • 日 高の いは ゆる 下 場所 地方が、 アイヌ 文化の 敁 

高度の 發逑を 誇る ばかりでなく、 比較的に 最もよ くそれ を 保存して くれて ゐる。 

一 體 アイヌ は、 祖先 崇拜 で、 祖先の 風習、 祖先の 言葉 を 非常に 大事に する 種族で ある。 然るに、 それと 共に 彼等 

は 叉 一 方に 非常に 話 好きな 民族で、 外で もよ く 未開人に、 殊に 半年 雪に 埋れ てゐ る、 夜の 長い 極北 地方の 民族に は 

よく ある ことで は ある けれども、 好んで 爐ば たで 閑談に 時 を 過し、 少し 氣が 合った 客が あると、 時 を 忘れて、 夜 ど 

ほしで も 四方 山 咄 • 昔話し に 耽って ゐる o それ を アイヌ 語で は E-lssar と 云って、 閑談の 意味と 樂 みの 意味と を 

もって ゐ る。 閉談 卽樂 みなので ある。 叉 一方に はや はりこれ も、 未開人の 間に はよ く 聞く ととで あるが 大歷歌 ふこ 

とが 好きな 民族で、 悲しい と 云って は 歌 ひ、 樂 しいと 云って は 歌 ひ、 酒を飮 むと 尙更、 さう でな くっても、 沖へ 出 

て 歌 ひ、 山へ 出て 躭ひ、 野外の 勞 働しながら でも、 よく 歌 ひながら やって ゐる 。若い者に は 殊に さう で、 一人 ゐて 

淋しい ときには、 何とい ふこと なく 歌って ゐる 。歌と 云った 所で、 何も、 文句の あるのば かりに 限った ことで はな 


く、 時として は、 た^ 無意味な 昔 群 だけの こと も ある。 例へば、 ホ ー レ ー、 ホ ー レン ナ、 ホ ー レ ー とい ふやうな こ 

と、 ャ イシ ャ マネ ー ナ. I、 ャ イシ ャ マネ ー ナ ー、 などい ふこと も ある。 それが また 色々 な 節が あって、 悲しい *-、 

嬉し 時、 皆 それ， <\- ちが ふ。 それ をシノ ッ チ ャ (shilstcha<shinot-sha) と 云って shinot は 「遊び」 「戯乜 一 ま 

た 「歌舞」 の 意、 sha は 節 調子の 意で ある。 大抵の 若い者 は、 それ/^ 自分自身の シノ ッ チヤ を 持つ てゐる もの 

で、 どうかす ると、 互に、 シ ノッチ ャを やれと 云って は、 みんな 同じ 昔 群の た^ 節 だけち がふの を-; 父 冗に やって g ハ 

じて ゐる。 そして この 無意味の 音 群 を 上げたり下げたりして ゐる うちに、 頭へ 浮んで 來る ことがあ ると、 昔^の 叫 

へその 文句 を 投げ入れて、 唱和 もやれば、 また、 巳に 知られて ゐる、 誰かの、 何 かの 折に 謠 つた その 歌 を謠 ふこと 

も ある。 すべて、 文句の 一句々々 にこの 無意味の シノッ チヤの 繰 返される 有様 は、 丁度 中世の 歌の 祈 返と いふ もの 

の 成立ち を 想像させる ものが ある。 かう して、 歌 は、 別に 長さが 一定して ると いふ こ ともなく、 歌 ふ ことがあり 次 

第つ ビ いて、 短 かい 歌に 終る の も あり、 長歌 I - それ は隨分 長い 長歌に なること も ある。 何れも、 かう して 耿 ひな 

がら 作られる 歌で、 且つ 作り 且つ 歌 ひ、 且つ 歌 ひ 且つ 作る ので ある。 それでも、 よい 出来の 歌 は傳唱 されて、 n か 

ら 口へ、 村から 村へ 擴 がって 行く のが ある。 隨分 長いの も、 かう してた f  口頭に 歌ひ傳 へられて 行って、 少しも^: 

きつけられる とい ふこと なしに、 尙可 なりよく 保存され てゐ るの を 見かける。 

ラフ 力 ヂォ、 ハンで あつたか、 日本人 は 國を擧 げて皆 詩人 だと 云った が、 同じ 意味で アイヌ こそ 殆ん どみ な 詩人 

だ。 實際歌 詩と いふ ものが まだ 實際 生活から、 さう 距れ きらす に、 實 生活の 半分ぐ らゐ が、 歌で 行って ゐて、 ^で 

も 少し はぜ ひやらなければ ならない ので ある。 なぜならば、 毎日 述べる 祈 禱の詞 とい ふ ものが、 まづ 歌で あるし、 
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# 兌の 辭令 も、 少し 際 だっと、 すぐ 歌で 述べられる 。喜 ぴ* 歎き • 祝儀 • 不祝锬 の 挨拶な ど、 その外、 隨分變 に 聞 

える かも 知れな いが、 爭議の 論判 もまた 歌での ベ 合 ふので ある。 重々 しい 聲で、 節附 で、 それが 叉 不思議な こと 

は 徹頭徹尾 大抵 祌話 にからんだ 理窟の 揑ね合 ひで、 いは ^神話の 知識と レトリックの 鬪 である。 それで 負けた 方が 

賠^ を 取られて 鳧 がっく。 それが 神意の 判き であって それで 納まって 居られた ので ある。 今 は 日本の 裁刺听 が出來 

て、 そんな こと は 禁止に なった けれど、 まだ 少し は あるが、 昔 は、 それで 幼少な 頃から 親な り 年寄な りから、 爐ば 

たで、 神話の 知識と 故事 舊辭 の敎養 をして ゐる。 少年 時代から 翫 具の 寶を 取り やりして チヤ ランケ ごっこ をして 育 

つた ものな ので ある。 尤も 歌と 云っても ミ ー タ ー などの 喧 ましい ことが なく、 日本の 昔の 歌な どの やうに、 大抵た 

だ リズムで 行く だけ 故、 古い 語法に して 對 句で 疊んで ゆく と、 もう ひとりでに 自然の 律語に 收 まって 歌って 行ける 

ので ある o 

さて、 かう いふ 歌 は、 單に 右に 擧 げた 場合に のみで はなしに、 多くの 祌話 傳說の 語り手が その 傳へを 物語る と 

き、 やはり また 唯の 言葉で はなく 歌の 形で 演じ 出す。 殊に これらの 物語の 中で、 ュ ー カラ を 語る ュ ー カラク ルゃォ 

イナ を 語る オイ ナクルな ど は、 全く 歐洲 中世の ラプソ ー ド 叉はバ ー、 ドを想 ひ 合 はせられ る 所の ある ものである。 

物語と 云っても、 それ は アイヌに 色々 な ものが ある。 主なる もの を 拾 ふと、 

一 、 イソ ィ タク。 此は歌 ふ 歌 はぬ に關 せす、 自分自身の 直接に 見た、 或は 聞いた 事柄の 物^ をい ふ。 多く は 山の 

S. まさち - つみさち さち  -: J  ' ' .  'ICC 

狩、 ^の 狩の 功名 咄 • 冒 險譚 である。 イソ は 山 幸 • 海 幸の 幸の ことで ある。 狩 獵の毯 物の 意で、 イタ クは語 又は 談 

である o 


二、 ゥパシ クマ。 (樺 太 語 ウチヤ シ クマ )o 此は 昔ば なしと いふ ことで、 同時に 寧ろ 敎，^ である o 

三、 ゥ H ペケ レ。 此は咄 とい ふこと、 原義 は 知らせ 合 ふ (動詞)、 一一 ュ ー ス (名詞) とい ふ 程の ことで、 桦^ に i で 

5 はさ ぱ なし  じ もば \c 

は 今でも、 この 原義から、 噂 咄* 四方 山 咄* 評判 • 世評 • 風 說の義 であるが、 北海道の 下 場所 地方で は、 その： な.^ 

から 一 歩 出で、 特殊 化した 昔 噺に用 ゐられ る。 樺 太で はこれ に當る 場合 は tuitak  (多 語の 義) とい ひ、 北^^ 0 の 

北半に も 行 はれて ゐ る。 さて 此の 昔噺は 不思議に も 全部 第一 人稱 の說述 法に 出来て ゐて、 设 後へ 行って、 物^る 人 

が 『と 某々 が 云った』 と 述べて 終る。 故に 物語 中に 於て は 物語 ひ 手 は、. さながら、 自ら 物語の ヒ ー 口 ー になって、 

『我 は 云々 なりき』 と 述べて ゐ る。 從 つて、 物語 ひ 手 は、 時として は、 偉人に なつ てること も あゆ、 惡人 になって 

ゐる こと も あり、 時として は 神に も、 惡魔 にも、 剩へ 熊の 靈ゃ、 狼の 靈ゃ 蛙の 靈 などに なって ゐる こと さへ ある。 

かう いふ 物語 ひ樣 は、 昔噺 ばか ひで はなく、 これから 次に 云 はう とする 外の 說 話で もさう で、 恐らく は、 アイヌ^ 

話の 最も 顯 著な 特徵の 一 である。 

昔噺 は、 歌と いふ 程で はない が、 一 種朗讀 やうに やって 行く もので、 彼等 自身 明らかに、 sakor-itak  (律^) と 

は 認めて 居す、 2pa-i tak  (散文、 原義 は、 ばらくな 詞) だと 云って る。 けれども、 普通の 八 I： おの^と 仝く 様子 

がちが つて、 歌と 談話との 丁度 中間 を 行って る 趣が ある。 

四、 ュ ー カラ (詞曲 )o 此は アイヌの 英雄 說 話で、 彼等の、 いは^ 國民的 英雄で ある、 トメ サンべ ッのシ ヌタプ 力 

の鄕 人、 ボイ ャゥン ベ (アイヌ は、 自分 達の 同じ 島人 を ャゥン ベと 呼ぶ、 ボイ は ボンと 同 語で、 小の な、 ^乂 は^' 

少の 意で、 美稱) の 自叙 體の戰 物語の 謠ひ 物で ある。 ボイ ャゥン ベ の 一 代物 語 は、 實に 様々 に 物諧ら れてゐ て從っ 
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て 色々 なュ ー カラが ある。 が、 大抵 一 一千 句から 三千 句 位の 長さが あって、 私の 採集した 最大の もの は 七 千 句に 上つ 

て、 まだ 終って ゐ ない (尤も 最近、 昭和 二 年の 夏に は 八 千 句 以上の もの を 採集した) が、 その あと は、 古老が 死ん 

で 傅らない ので ある。 

ュ ー カラに、 同種の 異 曲が 地方に よって 樣々 ある。 北部 地方の サコ a ベ (節 を もつ もの、 即ち 謠ひ 物の 意)、 南部 

地方の ャィ H ラップ (自叙 傳)、 その外 ハウ (聲 の義) 及び 樺 太の ハウ キ (聲 を爲 す、 即ち 「歌 ふ」 又 「歌」 の 意) 

など これら は $： ほぼ 同 趣の 戰 物語で あるが、 それ^ \ -ヒ ー 口 ー の 名 を 異にして、 オタ サム ン クル (オタ サム は 村 名 

クル は 人) オタ シュ ッン クル (オタ シュ ッは村 名、 クル は 人の 意) となって ゐ る。 

さて、 ュ ー カラ (語尾に a が ある やうに 聞こえる けれど、 嚴密に は 寧ろ yl"kar である) とい ふ名稱 は、 原義 は 

『ま はる コ とい ふ 語で ある。 (もっと 分析す ると、 Isr は tc  do,  to  make を 意味し、 ti-kar とい^と、 この U 

は 『互に』 とい ふ 接頭 辭で、 『相互に する』 であり、 更に それへ 『物 を』 『事 を』 とい ふ 目的格の 接頭 辭の ー が 添う 

て、 i-u-kar  =  yukar となった 語で ある )o それで アイヌで は、 實際 にやった 行動 を、 こんど 言葉で、 その 通り を眞 

警 する、 即ち 表現す る ことなので (この 例は尙 外に shama とい ふ眞似 するとい ふ 語から、 自分で 自分の 身の上 

を 歌って 表現す る こと を yai-shama とい ふ。 yai は 『自身』 とい ふ 語で ある )o 必竟 行で やった こと を 口で 再現す 

る^ 味で ある。 

尙ュ ー カラに は、 婦女子の ュ ー カラ (nlat-yllkar) とい ふ ものが ある 。此 は、 シヌ タブ 力の 女、 或は オタ サムの 

父な どをヒ II インと した、 戀愛 事件の 物語で、 普通の ュ ー カラの 戰物語 を 主と する もの 程 長大で はない が、 美しい 


—— 尤も 怪奇で あるが —— 好箇 の單篇 で、 いは^ アイヌに 於け るバ ラ ッ ド風な ものである。 

ュ ー カラ を爐 ばた で 演じ 出す の は、 祭の 夜な どで あるが —— 熊 祭 • 祖先 祭 • 或は 通夜の 晚 —— 之 を 聞く もの は 火 

诋 もっと もっとと、 あと を 聞きたがって、 演じ 出したら 最後、 よく 徹夜 をす る。 時 を も 場所 を も 忘れて 問き ほれて 

輿 じる 様 は、 彼等の 間に も尙 この 悅樂が あるかと 驚く 程、 全く 變 つた 境地 を 現出す る ものである。 歌 ひ 手 は 北部 地 

方で は 仰臥して 瞑目して (時として は尙 その上に 左腕 を 目の 上に 横た へな どして) 右手で 脾腹を 叩いて 拍子 をと り 

ながら やる ので あるが、 下 場所 地方で は、， 手に 手に (聽く 者まで も 一様に) 手頃の 木片 を 握って、 爐 ぶち を 叩きな 

がら、 ， へ ッ！ へ ッ！ と 掛け 聲 して 拍子 を 合せる から、 調子 づ いて 行く と、 演者と 聽 者の 聲の 拍子と がすつ かり 

一 所に 合って 爐ば たが 大きな 男聲の コ ー ラスに なって しま ふ。 悲歎の 場になる と、 - 一 座 ひっそり として 女性の 席 か 

らは 切りと 噓晞 の聲が 起り、 爐 のさし くべ 手 も 我 を 忘れて、 搰火も 低く 這 ふので ある。 かくて 一 篇の長 曲が やっと 

一 夜 を 語り明かして 曲 を 結ぶ 頃、 雪に 埋れた 北國の 冬の 空が 始めて しら. <\- と 白む ので ある。 

五、， カムイ ュ カラ (祌謠 )o 此は アイヌ 民族の 自然 神話で、 この種 族の 祌々 のい はれ、 祭の 起原、 風俗お 惯の 元、 

國 初の 人文 神の 樣々 な 功績 を謠ふ もので、 多く 婦人が 傳 承して ゐる ものである。 この 方 は 寧ろ ュ，. 'カラの 原型で 一 

篇 一 事を謠 つた 簡單な もの 幾百篇 となく 部落々々 に存 する。 叉 家々 に、 その 特殊な 祭神の 起原 を 語る ものが 傅 承 さ 

れて もゐる やうで ある。 

內容は 何でも、 皆 自然 神の 自叙 體に 出来て ゐる もので 一 句每に 無意味の サケへ (調子) を 繰 返す 所 は、 さながら 

人間の 歌の シノ ッ チ ャ その ま \ で、 人間が シノッ チ ャ に 合 はせ て その 歌 を 歌 ふと ほりに、 自然 神が その シ ノッチ ャ 
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で 自身の こと を 歌った 體 に出來 上って ゐる、 それが 即ち カムイ ュ カラの サケへ であるの である。 

六、 ォ イナ (古 傳)。 此は 寧ろ カムイ ュ カラの 一 種で、 た^ 阈 初の 人文 神 アイヌ ラック ルの 自叙 體の ものである。 ^ 

つて アイヌ 神話の 內 でも、 宗教 的に 最も 重い 説話で、 形 も 長大で あり、 惡神を 退治す る その 征戰 は、 さながら ュ ー 

カラの 英雄が、 色々 な 土地に 糜祌の やうな 外敵 を 屠る 戰 物語に 勞髴 する。 恐らく は、 この 物語が 一 っ文學 的に 發逢 

した ものが ュ ー カラであった。 その 最も 原始の 形が 寧ろ 斷片 的な あの 多くの カムイ ュ カラであって、 カムイ ュ カラ 

の 巫女に 傳 へられて ゐる事 實は、 朧げ ながら その 起原が、 それらの 自然 神の 巫女に 憑って、 巫女の 口から 歌 ひ 出で 

られ た由來 話であった であらう こと を 推測せ しめる。 これが アイヌの^ 話 文 擧の始 源ら しく、 その 明白な 證據 は、 

その 全部の 物語が、 祌 自身の 第一 人稱說 述體に 出来 上って ゐる ことが それで ある o これが 叉 一般 祌 話と いふ もの，， 

起^ を 想 はしめ る 興味深き 問題で は あるまい か。 

併 乍、 アイヌに 取って は、 これ 等の 寄 かれざる 口碑 文擧 は、 實 に文擧 ではなく して、 文舉 以上、 信卬の 經&、 であ 

ると 同時に 法典で も あり、 歷史 でも あり、 科學 でも ある。 それに 由って 非 遠 を 調め、 それに 從 つて 黑白を 分つ 行 仇 

とし、 ^條 として 生活して ゐ るので あって、 樂んで 聞く こと を 欲す. ると 共に、 それ は 日用 皆、 際に 生きて 活 きかけ る 

、要の 知識な ので ある。 それ だから 傳 へられて 今日に 至り、 今尙 古老の 間に は、 I 句 苟もせ す、 敬虔に 誦， レ ぜられ 

る 所以で ある。 . 

かう いふ 叙事文 擧の 存在 は、 併し、 決して 私自身の 發見 ではない。 古く は 本邦 人 は 之 を 蝦夷 淨^ 璃或は 蝦夷の 祭 

文、 時として は 蝦夷の 長唄な どと 云って 傳 聞され てゐ たもので ある。 一 等 古い 記 錄は寶 唇の 蝦夷 記 (蝦夷 談 筆記、 


叉 は 蝦夷 談話 記 も 略" 同文) であり、 これが 採集 は寬 政の 藻汐 草を始 とし、 その外に、 水戶 おお^ 所錢. の 蝦^^:^ 

璃 及び、 や \ 下って は 北海道 廳 にある 蝦夷 見聞 誌 や 太 田 南 畝の 一 言 一 語な どが あるが この 最後の 一 一つ は 極めて 不^ 

全な ものである。 明治に なって 永 田 方正 翁の 採錄 並びに 邦譯が 一 篇と、 バ チラ ー 老師の 日本 アジア 協^^ 報へ^^ 

された、 アイヌ フォ ー ク ロアの スぺシ メンズ が ある。 尤も 老師 は 之 を 散文に 記され、 ュ ー カラ そのもの を もお に i:" 

譚 legend と 呼んで 居られる が、 事 實謠ひ 物で あり、 ナイ ー ヴな ものながら、 律語で あるから、 私 は敢て アイヌの 

爲 に誇稱 して ヱ ボス —— 叙事詩と 呼ばう として ゐる ものである。 

, ュ ー カラ 及び オイ ナは アイヌ 自身が やはり さう 云って ゐる やうに、 實際 十：^ i 奪辭 であって、 時として は 之 

を傳 へて ゐる 古老で も、 何の 意味で あるか、 わからない 所が ある 程 難解で ある。 それ だから 今日まで 詳しく 間に 

紹介され すに ゐ たので ある。 私 は 兎に角、 二十 年 程 北海道と 樺 太と に、 これが 探訪に 力めて、 その 記錄 と、 ，解に 

骨 を 折って、 ざっと 今までに 百篇、 或は それ 以上 探錄 する ことが 出来た。 故に 少し は 之に 就て^ る ことが EE 來 ると 

勿論 併し、 これらの 叙事詩に 用 ゐられ てゐる 一一 一一 1： 葉 は、 たと ひ アイヌが さう 云っても、 大昔の その ま」 の ものと は 

受取れ ない。 現今の アイヌの tz から 採錄 する 以上、 言語 资料 として はや はり 現代語の 资 料で、 デ 1- トは 少しも 現代 

から 溯り はしない。 けれども、 同時に この 事は觀 過す る ことができない —— 卽ち、 その. Si 彙も 措辭法 も、 ュ ー 力 

ラ • ォ イナ は 今 曰の 口語と は 大分ち がって ゐて、 若い ものな どで は、 たと ひ 純粹な アイヌで もよ くわから ない^、 

と 同時に、 口語の 通じない 樺 太 • 北海道の アイヌ 間に、 却って この 叙事詩の 方が 通じる 事で ある。 此は 取り も^さ 

笫六章 詰 法 上から 觀た アイヌ  一九 九 


言 0 硏 究  二 〇〇 

す 叙事詩の 首 語が 今の 口語より 古い ものである 證據 である。 この 事を發 見した のが 私の 研究の 出發點 なので ある。 

さて、 叙事詩の 語法 を、 今の アイヌの 口語 法に 比較 をす ると、 色々 な 相違 を發 見す るが、 その 內で 最も 重要な 相 

遠 は、 叙事詩の 語 は 非常に 綜合 的で、 口語が 著しく 分析 的な 事で ある。 そして、 樺 太 方 首 を 北海道 方言に 比較 をす 

ると、 樺 太の 方が 綜合 的で、 北海道の 方 は 形式が 遙 かに 豐 富で 精細で そして、 分析 的に なって ゐる ことで ある。 こ 

れらの 比較に 由って、 私 は、 一方に はこの 一一 一 ill 語の 記 錄の缺 如 を 補って、 せめて 一歩で も、 この 語の 歷 史的 考察へ 迎 

り 入る ことが 出來 たので ある。 

第三 節 アイヌ 語の 動詞と 其の 人稱法 

アイヌ^の 語法 上 最も 顯 著な 特徴の 一 つ は、 恐らく は 其の 動詞の 語法の 著しい 抱 合 的 傾向と 若 千の 輯合的 性質と 

を 有する 點 であらう。 

アイヌ 語の 動詞に 就て、 まづ 第一に 云 はなければ ならない 事 は、 それ は、 歐羅 巴の 諸國 語に いふ やうな、 いは ゆ 

イン フィ 一一 チゲ 

る不 定 法に あたる 形の ない 事で ある。 即ち アイヌ 語で は、 動詞が 用 ゐられ ると、 それ は 常に 必す人 稱に關 係して 

イン デフ ィ 一一 トバ. ー ソ ン 

用ゐ られ、 第 一 人稱 であるか、 第二 人稱 であるか、 然ら すん ば必す 第三 人稱 である。 尤も その外に 不 定 人 稱或 

ジェネラル パ 1 ソン 

は 一 般人稱 とで もい ふべき 形が あるが、 全然 何人 稱 でもない とい ふこと は 無い ので ある。 

プリ ミチ ヴフォ ー ム 

さて、 この アイヌ 動詞の 人 稱形は 極めて 規則正し くして、 まづ 動詞の 原 形、 即ち 何も 添 はない 儘の 形 fbare 

form— は、 いつでも、 第三者の 動作 を 述べる 時の 形で、 卽ち 第三 人稱の 形な ので ある (尤も、 命令形 も barefomi 


のま X 用ゐ る。 がその 時には 口調と、 前後の 關 係から 區 別が 自然に 附 く)。 換首 すれば、 アイヌの 動詞の 第三 人稱の 

形 は、 何等の 接 辭をも 取らない 時の 形な ので ある (此 は、 ごく 自然な ことで、 ウラル アルタイ^ にも 印欧^. ぃ內に 

も、 ラテンの ペル フエ フト など —— ある ことで、 その 理由 も、 デ ルブリ ュ ックの 比較 文章 法の 中に 述べて ゐ る^^ 

遍 的な 事で あるから、 アイヌで、 かう いふ 事が あっても、 決して 變な 事で はない)。 次に、 第二 人稱 は、 その 原形 

へ、 接頭 辭 e  (單數 ) または echi- (複數 ) が附 く。 最後に 第 一 人稱 は、 (これに 依って、 活用の 種別が 起る ので、 

一人 稱は 特に 大切で ある。 その 內まづ 第 一 類 活用から のべる と) 原形へ、 單數の 時には Is- 若く は (母 昔で 始 

まる 動詞の 場合) が 添 ひ、 複數の 時には か (相手 を も 含めて いふ 「吾々」 の 場合) 若く は chi- (相手 をば 含めす 

にい ふ 「吾々」 の 場合) が 添 ふので ある。 

次に 他動詞 kor  (持つ) 及び 不完全 自動詞 加 (である) の 活用 表 を 褐げる (此を 私 は アイヌ 動詞の^ 一  額、 の活 

用と 呼ばう とする) 


A  口語 (北海道) 

kor,  "  he  has." 

ne,  r  is  (cr  it)  is." 


kor 々—づ a 一, *  "they  have." 

ひ c】ll-k.or,  p  y ひ r-a\, な." 

(a-lior,  "we  V3clus;ve)  nave." 

(ctn-lior, に we  i ひ xcluslve)  liav ひ .，• 

ne  一— pa),*  r  ^35  .have." 
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B 詩語 (北海道) 

kor,  "  he  has. ヒ 

clkor,  "  thou  ha.st. 一一 

マ I  have." 

a-lcor,  j 

ne,  "  he  (or  it)  is." 

e-ne,  "  tliou  arl: し 


二 〇 二 


(alne,  r  we つ ncluslve)  are.- 一 

(chilnc,  ^  we  (exclusive)  are." 


eclli，tor,  p  ye  have." 

clll-lsr 一 

"we  have." 

alitor  j 

ne  (-pa),  r  they  are." 

echi-ne,  p  ye  are に * 

^、  *^ 三人 稱に は、 特別な 接頭 辭が 無い 故、 單數も 複数 も 同形で 區 別がない から、 吾々 は 前後の 文 派から 其 意味 を 識別せ ねばな 

、りぬ。 但し、 是非とも、 複數 だと いふ こと を 表 はす 必要の ある 時には、 接尾 辭 -pa を 添へ る ことがあ るから 括弧の 中へ -pa を 

おした。 

t 詩語に 於て は、 笫 一人 稱は單 数で も、 複数形 を用ゐ て、 形式 上の 區 別が 無い から、 これ 亦 文 派から 察知せ ねばならぬ。 尤も 

この 祭に も、 是非 複数の 意味 を 表 はさう とする 時に、 -pa を 添へ る 方法 も ある。 さて、 chi- の 方 はよ く カムイ ュ カラに 用ゐら 


clllllle,  一  t 

"I  P 


れ、 か の 方 はよ くュ ー カラに 用 ゐられ る。 

次に、 これが 樺 太 アイヌ 語に はどうな つて ゐ るかと 云 ふに、 樺 太で は、 口語で も 文語で も 第一 人稱に an- をが 

複に 限らす 用 ゐる。 この air は 北海道の ふ に相當 する 形で、 實際 時として、 ト を W ゐる こと も ある。 北：^ 近 

アイヌ 語に も往々 k とい ふ 所 を an- と發 音す る ことがある。 第二 人 稱* 第三 人稱 は、 樺 太 • 北海^ i パに， る こ 

とがない。 

尙 この 人 稱接辭 は、 色々 な 語法 を發逹 さして ゐる、 實際 まぎら はしい から、 その 川途の 大概 を 左に 附^す る。 

(一) ^ とい ふ 形 は 左の 如く 色々 に 用ゐら る。 

S 第一 人 稱複數 としての ん は、 包 抱 的な 『吾々』 で、 話しかけ てる 相手 を、 吾々 から 除け てゐ ない。 一： z と 

ィ ン デフ ィ 一一 ト 

いふ 程の 意味で ある 所から、 一 暦廣汎 に、 從 つて 寧ろ や X 不定 的に なって 來て、 いはば、 全 稱と でもい ふべき や 

うな 川 法 を も 生じて ゐ るの を 見る。 例へば、 すべて 「食物」 とい ふのに a-e-p とい ふ。 e は 「贪 ふ」 で、 ト ま 

「物」 で、 はこの 食 ふとい ふ 動訶の 人稱を 示した 接辭 で、 吾々 一 同の 食 ふ もの、 人の 食 ふ 物、 卽 「食物」 の S に 

なる ので ある。 「着物」 は a-mi  fL- で んと 十. と は 前と M じ もの、 は 「浩 る」 で" 即ち 五：：々 一 M のおる もの、 

人^の 着る 物、 卽 「着物」 となる ので ある 。(この & 無しに 唯" e 若しくは ビ と 云った ので は、 「食へ」 か 「皮 

が 食 ふ」 若しくは、 「着よ！」 か 「彼が 着る」 である。 だから 若し^に と 云 ふと、 「彼の 食す る 察」 「あ の 人の 

^ふ 事」 となり、 同様に^に slip では 「彼の：^ る 事」 「あの人の 着衣」 である)。 私 は 此の 川 法 を ： 般稱乂 は 全 

稱と 呼ばう として ゐ る。 
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^：; 史に  一：： Is 不^ 的に なって、 强 ひて 譯 すなら ば、 もはや 吾々 とい ふよりも、 單に 「人々」 の 意ぐ らゐ に、 ぼん や 

アイ ェコ タン 

りと した 人稱 法に なって る ことがある。 例へば、 sillslta で Is-  seisr  a -ye  Istan  _ シ ヌ タプ 力と 云 ふ 杓」 に 於 

ける F は 「云 ふ」 であるが、， 單に がと 云 ふと" 第三者が 云 ふ 意味と なる から、 この 村 名 は 世間で 誰でも さう 云 

か 名の 村 ゆ ゑ、 を 添へ て 云 ふ。 シヌ タブ 力と 云 ふの は、 誰 • 彼に 限らす いふので、 今 は 云 ふ 人 自身が 問題で 

はなく、 誰でも さう 云 ふ、 その 「誰でも」 が 包括され る 全稱の ^ の 用途の 一分 化で あらう と 思 ふ。 私 は此を 

f ン デフ ィ 一一 ットパ 1 ソン  ヒ 

不 ^ 稱 と^', まう 力と E じふ o 英^^の Peopk  say  thwt-:  =tl】ey  sav  that-:  =  we  sa.v  tllat-: (= it 】s  paid 

that.:) この 場. 4::、 即ち 『云々 なりと 云 ふ』 とい ふ 世評な どの 場合 も 勿論 アイヌ 語で… sekor  a-ye とい ふので 

あ-る o 

g 次に 右の 川 法から 所 相の W 法 を この is 形に 生じた の も、 極めて 自然な 發逹 である。 People  say  that  =  It  is 

said  that であるから。 それで アイヌ 語で rail^e は 「彼 殺す」 であるが、 a-raike は 『彼 殺さる』 である。 こ 

の 場 八：： 『我 々が 殺す』 と 同形で あるから、 文 派から 推して、 (即ち 文 主が 第三 人稱 だったら) 所 相に 理解され るの 

である o 
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s:;^ 後に、 分詞の 用法まで これで 生じて ゐ るので ある。 ^へば 動詞 eraniasu は 『好い な あと 田 や ふ』 ことなので 

あるが、 ii-eramasu といへば attractive とい ふこと で y -eralr-asll  noka 「ほれ^, \> する： li」、  aerm^lyu  ruwc 

「い X ことな あ！，， P 即ち やはり、 吾々 (一般的に) が 好い と 思 ふ、 とい ふ 本義から、 かうな つて 來る やうに 思 

はれる ので ある。 


问尙、 右の 用法の 外に 今一 つ、 下 場所 方面の 口語に 於て、 この 形が 笫 二人 稱に用 ゐられ て 敬お になる ことがあ 

る。 例へば、 相手の 人の 所持し てること を 云って a-lsr と 云 ふ 時 は、 「あなたが 御 持ちに なって る」^ 味で ある。 

此も 一 般稱を 以て 對稱 に替 へ、 ぢ かに 云 はすに 包括的に、 婉曲に 云った レ トリ カルな お 法の 一 轉化 であらう。 

(二)  Chi, とい ふ 形 は、 左の 如く 色々 に 用 ゐられ る。 

s 第一 人 稱複數 としての obi 形 は、 對他 的で、 相手 を 眼中に 置いて、 それに 對 して、 常 方と いふ やうな 心： e ゆ 

ゑ、 あ より は 意味が 狹ぃ。 けれども 此も亦 多少 廣く用 ゐられ て 、ゃ& 不定 的な 人稱辭 となると 『すべての 人 ま、』 

の 代りに、 この 方 は、 『すべての アイヌ』 ぐら ゐの (他人 種 を 眼中に 置いて、 それに 對 して 川 ゐ ると) 意味に なつ 

て 來る。 丁度 a-?p  (食物) に對し chi-e-p とい ふ 語が chqo と 縮まって 「魚」 となって ゐ る。 魚が アイヌの 

常食だった からで あらう。 chi  -ku  -p は 「吾々 の飮む 物」 で、 その 酒の ことで あり、 chi  -karkar  -pe は ( ド は 

やはり 「物」 とい ふ 語で、 子音で 終る 語に は、 P の 代りに ドを 添へ る) 「吾々 の 作る もの」 で アイヌの 刺繡 のこ 

とで ある o 

s 今少し 不定 的な 用法 を發 達さして、 單に 動作の 主 を 不定 的に 表 はして、 その 眞 個の 人稱 差別 をば、 すぐ 次に 

來る 「 …… を、 する」 とい ふ 補助 的 動詞の 語頭へ 云 ひ 分ける 語法 を 生じて るので ある。 この 時の chr のつ く 動 

訶は 他動詞で、 而 かも、 後に すぐ 續く 「をす る」 の 目的になる ので あるから、 例へば 英^の do  go,  do  see など 

1  イン フィ 一一 チゲ 

の So や see などの やうな 場合に あたる。 アイヌ 動詞の 不定法と いふ もの を 云 ふな. ら、 若し これが (人稱 別が な 

くて、 名詞 的になる 點で) 不定法と いへば いへ るか も 知れない と 思 ふ。 

笫六章 語法 上から 觀た アイヌ  二 〇 五 


言 詰 硏究  二 〇 六 

例へば ko-ontami は禮拜 するとい ふ 動詞で あるが、 次の やうに 云 ふ。 

Clii -Jk〇〇nkallll a -ekarltar 我 禮拜す 

Qli -lioonliami ひ.. ekarKal- 汝禮拜 す 

。hl -lioonkanll  rt^pM.^PW. 彼 禮拜す 

g 更に 人稱 別の 意が なくなって、 犟に oneself とで も譯 さるべき やうな ものと なって、 云 は^ 西洋 文法の 中 相 

(middle づ oice) の やうな 語法に 發達 して ゐ る。 

Chi -rana -rankc 『自身、 下方、 降ろす』 『下へ 降りる』 

cl】i-sana-sanke 『自身、 前方へ、 出す』 『前へ 出る』 

これらの ranke,  sanke は 何れも 他動詞な ので あるが、 かく、 他動 や 使役動詞が clii  - を 添 へられて た^の 自動 

の 意味になる ので ある。 「吾」 の 意味から、 單に 「自分」 の 意味に 移って 來て しまったの であらう。 

S 最後に、 やはり 他動に ついて、 この 形から も 亦 一 種の 分詞 法が 生じて ゐる。 寧ろ 所謂 過去 分訶に 近い 用法で 

ある。 

Chi-kaye  nlakiri 『折れた 小刀』 (kaye は る」) 

Chi-perpa  ni 『割った 薪』 (PCTPa は 「割る」) 

右の 活川は 意味の 完結す る 自動詞に は 摘 用で きない。 たにす ベての 他動詞 及び、 受ける 語の ある 自動詞 (depen 

dent  intransitive  verb) は、 みなこの Isr 及び g の 如くに 活用す 。意味の 完結す る 所謂 獨立 自動 訶 (iiepeild 


ent intransitive  verD」 でも tor,  by,  with,  at の 意 を 有する <L とい ふ 接辭を 取って、 前に 受ける お を もつ， niir^ 

となると、 もう ル と 同様に 活用して 來る o 例へば "nina  (笑 ふ) は 別： g の活川 をな す^ である けれど cina 「を 

を 笑 ふ」 smile  at) になる と、 Isr や ne と 全然 同じ 活用 こなる。 

自動 訶 活用 (第一 一類 活用) 

さて 獨立 自動詞の 活用 は、 五 種に 分れる。 何れも、 單數 • 複數 で、 語幹が 變 るので ある。 その 變り^ で、 ； A;t: に 

分けられる。 五 種 は 左の通り である。 

I.  italc  (碑 ト) 

itak,  "he  speaks."  itak  (-pa)，  "they  speak" 

？ itak,  "thou  sp ひ akest."  echi-itak,  "ye  speak." 

Is.ltaK,  "I  speak"  itak-ash,) "  we  (exclusive)  speak." 

ita に- an,  J  -  we  cncltl に ve)rp>eak." 

註、 此の 活用 は、 單複に 通じて 同じ 語幹で よいので あるが、 他動詞 (及び 受ける 語の ある 自動詞) と 異る所 は、 第一 人稱 複数が、 

語尾に -an「asjl を 添へ てあら はされ る點 である。 この 活用に 屬 する 動詞 は mokor  (眠る)、 rai  (死ぬ)、 mina  (笑 ふ)、 kira 

(逃げる)、 shirepa  (到着す)、 inu  (聽 く)、  inkar  (視 る) など 非常に 多い。 g  (聞く)、  nukar  (見る) は 他動詞なる 故、 ^ 

1 類 活用に 屬す るが、 レ ( 物 を、 事 を、 の 意) とい ふ 接頭語 を 取った inu,  inkar  (inukar の轉) は、 a 動に なって、 この^: 二 

類 活用になる。 その他 mina,  Idra,  shirepa の 類 は 笫ニ類 活用に 屬 すれ ど ト (そこに、 それに 就て、 その E に、 それ を 以て) 
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言 語 研究  二  o 八 

を 頭に 添へ、 りれ ると、 前に 補語がなくて はならない 關 係に なリ、 それ を 受ける 自動詞に なって、 もはや 獨立 自動詞ではなくなる 

の で、 笫 一 類沽川 表に 從っ て沽 川す る。 

II. l,5SI1if>i——.hosi1ip で a  rli」 

llosl1iI〕i,  "lie  returns."  lioslii づで a, に tiiey  return. 

e-lioshi で i,  s  tlioti  retllrnest." ひ chi4!osllippa,  -  yc  return. 

ploshi23a-asll,  "we  (exd.)  return 、一 

llloshippa-an,  "we  (3d.)  return. 

註、 比 は 第二 翳 活用の 內の 第二 種で あるが、 此は、 單複 によって 語幹の 形が 變る 所が 特徴で ある。 この 變り樣 に 就て 云へば 要する 

に 複数の 語幹 はき まって、 15- を 添 へられる ことで ある。 た^その 際に、 單 数の 語 斡が 母音で 終って ゐ るの を、 その 母音 を 除去 

する 原則に^ ふの が、 この 第二 種の 特徵 なので、 これに 屬 する 動詞 は hol-ipi  (跳る). Ihorippa  ；  hetuku  (生ずる〉 一hetukpa 

； liekomo  (戾 る) Ihekompa の 類 まだ 澤山 ある。 

III. lio づ uni II llolslnlla  r0s:  o」 

ilolluai, こ h-e  rises."  IIOJHani,  "  tliou  2S ひ St." 

c-liopuni,  "  tliou  risesli"  eclii-lio づ uni づ a,  "  ye  rise. 

Iloprtsspa-ash,  "  we  (excl.)  rise." 

llofKlrnlla-an,  -  \vc  ,lnc 一 •)  rise." 

註、 此よ笫 二 類沽用 中の 笫 三種で あるが、 第二 種の 中へ 但し 書に して 籠め て 置いても よい 位の 少異 である。 それ は、 單數の 語幹 か 


lull  no で 151, " I 1.1S ひ. 


奈 行へ 終る もので、 その 爲に 複数の 際 -pa を 取って、 母音 を 除され た 上、 n が P に 類 化して m になる だけの^ 與 である。 此に 

屬 する もの は liepuni (面 を 上げる、 仰ぐ)—： hepumpa  ;soene (外へ 出る) Isoempa  ； ョ atkosanu  (ぱっと 起つ) matkosampa 

などの 類澤山 ある。 

IV.  allua—allu づ 「A か」 

a 一 iu n, " lie  enters."  aliu で, " Oiey  ent:er." 

C-Jllnla,  "  thou  interest."  eclli-^11up>,  ^  36  eater." 

(atnl で- wsh,  "  we  (excL) ひ nts.." 

(Jlllu で- an,  "we  (incl.)  enter." 

註、 此は笫 二 類 活用の 中の 第 四 種で ある。 單 数の 語幹が n で 終って、 複数の 語幹が、 P で 終る ものである、 この P の 起原 は、 W と 

同じ もので あらう。 これに 屬 する 動詞 は、 ashin  (出る) lashij>  ;ian 广 下りる) —rap;  rikin  (あがる)— rikij>  ；  yan  (の？ 

る)— yap-  ； san  (ぐ だる)， IsaJJ ぐら ゐな もの である。 

V.  ekiarki, 「资 ^,」 

ek,  "  he  comes."  arid,  p  Lhey  come." 

e-ek,  "  thou  ccmest."  echi-arld,  "  yecoine. こ 

farkl-^sn,  r  vvs  (cxd.)  come." 

k(u)ek,  "I  coale."  一 

註、 此は笫 二 類 活用の 第五 種で あるが、 單複 によって、 語幹が 全然ち がった 形 を 取る もので、 或は、 不規則動詞と 云っても よい か 
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も 知に ぬ。 此の頃の 活用 をす る もの は、 日常 最も 普通に 澤山 使用す る 自動詞で、 例へば arpa  (行く)— paye;an  (有る )lolfa  ;a 

(坐す) Irok  ； ash  (立つ)— roshki の 五つで ある。 

さて アイヌに は、 以上 述べた 動詞の 人 稱接辭 の 外に 尙眞 正の 人稱 代名詞と 見るべき もの も 勿論 ある。 それ は 次の 

もの である o 

anl.,  "he,  she,;."  okai,  "  oley." 

ひ- aai,  ^  tllo?"  eclliol^ai,  "  y ひ." 

cnloKal, r  .we  "  (excl.) 

k(u)-ani  "  I." 

aolcai,  r  we  "  (incl.) 

但し 日^. 也 方で は、 olcai,  eciiilo だ ai,  cliiokai,  aokai, の 尾の i を 拔 いて、 夫々 cka, ひ cliiolca,  clliokp  aokii とも 

-ム ふ。 邦人の 使 ふ アイヌ^に、 自稱を チヨ ，- カイと いふの は、 實 はこの 複數形 を^ 數に 誤用して ゐる ものである。 

乂對 4( 笫 二人 稱) に、 ackai  (曰 高 aoka) とい ふこと が ある。 その 時 は敬稱 で、 あなた 様と いふ ことで ある。 

さて 此 等の 代 名； 1 は、 ^原が 極めて 明嘹 で、 その^ 榦の 單數 § 及び 012 は、 動訶の 「在る」 to  be である。 

お^の .1 は、 名訶 法の 正規の 接尾 辭 であるから、 『わが 在る こと』 『我が 存在』 が、 自稱 代名詞に つか はれた のに 外 

ならない。 问 様に、 『汝が 在る こと』、 『汝の 存在』 が、 對稱の 代名詞 『汝 は』 になり、 『彼が 在る こと』 『彼の 存在』 


が、 他稱の 代名訶 『彼 は』 になった までの ことで ある。 

尤も 『在る』 は 獨立性自 動詞で あるから、 その 活用 は、 第 一 人 稱には 露へ ま ま h を 添へ るの が 今 ジ4 通の きで あ 

るのに 代名詞 構造の この 方法 を 案ずる と、 還へ 添へ る 方法 は、 比較的 後に、 他の S  (例へば、 春 を といぶ 「春 

になる」 を paikar-an 「春 在り」、 朝 を kgneiwa とい ふが、 朝になる を、 kgnehva -an 「朝 在り」 と 云 ふ。 ミ I こし 

て-あが ある」 iku-an は 卽ち「 吾々 が洒 f する」 義) に 類推して、 .§ とい ふ笫 一 人 稱複數 形が 婉曲 法的 か 

ら 發生 して、 古い 語頭の a-,chi- の 形に とって 替っ たか。 卽ち 他動詞の 方の^ なる 第 一 類の 活 S 方が、 古 形で 、蠢^ 

用の 方 は、 中性 動詞の 方の 活用から 後に 生じた もので あらう C 

同じ ことが、 領格 代名詞に 見られる。 領格 代名詞 は 次の 通りで ある。 


Isr  hapo,  "  his  mother."  kor  hapo,  "  their  Klother." 

e-kor  hapo,  -  thy  mother."  echi-kor  hapc,  "your  mother." 

IT"  p  f  chi-kor  hapo,  -  our  (excl.)  mother  - 

に u-kor  hap、o,  "my  mother." 一  )  . 

(alitor  llaJDO,  sctlr  (inc】 し nlo1:l1er." 

£ ち 知る、 この 領格 代名詞 そのもの も、 必竟 『所有す る』 意味の 動詞 Isr が、 齊 通のと ほりに、 その 人 ゆさ^ を 

取った 活用形の、 偶、、 利用され たものに 外なら ない ので ある。 

以上 說 明した やうに、 アイヌの 動詞 は、 人稱 厨に 應 じて それぐ の 形 を もって 闲 ゐら れる f ある。 管に す 
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ベて この 人, 接 辭の活 ffl が、 これ 迄 少しも 適當に 注意され てゐ なかった。 今迄の アイヌ 語擧 のす ベての 本に はこ 乜 

を©語 力ら 弓 離して、 ^も それが 個々 獨 立の 代名詞で あるかの やうに 昆 做して ゐた。 從 つて、 足來 はた^ アイヌ， 

とい ふ もの は、 矢 鱒に 澤山 代名詞 を 繰 返す 言葉 だとい ふやう に說 かれて ゐ たので ある o 例へば チ H ンパ レン 敎授の 

あのお 名な 『アイヌ 研究から 兌た 日本の 言語 • 神話 及 地名』 とい ふ 論文に も、 

『アイヌ は a; 正の 代名詞 を 所有す。 次の 文例に 於け る e は 『汝』 で、 Isani, 及び k ，は 『私』 である。 で、 アイ 

ヌ の 代名詞 は 丁度 近世の 歐洲 語の 代名詞の 様に、 "atevery  tuni " に ffl ゐら， る。 

p  lioro  shike,  p  your  luggap.e." 

sani  Feraman,  "I  know" 或は 寧佛 語の " Moi  je  sais." 

Sapporo  kotan  ta  ohoi  San  kl  ku  ri  yak§,  ku  k〇ro  eiwanke  kuru  r  tura  wa  I や orcka 

31ka  A/an  lium  hi  luisu,  sale  Fek  ruwe  He. 

『札幌 になが く 私 居らう と 私が 考 へたら、 私の 召使 を 私 連れて 私來 たんだ けれど、 一寸 私 居らう と 私 思った の 

で、 私 はつれす に 私が 來 たのです』 

リし 本當に アイヌ 評 を觀 察する と、 いは ゆる at  every  turn に ffl ゐられ る 所の もの は、 必す 常に Is -, だの：^ 

だの a,,  ?,  Chi, などの 短小な 方の 形であって、 長い 形の 方 (即ち 第 一 人稱 なら 1SI 叉 一へ I 第一 一人 稱 なら sni) 

は、 诀 して 繰返して 川 ゐられ はしない ので ある。 だから、 チ H ン バレン 敎授 の說明 は、 不幸に して まだ 事實 の本當 

の^ 相まで 觸れて 行って はゐ ない o も 少し 切 實に云 ふなら ば 『アイヌ は Is-,  f  Chi-,  cchr などの 短  <； 人 稱辭を 


動訶の 出る 度 毎に、 その 動詞の すぐ 前へ 繰 返す』 と 云 ふべき だった。 却って kuani,  k 一 an,  chiokai,  aokai,  sni, 

cchiokai の 方なら、 全く 云 はすに 濟 ませる ことで、 例へば、 

1 弋 full  laeranlan  (我 知る) 

の 代りに、 單に 

1 へ eraman  (我 知る) 

とだけ 云って 少しも 文法 上の 差 支 はない ので ある。 が、 反對 に、 短い 人稱辭 (is-, にに， ej  echi- 等) の 方 は、 之 を I」 

省略して は、 いけない ので ある。 その 理由 は、 吃 ani 吃 era ョ an は 寧ろ、 "As  for  nie,  I  know"  "Ego  scio,: 或は 

"Moijesais. (私 は 知って る、 ^なら、 知って る) にあたり、 從 つて 之 を、 1 へ eraman  (私 知って る。 "Inow- 

"scio"  "je  sais") とだけ 云 ふこと は 少しも 差 支ない ので あるが 併し、 短い 方 を 略して kani  eraman と 云つ たん 

では 仔〈 は =as  for  me,  JSOW し と 云ったり、 -llloi  sais" と 云ったり する やうな ことに 當 るから、 云/ない の 

である。 尤も、 久しく 北海道に ゐて、 アイヌ 語 を 使へ る、 と 云 はれる 日本人な どの 話して る アイヌ 語に は、 この 

ltal】i  eraman 流儀の が 多い。 剩へ かま はす chiokai  eraman  yo  ！ (僕 知って るよ！ 勿論 その ，ま 邦 譜 の 

o 

よで ある) など やっての けて ゐ る。 でも、 アイヌ は 咎め もせす、 それで 通って ゐる ことがある。 それ は 併し、 日本 

訛の アイヌ 語で、 純正な アイヌ 語で はない ことが、 アイヌに 訊ねる と、 すぐ わかる。 

長レ方 の 形で ある Isani,  kfsi,  emii,  ani  (それの 複數 dlioi^ai,  aokai, ひ clliokai,  okai も) は、 こ， 本 に 

『代名詞』 と 呼ば^ 呼ばれても よい o 獨立 性が あるから o 例へば、 wumna  ne  ya  ？ (誰で あるか？) に對 して、 
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kani  ne  \va  (私です よ)、 或は chickai  ne  wa  (私達です よ) の 如く 云 ふので あるから。 併 乍ら、 短い 方の 形 

の 1S-, 1ゃ， ？，  chi-,  a-,  echi- は 、『代名詞』 ではない。 獨立 性が なく、 いつでもた^ 動詞の 前へ 冠ら して S るら 

れる だけで、 それら を 動詞から-取 離して は、 何の 意味 を も アイヌが 意識して ゐな いので、 即ち、 單語 ではなく して 

プ 口 ナウ ン  ブ ロノ ミナ ル ァ フィクス 

^形式に 過ぎない。 人稱 代名詞で はなく して、 代名詞 的 接辭に 外なら ない ので ある。 

だから、 本當の アイヌ 語に 於て は、 寧ろ チェ ンバ レン 敎授の 言葉の 正反對 に、 『アイヌ 語 は 代名詞 をば、 さう たん 

と 使 はない 言 紫 だ』 とも 云へ るので ある。 その 實例 は、 前 ® チェ ンバ レン 敎授が 自ら 引かれた 三つの 文句の 第三 例 

を 兌る と、 よく わかる。 どこに も 「私」 にあた る Isani を も kani を も 使って ゐ ない。 

然 らば なぜ アイヌ 語 は、 代名詞 を さう 使 はない のか。 その 說明 は、 偶、、 フランツ、 ボ ー ァス が、 アメリカ、 イン 

ヂァ ンの 言葉に 就 いて、 その 著の "Handt-oolc  of  American  Indian  Languages" 中に 云つ てるこ とが あ る。 曰 

く 

『獨立 代名詞 は、 主として 語勢 をお く 時、 叉 は、 問に 答へ る 時な どに 用 ゐられ るが、 動詞の 中に、 それ を あら は 

す ものが ある もの だから、 獨 立の 代名詞 はめった に 使 はれない ので ある』。 

第 四 節 抱 合 語の 傾向 

上來 述べ 来った アイヌ 動詞の 人稱 差別 は、 まだ あれで 全部で はない。 上に 述べた 人稱 接^ は、 その 動^の、 格 

に 立つ 人稱の 差別に 止まる。 併 乍、 私の， 水い 經驗 から 私の 知った 限りで は、 アイヌ 動^ は、 尙 あれ 以上に、 即ち 


サブ ゼクト *コ ン ギュゲ イシ ヨン  . ォブゼ ヅト • コン ギュゲ イシ ヨン  o  o 

卞格活 川 以上に、 n 的： g 活 川 を 有する 。換言すれば 私が 云々 する、 汝が 云々 する、 ^の^ 辭 の-外に 

私 を (或は 私に)、 私達 を (私達に) 、 汝を (或は 汝に) 、 汝等を (汝 等に) #を 表 はす 人 稱接辭 があって、 亦 動 II 

の 前と 添 ふので ある。 即ち 笫 一人 稱は、 ？単數 が en, (私 を、 私に)、 複數 は、 やはり 二つあって、 レ (私逑 を、 私 

達に、 但 包括的)、 Im, (私達 を、 私達に、 伹し、 對手を 交へ すに)、 第二 人稱 は取數 ^  (汝 を、 汝 に)、^ 教 echi- 

(汝ゃ を、 汝， に) であるから、 偶、、、 H,: 格 活用と 形が 问ー であるから (順が ちが ひ、 主格の 接辭 なら、^ 一位に 

来る し、 目的格の 接辭 なら 第一 一位に 來 る)、 文脈から 了解せ ねばならぬ。 第三 人稱 は、 やはり 特殊の 表示が ないから、 

何もつ かないの が 即ち 第三 人稱の 場合 だと わかる まで ビ ある。 これ を 表に すると、 次の やうな 活川 表と なる。 

アイヌ^、 目的格 活用 

其 一 北海道 口語 

u  nk〇l.e, 

1-lsre, 

c-kol. ひ》 

eclii-lcore, 

1-kol.e, 

kc!x レ, 


" lie  ^Ives  2 ひ." 

" he  gives  us  (excl..)." 

r  he  ^Ivcs  US つ ncl.)." 

r 】1e  gi^es  thee." 

" lie  gives  you  (P>1.)." 

" ne  g-lvrts  you  (honollrlnc)." 

" Ji ひ ^Ives  liim  (or  theln)." 


第 六 章 語法 上から 觀た アイヌ 


二 1 五 


,言 0  0 究 

註 笫 二人 稱 敬語、 あなたに、 の 形 は 

^二 北海道 詩語 

nn-kore, 

1-lsre, 

ectllllcore, 

kofe, 

註 古い 語法で は、 第一 人稱 が、 や は 

から 汲まなければ ならず、 且つ 對稱の 敬稱が 無い 

i 樺 太 方 首 (口語 幷に 詩語) 


二 一  六 


第 一 人 稱複數 (包括的) の應 用に 外なら な い。 


"he  gives  me  or  lis."  (^i 厂. き 〔 T) 

"tie  gives  20  or  us."  (ii  ra^^s^HW 

" he  gives  the.e," 

"lie  grves  vou  (PI.)." 

r  h ひ glv. ひ s ITnn  (or  th-ern)、 

(主格 活用の 時 もさう だった ゃケ に) 常に 複数形 を 單複の 場合に ー樣 に用ゐ る。 故に 文脈 


1-koate, 

unkotrte, 

eclii-lconte. 


" he  gr\res  30  or  us." 

" h ひ gi づ es In ひ or  us." 

obsolete 

" lie  giv ひ s  yon  (PI.)." 

"tie  ra.ives  1151 (cr  themj. 


註 樺 太 方言で は 「與 ふ」 を、 (北海 近 Isre)  konte と いふ。 但し 口語に も 詩語に も 樺 太で は问ー 形で、 寧ろ 北海^に は^^の 

それで、 卽ち單 .複 無差別に なって る、 寧ろ 複數形 を 單.複 に 兼用して ゐる やう だ。 in, とい ふ 形 は、 北海 逍の en- の方苜 的^ 

異 かと 思 はれる けれど、 亦 さう ではなく して、 單に 北海道の 包括的な 複数 レと いふ 形の 變 ^かと も 見える。 それで in,=i- に 差 

別な く 用ゐら れてゐ るの かも 知れな い。 un- は 殆んど 聞 いた ことが な い。 併し、 通じ はする。 

さて 以上 述べた、 主格 活用、 目的 活用が、 同時に 起る ことがある。 即ち 『私が 汝に與 ふ』 とか、 『汝が 私 を 打つ』 

とかい ふやうな 場合に は、 主格 • 目的格、 兩 様の 人 稱接辭 がー 動詞へ 同時に 添 ふ。 玆に いは ゆる 抱 合^の 趣き を呈 

する。 その 活用 は 左の 如くで ある。 

抱 合 的 活用 

其 一 北海道 詩語 

e—l"k〇re,  "  thcu-lllc  〈or  us』 -giv ひ st,"  or,  r  .thloll  giv.<sst  m ひ (or  us)." 

echl-ilicre,  "  ye-m ひ (or  US)  -give,"  or, ぶ e  づ e  me  (or  lis)." 

ti-e-kore,  "  I  (or  \ve」  -<:liee-J?iv ひ " or,  "  I  (or  wc)  ^ive  ulee." 

a-cchi-kore,  ?  I  (or  we)  -; you-ra.ive,"  or,  p  I  (or  we)  g;ve  votl." 

^一  一 樺 太 方^  (詩語 幷に 口語) 

？ 1 (nj  "konte,  "  dlcu-m ひ (cr  us)  ^.Iv-est,"  or,  "  t:hou  ひ si:  me  tor  US).： 

ひ chi-i つ 1) 《konl:e,  r  ^0130  (or  rt-s)  -^ive,"  or,  "ye  give  me  (or  lis)." 

笫六章 語法 上から 觀た アイヌ  ニー  七 
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a  (n)  -e-konte,  r  j  (or  we)  -thee-give,"  or,  "  I  (or  we)  give  thee." 

I  (or  we)  -you-give,"  or,  "  I  (or  we)  givrt  you." 


二 一  八 


a  (n)  -ecnl-lfontc, 

^三 北海 近 ロ^ 

ku-v.korc, 

echl-ejn-lsre, 

？  i-lsre, 

cc】，n...ull-.k〇r ひ, 

ec ョ -i-korc, 

a-sl-ktlre, 

a-i-kore. 


" I-yotl-^hre,"  cr,  "  I  ^ivc  you  olonorliic)." 

" dloll-nle-^ivest,"  or,  "thou  givcst  m ひ." 

^  y ひ-： 3c-give,"  or,  "  ye  ^lv ひ rne." 

t  vol1-m?^iv^,"  or,  s  you  (llonourlfic)  inc. こ 

" thou-tis-givest,"  or,  "  thou  givest  t-s  (excl.). 

" th§-11s-gives<:,"  or,  "  then  divest  US  (incl.)." 

" ye-us-^i づ e,"  or,  "  yc  ^Ive  US  (exci./》 

" ye-us-give, 一一  or,  "  ye  give  us  (incl.)." 

" vou-us-^ive,"  or,  "  you  (IlonollrifIC)  ^iv ひ US  (excl ).， 

" votl-lls-o.ive,"  or,  "  ,v〇u  (non〇llrlac』  ^Ive  r-s  (mcl.). 

之 を 漑 して、 この 人稱法 は 北海道の 口お に^も 詳密に なって ゐて、 之に 比する と 詩^の 方 は、 樺 太方霄 (口.^ も 

^^も) に似て、 共に 簡^で (例へば、 笫 一人 稱は^ -凝2 じ 形で あり、 笫 二人 稱の 敬稱の 形を缺 く) あるが、 併 

し、 抱合旳 はれ は、 厳密で ある。 卽ち 北海 逍の ロ^に 『私が 汝に與 へる』 とい ふ 場合 は 抱 合に なって ゐ ない ざ ？ 


Isrc と 云 ひさうな もの だのに、 實 際さう 云 はすに、 echrkorcna! と 云って ゐる。 、ェ 格の 方は脫 して 乘< 

echi を ^数に 使 ffl するとい ふこと になって ゐ る。 乂 『汝が 私に 與 へる』 を ？ en-lsrc と 云 ひさうな もの だのに、 

露 は ？ Isre で濟 まして ゐる。 併し、 樺 太^ や 北海 逍の では、 この 二つの 場合 も、 ちゃんと 抱 合 的に、^々 

a,e,f  sltonte;  e-en-ll  ？ in-kont とい ふので ある。 會 見の 舎 釋の辭 などに も、 日常 尙抱合 的に 左の 

やうに 云 ふ。 

chierankarap  a -e -ekarkar,  /saluting  I -thee -do,  -I  saltue  thee". 

chic.rankarap  a -echi -ekarkar,  "saluting  I, you, do",  "I  salute  you. 

chierankarap  e -i -ekarkar,  "sahltiag  thou -Tn?  do,"  "thou  sallst  me." 

chierankarap  cchi-i-ekaikar,  "saluting  ye-m?  dc,  ye  salute  me. 

nw" の 北 fen 一 アイヌ 語 は、 形に 於て | 「お E だが、 分析 的に なって 來てゐ る。 敬語 法が ある 上に、 笫ー人 稱の椒 、数 

こ、 イ^ク シ.！ "と イ^スば t% との 分化が. -と つ 一 f で 出 來てゐ るな ど それで ある。 人稱 法の^ も 多く 起る 場合で ある 所 

の 『我、 汝む (乂は £)』 の 場合に 笫丁、 稱の、 下挤 が、 R 的 格と 抱 合しない (た ド敬稱 の t、 即 『あなた を』 の^だ 

け 抱 合する) やうに なって 來てゐ る。 此は、 蓋し、 全く 分析 的な 隣人た る n 本^の 影響で、 口お の 上で は^: の 抱 八 U 

勺 の 一 角が 崩 叱 かけた もので あらう か。 詩^と 樺 太お に、 この場合 を もちやん と 抱 合お にす るの は、 恐らく 十门 

いお 法のお おされて ゐる ものと、 兌ら れる であらう から。 

^こ^んで、 この 抱 合 的お 法 は、 ^接 目的の 數 表現にまで 及ぶ。 即ち 『與 ふ』 とい ふ 動^に 於て、 おし s> へらる 

^六 章 語法 上から 觀た アイヌ  一二 j 
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る ものが、 唯一 個で はなしに、 澤山 ある こと を 表 はさう とすると、 叉 その 方法が あるので ある。 即ち その 寺 は、 5 

^ Isre の 代りに、 Isrpare とい ふ 形 を 用ゐ るので ある。 この Isrpare はまた、 以上に 述べた kore の活 HP 全部 

を 取って 變じ るので ある。 主な 場合 を擧げ ると まづ ざっと 左の 如くで ある。 


e-K〇rpare, 

kor【)are  (-.pa), 

e- ひ n-korpare, 

e-un-licrpare. 

cell  llen-kor  f5re. 


" he  ^Ives  (him  or  ttleln)  myny  objects." 

t:Jiou  giv ひ st: (llim  or  .thelll)  many  〇b1ects、》 

I  ^Ive  (hlnl  or  th2ro  2§<  objects." 

tjlrty  ^Ive  (him  or 叶11 ひ m)  3any  objects." 

y ひ wive  0131  or  tllsn)  3any  objects." 

. we  (excl.)  give  (him  cr  them)  Tsany  objects." 

w ひ つ ncl.)  give  (him  or  tllem)  raanv  obiects." 

: ttiou  giv ひ s.t  3e  m^TLV  objects." 

" thou  giv ひ st  us  (exci 二  5a3\-  objects/* 

thou  unrest,  us  rind.)  Inany  oblrtcts." 

,*  y ひ ^lv ひ me  many  obiect:s." 

"ye  ^l\.e  us  (exd.)  many  oljlecls." 


If  , 1 oil  I  I  I  of?,. , 

a-i-Icor で fire,  ycu  v 

give  y§  (hog ミヨ c) さ §y き」 eels つ 


SI ュ f 1 !! l^u  と 抱 合 的に i すに、 

かく  f の 活用に 於ても 亦、 口語で は、 『私が、 汝 ivltil J  ii 

o 『女、、、..， 4 へ I、 ヽる』 と レふ關 係の n 

普通 f  I！  E と U けて まねつ S ま：， てゐ る。 元來この第 二人 稱 の人稱 霧、 主格 も 目的 I 形^ 

もの だのに、 直 は { た K ま、 て 毎 曰の 口語の 上 11 化せん として、 I 

二 t£ 、こ ，- e ちり、 覆數は 共に ^£ てあつて お ジ 

數は 共に C て あり ネ い^  、、&  二， K  士 np^ であらう。 

各と してし ま はう とする 傾向が 動いて 來た^ 果 

の 方 を 目的格、 i の 方 を 主格と してし ま^ 

第五 節 輯合語 的 傾向  ..  . ，. . . 

,、 Ir っト こ、 £ こ、 ？S 八"^ 的 

、^？ t り 二 一  動詞へ 添 ふ！ W の 抱 合 的 語法 を 有する タに 更 

アイ il、  llifhliiiiil 水 は 

傾向、 即ち、 自餘の 指 i や 副詞 や、 時として は 名詞 まて 一 も 動；： あ to 『(さ f される』 I は 1 であ 

If で、 覆 汲む』 a  i は 1 てぁる ^1 ともい ふの でぁる。 

二  p  さ e あ-るが、 之 を また alwatka-tare と V 

つて、 『彼、 水 を 汲まされる』 は 1 き I.  ！ である 。 『善き食物 を 以て 我 育てら 

善き は f か艮 物 は f 育てる は 『我育 て  ニニ 一 - 
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る』 は pirka  chekun 一  p  a-i-e-resu とい ふ 。即ち、 ai-e-resu の e は、 『それで』 『それ を 以て』 の 意 を あら はす 指示 

辭で、 『善き 食物』 を 指す ので ある。 

また itak は 『彼が 話す』、 ls-itak は 『と共に 彼が 話す』 ti-ko-itak は 『お 2、 共に、 話す』 即ち 『彼等が 相談 

す』 である。 a—ulko—itak は 『吾々 が 互に 相談す』 である。 『色々 な 事』 とい ふの は usa-orush-pe であるが 『色 

色な 事に ついて 吾々 がお H に 相談す』 とい ふに は usalorushlpe  a-e-u-ls-itak とい ふ。 この e はや はり、 llsa- 

orush-pe を 受け、 それ を 指して、 『それに 就て』 を 意味す る。 必竟 この * は本來 は、 『そこ』 とい ふ 語で ある (對稱 

の 人稱辭 になった の も、 同じ もので あらう )o 

尙 shiramsuye は、 あれ や これ やと 考へ 廻す とい ふ 語で ある (Shi は 『自身』、 ram は 『心』、 suye は 『搖 

る』 『ふ ひ 動かす』) が、 yai-ko-shiramsuye は (yai はみ づ から、 』 は 『と共に』 で) 『みづ から 思 ひめ ぐらす』 、 

であって、 a—yai-kolshil.amsuye は、 『我み づ から 思 ひめ ぐらす』。 それ を 『何 々について 田 3 ひ 廻らす』 とい ふに は 

や は ひ、 e を揷 入して、 その 『何々』 とい ふ 語 を 受けさす o 例へば 『色々 な 事に ついて 我 思 ひめ ぐらす』 とい ふに 

は llsa—orushlpe  alelyailkolshiramasuye と 云 ひ、 更に そこへ 『遠く 田 3 ひ §3 らす』 意味 て， 云 はう とす， ま、 『遠く』 

は #2 通に は tuimano であるが、 この 語尾の Ino は 省いて tuima とい ふ 形を揷 入して 行く。  usa-orush-pe  a-e- 

yai-ko-ulima-shiraln-suye である。 尙澤 山の こと を 思 ひ 廻す、 即ち nw 的 格 複數の 語尾 Ipa を 添へ てよ く 云 ふ。 こ 

の 時には、 suye の 終に 母音 を 除いて Ipa を 添へ るから、 全形 は usa-orush-pe  a-e-yai-ko-tuima-shiram,sui-pa と 

たる。 こんな. おい おは 一息に は謠 へない から 歌謠の 中で は a-?vai-koltuima で .E3 を 切って、 さて shilralllslli-pfl と 


嗡 ふ。 併し 元來 alclyai-ko の 中の どの 一 つで も、 それ は 決して tuima (遠) を 修飾す るつ もり は ある わけはなく， 

tuinia を 押し へだて &  、  shiramstiye を 修飾す るた めの ものである から、 どうしても、 a-e-yai-ko-tuimalshiral 

msui-pa が 一 語な ので ある。 

かう いふ やうな 長大な 一 語 ー その 中へ 主格 も 目的格 も 副詞 も は ひる 所の ー を 成す 言語で あるから、 此を polysy- 

nthetic  language  (輯合 語) の 傾向 だと 云って よから うと 思 ふので ある。 

第五 節 結 論 

アイヌ 語の かう いふ 抱 合 語 的 性質 や 輯合語 的 傾向 は、 すべて、 日本語 や 朝鮮語 や、 ッング ，" ス語、 その他の 北西 

隣 や 西 隣の ウラル アルタイ 族の いは ゆる 膠着語と は、 一 つ 言語 上の 範疇 を 異にした 別種の もので あ ひ、 支那 方面の 

いは ゆる 孤立語に は、 尙更 遠い ことで その 隔 りが、 殆 んど兩 極に 近い 性質の ものである。 マ レイ • ボリ ネジァ の 方 

とても、 膠着語であって、 曾て かう いふ 事の あると いふ こと は閬 かない。 さう して 見る と、 この 話し手の 住む 1!  土 

が 東海の 飛 島で ある 如くに、 アイヌ 語 そのもの も 亦本當 に、 世界 言語の 飛 島 を 成して 居る が 如くに 見える もの だと 

いふ 結論に なつ て來 るので ある。 

尤も 膠着語に 編入され てゐる もの k 中に も、 昔の カル ヂァの アツ 力 ヂァ語 や、 歐洲の 方へ は ひって 行って る 匈 牙 

利の マジ ャ ー ル語、 モル ドヴィ ン 及び ヴォグ ル語も 少しの 目的格 活用 をば 所有す る やうで は あるが、 以て アイヌと 

比較す るのに は、 餘 りに 隔 つて ゐて、 一 寸 結びつけて 考 へやう がない。 

第 六 章 語法 上から 觀た アイヌ  ニニ 三 


言 語 硏 究  ■  ニニ 四 

アイヌ 人に 實祭 近く 住んで ゐる もの、 中から 探し出すならば、 ギリ ャ ー ク 語が、 私自身の 觀 察する 所では、 目的 

格活 ffl を 少し やる。 ギリ ャ ー クは 極北 種族の 方へ 結びつけられる 種族で あるが、 (時として は、 アイヌ も)、 極北 種族 

と アイヌとの 問に、 その 土俗 上の 近似 を屢、 、見出す 割に は、 單 語の 一致が 見出され がたい 。而 かも 極北 種族から ァ 

メリ カイ ンヂ アンに 亙って、 こ」 は、 世界 言語の 分布 上、 この 抱 合 語 及び 輯 合 語の 本場で ある。 そして アイヌ 語 も 

この 傾向 を 濃 厚 にもって ゐ ると いふ 事實 は、 何 を 意味せ ねばならぬ であらう か。 アイヌが、 北太平洋の 波を隔 つる 

この 大きな 種族と、 語法 上の 同 傾向 を 分けて ゐ ると いふ 事 は、 それ はたと ひ、 直接 人種的 系 銃の 問題に は關 係が 無 

いか も 知れない けれども、 即ち、 どこかの 地點に 於て 古く 接觸 影響す る 所があった もので あらう かどう か。 アイヌ 

そのものが 通って 來た 徑路は 南で あるか 北で あるか、 たと ひ 南から 來 たに もせよ、 吾々 の 硏究對 象に なって ゐる北 

海道 *樺 太の アイヌ 自身 は、 北寄りの 言語の 臭味 を帶 びる 程 古く 北 地に 居た ものと なって 來 るので あらう か。 吾々 

は、 ゆく りなく も、 かう して 叉玆に 文化の 移動 說と、 偶發說 との 岐 頭に 立つ。 若し 科擧 が、 全然 偶然の 一 致 を 許さ 

ない ものなら ば、 語法 上に 於け る この類 似 は、 兎に角、 一 つの 新ら し. S 問題 を アイヌ 民族の 歷史の 上に 投する もの 

ではない であらう か。 

(昭和 二、 一 一 、人類 學雜 誌) 


第 七 章 北 奥地 名考 

奥 羽 の 地名から 觀た 本州 蝦夷 語 の 研究 

第一 節 緖 ^ー€ 

我が 東洋 比較 言語 學の 創始、 プ n フェツ サ ー 、チェンバレンが、 全土に 百 一る 日本 地名 を、 アイヌ 語 を 以て 試みら 

れ た解釋 は、 今にして 思へば 隨分思 切った 擧說 であって、 その 斬新 *4 拔な 見解が、 舉界を ^動した の も 尤もの こ 

とであった。 以來、 內地 到. る 所に 見出される 解し にくい 地名 は、 此も アイヌ 語で はない か、 共 も アイヌ^で はない 

かと 振 返られて、 アイヌ 語擧が 普く 人々 の 關心を 買 ふに 至った こと 著しい。 

併し、 かう して 簇生した 内外の 諸說の 中には、 アイヌ 語 を 持ち出す まで も 無い ものが 强 ひて アイヌ^で 解かれて 

ゐる こと も あり、 叉 中には、 辭 書に 見える アイヌ 語の 意義から 段々 離れて、 誰も 知らない アイヌ 語の 意 凝 を 作って 

强 ひて 解釋 して ゐる ことがあり、 實在 しない アイヌの 熟語 を 勝手に 創作して 解き 捋 たりと 爲す など、 ^憾な がら や 

や 行き過ぎの 嫌 ひの ある こと も 否めない。 それ はたと へ碩學 の所說 であっても、 さすが 啓蒙 期の ものと て、 少しく 

心を潛 めて 檢 討し 出す と、 疑問 百出して 更に 合點の 行かない ふしが 多々 あるので ある。 かくて 久しくな つたこの 地 

名の アイ ヌ語釋 の 問題 も、 そろく 淸算 せらるべき 時期に 到達して ゐ るの では あるまい か。 

第 七 章 北奧 地名 考  ニニ 五 ， 


言 語 研 究  ニニ 六 

人 リ比處 にこれ 迄 舉界に 提供され た內 外の 諸說を 悉く 取り上げて 呤味を 加へ る だけの 餘裕は 持たない が、 比較的に 

フ ジ 

無 P 二見え て、 多くの 人の 支持 を 得て ゐる 代表的な アイヌ 語原の 地名 は富士 である。 富士は アイヌ 語で 火と い ヱ こ 

と。 フジの 山 は 即ち 「火の 山」 であると いふので あって、 此は 殆んど 誰知らぬ ものな き 知識と なり、. 今 は 教科書 や 

堂々 たる 史家の 著述にまで 無條 件に 取 人れ られ てゐる 所の ものである。 けれども 退いて 考 へて 見る と、 この 最も 代 

表 的な ものにさ へ 直に 起って 來る 疑問 を どうしゃう もない ので ある。 

第一 に、 形式 上から まづ それが 疑 はしい。 何と なれば 若し 語原が ノ說 者の いふ 如く アイヌ 語の (ま であった 

ならば、 國 語に クヂ (又は クジ) となって ゐた喾 で、 國 語に ノ ハ行 音で 以て フジと なる 爲に は、. その 語頭 音 は必す 

や P か f でなければ ならない。 其 は 上代の 國 語の 音に は g 音が なく、 外國の ひ 音 はこれ が 爲に皆 ひ 音に 取 

込まれる 例であった からで ある。 現今 フジで あるから とて、 huchi を その 語原に 見立てた の は、 國 語の 音 照 史を無 

視 した 失考だった。 

但し、 第二 昔 節に ついては、， 富士は サ行で あるのに、 Ischi は タ行であって 遠 ふけれ ど、 これ は 差 支がない。 な 

ぜ なら、 國語の サ行 音 は、 古代に 於て は タ行に 通 ひ、 寧ろ 古代の シは 〔tji〕 だった やうに さへ 思 はれる からで ある。 

だから 疾風の チと 嵐の シと、 同じ 「風」 とい ふ 語が 兩 様になって ゐ たり、 常 陸の 國を、 衣手の ひたしの 國と引 掛け 

て 洒落れ たり、 タ行の 發 音だった 韻 鏡の 精 *照* 穿 等の 字母に 屬 する 諸 字は昝 我が 國に サ行に なって ゐる 等の ことが 

あるので ある o 

問题 は、 第 一 一音節に あるので はなくて 全く 第 一 音節の 方に ある。 これ は 寧ろ 一 寸 見に は 何の こだ はり も 無 ささう 


であって、. その 實音？ li 史上 八 釜し かるべき 點な ので ある。 强 ひて 一 さつ 一二 の 方 を 持って来て 合點 させよう とする 所 

が 如何にも 素人 語舉 的で、 この 解釋 の科舉 的に 弱い 所で ある。 若し 本當 に^ 士の 語原 を アイヌ 語の 「火」 の 意味に 

說か うとす るなら、 寧ろ アイヌ 語の 「火の 祌」 を 意味す る 北部 方 一一 目の tK-hi を^ 直に 持ち 來 るべき だったら うが、.. 

それで は 形の 上で 滿 足が出 來 なかった ので あらう。 

笫 二に、 そこで 意義 上からの 疑問 を 提出しょう。 元來 アイヌ 語の 火 は アベ (ape) 叉 は アベ (abe) であり、 火山 

は ゥフィ • ヌブリ 即ち 「 燒け 山」 とい ふので ある。 tschi は ekashi  (翁) に對 する 語で 「老女」 「媼」 又は 「祖母」 ォ 

とい ふ 語に 過ぎない。 火 を禮拜 する 時に この 語 を用ゐ るの は、 今 曰の 北海道 南部 方言に 屬 する 日 高 • 膽扳の アイヌ 

の 信仰に、 火 神を以 つて 女神と し、 國祖と 仰いで ゐ るからで あって、， それで 之 を媼神 即ち Kamui  lluchi と 呼び 

かける のに 外なら ない。 即ち、 火 神 を 擬人化し、， 祌々 に 人間の 形體 を賦與 して 考 へる 稍、、 進んだ 宗敎， ぉ識を もった 

以後の 呼び 方な ので あるが、 今から 三千 年 も その 餘も 溯る 古代、. 火の 崇拜は 或は あり 得た であらう とも、 ^して さ 

うい ふ 擬人化した 祖母の 語で 火 を 呼びかけ たる 事情が 存在して ゐた であらう か。 それ を 先決 問题 としなければ、 成 

^たぬ 說 となる ので あるが、 この 豫想 はま づ保證 されない。 それ どころ ではなく、 さう いふ 草昧の 時代の 民俗に 

は、 . せい^ \ まだ 神と 云っても デヴル か デモ ンの 程度の 信仰が あるぐ らゐの ものだった 害で ある。 

且つ 祌と いふ 語 を 添 へて 始めて 火 祌と關 係 を もって 來る ものの， フチ とい i 語 一 つで は^ 接に 火と は關 係の たい 

isi- に媼と いふ 語 だから、 意義 上から いふと、 フチの 山 は媼嶽 • 老女 山と いふなら^る けれども、 フチの 山が 「火の 

山」 と 解く 說は 少しく 牽强の 嫌 ひが ある。 

第 七 章 北奧 地名 考  ニニ 七 


言 語 研 究  ニニ バ 

尤バ チラ ー 博士 は、 フチに 樺 太 アイヌ 語の 「火」 slchi を 援引す る 。併し これ は 又 フチと は 全然 別 語で、 この 援 

r;;; こも 無 W 强 ひの 嫌 ひが ある。 樺 太に は アベ 「火」 とい ふ 語 は 魔 語に なって ゐて、 老人に はわ かるが、 古 辭 だと 答 

/る。 そして 曰 常の^、  一^の 人々 は 火 を unchi  (または tsji と發 昔す る もの も ある) とのみ 云 ふ。 此の方 は 本 

來ま. 「火の 神」 とい ふ 語で、 北海道の 北部 方言 地方の ゥチ uchi 「火の 祌」 とい ふ 語と 同一 語で ある。 だから、 ゥ 

ン チを以 つて、 富 士の語 原と するなら 「火祌 の 山」 「火の 山」 の義に 解いて よいので あるが、 さう すると、 語頭が ハ 

ザ 昔で はなく つて、 一寸 富士と 似つ か はしくなる もの だから、 形 を 合せん が爲 に、 】schi を 持ち 来り、 意味 を 合せ 

んが爲 に unji を 持って 來 る。 その トリ ッ クを アイヌ 譜を 少し 學んだ E は 決して：^ 落さない であらう。 

uchi  (「火 祌」) と Ischi  (「老女」 r 媼」) と 全然 別 語で ある こと は、 アイヌの 北部 方言 地方で は、 火の 祌 をば^ . 女 一 

對の： t であると 信じ、 火の 神 を拜む 時の 祈詞 に、 媼神 とだけ は 呼びかけす に、 火の 靈な るお ぢ いさん、 火の 靈なる 

おばあさんと、 二言に かう 呼びかける。 その 時の 語 は、 

Al)e  uchi  ekashi  ！ 火の 鍵の 翁！ 

Ape  ndli  huchi  ！ 火の 靈の 媼！ 

搾ぶ で 「火」 と 云 ふのに 日常 この tichi と 同 原の S1C ま を用ゐ るの は、 必竞、 た^ 「火」 とい ふべき ところ を 

「火の：！：」 と 云 ひなら はして しまって ゐ るのに ほかなら ない。 ^来の 火 は やっぱり 樺 太で も アベだった から、 ァぺ 

が 十：： 辭 として 古老の 知識に 存し、 小 供 等の 間に 廢語 となって しまって ゐ るのに 過ぎない。 

耍す るに、 富士は アイヌ^の 火 だとい ふ解釋 は、 眉唾物であって、 アイヌ^ を 知らない 人に だけ は本當 にされ る 


力 も 矢れ ない が、 眞 顼 まさうた やすく， 口  フ：、 ， ， j 

,<  力 やす、 手口 U の やうに うまく 手捌きで 霄ひ くるめられ はしない の e ある。 

W 々はこん な 無理 をして まで アイヌ 語原に 附  Mi^a^--  r 

「人 ou!  oi^Ih  、  厂し お.， - 大^な てるなら ば、 SH 

「さ I」 芽に I する ことが 出 來る ので ある。 I 扉で さヒま ホと  f 

たか も 知れない からで 意。 でなければ、 一方に ヒと いひ 一方，」 ホと云ふ 事 Itllr トく はフも あつ 

，て、 一. 1^ こ 、i 11, ノ：  j  >  J/tl^r'  L わ たった 力ら こ 

H に f となつ 寒、 直接に は！ も |!、 置 も I なので あるきの； が 

は ^たらう と^へ、 つ， しること よ、 ，  ひ？ f 力 

, 、レ， ，ィ ミこと は 現に^:. で pul であり、 ^Jt2^,J?  C  { 、 …- I 

お ,  r^: の i£ の 火山 力、 高 千 膝の クシ フ，， ミネ^ち 

露 火 漆に 「火」 ガ フルに なって ゐ る。 のみなら すまこ^お 31 「： - ^^； 1 

. 'n^JJ  グ みるら す^〜 草お の n 「こは^ ガ阈に it-i 朝 g の pair, 八」 が 1 本 こ 

？  f の , , ヌー s  i であるから、 火の i が i  I 或は I  ih^ 

u^iiiili  ilf.fi と！ 

.Ki し 力 力ら フヺガ フシと なって ゐる こと も 、音韻 法 W 上、，、 了 じ 匕，、 - . 

一 お： i ィ可 能な ことで はない ので ある。 

富士 に 次いで 注目され る こと は、 Is  § 原で あらう か。 

日 の エト モイ ( i で 師の灣の 意味で あると 解かれ、 此も 多くの 支 SS して 今 

^oniifii 多 il 崖で 唐 i、 

の^^ を^ ひ 浮 ベ て 包 像 さ L』J こ レー？ よ >  >  一、、！. J  -?; ,) 

}\ 一  才>. ^と， t^,K ことで は あらう；. p、 -也觀 D,??  C  fejt  ~  -  、  f ミく、  . 

か リ宍、 I 上 どこ ュ i1、 ：  .1 のない ゆれに f ぎに きて そんな n が 寧、 であらう 

ズ どノ£ ぉュと こ 力に^ j し 3J で. f 、さう <, „A 甲 &i、、 ク r\:、 

1^  、 ひて u# 角 I つて、 きに 牛； じた 名で あると する ので あらう か。 

ノ  Jr*  OA  ^A.-  i  iJA チ b リ、 J  X  hM  \  p-j> つ 卜え、，、 r,. ，-ユ i 

r^," も あ 力 立た す 舟 I する によお 地に f れた 小さい 人き，」 とで あるが 、上、 
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ニニ 九 


言 語 研究-  二三 o 

^湖の 様な もの は、 アイヌ^で は 寧ろ 必すト ー (湖沼、 潟) と 呼ぶべき ものであって、 決して あれ は モイで はな 

い。 のみなら す、 二 ト* モイと いふ 結合 は、 アイヌ 語と して どうも 餘り 聞かない 熟語で ある 。我々 に はどう も 木^ 

の アイヌ 地名 解と して ピ ッ タリ 来ない ので ある。 

ゆ 乍、 强 ひて ァ ィ ヌ おで ィ ヅ モ の^ 原 を說 かう となれば、 一 語で 岬 を 意味す る 古^に ェ ンルム (enrmn  ) が あ 

る。 北海道に は、 n 常に 川ゐ ない^と なって しまって ゐ るが、 叙事詩の 中には 岬の 意味に はっき， ゆ 出て 來て、 古老 

は その^ 味 を 理解して ゐる。 北海道の 下 場所、 南の 方、 太平洋に 突き出で た 二つの 岬、 小さい 方 は t.: 蘭の 側の エド 

モ (繪鈉 ) の 崎、 大きい 方 は、 赤鰾 の左龔 の 端に あたる 大きな 突端、 卽 ち 襟 裳 岬であって、 この 地に は 古名 幌 京 

がへ/郡の 名に なって ゐる 所で ある。 さて 此の エド 乇は、 もと H ンドモ とい ひ、 ： 兀祿郷 帳な どに はさう 出. て ゐる所 

で、 、水 W 方正 翁の 北海道 蝦夷 地名 解に、 はっきりと この^ は 「岬」 の 意味の cnruni の^りで ある こと を考證 し、 

幌 .= 水の 方 は 15ro  enrum 「大 岬」 の 意味で ある こと を 考定 して ゐ る。 

出 雲 一 體を出 雲と 呼ぶ に 至った その 元は 出 雲の どの 地から 起つ たかは 今日 之 を 究める こと は 不可能で ある けれど 

も、 出 雲の 國の內 で 日の 御崎 は杵築 大社の ある 所、 國中 最も 由緣の 深い 重要な 地點の 一 つで ある。 その， 日の 御崎の 

t 端 は、 出 雲の 御崎 山と も、 御崎 山 また 出 雲 山と もい はれた。 この ij 雲 山 即ち 御崎 山が 出 雲の 國 名の 起った 所以 

で、 アイヌ 語の eT13nl 即ち 「岬」 を 意味した 名ではなかった らう か。 尙、， 出 雲の 北部の 突出 地 帶も惠 曇 郡と 呼ば 

れ るが、 そこの 何れの 地點 かの ェン ヅム から 出た 名で はないだら うかと いふ 想像 も 出て 來る。 丁度 北海道の ェンル 

ムが、 p 裳 岬に なったり、 繪辆 になったり、 幌 泉の 泉に なったり したやう に、 ルがド になり、 H が ィ-」 なったり、. 


^が乇 になった りする 轉訛 は、 無理の ない 程度の 變化 であると い へよう。 

ゆ 乍、 我々 は 今 こ \ に 、さう 云った からと て、 出 雲 及び 惠曇 を、. 確かに アイヌ 語 だと 論定した 嵇り はない。 エト 

モイな どい ふ 勝手な、 二 語に 分けて、. 北海道に あり もしない 熟語 を 新規に 作って まで 解釋 をつ ける より は、 まだ か 

一 うい ふ 解釋の 方が 幾分 か穏當 ではない か。 若し アイヌ 語で 解く としたら、 としての 試案 を 提出して 兌た だけで ある ゥ 

一 本 當に出 雲の 地名 を アイヌ 語 を 以て 解く に は、 そこに 至る までに まだく 踏むべき 順序が ある^、 その 順序 を^む 

一 こと 無しに、 - 一 走りに 今 曰 の 北海道 アイヌの 語彙で、. 幾千 年 前の 遠い 內 地の 地名 を 解いて 居る のであって は、 た 

一 と へその 解釋が 偶-、 あたっても、 まぐれあたり、 それ はたぐ 思 付に 過ぎない。 これ をして せめて 科 舉的假 定說 たら 

しめる 順序 は 如何？ 私 は そのために まづ 近い 奥州から 發 足して 見たい と 思 ふ ものである。 

.  第二 節 奥州 蝦夷 語 は アイヌの 古い 一 方言  ， 

1 體 奥州に 居た 所の 蝦夷 は 如何なる 言葉 を 話して ゐた 種族で あらう か。 まづ 最もた しかな こと は、 本州の 蝦が の 

\ 內、 北端の 奥州の 蝦夷 は、 外が 濱 及び ^ 南部の 田 名 部、. 北 郡 半島の 地に、 極めて 近い 代まで その 餘藥 が殘 つて ゐた 

一 ことで ある o その 事 は、 元 文 以来の 處士ゃ f の 蝦夷へ 赴く 人々 が、. それらに 逢って ノ その 日記 や 紀行に 判然と *t 

いて ゐ るので ある。 天明 頃 こ \ に 遊んだ 菅江眞 澄の 遊覽記 『率土の 濱づた ひ』 に は、 はっきりと 斯う 書き 傅へ てく 

れる 。『此の 浦 はもと 蝦夷の 末ながら、 物の 云 ひ様異 浦に ことならす、 近き 昔と やらん に髿 剃り、 頭 を そりて、 女 も 

へ キリ バ 

文身 あらで、 そのけ ぢ めな し。 浦の を さ 四 郞三郞 とい ふが もとに 宿 かる』 とて、 『猶 ありたり し袅 月の^ 岐^. 婆が^ 
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の 子 を 叉 右衛門と いひ、 松ケ 崎の 加 布 多以武 その 末 を 今 は 治 郞兵衞 とい ひ、 藤 島の 牟左 訶以武 いま その 末 は淸八 

とい ひ、 宇氐 道の 久麼他 可 以武の 末なる この 宿の 主の 四 郞三郞 なり 云々』 と、 明瞭に 貴重な 記錄を 留めて 置いて 吳 

れ たので ある。 

や \ 遞れて 蝦夷へ 渡った 村 上 島之丞 (秦檍 丸) は、 その 著 『陸 奥州 驛路 圖』 の宇鐵 村の 條に、 『宇鐵 村 は寶曆 年間 

まで 蝦夷の 容貌な り、 酋長 をク マ タカ アイ ノ* フル フク イン ，ゥ テレキ *セ キリ パ* ルゥマ ンァ イノ *ソ タツ イン • クマ 

カイなん どと い へ る 名に て ありし が 今服從 せひ』 と 註して ゐ る。 中道 氏の 『津 輕舊 事談』 所引津 輕藩廳 日記 抄出、， 

延寶五 年 三月 八日の 條に、 また この 人人の 名が 出て 來る。 そして 次の 様に 書いて ゐる。 

今 別 かぶた いん、 るて るけ、， ゆきた いん、， へきり ば 御台 所 迄 串 貝 五 連、 蛻 三十、 榮螺 四十 差 上 之 儀、. 人 御 耳 之 

所、 於 御 書院 御白 沙、. 右 狄共四 人 御覽被 遊、 秋 元金 左 衛門共 召連罷 出、 右 四 人の 狄 共に 御 米 貳俵宛 遣 之、 

即ち 前に あげた 袅 月の 弊 岐利婆 及び 松ケ 崎の 加 布 多以武 である。 るて るけ は 多分、 檍 丸の ウテ レ キと 同じで あるか 

も 知れない。 uteris 「跳躍」、 Oterke 「蹂躪」 など は、. 子供の 時に する 動作 *特徵 などから、 その 名が 選 まれる か 

ら、 アイヌ 男子の 名と して 何れも 極めて 有りがちな 語で ある。 そして 寶曆の 蝦夷 改風 は津輕 舊事談 に據れ ば、 その 

六 年の ことであって、 それ は津輕 藩の 俊傑 乳 井 貢の 英斷の 結果だった 様で ある。 『寶曆 六 年 九巧朔 日、 乳 井 貢 御用に 

付廻鄕 云々、. 此時 外濱宇 鐵邊に 居る 狄 ども を 皆々 人間に 取 立、 髭 剃、 鬉立 させ、. 女 狄は髮 結せ、 齒染 させ、 戶數人 

^暢へ 人、. 宗旨 改め、. 寺 持たせ 候 間、 狄 とも { 愚に ありがた きと、 乳 井を佛 様の やうに 覺候』 (ェ藤 家 記) この 所謂 

『狄』 が アイヌであった 證據 は、 海の 彼方の アイヌと 同様に、， 往々 何々 アイヌと いふ 名 を もって ゐる 事で ある。 北 


海道 • 樺 太 を 通じて 男子 は 何々 アイヌ、 女子 は 何々 マツと 名 づける こと、 さながら、 日本の 昔の 何々 彥 •  ：p 々姬の 

やうな 定ま ひが ある ものであって、 中には、 ゥ テレキ だのへ キ リバの 様に、 アイヌが 附かな いのも あるが、 それさ 

へもノ 本式に 改まって 呼ぶ 時には やはり 附 けて 呼ぶ 習慣で ある。 この 語尾の アイヌ は、 ：^々 丈タ 何々， 麻 2:.: とい ふが 

如く、 . いはば 男子の 通名の 常 型で あるから、 松 前 家の 古文書に 出て 來る 程の 酋長 名に は 澤山见 えて：：，：： る。 尤も^:^ 

である もの だから 往々 た ビア インと しか 聞えない ので、 屡、、 ァ インと 書かれる。 例へば 津輕 一統 志の 記錄 した！ 

名、 尻 岸內の ャクモ タイン、 汐クビ 崎の ヲャ ワイ ン、 鷲刖の マケ シャイ ン、 厚岸の ヲク マ 力 イン、 M:r^ のトノ ム シ 

ャ イン、 宗 谷の シ 力へ タイン、 天鹽の トミ ゥ へ ワイン 等々。 また 「御領 內の狄 の覺」 と 題して 外が 濱の狄 叫 十一 

を擧 げた 中に も、， 大方 は已に 日本 名に なって 奥 平 部 村の 與四 郞、 松ケ崎 村の 林藏、 藤 崎 村の^ 五郎、 砂ケ森 村の 作 

十郞、 小 巿郞、 宇錢 村の 四 郞三郞 などと なって ゐる 中に、 尙袅月 村の ィホ カイ、 小 泊 村の イソ タイス、 及び^の^: 

村の マ コラ 犬の 名が 見えて ゐる。 

寬文九 年の 北海道 蝦夷 爭亂の 際に、 この 津輕 の狄 だち は、 飛脚 船に 雇用され てゐ る。 その 折の 記錄 に、 

一 、 揭 却 ml ^お、 

I  一^;  enb 舟 あ tpK 

と题 して、 藤 崎 村の 萬 五郎 は、 萬五郞 犬、 松ケ 崎の 林藏 は林藏 犬、 四 郞三郞 も 四 郞三郞 犬と W かれ、 前祸^ の^、； 

マ コ ライ ヌは萬 五郎 逢 犬と 書かれて ゐる。 改まった 公式の 場合 故 ir 一同み な、 語尾へ アイヌ を 添へ て S: き 上げら 

れてゐ るので ある。 

此に 由って 見れば、 此の 本州の 北端に 近頃まで 居た 狄を 通して、 吾々 は 所謂 「奥の えびす」 「みちの くの えぞ」 が、 

笫七章 北奧 地名 考  二三 三 


言 語 硏究  二三 四 

やはり 今の アイヌの 少く とも 同一 種族だった こと を 知る もので あり、 そして 北 奥の 地 は、 今から 二三 世紀 前に、 丁 

度 現今の 北海道 入口 地方の やうな 時代 を經 過した に過ぎない こと を 想 ひやる ことが 出來 るので ある。 

さて、 旣に 靑森灣 頭の 所謂 狄が、 アイヌだった とすれば、 その 用ゐて 居た 所の 曾 語 は、 やはり 今日の アイヌ 語 

に、 少く とも 一味 相 通す る、 類似の 言語であった こと を 想像す る ことが まづ 容認で きる であらう。 この 想像 を 裏 A〔 

する 事資も 立派に 存 する。 それ は、 寛 文 九 年の 蝦夷 蜂起の 翌年、 幕府が 祕 かに 津輕 藩に 命じて、 蝦夷の 奥地の 事情 

を棵檢 せしめた。 津輕藩 十： のこの 一 行 は、 自分の 領內 の狄の 殊に 頭 立つ もの、 宇鐵 村の 四 郞三郞 及び 藤 崎 村の 萬 五 

郞を； f 事と して 同行して ゐる。 卽ち、 本州 北端の 蝦夷の 言語 は、 當時 北海道 本島 を 中心に 分布して ゐた アイヌお 

と、 多少 は異 つて ゐた であらう が、 通話が 出来る 程度の もの. —— 少く とも 時人 をして さう 思 はせ た 程の 密な關 係の 

ある ものだった こと は 疑 無い。 卽ち、 大きな アイヌ族の 中の、 少く とも 一 方肓 —— いはば 本州 方言で あったら うこ 

とが 想像で きる ので ある o 

第三 節 津輕 海峡 南北の 地名の 似寄 

アイヌお は、 北海道 本島 方言 • 樺 太方曾 • 千島 方言の 三 大方 言に 分れる が、 地名 を觀 ると、 この 三方 首 も 相 近づい 

て 殆んど その 間に、 何等 目に 立つ 程の 差別が 無くなる C 

へ/地 II を披 いて、 津輕 海峽を 中心に、 北の方 渡 島 • 後志の 海岸と、 南の 方、 靑森灣 を 廻る 奥 南部 • 津輕 外が 濱の海 

淬 と を點檢 して 行く に、 この 南北 闹 岸の 地名の また 著しく 似寄った もの を^ 出す ので あ つ て 、 而も その 似寄の 偶然 


と 見る に は 餘り に 一致の 多 過 ぎる こ と を 感じ る。 

^一  に、 この 北岸の 地の 入口が 古史に 所謂 「渡 島の 津輕 の津」 であるが、 時に、 古史に、 水 州^ 北端 も、 所 

「遠き もの は津輕 蝦夷」 の 津輕の 地で、 現に 津輕 郡が あり、 そこに 割據 した 藩の 名も津 輕 藩であった 。次に、 ま^ 

島 ，戔穗 名が 安倍の 比羅 夫に 勸 めて 政 廳を 置かし めた 後方 羊 蹄の 地 は、 今日 詳か でない がお 時のお から は、 ど う 

しても 木 州の 北部の 地で なければ ならない ので あるが、 海の 向に も 現に シリぺ チが 後志に ある。 尤も、 その 緣故 で、 

(古史の 後方 羊 蹄 は 此處の 害 はない けれど) 態と こ \ へ 後志の 名を與 へたので あった。 

鎌 の 末年の 外 ケ濱の 蝦夷 騷 動に 有名な 西濱折 戶の關 は、 北 津輕郡 十三の 港の 北、 穴 問 崎の 手前から、 山越して 

小 泊へ 行く 道路の 岐れ る地點 にある が、 渡 島に も、 福 山の 西に ヲリト が あり、 禮 髭の 傍に も ヲリト が あり、 ^山邶 

石 崎の 側に も ヲ リトが ある o 

モれ のみなら す、 地 圖を擴 げて濱 並みに 地名 を 拾って 行く と、 维輕 海峡の 彼方に ある ピカタ トマリ • ャマセ トマ 

リが津 輕海峽 の 此方に もちやん と あり、 渡 島の 西岸に 大澗が あれば、 下 北半 fe^ 北^に も 大澗が ある。 トドシ マが 

また 北岸に も諸處 にあり、 南岸に も諸處 にある。 六條澗 とい ふ 不思議な 名が 渡. S に ニ個處 (茂 逯地 • 札 刈の^と、 

ぶ郃 郡の 森 • 砂^の 間、 へ， の 掛澗が もと 六倏澗 だ) あって、 津 輕半岛 にも 三 厩の 附近に r^:::!: 卞 の-: ハ條淌 が ある。 

宿野邊 とい ふ 地名 も變 つた 名で あるが、 それが、 北で は 渡 島の 茅 部 (外に アイヌの 木場の t= おに も あるが) に、 ^ 

では 恐 山 半. i!? 蠣崎 • 檜 川の 間に、 字 も 音 も 同じ 宿 野邊が ある。 来 海岸に も、 陸 中九戶 郡の 戶顿^ • 小 子 内^ に、 字 は 

少しち がふ けれど 同じ 發音の 宿の 戶が ある。 
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向に ゥソリ (有 珠の原 名 及び、 函 館の ゥ ソリケ シのゥ ソリ、 但し、 ケシは 端 *末* 尻の 義) が あれば、 此方に も 恐 

山の 南 麓、 今の 大湊の 地が 昔 は 宇 曾 利と いひ、 恐 山 そのもの も 宇 曾 利 山と 云った ものだった。 

矢 越が 渡. a の惠 山の 岬の 鹿 側に あって、 また 此方で も 恐 山 半島に も 矢 越が あり、 シレ トコ (知 床) とい ふ 岬が、 

北海道 • 樺 太の 大きな 突角の 通名で ある やうに、 靑森灣 に 突出した 蛸 田の 側の 岬角が 昔 はや はり シ レ トコと 云った。 

1 ^様な 岬角の 地が、 渡 & の 矢 越の 崎の 傍に 尻 矢と 呼ばれて ゐ るが、 下 北半 島の 東北 端の 斷岩 がまた 尻 矢で ある。 

又 海岸に 大きな 露 岩の ある 地に、 イソ ャ (磯谷な どの 字面 を あてて) とい ふ 名が 附 いて、 海の 此方に は 下 北半 島の 

佐 井たぉ 後^に あり、 海の 向で は、 渡 島の 東端、 惠 山の 傍に も、 鹿 部 • 臼 尻 間に も あり、 追分節に 有名な、 『せめて 歌 

棄* 磯谷まで』 の 磯谷 は、 また 別に、 後者の 西海岸に ある。 

やはり 岩で あるが、 In! 磐の ある 岸の 地名に 力 マヤ (釜 谷な どい ふ 字 を あてて) とい ふ 名が 海の 向で は、 渡 島の 上 

W 郡、 木 古内の 濱 にも あり、 松 前 郡 福 島の 近傍に もあって、 海の 此方で は 下 北半 島に、 長 後 • 福 浦 間に あり、 また 

2 所の 大澗ケ 崎の 東側、 蛇 浦に も ある。 

才コ ッぺが 松 前 郡に あれば 下 北半 島に も、 外が 濱に ォコ ッぺが あり、 上 磯 郡 • 松 前 郡に シラッ カリが あれば 下 北 

半島に シ リツ カリ (尻 勞) が ある。 

n  ：! コ n  ホトケ ガウ ク 

卞 多が^ 輕半 島で は、 袅 月の 東、 頃々 川の すぐ 手前に 一 つ、 上 北 郡 半島で は、 有名な 佛个 宇多の 地 は、 もと 單に 

宇多と 云った 所であった o 今の 淺蟲の 側に も 宇多川 及び 宇多 橋が ある。 對 岸の 北海道 海岸 到る ところに ある ウタ 

(歌と いふ 字 を 好く あてて ある)、 例へば、 檜 山 郡 江 差の 中 ウタ、 龜田 郡の 中 歌、 後志 瀨棚 郡の 中 ウタ、 同 西 島牧の 


ハラ ウタ、 東 島牧の ウタ シ マ と瀨棚 郡の ウタ シ マ 、 その外 石 狩の ウタ シ ナイ、 北 見の ウタ ヌ プル 等々。 追分節で 

有名な 歌棄 も、 同名が この 西海岸 だけで 數 個所 あるの が、 何れも 「砂」 「砂洲」 を 意味す る アイヌ^の ota の》 お 

であり、 津輕 海峡の こなたの 宇多 も、 必す 海岸の 砂原 を 有する 部分に 結びついて ゐ るの は、 たビ 偶然の 符合で は あ 

る ま V 

海の 北側で は 「島」 は モシ リ (ョ oshir,  moshiri) で、 渡 島の 西岸に ボン モシ リ 「小，：： ：！！ が あゆ、 .： ャ： に 1 の^,::? も 

原 名 はや はり ボン モシ リ、 大黑 島の 方 は單に モシ リ であった。 北 見の 絞 別の 濱 にも モシ リ があって、 やはり 海中の 

島で あり、 根窒 にも 和名 辨天島 は、 アイヌ 名 モシ リ であった。 同名が 陸 奥に も あるので ある。 即ち、 下 北半^の 北 

側、 尻屋と 岩屋との 間に 小さな 島が あり、 和名、 辨天 島、 一名 モシ リ である。 それ は 南部 藩內で 成った 北 炎 逍屮^ 

(三 冊) 附録の 北 奥 通繪圖 (三 冊) に 明瞭に 記載され て ある。 

尻澤邊 • 臼 尻 • 尻岸內 • 利 尻 • 禮文尻 • 尻 別 • 尻內 • 奥 尻な ど、 北岸に 尻が 馬鹿 に澤山 あるのに 對し、 南岸に 

も、 尻 矢 • 尻勞 • 尻 神 • 尻 無 • 尻內 • 尻子內 ム大 尻 • 尻窟 • 黑澤尻 • 野 尻 • 澤尻 • 馬屋 尻な ど 非常に 多い。 古史に 

著名な 後方 羊 蹄 • 肉 入 籠も また、 シ リが附 いて ゐる 地名の 好例で ある。 北海道に 何故に シリ のつ く 地名が 多い かと 

いへば、 アイヌ 語に 地 *山 • 切 岸 等、 廣く 色々 の 意味に 用 ゐられ る shiri  (本 當は sh:r 發音 はシ リと閗 える) とい 

ふ^ があって 日常 それが また 極めて 普通に 使 はれる 語 だから、 自ら 地名に も澤山 出て 來 るので ある。 

併 乍、 北海道に、 最も 澤 山あって、 誰に もす ぐ 目に 附く 特異の 地名 語彙 は、 べッ (「川 • 河」) 及び ナイ (「澤* 川」) 

であらう。 それが 又 本州の 北端 部に 非常に 多い ので ある。 即ち 北海道に 於け る 茂 別 *紋 別 • 紋龜 別 
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ぺッ トンべ ッ ホンべ ッ アイべ ッ コ タンべ ッ ク チ べッ トイ か. ムべッ シ カリべ ッ シ べッ アッベ ッ ァ シべッ ゥ 力べ ッ ェ べッ ベ べッ 乇 エベ ソ ^ べッ 

^,  • 頓別 • 本讥 • 愛別 . 古丹別 • 太刀^  • 問 寒 別 • 然別 •  士^  • 厚^  • 蘆 別 • 雨 加 別 • 江 別 • 邊別 • 萌別 . 德別 . 

^別 • 利 別 • 壯龜 などの 様に、 海の 此方に も、 外が 濱の今 別 • 原 別を始 として、 瀨邊地 • 野邊地 *苫 米 地 (人馬 1 

とも！^ く > 大別 內 • 尾 別 • 馬 淵 (間 別と も |E く) • 宇 別 (宇 別 川 • 宇 別 村、 ニ戶 郡に) • 遠 別 (九戶 郡) • 霜 別 (久 慈の 

西の 山形 村の 內) 及び 秋 田の 仁 別 • 波 宇志 別 等々。 古史に 所謂 覺 I もこの 類に 入るべき もので あらう。 勿論 このべ 

ッは 明かに アイヌの 川 を 意味す る l)et であらう。 

ナ ィ の 方 も 北海道 の幌內 • 稚內 • 岩 內* 歌 志 內* 眞駒內 • 恩 根 內*. 札 內， 厚 內* 緋牛內 *邊 當內 *茶 志 內* 黑松內 • 木古內 • 

新 內， 茶 內上于 戶內 • 雄 信 內*シ ュ プ ン ナイ *トプ シ ナイ *ソ ー ゥシ ナイ *チ ュ プ ン ナイ ，ル ぺ シ ナイ • ュ クオ マ ナイ *トサ 

ッ ナイ ，ト ー ナイ •。〈 ンケ ルナ ィ*ぺ ンケル ナイ • セタ ナイ • 一 一  タツ ナイ *ォ ゥゴッ ナイ ,ォ ピナ ィ* ル才 マナイ • チャラ 

セ ナイ • ィヌヌ シ ナイ *ラ ル マ ナイ • 力 ル マナイ *ャ ムヮッ 力 ナイ *シ ュ シ ュ ゥシ ナイな どの 様に 海の 此方に も 隨分廣 

く 分布して ゐて、 主なる もの だけ を 擧げて も —— 

睦 奧 では 外が 濱に、 襲 內* 奥 內* シヲへ ナイ、 その他、 津輕 郡の 笹內 • 藍 內* 毛內 丄ー 庄內 • 目 內* 江 流 間 內* 與毛內 •『 一一 

內* 入內 (入內 村 • 入內川 • 入內 山) • 瀧 內* 藤 內* 十 腰 內*吉內. 天 田 內* 孫 內* 唐 內* 小 比 內* 飛內 (富內 とも  >辨 蹬內、 

,  ヒラ ナイ ノ ナイ 矛コ ナイ  ，B ラ ナイ タツ ナイ 

北 郡に、 平 內* 野 內* 奥 內* 下 內* 洞 內* 辰內、  ， 

' - I  73  ャ，  ， パ ナイ ウメ ナイ ァヒ ナイ ァカホ ナイ ヒラ ナイ テ ゥシタ ナイ  ト ナイ トヨ マ ナイ 

三戶 郡に、 切 谷 內* 羽 井 內， 佐 羽 內* 梅 內* 相 內* 赤 保 內* 平 內* 鳥 舌 內* 畑 內* 斗 內*豐 間內、 

1 ー戶 郡に、 佐比內 *月內* 山 內* 澤內 • 尻子內 等、 

お 後へ 行っても、 雄 勝 郡の s 馬 音 i>s 子 內* 猿 半 內* 上 下院 內* 宇 留院內 (^^おとも)、 平 鹿 郡の 1£、  0 


見內、 由 利 郡の 法內、 仙 北 郡の 齋內 • 山內、 生保 內 (小 保內 とも) • 检內 お^ 久内* 权：： ：^>^见 內、 河^ 郡に、 觀 

ナイ サン ナイ  ウメ ナイ アマ ナイ アサ ナイ  ョ 4 イミ ソ ナイ シャカ ナイ ォ ホシゲ ナイ ジゲ ナイ ヒ ナイ 

內* 三內、 山 本 郡に、 梅 內* 天 內*淺 内、 北 秋 田 郡に 米 內， 味^ 內* 釋迦內 *大 茂 €>^^>^.T  (肥 內 とも) •  土：：： 內 •：=： 

內* 比 立 内 • 下內、 南 秋 田 郡に、 木 內* 淺見 內， 富 津內 • 井內 (井の 川の 上流) 等々 が ある。 

陸 中には 又 頗る 多く  

鹿 角 郡に、 毛 馬 內，柴內， 樫 內* 玉 內* 谷 內、 

岩 手 郡に、 沼宮內 • 江 刈 內* 黑內 • 下 米 內* 上米 內* 上 矢 内 • 長內、 

九戶 郡に は、 小 子 內* 原子 內* 城 內， 增子內 • 山 內* 横 井 內， 伊保 內* 道 志內 • 平 內， 浦 子 內*長內* 大矢內 *木ー5^>明內* 

等々。 

トチ ナイ サヒ ナイ 

紫 波 郡に は、 栃內 • 佐 比內、 

稗贳 郡に は、 佐 比 內* 大付內 • 下 久牛內 • 上 似內、 下 似內、 

ヮサ ナイ ホン ナイ  ト チナ ィ タン ナイ ナカ ナイ 

和贺 郡に は、 和 佐 內* 本 內* 本內山 • 北 細 內* 南 細 內，栃內* 谷 內* 中內、 

アサ ナイ ォホッ ク ナイ コ ッ ク ナイ タン ナイ  キ キヤウ ナイ  ヮキ ナイ コ ホリ ナイ  ヲサ ナイ コ ミヅ ナイ ライ ナイ シ ン ナイ 

閉仆 郡に、 淺內： • 大 津久內 • 小渾久 內* 谷內 *貝內* 鬼 米 內* 大^ 內* 知 井內 • 小 堀 內*桦內* お 內* 小水 來內 

ダヒ ラシ ャゥ ナイ カナ メ ナイ  ヒ ナイ  マサ ナイ 

： 牛 • 上 金. 目 內* 大飛內 • 小 飛 內* 钲內 等々 o 

江 刺 郡に は、 下 口内 • 大内澤 *內 堀 等。 

膽澤 郡に は、 宿內村 及び 宿內 川が ある。 

へ 力 ナイ 

^井 郡の 戶 河内。 
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o  o  アン ナイ  ， 

陸 前で は^ 城 郡の 案內、 牡鹿 郡の 井內 (叉 は稻 井と も 書かる) 

〇 〇  ゥ ナイ  ゥッ ナイ 

岩 代で は 北會津 郡の 字內 (又 打內 とも) 等。 

かやう に澤 山に ある ナイの 中には、 或は 私の 不^ 鑿で、 ここに 一緒にすべ からざる もの は 除いた 積り でも、 或は 

一二 まだ 交って ゐる かも 知れない としても、 そして 又 これらの ナイの 全部が すべて 同一 語原の ナイで はなく、 偶然 

同形に 落ちた る もの も 或は 無き を 保し 難いが、 それにしても かく 迄澤山 存在す る 以上 は、 その 中に 少く とも 北海道 

の ナ ィと 同じ 語原の ものが ある こと を考 へ 得る であらう。 

べッ 及び ナイに 次いで. 目. に 着く の は、 北海道 地名の ベ 或はべ とい ふ 語尾で あ. る。 前祸の 宿野邊 など も その 一 つで 

ヰ モッぺ ォコン プシべ ル ぺシぺ ルル 乇ッ ぺヲシ ヤマンべ 矛 ユンべ オトべ 矛 テシぺ キ オペ ヲ サッぺ シ リサ 〈ベ 

あるが、 井目 戶， 黄金 蕋* 累標 • 留萌 • 長 萬 部 • 及 部 • 乙 部 • 落 部 *淸 部 • 尾 札 部 • 尻澤邊 の 類で あるが、 それが また 奥 羽の 

ォコ タラべ ゥチ マツべ ォ コッぺ  ォ コッぺ  ホロべ フユべ 一一 ト 

地に も 異常に 多い。 外 ケ濱の 奥 平 部 • 內眞 平？ 英戶を 初めと して、 下 北半 島の 奥 戶*袅 部、 ニ戶 郡の 幌部 • 冬 部 • 新 渡 

ベ  二 カルべ ヲサ ル ベ オトべ オトべ ゥ ベ ォュぺ タッソ ぺ  トシ 口 ぺ ヲ ナツ ぺ ヒコ 

戶、 三戶 郡の 鳥 谷 部、 陸 中に 人る と、 荷輕部 • 長 流 部 • 乙 部* 昔 部 • 宇 部 *老 部 • 達 曾 部 • トッコべ • 年呂部 • 女 遊 部*彥 

ベ シッぺ ヲサぺ ォロシ へ  ヲ リカべ  アリカべ  ヒト 力べ 

部 • 尻 平 *长部* 於 呂志閉 (膽澤 郡の 古社). • 折 壁 (三 ケ所も ある) • 有 壁 (花 泉丄關 問) • 人 首 (江 刺 郡) ，大 田 名 部 

(^代 村の 字) • 宇留部 (普 代 村の 字) 等が ある。 平安朝 時代の 吉彌侯 部 • 於 夜 志閉 もこの 邊の夷 地の 名で ある。 

^澤 の邑. お 志趴、 栗 原 郡の 遠 流 志^、 出 羽の 邑良 必閉 など、 古代に 旣 にこの 類 多く 見え、 a つ 地域に 於ても、 此 

のべの みは 遙 かに 南まで 延び、 陸 前本吉 郡の 水戶部 • 打 壁 • 鬼 首、 名 取 郡の 日邊 など。 羽 前へ 超えても、 田 川 郡の 小名 

ぺ  ォ ナツべ  ュスル ベ 

部 は 中の 女 巡 部 を 想 はせ、 飽海 郡の 遊摺 部な ども 可な り風變 なり 地名で ある。 最上 郡の 鮭延 は、 サケノ ベが 古. s 

ズカ ノブ 

か、 サケ ノブが 古い か 解らない が、 吉田東 伍 博士 は 陸 奥の 糖 部 (此 はヌ 力べ とも) を 想起して、 多分、 同じ様に ァ 


イス 語 だら うと 疑 はれた。 岩 代に 入. ると 信 夫 郡の 五十 逯 (伊賀良 部と も 又、 五十；：：： とも) が あり、 おゆに 人ろ と少 

いが、 石 城 郡に 丸 部 • 沼 部な どが ある。 

尙ぺッ • ナイに 次いで 注意すべき ものに、 ぺッ • ナイ ほどで ない が、 何々 ゥシ (ウスと も) とい ふ^::^ vb ち ス、。 ^ 

ノッ ケゥシ クマ ゥシ ィ 力 ゥシ ィモ セゥシ  サラ  St 

一 海道の 野 付 牛， 熊 牛 • ^香 牛 • 妹 北 H 牛の 類、 その他 サ ラ ゥ シ (「牽 の 澤山生 へ てゐる 處」) *モ セゥ、 ン (「ま^ の澤. H^.- へ て 

ゐる 處」) • タツ タルシ (Kuttar-tlshi 「虎杖の 澤山 ある 所」 > アツ ゥシ (「楡 の^; 山 ある 所」) • ラル マ 二 ゥシ (「ォ ンコ 

の澤山 ある 所」) *ス スゥシ (「柳の 澤山 ある 所」) *キ ナウ、 ン (「蒲の 多く あ. ろ 所」) • ケネゥ シ (r^-p 多く ある 所 I) ，々。 

その 様に また 奥州に も、 ゥシの 語尾が 多い。 下 北 郡の 野牛 .數 牛、 g 伊 郡の ^牛 • 切 牛 t 附  お 

； 臥 牛、 二 n 郡の 江 牛 • 坂 牛、 三戶 郡の 野牛、 鹿 角 郡の 乳牛、 登 米 郡の 長 牛 • 日^^ *ぉ 小.， 々o 

今一 っ津輕 海峡の 南北に、 札 幌のポ a のつ く 所の 特に 多い ことが 口に 附 く。 北海道に 一一； 十一 一；^: 所 も あ^ ポ" ナイ 

一 (「大 澤」 「大 川」) の 名が、 奥 羽に もや はり、 津輕 海峡の 一衣^水の 此方に あった。 ^ち、 龍 飛 崎の すぐ 侧、 n 木：； 

りに 流れて ゐる川 及び 村に 母 衣 内が ある ことで ある o ホ n の附く 地名 を 奥 羽から^ つて はるなら ば、 卜-北 汛こ. vnw 

一 が あり、 下 北半 岛 の尻屋 の 手前に 襲 部 あり、 兄 川上 流に もまた 幌 部が ぁス b 

一  . 

j そのほか、 『郡 村 志』 (震災で 帝 大！： ^館と 共に 燒 失した 書) に據れ ば、 

ホロ クラ グチ 

^中 閉伊郡 重 茂 村 襲 鞍 口 

同 國 问郡茂 市 村袅地  ， 

Muzl: 郡 同村 襲屋 
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ホロ タイ ヒラ  • 

M 國同郡 和井內 村袅帶 平 

同 國同郡 川 井村 襲 岩 

ホロ ヮタ  * 

同阈 同郡袅 綿 村 

同 國同郡 袅野村 字 袋 野、 裳 野 山 

ル！：險^^ 井 郡に 保呂 羽の 邑 があって 保呂 ^權 現が あり、 陸 前の 本吉 郡へ 入って 同じ 名の 山、 保呂羽 山が ある。 今 

一つの 保呂羽 は、 羽 後 國平鹿 郡八澤 木に 保 呂羽山 あり、 保呂羽 神社が ある。 登 米 郡の 柬岸 にある 保 呂毛も 此處に 合 

おせらるべき もので あらう。 陸 奥の 三戶 から 陸 中の 大揚へ 越える H 境の 來 滿^. を 下った 山 問に 不老 倉が あるが、 ァ 

イス.^ i のか、 る 山間に ある ホ n クラに 似た 所で ある。 Kura は 仕掛 弓 (熊な どを鑌 る) を 仕掛け 置く 處の 意で ある。 

石 狩 固、 か； 3 知 郡. ネ a クラ 及び， ホン クラが ある。 ポ o は 「大」 の 方で， ホン は 「小」 の 方で ある。 

ホロの 附く 地名の 分布 は、 南 は 白 河の 關を 超えて、 上 州の 伊香保の イカ ホ。 まで 行. くので あろが、 伊香保. 呂のホ 

ロは玆 にべ：： おすべき もの かどう か、 それ はま だ 少し 問題 を殘 して 置く。 今 は津輕 海峽を 中心に して、 その 南北の 地 

名の 相似 を 認める こと を 主と する ものであるから である。 

^ 州と 北海 逍と、 楠-物な ど ははつ きりと 津輕 海峽を 境界に 變 るので あるが、 人間の 住む 「所の 名」 の 上に は、 こ 

の 海 峽の兩 岸 も、 かほ ど 迄の 似寄 を もって ゐて、 海峽が 何の 隔て を も 造って ゐな いこと は、 何 を 意味せ ねばならぬ 

か。 人 問 は 植物と は 違. つて 舟 を 造って 移動す るからで あって、 卽ち この 海峽を 越えて 同じ 言葉 を 話す 民衆の 生活が 

あった ことに ぉま せねば ならぬ。 そして 若し 同じ 地勢に 同じ 名が 與 へられて ゐて、 語義が よく 合って ゐる 時には、 


まづ これら 奥州の 地名 も、 海 北の 地名と 同じ， 語源から 成った ものである こと を 推.^ してよ からう と^ふの である 0 

む ほ ま  ま 

以上 觀 察した 似寄の 地名の 內、 勿論 々までが アイヌ 語で ない。 大澗は 日 木 語で ある。 澗は； お：：：.^ 北部の 方.：..：； 

で、 佐 渡の 俚謠 などの 中に も 聞かれる 國語 であるが、 アイヌ も 用ゐる ことがあ るので、 バ チラ ー 博 十 は、 その 都に： 

の 屮にァ イス 語と m 心って 取 込んで 居られる。 ピカタ トマ リ.ャ マ セ ^も 阈 語の 方ず であるが、 アイス，^:^ 北 人と-お 

觸 してや はり 川 ゐ甽れ てゐる 言葉 だ。 六條澗 は、 澗が 日本語 (舟の か &る、 陸地に 1： まれた 小 港 i:) で、 六 條はァ 

イス 語 rcrlntcll,  rokunds  (「大船」) である。 六 條澗は 卽ち大 ぶね のか- 4 る 深い 良い 港灣 のこと である。 邦人が 

「辨 才澗」 と譯 しかへ て ゐる所 も諸處 にある。 トドシ マ は トドが アイヌ 語から 入った^ 北方 言で、 ：^ぉ のこと であ 

る。 海馬が 休む 沖の 岩 を 原 名 は 何でも (尤も アイヌ 語で は、 ^石が shmim であるの を、 R^.ii で，：^ にして しまつ 

たの も あらう) トドシ マと 云ひ惯 らし、 北 日本の 海岸 到る 所に 分布す る。 

ゥソリ は 純然たる アイヌ 語で ある。 入海の こと をゴ sh 或は が と 云 ひ、 それへ 「T2:」 を 意味す る— or  (oro と 

もなる) が 添うて s-or 「灣 內」 となり、 ゥ ソルと もゥ ソロと も ゥソリ とも 訛って、^ く^する 地名で ある o 

阈 ぉ珠 郡のお 珠が卽 ちそれ で、 火山 灣の 中に、 今一 つ 小さく 入 込んで 袋に なって ゐる人 海へ 附ぃた 名で ある。 ；！^ 

の 古名 ゥソ リケシ も、 ケシは Itesh 或は kes で 7 は づれ」 「末」 「尾」 を 意味す る 語で、 巴 港と 呼ばれる.， fjE 山 あ 

の 巴狀に 圍ま れた 港灣の その は づれに 位する 處へ與 へられて ゐる舊 い 名稱で あった。 下 北 中，：： T 恐 山ドの 八， の .x^ 

の 地 も、 大きな 靑森灣 の 東北 隅に、 叉 一 つの 小さな 港灣を 形造って ゐ る。 そこが 卽ちゥ ソリと 呼ばれる 村の あった 

所で、 ゥソリ 村の 後に 峙っ山 だから、 ゥソリ 山だった のが ォソレ 山に なった のに 他なら ない o 
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矢 越 は、 濱が 通れす して 止む を 得す 「を か」 を 廻って 通る 地 點に附 いて ゐる 地名で、 ャ (P) は 「を か」、 Issh 

は 「通る  一、 kush-i は 「通る 處」 とい ふこと である。 渡 島の 矢 越も惠 山の 崎で、 濱が岩 磯に なり、 濱 路が此 處へ來 

て、 を か 廻りして 通って ゐる 所で あり、 下 北半 島の 矢 越 も その 通りの 所で ある。 

シ币 床 は、 shir-etols で、 必す 睦 地の 突出した 巖の 鼻へ 附 いて ゐる 地名で、 etolc,  etoko は 、「前」 「先」 「先端」 と 

いふ 語で あり、 sv-ir  (或は shiri ともなる) は、 アイヌで は 尤も 廣く  ffl ゐる 語で、 色々 に譯 される 語で あるが T 地、 

「山」 などの 意、 殊に 海邊 にシリ とい ふ 時 は、 高い 崖で、 船な ど を 寄せて 上陸す る ことの 出來 ない 荒磯の ことで あ 

る。 さう い ふ 磯 を アイヌ は H ンシリ (wen  shir) とい ふ。 H ンは 「惡」 「荒」 の 意で ある。 ェン • シ リを單 に シ リ 

と 云って ゐる ことがある。 さう いふ 岩の 切り岸の 先端が シレ トコ、 なので、 北 見の 東端の シレ トコ、 樺 太の シレト 

コ、 $： 大きな 岬角で ある。 シレト (shiri -etu 「山 鼻」) と 云っても 同義で ある。 シレト ならば 渡 島の 西岸、 後志の 

西岸、 すべて 北海道に 十侗處 以上 ある。 下 北半 島、 恐 山 下の シレ トコ は、 蛸 田 • 九艘 泊の 岬角であって、 橋 本 玉 蘭 

齋 の 奥 羽國郡 全圖に 明記して ある ほか、 まだ 所見に 入らない が、 存在した から 記入した もので あらう。 

以上の 說 明の 內に、 睦 奥の 柬 北の 突端、 尻 矢の アイス 語原 は旣に 自然 釋 けて ゐる。 シリ はさう いふ 巖の 

を か 

--:1-： 川で あり、 ャ( P) は 矢 越の ャの 陸の ことで ある。 北太平洋の 浪が 打ちつ けて 來て、 斷岩 絶壁に なって ゐる 無比の 

難所で ある。 

磯 ハ介は 一見 邦語に も 見える が、 アイヌ 語に 露 岩をソ (め) • ショ (sho)、 叉 イソ • ィ ショ ともい ふ 。水から あら は 

に 立って ゐる 岩で ある。 ャは 「を か」 で、 卽ち 岸に さう いふ 石の ある 所 を イソ ャと いふので ある。 


I の 力 マ も 一見 邦語の 様で あるが、 アイヌ 語に 力 マ ず A は 低く 伏した 一 暴の ことで、 偉に さう いふ § 

の.^ して ゐる所 を 力 マ ャと いふので ある。 

f たは 宇多と いふ 字 を あてて 呼ばれて ゐる所 は 常に 砂濱 である。 それ は アイヌ 語に オタ i が 「砂」 ヨ 

洲」 「砂 濱」 を 意味す る霄 からで、 邦語の 變 (ii) とで も 呼び さうな 所が、 北 鎏及ぴ 囊にま • 欲 とな 

つて ゐ るので ある。 或は 太 田と いふ 所に も、 同じ 語から 出た のが あるので はない かと 思 はれる 砂 ま. ハが 多く I, 

けられる。 

併し、 本當に アイヌ 地名の 本色 を表 はし、 アイヌ 地名ら しい 句を附 ける もの は、 アイヌ I に 多く 川ゐる シリ及 

びべ ッゃ ナイと いふ 語尾で ある。 

シリに 就て は^ is に旣 に詳說 した。  - 

べッは 或はべ ッ ともい ふ。 アイヌで は 淸濁謹 だから、 その 何れ を 云っても 、語に， はない。 北 I 本ね 方 f 

梅太害 .千奏 一 1 通じて 此が アイヌの 最も 重な 「H」 とい ふ 語で ある。 村は必 I に f  . て？ -る 故、 お 

の 名に ベ ッが附 く 所以で、 アイヌの 住む 限り、 その 地方に べッ がくつつ く。 べッが ざら に s く 地方が あったら アイ 

ヌの 住んだ 土地 だと 斷 じて 恐らく は 誤りが 無い。 

ナイ ま、 位 方に 山って は 「川」 の 意味に 混じて 來てゐ るが、 尙 「澤」 とい ふこと である。 或は 「谷川」 とい ふこ 

とで ある。 べッは 大小の 河川 一般であって、 ナイ は 小 河で ある 。c、 今 云った f  il、 殊に 禅 太 地方で 

は、 幌 sf 大； C にもい ひ、 天镞 川の f も ナイ • ォ： ブト (I 太 t-orpus である。 尤も i や 十 r 

,  二  ii 五 
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mo 様な 大河に なると 常に ぺッを もって 呼ばれて ゐ る。 徂幌別 (「大 川」) と 云っても、 必す しも 大河で はない。 其 は 

何 f かとい ふと、 比蛟 する 今一 つの 流に 對 して は 「大」 である 時に" その 土地の人の 日常の 區別稱 に 自然 r 大川」 

とやび らす ものであるから であって、 幌 別が 事 實は 小川で あるから 當ら ない とするなら 誤で ある。 

ぺ i 右し く はべと いふ 語^も アイヌ 地名の 匂を帶 びさせる 有力な 要尜 であるが、 これに は 二つの 意味が ある。 一 つ 

は 「水」 とい ふ^ 味の ベで ある。 この 怠 味の ぺ 若しくはべ は、 從 つて 常に 溪流 i おしく は 河川への 名で あるべき で、 

^s  ，じて、 それに 添 ふ 部落の 名に なって ゐる こと も あり 得る。 

八， 一つの ぺ、 ^しく はべ は、 アイヌ 文法で T 物」 「事」 を 怠 味し、 動 訶* 形容詞へ 添うて 名詞 を 造る 語尾で ある。 

f つて この 方 は、 山で も 川で も 島で も 部落で も あり 得る。 佤し、 アイヌの 文法 上、 子音 (若しくは 重 母 昔の 時 も) 

で 終る 語へ 添 ふ 時 は 常にべ 或はべ であるが、 母音で 終る 語へ 添 ふ 時 は 常に 必す^ なる 叩 になる。 そして その^ 味 

は 全く HE じこと である。 例へば、 

k 霞 e 【黑 い」 lsnne-p  f 里い： いの.. T  retar  f 白い」 retar-pe 一白い の」、 wen 『悪い」 wen-pe 「惡 いの」 pirka 

「良い」 pirka  ，p 「良い の」。 

故に 地名 を 形成す る 時に も、 

shupsl，ot-pe 「石斑魚の 居る 處」、 宿 野 邊の原 名。 chir-?p 「 鳥の 居る 所， T 白府 村の 原 名。 

レ ヒゲ 

seta-rai-pe 「犬 死す 處， f  r6psnke-p 「沖へ 出る 所」、 禮 髭の 原 名。 

sllush -ush -pe 「柳の 生 へ てゐる 所」、 at-211a-p 「楡の 在る 所」。 


それ故に、 母音に 終って ゐる 語の あとに ぺ (若しくはべ ) だったら、 其 は、 水の^ 味の -l>e で あ る ベ きで あ 

る o 

ゥチ マツべ ォ コッぺ 

沂く 兒て來 ると、 糠郃郡 をヌカ ノブ、 ^名 部をタ ナブと 發音 する その ブも、 アイヌ 地名と して は內. ^郃 ？ゅ、厂 の 

ぺと逮 ふ もので はない ので ある。 だから、 ぺ ，ベ を アイヌ 語 地名の 痕跡と して 拾 ひ 上げる 時には、 この ブで 終る 所 

の 也 名 を も 同じ 並に 見て 拾って 行って よいので ある。 さう すれば、 隨 分に また 北海^と 奥 M とに 似 はの 地名 を： ^出 

サケ ノブ 

して 行く ことになる。 例へば ^上 郡の 鮭延 などの 形もァ ィヌ 語らし い 匂 を もつ 地名と なる ので ある。 

伹し、 や に 終る 語 は、 邦人が 閉音 節の^ に 馴れない 爲 めに、 こんな ^は 落して しま ふか、 或は ピ (ビ) など 

にして しまって、 末に はこれ をもピ (ビ) から ぺ (ベ) に轉 じて 行く とい ふやうな 鸫訛 もあった かも 知れない。 

シュ クノべ  3 ひひ  ) 

^^邊 は、 北海道の 列に 從 ふと、 「緘 川」 である。 shupu は.. ot-pe 「缄の 多く 居る 滅」 おしく は shupun-o-p  f 鮍 

の^るの」 が 正しい 語法 及び 發 音であって、 語尾が ベで あったら、 -ot-pe, 語尾が プで あ つたら -o-p で あるべ 

き だが、 日本 訛りに 逢 ふと、 どちらから でも、 シュプ ノッベ • シュプ ノッブの 如く、  M じ 所へ 促.^: が 人って 來る。 

それから k*p の 交： g: で、 シ ュクノ ベと いふ 形が、 どちらから でも 出て 來る わけで ある。 

シュク ナイ  i 

北海道に は 後志の 瀨棚 及び 北 見の 網 走に、 slnipun-nai も あるから、 膽澤 郡の 宿內 など もシ 3 プン ナイ 力ら、 シ， - 

クン ナイ、 シユク ナイに なった もの かと も 思へ る。 

その外 北海道に は、 形が 少し 變 つて、 十 勝帶廣 川筋に shuptm-ot-nai 及び 石 狩 阈石狩 郡の shnpull  pet お、 

緘 湖の-お 味の shiipun  to が 後志 國余市 郡に 一 つ あり、 北 見の 宗谷 郡に も 又 一 つ ある。 k ま：： と とのに. 換は、 外 
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シュ タノべ 

闽語を 取 人れ る 際な ど は 有りがちで， それで shupun-ot-pe が 宿野邊 と、 j ケ 所なら す、 一 一ヶ所 も 三ケ所 もに 出 

來 たので あらう。 

, .- ,,、 .  いちのへ にのへ さんのへ レ のへ ごのへ ろくのへ しちのへ はちのへ くのへ へ  あまる ベ あまる ベ ベ 

へ に 就て 注意せ ねばならぬ こと は、 一 戶 丄 一 戶* 三戶 *四戶* 五 戶丄ハ 戶* 七 戶*,<戶， 九戶 の戶、 即ち 餘戶 • 過 戶の戶 

きへ  へ  ィへ o 

や、 柵 戸の 民の 戶 など、 家のへ と 同じく、 人家 を 意味し、 その 聚落 を も 意味した 日本語のへ • ベ (轉 じて めと もな 

あまる め あまめ 

る。 餘目 *餘 目な ど」 が あるから、 これ を 混じて はいけ ない ことであって、 混じ 易くな つて ゐる ことで ある。 列へ 

ば 奥 南諸處 にある^ 戶 など、 倭 文 を 織る 部 民の 住んだ 地名と も 思へ、 又 アイヌ 語 系の ベと も 見える。 今 は、 この 際 

に 疑し いもの は 除いて 擧げ ない。 

§ 後に、 然しながら、 凡そ アイヌの 地名、 アイヌ 語の 村 名と 云ったら、 忘れる ことの 出來な いのは、 村 *里* 部 

落 *處を 汎く 含めて、 みな 包括す るコ タン (Istan) とい ふ 語で あらう。 凡そ アイヌの 村 は、 何とい ふ寸 であらう 

と、 ^コ タンな ので ある。 名の 上に コ タン. の附 くと 附 かざる とに 論な く、 改めて 云 ふ 時には、 凡てが 札 幌コタ 

ン* 小撙 コ タ ン*窒 蘭 コ タン *函 館 コ タ ン の 如く  コ タンで、 東京 コ タン *大阪 コ タンと さへ 云って 行く ので ある。 

それ 稃弊 通な、 又 かく 迄ロ惯 れたコ タンと いふ 語が、 一つで も 奥 羽の 地に 殘 つて ゐ ないで あらう か。 

尤も、 我々 でも、 改めて 云へば、 代々 幡 村*?か 袋 村 • 高 井戸村と 云 ふ ものの、 常に は 代々 幡* 沼 袋 • 高井戶 など 云 ふ 

やうに、 アイヌで も 毎日 一 々 コ タン を 附 けて 話し はしない から、 自ら コ タンの 附 いた 地名が 殘 つて ゐな いので あら 

う 。併し、 又 短い 名に は、 上 村 • 中 村 • 下 村 • 本 村な ど、 自然につ くもので ある。 丁度 その やうな 事 愦が昔 といへ ど 

も、 アイヌと いへ ども、 あつたで あらう こと は 容易に 想 B ^される。 


我々 は、 はっきりと 奥州に 唯 二 個の コ タン を ^ふ。 その 一 つ は 短い 名、 その 一 つ は、 改まった 名の^ 合、 ^も 祌 

名 帳の 祌 社名の 中に 見つけ 得る ので ある。 

倭 名 鈔式內 の 神社の 中で、 奥州 濱 街道 最 北の ものが、 氣仙 郡の 理訓許 段の 社で ある。 リク ンコ タン は 多分 地名で 

え  I 

あらう が、 今の アイヌ 語で は、 リ クン コ タン (rik-lln -kotan) は 「上の 村」 「高い 所に 在る 村」 である。 釧路： ^£が 

郡に ある リコ タン 「上 村」 「高 村」 とい ふ も 同じで ある。 北海道で は 釧路の 足 寄 郡に ある 陸 別の Kilsn がそれ で、 

ヒナ カミ 

高 川の 意味で ある。 理訓許 段の 社 は 今の 氷 上 山の 神社に 比定 され、 高處 にある 故 さう いふ 名が 附 いて ゐる こと は、 

合點し 得る ので ある。 

今 一 つ アイヌ 語の コ タン の 存在 を！ i! らしめ る 地名 は 蝦夷 征 伏に 著名な 志 和 郡の 德丹 城で ある。 トコ タンと いふ 地 

名 は、 北海道に も 幾つと なく あるが t,o  kotan は 「沼 村」 であり、 釧路の 厚岸 郡の トコ タン、 北：：：： ルの斜 爪-邡 の^:^ 

と 叙 里 川筋との 二つの トコ タン は此 である。 若し 叉 原 名 tu-lstan なら 「廢 村」 「舊 村」 の 意味で、 後志の 高^ 郡シ 

リバの 側の トコ タンが それで あり、 その外 島牧 郡に も 同名 あり、 膽振山 振 郡 や 虻 W 郡に も 各 一 個處づ つ あり、 十 脇 

中 川 郡、 釧路 の釧路 郡、 北 見の 宗谷郡 及び 常 頃 郡に も 一 侗處づ つ ある。 伹し 板-: ザ： 野 付 郡の tu  kotan は 「一 一村」 の 

意味で、 形 は 同じで も 偶、、 別の 意味で ある。 若し 叉 第三に til  kotan なら 「山の 板の 村」 である。 アイヌ.^  tfi 

は、 山の 板の 馬の 背の やうに 走って 谷 や 海へ なだれる その 走り 极を云 ふ^で、 十 勝！： 巾 川^、 利 別 川の 川筋の トコ 

タンの 原義が それで ある。 德丹 城の トコ タン は その 何れで あったら うか。 今の 德田 村に は 沼 は 無い けれど、 附近に 

湖沼の あとが あって、 沼 村と いふが 地勢 上 最も 可能ら しい。 

第 七 章 北奧 地名 考  二 四 九 


アイヌ 地名が 日本化して 行った 過程に 就て は、 北海道 人口の 地方 は、 年代が 奥 羽よりも 新しいだ けに 詳細に その 

跡が！ i! られ る。 殊に、 二三 百年 以前、 まだ 十分 日本化せ すに、 そっくり アイヌ^であった 頃の 元祿卿 帳の 様な よい 

,ズ獻 が あり、 下って は、 伊態忠 敬の 寬政 年度の 詳密な 地圖 があって、 一 ぱいに 片 假名 書きの 地名が 入って ゐ るの 

が、 や \ 日本化した 時代の 絕 好の 资 料で ある。 その後に は、 可な り 日本化した 時代の 松 浦 武四郞 翁の 山川 取調 地圆 

が あり、 その上に、 我々 に 取って 最も 仕 合せな こと は、 明治 十六 年に 着手して 八 年間、 親しく その 地 を 踏んで 一 々 

古老に 正し、 忘られ かけた 原 名と 原義と を 克明に 記錄 して 置いて くれられた 永 田 方^ 翁の 「北 沲道 蝦夷^ 地名， 禅」 


言 0  .  0 究  二 五 〇 

奥州の 狄の 名に アイヌと いふ 語尾 を 見出し、 奥州の 地名に、 コ タンと いふ 地名 を 見出し、 そして、 他の 特徴の 語 

と共に、 ナイ 及べ ッを、 あれ だけ 奥州に 見出す ことが 出來、 コ タンと いふ 語 を さへ 發 見出 来て 兒れ ば、 どうか かう 

か 安心 をして、 奥州の 異様な 地名 を、 アイヌ 語の 知識で 處置 する 論據を 見出した 氣 がする ので ある。 

以上 は 併し、 奥州の 地名 を 今日の アイ ヌ で 解く ことの 可能で あるか どうか を考 へ る爲 めに、 一 見極め て 明らか 

で、 殆んど 疑の ないやうな 語に ついての み 見た ので ある。 併し 地名と 雖轉訛 は 免れない から、 その他に も、 どの 樣 

な變化 をして 國語 化して ゐる ものが あらう かも 知れない から、 まづ 北海道 入口 地方の、 新しく 國. お化した 所の 地方 

の 地名 を點檢 して、 その 一歩 前に 國語 化した 奥州 地名の 複元 L2 资し ようとす る ものである。 


北海道の 地名 轉 訛の 一 般 


が ある。 我々 は此 等に. a つて、 二百 年、 アイヌ 名の 日本化して 行った 過程 を 乎に 取る やうに # に する ことができ 

る。 今 これらに 據 つて、 若く 日本化し たこの 地の アイヌ 名の 變 化の あと を迎 つて 兌る こと は、 ^^の 地名， お を 

復元す る 上に、 最も 重要 且つ 適切な 旁證 であり、 これ を 基礎に し、 此看點 から 眺める こと は、 地の アイヌ 地名 M 

の 先決問題 であり、 缺 くべ からざる 方法で あると 信す るので ある。 

さて 北海道の 內 でも、 殊に 渡 島 地方 は、 五 百年、 邦人が 移り 住んで 所謂 r 舍毛 地」 卽ち 「日本 地」 溜りが 出^て 

ゐた 地方であった から、 夙に 色々 な 様式 を 取って 舊く 日本化した。 試に 松 前 を起點 に、 來西 沿^の 片 假名の 地名 を 

點檢 して 行く。 アイヌ 語の 地名の 間に、 旣に 純然たる 日本語の 呼び名が 交って ゐて、 段 々奥へ 進む につれ て 漸く 純 

アイヌ 語が 多くなる が、 人口 地方 は、 一 様に 片 假名で 書いて あっても、 純 日本 名に 換 へて 呼ばれて ゐる處 の 多い こ 

と、 思 ひ 半ばに 過ぎる ものが ある。 卽ち松 前から 東へ 拾って 行く と、 松 前 • 神明 川 • トラ メキ • 下 及 部 • ヲョべ 森 • 

大サ ハ • ^森 • 荒 谷* ヒサク マ • スス キサヮ *ヒ ャヮ石 • 炭燒澤 *黑 岩 *セ ン 口 ク崎 丄曼 場 下 • ァヲ ヮシリ っゴ ロタ • イワシ ケ 

澤* 立 石 • タヅ レ崎 上中下 ノサキ • 三平ヮ シリ • ヲリト *禮髭*吉 岡 • 力 H トマ リ*黑瀧*宮 の 歌 •WJ 歲澤 ？：： 府 *ぉ 越 川 • 

澤， ヒ カタ トマリ • ヮタ ラシ マ *ァ 力 川 • 月見 崎 • 力 マ ャ • サクッ ン • イタ、、 ハ シ • ホシ 口 澤* コ ウテ 澤*大 確 • シサ ヲサハ 

ッ カリ • (シリア ッ カリ) • 岩へ サキ • サヮシ リ* タヽミ ？ソ ラサ ヮ* ャマセ トマリ • トドシ マ • 立 石 • 矢コ シ^  

この 矢 越 崎まで 五十 餘の 地名の 內に、 はっきり アイヌの ま \殘 つて ゐる ものと 云って 幾 個 も 無い。 神明 川 • 炭燒 

澤 場 下 • 立 石 *黑 瀧 • 瀧 澤，月 見 崎 *大 瀧 • 立 石な どの 様な 純日本式の ものの 外に 某 崎 *^澤* ^川の 類、 他 は R 木お 

とも 付かす、 アイヌ 譜 とも 付かす、 全く 訛って 何の 意で あるか、 一見 わから なくなって ゐる ものが 一等 多い ので あ 

笫七章 北奧 地名 考  二 五一 


次に 松 前より 西へ、 松 前 • カラ ツナ ィ，ハ クチ 石 • ィゲ ッ プ* ヲリト •  メゥサ トウ .辨 天 島 • 赤 平 • 立 右 • 五平 サキ • 大ッ 

クシ *极 部 2*ヲ ンカ ミ マ • (松. 浦圖 にはョ シカシ マ) • 平 イソ *ト チウ イシ *サ カイ 石 丄 一 つ 石 • 大子サ キ* 札 マ ィ* 五 口 

へ イソ ，ッ マナイ • 赤 神 • ヲナメ 石 • 赤 岩 • へ ラ岩 • 茂 草 • クッ レ*コ ハ マ *淸 部 力 モチ川 • 川サキ • 大力 モヰ川 • 、江 良 町 • 

ァカ イシ • カナ マ ，べ ンザ イマ *ォヽ マ • 二 越 川 • コ ロタ • ヲク スェ澤 *ァ カザ ヮ* 力 サイ シ* 原 口 • コメ ガサ キ*シ ョ ウイ 

ン ？ソ バメ ヮシリ • ヲシ コノキ • トウ ァ サ ヮ • 小 砂子  

侬 然として 解し 難いの がー 等 多い が、 その内に、 日本語と 見える もので も、 また 必す しも 日本語な ので はなく し 

て、 アイヌ 語の 訛つ て 日本式に 化けて ゐ るの が多數 なので ある。 

此に 山って 觀て も、 もっと 古く 曰 本 訛して しまった 本州の アイヌ 語の 原形 • 原義 を 尋ねる ことの 六ケ しさが 解る。 

純粹な 音韻 變化， では、 母音で は アイヌ 語の ゥ がよく ォ になって しま ふ。 アイヌ を ァ イノと いひ、 ィ ナウ (削り か 

を か  〇 

け) をィ ナオと 云った やうに。 故に ャ クシ (yakushi 「陸 を 通る」) を 矢 越、 ェ ンルム (enrum 「岬」) を エド モ (繪 

靭)、 クン ル， - (危路 ) を 久遠な ど 云 ふので ある。 

ゥがォ になる 反對の 方向に、 ォ が又ゥ になる。 オタ (沙) が 宇多 • 歌に なって ゐる 如き は それで あり、 その他、 マ 

ト マイが 松 前に、 宇 曾 利が ウス リ、 ゥソリ ケシが ウス リケ シ、 ウス キシ などに なって 行った。 ィとゥ との 間の 交 

^ ィと H との 間の 交替 も、 東北人の 常習であった から、 東北人の 影響 下に 地名の 上へ どし く 起って ゐる のが 目 

ハ リウス  クマ ウス  O  〇  〇 

立つ。 例へば ハル ゥシが 張 確、 クマ ゥシが 熊 確な ど、 又 ビラ H ッ が平絲 に、 H シルム (岬) が ィヅミ (幌 泉の 泉) 


などの 類で ある。 

母音の 脫落 する もの-は、 一 一 っ繽 いた 母音の 前の が やはりよ く 落ちる。 

龜 W 郡の 七重 濱の ナナ ェの元 名 は、 ヌ アン ナイ (ml-an 「豐 かなる」 sli 「澤」 )、 それが ナン ナイ、 遂に 七^に な 

つたので ある G 

次に アクセント のない 音節の 母音が 落ちる。 アイ ♦ ヌがァ インと ひ^くの も それで あるが、 ォ マイの ォが 展、、 ^ち 

がちな の も それで ある。 

音節 末尾の P を^ 落した ものに シ ュ プキ ナイ (shupki  nai 「茅 澤」 閉音 節の 子音 は、 落す か^; しく は#&： を&: へ 

て 開 音節に する こと、 西洋 語 を 取 込む 時と 同様で ある) を、 シ ェ キ ナイと 發音 する やうに なって、 §1內 の苑 字と な 

アツ マ 

つた 度 島 爾志 郡の 關內が ある。 勇拂 郡の アト マ プ (At-oma-p 「厚司の ァ ッ の 木-在る • 所」) が 厚^と な つて ゐ るの も 

其で ある。 

母音 を 添へ るに で 7 を 添へ た 例 は、 チ。 プ (chir-o-p 「倉 • 居る • 所」) が白府 (渡 島 上 磯 郡)、 時には^ 前の 母 

ッ ルー 一 ン ジン  ムカハ  1、 

音と 同じ 母音 を 添へ て SK§ に する。 例へば 勇 拂郡ム カブ imik-a-p 「羊 乾草 ，ある • 所」) が^：::; となった ぎで あ 

る o 

かう^て 來 ると、 陸 奥津輕 郡の 小 比 內* 同ニ戶 郡の 佐 比內、 陸 中 紫 波 郡の 佐 比內、 同和贺 郡の 佐 比. M: は、 アイヌ 

^の sap-nai の轉 訛で あるか も 知れない と共に、 また 陸 奥三戶 郡の 佐 羽內、 同ニ戶 郡の 澤 内な ども S じ sap-nai 

の轉 訛と^ る ことが 出來 ようか。 

第 七 章 北奧 地名 考  二 五三 


言 0  0 究  .  二 五 il 

閉昔 節の t も 大抵 同様の 取扱 を 受ける。 全道い つ ぱいの pet が、 或 所に はべ ヴ •-、〈 ッ に 或 所に はべ チ* ベ チ になつ 

てゐる G 

ォコ ンプ • ゥシぺ (olkompu-ush-pe 「其 處に *E 比 布 • 多く 生じる • 所」) が、 黄金 蕋は、 邦人の 云 ひつけない プゥを 

落して しまったので、 西岸の 壽都も 原 名 shup-putti (「茅の 川口」) であるの を、 pn を 落して 直ぐに ッに 行き、 從 

つて 促 ー靑 を タ行の 促 にして しま つた。 

我 1!こ% ぃド へ til) が 或は ト となり 或は ッ となる こと、 例へば uvpok がド， - ポッケから ト  >  ボッケ になり、 シ 

ラッド カリが 白ッ カリになる 類が 極めて 齊 通で 、ビラ エド 「崖 鼻」 • 「岬」 が 平絲、 シリ H ドが 白絲 となる 類で ある。 

r の^ がー 希よ く變 化して 殆んど 端倪すべからざる ものが ある。 H ンルム (岬) が エンド モ、 クン ル ー  (危路 ) 

が クド， - など、 d になる の は 極めて 多い が、 稀に は n にもなる。 龜田 郡の 志 苔 は 可成り に 昔から 著名な 土地で あ 

かさ 

るが、 元名ゥ カウ • シラリ (Llkml 「重なる」 shirar 「岩 磯」) の 頭 を 略して、 シ ラルの 變 化した シ ノリで ある。 

M 郡 汐^: 崎の 元 名 はシル • ポク (shir 「海岸の 斷崖絡 壁」 pck 「下」) であるが、 シ； ボキ となり、 シ ホクピ となつ 

たの は 烈しい。 

破裂 志の 相 通で 無理 も 無い が、 渡 島 國爾志 郡の ドク (tlllc 「隆起」) が突符 とい ふ。 おし も 地名なら ば、 十符 

の 菅菰の トフ も、 或は 渡な の 突符と 同じ 語原で ある こと も あらう か o 

松 前 郡の サッ ナイ (satmli 「 水の 乾いた 澤」) が 札 前と なった の は S  n の 相 通 ひ 此も是 非がない。 

次に は n と W の變 通で あるが、 同 郡の イネ ップ (inep 「叫」 卽ち 「四 軒 家」 「四 ッ 家」) が生符 となった。 


パ行が マ行に 變 する 例 

有 珠郡チ バイ ぺッ (chipai  pet) は、 チ バイと いふの は、 その く聲 がチ バイ/ \ と 聞え ると いふ 擬僳 語の 鳥の 

名で ある。 それが 今 千 舞 鼈と なって ゐる。 

ハ シぺッ (ffiasfpet 「 柴 川」) が ヮシべ ッ (鷲 刖) になった の は、 ハ行 -ヮ 行の 轉換 である。 

母音で 始まる 場合、 その 頭へ k 音の 添 ふ 變化も 可な りに ある。 龜田郡 ゥフィ *ヌ プリ 「燒 山」 がコ ブイと なった 

り、 後志 國小樽 郡の ァ ッ ト マ リ (r 鯡の 群る 泊」) がカチ トマ リ となり、 ァチ ナイ (「， 翁の 群る 川，」) がカチ ナイと なり、 

カチ ナイ 

勝納 となり、 ァ ッ ナイ も (「厚司の アツの 木の 澤」) • カツ ナイと 云 はれ、 渡 島！： 龜 M 郡の アツ ゥシ (at  ushi 「厚司の 

ァ ッの 木の 生じて ゐる 處」) が 力 ッ ト シと 呼ばれる。 

この ァ行 昔が カ行 音に なって、 頭へ k がっく 場合の よく あるの は、 アイヌの 發 音の 語頭の アイ ゥ H ォは、 喉；. g 破 

裂 音 を 伴って 出る から、 それに 馴れない 邦人に は 力 キク ケ コ の 様に 聞き 成される ことがある からで ある" 

似灣は 二  *ァ ン。 ベ ッ 「木 • 在る • 川」 で、 下 を 略して  一！ ヮ ン となった。 

ユタべ ッ イクべ ッ  ナイべ 

鹿 ^は 生 鼕 になって、， ュが ィに變 じて ゐる。 ォ ユウ ンぺ (o-yll -§-pe 「湯 川」) が 及 部に なった の も M じ 列で あ 

る G 

以上 述べ た 様な 變化 は、 極めて 簡單 な、 殆んど 何れの 場合に も 凡そ 我が！： が 外來お を、 こなす ゆに 何人も 期待す ベ 

き當 然の變 化に 過ぎない。 語形の 變 化と いふ ものが、 かやうな 一 般的 • 法則 的 一 背 Hi 變 化に 止まる ものであった ら、 

らくな ものであるが、 地名と 雖も言 語で ある 以上、 一 般言 語の 取る 形態 的變 化， I .上略*屮略，下略*錯合，々 —— 
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言 語 研 究  二 五六 

を もす る。 その上に 地名に 於て は、 其處の 土地の 歷 史的 影響 を も 蒙る こと 深く、 往々 にして 意識的 變改を も 平然と 

して 受ける。 律輕の r 弘前」 や、 南部の 「盛！：」 など を アイヌ 語に 引き 附 けて 說 いたら 滑秸な 事で、. それら は 皆 藩 

の 城下と なって 不意に 創作され て 生じた 地名で あるから である。 かう いふ 事が 叉三戶 郡の 川內村 (上巿 村と 切 谷 内 

と を 合せて 川 内 村と 改めた もの) を アイヌ 語で 解釋 したと て 何の 意味が あらう。 此等は 文 獻が備 はって ゐ るから ま 

だよ い。 文獻の 無い 所まで 我々 は 溯らなければ ならない ので ある。 地名の 研究 を 或る 意味に 於て 普通の 語の 語形の 

膝史ょ ひも 困難なら しめる 所以で あ る。 

けれども 亦、 地名に は 比較的 不變 的な 地形が その 内容 を 示して ゐて くれる 長所が ある。 つ その 意識的 變改の 際 

に は、 わざ/ \數 多の 同名 を 作る 箸 は 無い ので あるから、 我々 は 僅かに 一個し かない 特殊の もの を 例と する 様な ま 

ぎれ を斷 念し、 幾つ もの實 例の 動かせな いものに 就て 說を 立てて 行く 様 注意す る ことに 由って、 この 難關を 切り 拔 

ける ことが？ z 來 よう。 かう して 7 つの 語に も 出来るだけ 多くの 實例を 集めて、 決して 單 なる 偶然の 結果で はない と 

いふ こと を 見る に 及んで、 安んじて 推定して 行ける ので ある。 

今、 ^形の 變化を 生す る數々 の 場合 を實 例に 就て 詳 かに 點檢を して 見よう ならば、 先づ第 i に、 全然 新ら しい 名 

を 以て 呼んで 來てゐ る 場合が ある。 日 高 • 渡 島 *膽 振 • 北 見 は、 全然 無かった 所へ 新規に 與 へた 名、 福 山 • 福 島 *龜 田 • 

千^の. 類 は 嘉名を 設けて 在来の 名 を i 變 さした 例で ある。 

次に は、 ^名 を譯 して 邦 名に 換 へた ものが ある。 函 館の. N 待 崎 は 原 名 ビゥシ で、 立って 海上 を 見渡して、 负 群の 

^來 を兑： S けて、 下りて 漁に 取り か、 る 所だった からで ある。 その 附近の 「御 鼻 崎」 は、 原 名 シレ。 ト (shir ん til) 


て 「山 • 鼻」 即ち 「岬」 とい ふ 名 を意譯 した ものである。 

龜田 郡の ァ ラワン： ンュ マ は、 ァ ラワン は 「七」 の 意、. シュ マ は 「石」 であるので、 今 ナナ ツイ シ とおんで ゐ る。 

同 郡の オタ シュ ッの オタ は 「 沙」 •「 沙濱」 、シュ ッは 「麓」 「側」 「傍」 とい ふ 語で、 意譯 して 今 n 才タハ マと r ム つて ゐ 

る。 同じ 郡の 才 タノ シキは オタ は 今の オタで、 ノシキ は 「中央」 の 意で あるから 「濱 屮」 と 呼び、 少し まなれ たへ， 

チカ ウタ  , 

1 つの オタ ノシキ は 「中 歌」 と 半分 だけ 譯 して、 而 かも 倒置して ゐ ると いふ 自由 さで ある。 

半分 丈譯 すと いふ 寳例も 極めて 多く、 函 館が 旣 にさう である。 原 名 Isk  chashi の c.hashi は アイヌの I であつ 

て、 Isk は 「藏 い」 「淺 い」 とい ふ 語で あるが、 そこ をば 音譯 して 觀- ど 呼ぶ。 同じ 渡^の きまの 41が、 

p§ ョ o  nai 「小^ 川」 である。 即ち 小 だけ を譯 して 和お！： ィと いひ、 その 側の 大茂内 は、 ^名 is  i  i で、 

onne は 「 老」 「 大」 の 意で あるので、， 大茂內 と 呼び出して 來てゐ る。 

尙 龜 W 君の 有 川 は、 原 名 ar-iish  pet 「食糧の 澤山 ある 河」 であるが、 川 だけ を譯 して 有リ とい ひ、 rase つ レ 

ッケ ビラ は、 rmke が つ： 朋 る」、 t が 「馐」 で、 邦人 クヅレ ビラと 云って 來てゐ るので ある。 

勝手に 上半 或は 下半 を 省略して しま つて ゐるこ とも^し くな い o 

日 高と 渡 島と に 同じ チ H トイ、 ぺッ とい ふ 地名が あった。 チ H トイ は 「食 土」 のこと で、 河岸に 食 土が ある 故に こ 

の 名が 生じた ので あるが、. 曰 高の 方 は 遠 別と なって ゐ、 渡 島の 方 はか か になって ゐ るので ある。 トイ 及び ト ー べッ 

から、 チェ トイ ぺッを 想像で 復元す る こと は 、よし 出来ても、 か \る 大きな 補綴 は、 ^三おから 兑 たら 餘り勝 乎な 

細工に 思へ て、 實愦を 知らぬ ものに 取って は、 殆ん どた ぐ牽强 附會視 される にち が ひない。 
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エラ マチ  I  , , 

n: 松 前 郡の 江 良 町の 原 名 は ヱ ラマン テゥシ (eramante 「狩 獵」 ushi 「多く ある 場所」) である。 ゥ シを^ いた 形 

エラ マン テが エラ マ チ になった ので ある。 

時として は、 中略 形 も 起る。 

渡，：^!: 榴山 郡の スネ コ 崎 或は シネ ゴ 崎 は、 シ レン づ a  (shir 「海岸の 斷山 s」 enkor 「額」、 即ち 「t 頭」 の 意) で 

ある ◦ 

後志 阈瀨棚 郡 の 郡 名の 元は セタ • ルぺシ ぺ • ナイであった の を、 長い もの だから、 いつの^から か^々 中略して セ 

タ ナイと し、 更に ィを 落して 瀨 棚の 一 一字に 短縮して しまって ゐる。 

L を か 

また：^ 衆お^ に 山つ て惹き 起される 變 化が ある。 渡 島 上 磯 郡の 釜 岩 村の 原 名 力 マ ャは、 kasa は扁 磐、 ^ は 腿の 

^であるが、 偶、、 その 岩が、 釜の やうな 形な ので、 釜 岩に なって しまった。 

同、 I^w 郡の：^ 澤逡 は^ 名シ リサラ. ベで あるが T その 邊 いっぱい 葭の 生へ てゐ る處」 の 意味で あるが、 低地の 水 

氣の 多い 處ゅ ゑに、 澤を考 へ てシ リサラ ベ にして しまって ゐ る。 

「何々 の 場所」 の 意味なる ゥシ (llsll-i) が 牛と その ま、 音 を寫す こと も 多い が、 渡 島 國茅部 郡の キ ナウ シは^ 

轉換 でキナ オシと 成り、 同 國檜山 郡の ピッ ゥシ は、 pit 「石」、 tisshi 「多き 場所」 であるが、 比 石に 成り、 同 爾志郡 

の クマ ゥシ (kila-ushi 「魚 を 乾す 棚の 場所」) が 熊 石に なり、 松 前 郡の ハツ • クチ • ゥ.、 ン (hat 「葡萄」 ischi 「獮 

ばくち • 

猴桃」 -Shi 「多く ある 所」) が ハク チイ シ、 遂に 博 突 石に なって ゐ る。  • 

後志 阔、 太栴郡 ラル シ rarish を 良瑠 石と いひ、 お 牧郡シ シャム • ライ ケ ，ゥ シ 「和 人 を 殺した 處」 が、 ライ ケ 


ゥシ、 それから ライ ケ石 になって 居り、 丁度 そこに 立 石が 自然に^ 在す るが 故に、 地名が この^に. E つて 成立して 

ゐる やうに 假裝 した。 膽 扳の窒 蘭の 側の ホドィ ユウ シが 布袋 石に なって ゐ るに 至 つて は、 今； く 邦^の 地名に はえ 

て、 少しも アイヌの 元 名の 匂 ひだ も 止めない。 

此 から 推す と、 北 奥の 輕牛 •ig 牛 ，數 牛い 切 牛 • 坂 牛 *野ゃ* 乳キ 根^- んれ小 など もこの 「3: 何が おる 場所」 

の 意味に ちが ひ 無く、 唐 牛 *輕 牛 は 北海道の 輕 牛と 同じなら ば Isr-ushi 「 燧 石の 多. S 所」 であるか も 知れない。 ^ 

は 又 北海道の 張 2! の やうに harlrllshi 「食糧の 潤澤 な處」 の R 木 化する 際に、 ハ行が カ行に なった ものである かも 

知れない。 そして 二 升 石 (ニ庄 石と も) • 淺瀨石 • 津輕石 • 釜 石な どの イシ も、 案外 「石」 ではなく して、 北海 逍の例 

に 傚って ゥ シの變 化した もので あらう も 知れない。 二 升 石な ど は nise  ushi 「深い-: m の-:^ の 所」 (「釜の 淵」 などい 

ふやうな 所) 或は nisa  Shi 「凹所」 の 意味で もあった らう か。 

ゥシ (llshi) とい ふ 語尾 は、 本來 ush  (「附 いて ゐる」 「 澤山 生じて ゐ る」) とい ふ 動詞の 名 W 形で ある。 この ィ 

モ セ 

(ー) を 添へ る 名詞 法 は 、「物」 「事」 殊に 多く 「場所」 を あら はす 故、 aloseishi は 「^麻の たんと ある 所」 さ 1>— 

ushi 「^の 群生して ゐる所 —— お^」 の 意になる 所から、 ni-na  ushi 「薪 を坨る 場所」 chep-koiki  tishi 「魚 を！ ！i る 

場所 —— 漁場」 の 様に 用 ゐられ る 語尾 だ。 

北海 逍の 伊香牛 は ika は 「超える」 で、 向う へ 越える 峠の 所で あり、 野 付 牛 は、 颚の所 (地勢 上の^ 喩) とい 

ふこと である 。但し、 牛が 或は 臼に なって ゐる所 も ある。 張碓 (haru-llshi 「食料の 多く ある 所) • 熊 維。 おにな つ 

クマ ゥシ  ミツ シ 

て ゐる所 も ある。 熊 石 は kuma-tishi で、 魚 を 干す 棚 を かく 所で、 棚の 場所で ある。 三 石 郡 は 一一。 トシ (llltishir 允 
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ホの ある 所」)、 布袋 石もボ 。トイ ゥシ 「呼ぶ 所」、 ライ ケ イシ も ライ ケゥシ 、「殺した 所」、 釜 石 も kama  ushi 「扁磐 

の ある 所」 であった o 

此に. 5 つて 觀 ると、 陸 中の 釜 石 も、 或は これ かも 知れす、 二 升 石 • 津輕石 *淺 石 も、 靑 森の 淺瀨 石、 磐 城 國相馬 郡 

目下 石 も 再考せ ねばならぬ。 津輕 半島の 算用 師 など は 眞澄翁 は、 サ 一一 ゥシが 古名 だと 記錄 して ゐて くれたので、 

sani-ushi 「降りの 場所」 「坂の 所」 の 意で ある こと を 知る。 この 地 は 峠の 降 ひ 口で、 坂 下の 地で あるから、 殆ん 

ど 疑がない。 算用 師がサ 一一 ゥシ だとす ると、 これに 準す る ものに、 羽 後の 由 利 郡に 冬 師がぁ ひ、 陸 中 閉伊郡 田 鎖 村 

の 字に 齋 藤師が ある。 更に 同 郡の 久師 山、 佐惣. 師* 茂師 など もさう らしくなる。 尙南津 輕の撫 牛 子、 及び ニ雙子 (二 

皂至、 二 想 志と も)、 閉伊 郡の 半 城 子な ども さう かも 知れない。 或は 外ケ濱 の中師 ゃ九戶 郡の 铫子 も、 チャウシ であ 

つて、 つまり 西 津輕の 茶臼の やうに やはり cha-tishi  (夷 館) かも 知れない。 江 刺 郡に も铫子 山が あり、 蝦夷 館の や 

うで ある o 

今 は 盛 岡 市に 編入され た 北上 川の 右岸の 地 は 字 名木 伏、 即ち kip-ushi で、 やはり ゥシが 肘く。 北海道で は筌知 

, み 

かみ  しも 

郡に、 ベンケ キップ シ ナイと パンゲ キップ シ ナイが ある。 ベンケ は 上、 パンゲ は 下で ある。 即ち 上 木 伏 川と 下 木 伏 

川な ので ある。 永 田 方正 翁 は、 キ ッ プシ ナイ を 上 川と 譯 して 居られる。 

スプシ  よし  よし はら 

江^ 郡の 巢伏 は、 Shu づ また sup が 葦の ことで あるから、 slllsshi は、 「葦の 多く 生じて ゐ る處」 「葦原」 であ 

る o 

三 |!1 郡劍吉 (又 見吉) は 如何にも 變な 地名で あるが、 これ も 若しかしたら k 〔- nrllshi 「^の 木の 多く 在る 處」 「榛 


ゲン 11 チ 

原」 では あるまい か。 渡 島の keniltlshi は 見 日に なって ゐ るが、 ケ ユウ シ —— ケ  一 I ヨシ も轉 訛の 可能 は 十分に おる 

と 思 ふ。 同じ 語 例 は 北海道に は 石 狩樺戶 郡の ケネ ゥシ 「はんの 木ば やし」、 釧路の 川上 郡の ケネ ゥシ 「はんの 木ば や 

し」、 石 狩の 札幌郡 及び 夕 張 郡の 二 ケ處に ケネゥ シぺッ 「はんの 木 川」 が ある。 

野牛が 一 一 ケ處 にも ある の を 思 へ ば、 北海道 の ヌゥシ nulushi 「豐饒 た-所」 と い ふ 地名 の 存在 を考 へ る こと も 或は 

出來 ようか。 

渡 島 國上磯 郡の 知 內は原 名 チリ ォチ (っョ 1. ct-i>chir  odli) で、 チリ は 「れ ？」、 ォチは 居る 處 である。 问！： 松 前 

郡の 白 府は原 名 チロプ (chir  o-p) で、 チリ はや はり 「為」 で才プ もや はり 「35 る處」 を 怠 味す る。 ^iDi "の .7 も^ 

もァ ィヌ 語で は 名詞 法語 尾で ある。 

かくして、 チが變 化して シ になって ゐる 場合が 地名に 中々 多 いのは、 國 語に 古から ある タ行 サ行の， 通で ある。 

此に 由って 觀れ ば、 陸 奧三戶 郡の. 尻內も シリに は關係 無くして 或は 「 禽の 多く 居る 所」 とい ふ アイヌ 語から 來 たか 

も 知れない o 

お 城 郡 利 府の菅 谷の 附近に 澤乙 あり。 才ッ とい ひォチ とい ふ は、 また アイヌ 語 -ct に關 係が あるか も 知れない。 

石 狩 國空知 都の 江 部 乙 「蝶鮫の ゐる 所」 の 様に。 また 或は 叉ォチ がゥチ になって、 睦 中和 贺 都の^:. 2：  奥：：： 厂邯 

ョ コゥチ •  ァヒチ  ハル ヒチ 

の 横內、 同 北 津輕都 十三 潟の 側の 相 內* 春 日 內の內 に 化けて ゐる かも 知れない ので、 內を ナイと 讀む時 だけが アイ 

ヌ 語と 限らない 様で ある。 試に 云 ふなら ば、 yck  (鹿) ot-i  (多く 居る 所) がョ コ ゥチ、 が (一尊 麻) ot-i  (多く ある 

處) が アイ ゥチ など o 勿論、 純然たる 邦語で、 澤の 內の澤 内、 河の 內でカ ハウ チ. I 力 ハチ —— カウチ、 或は カツ 
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チ となって ゐる やうな こと も あらう から、 十分 差別して か 人らなければ ならない。 

エサ シと いふ 所 は 方 々にある。 渡 島、 檜 山 都の ヱ サシ、 北 見國、 枝 幸 郡の 枝 幸 村、 並びにみ な 原 名 esashi で、 

「：： 比 布」 の義 である。 尤も、 「海中へ 突出した 處」 卽ち 「出 崎」 の 意の ひ さ shi とい ふ アイヌ 語 も ある。 

これらと 逮 つて、 餌 差 追分で 著名な 西海岸の 餌 差 は、 早く 開けて 大變 訛った ものであるが、 アイヌの 云 ふこ 人の 

原 名 は wen  chashi で 「悪い • 城塞」 の義 である。 一澤 山人 死な どのあった 城塞 を 意味す る。 疫病に 見舞れ て澤山 

人 死の あった 村 を w§ Istan 「 惡ぃ 村」 と 呼ぶ のと 一 般、 忌みて 舊名を 避けた 名で ある。 後志 國 久遠 郡の ゥ ェ ン 

コ タン、 曰，：： 问 • 蛻泉 郡の ゥ -ンコ タン こ れ であ る。 ゥ -ンチ ヤシの 方は尙 膽振窒 蘭 都緒辆 附近の ゥ -ンチ ヤシ が あ 

る o 

我が 國で、 蝦夷 征討 軍 大敗の 記錄を 作った 紀古佐 美の 時の 對 蝦夷 戰の戰 はれた 處は、 陸 中の 江 刺 都の 北上 川の 河 

^である。 ^名な、 『威 を 日 河の 朿に振 ひ』 と 云 ふ 征討 軍の 成功 をた X へた 名文の 文意 も、 この 地點で 皇軍が 終に 渡 

河して 河來の 蝦夷の 巢窟を 掃蕩した こと を 云 ふので あった。 長い間 この 地が、 衣の 關の 奥であって、 一 進 一 退して 

$ の 行き 惱ん だ 所で ある。 

化 刺 は、 どのみ ち、「葸 しき 城塞」 の 名のつ くチ ヤシの あった 處で、 やはり、 ゥ- ンチ ヤシの 久しい 訛音で は 無 か 

つたで あらう か。 

上 磯 郡と 松 前 都との 一 一つの シラ ッッカ リは、 石 狩 厚田 都の シ ラ ル ッ 力 リと皆 同じ 語原で、 shirar 「磯の 潮 かぶり 

お」 ド カリ Uikar-i 「の 手前」 卽ち、 shirar -tukar -i,  shirat -ttikari であった。 松 前 郡の 方 は、 シ ラッカ リ (北海 


サッ カリ 

笪廳 版の 北海道 地圖 に白ッ カリ) となった のが それで、 上 磯 郡の 方 は 札 刈と なった のが そこで ある。 共に， シ ラル 

の ある 處のぢ き 手前の 地點で この 名が ある。 

不思議な ことに 厚田 郡の も 渡 島の も、 二つながら 伊能 翁の 圖、 松 浦 翁の 圖、 共に シリア ッ カリと ある こと、 どう 

い ふ^ 違 ひで あるか も 知れない が、 永 田 翁 は シリア ッ カリ はいけ ない、 shiro-trrnlkari だと 厚田 郡の 方の 條には つ き 

りと i、、 こと はり、 渡 島の 方の は、 單に その 條に、 shiratttikari 「岩 破の 此方」 と譯 解して はられる だけ だ。 shirat 

tukari は 勿論 shirar  tukari の 昔 便 形で、 同じ 語で ある。 シリア ッ カリに なると、 少し 違 ふ。 强 ひて 云へば、 シリ 

アツ 力 リもシ リャッ 力 リ  シ ラッカ リ  サ ッ 力 リ となれ ぬ こと もない けれど、 サッカ リ とサッ 力 リと では、 假 

名で 書けば 似る けれど、 發 昔が 全然ち がふ。 卽ち 

shir  p^^y^.^  sliirakkarJ,  shaklsrl,  salckan. 

然るに、 今 礼 刈 (サッ カリ) になった 所から 見る と、 やはり 永 田 翁の いはれ る 通り、 シリア ッ カリで はなく し 

て、 シラ ルド カリだった 苦で ある。 厚田 郡の 方の も、 北海道 廳 版の 大地 圖に は、 村の 名 は 記して ない けれど、 そこ 

にある 川の 名が シラ ラト カリと あるから、 やはり、 水田 翁の 調べの 方が 正しい ので ある。 

シリア ッ カリ は シリド カリの 反對の 語で 「斷應 を 過ぎた 一 つ さきの 所」、 シリド カリ は r 斷-: m の 一 つ 乎 前の 所」 で 

ある o 

併し、 シリア ッ カリで も 無意味で はない。 そこに 斷 が ありさへ すれば、 斷 -以 の あちらから 兌る と此處 が、 「斷^ 
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の i つ 向う」 と 云 はれる だら うから、 アイヌ 語と して はあり 得る 地名で ある。 たにそこに あるの は斷 I； である. A、 

シ ラル 

波の かぶる 岩 磯で あるか、 それによ つて シリ かシ ラル か、 どちらが 正しい か^ 定まる。 そこに は 岩 礎ら しい もの は 

あるが らしい ものが 地 圖には 見えないでも ない が、 やっぱり 永 田 翁の が 正しい やうで ある。 永 田 翁 は」 々そ 

の. h 地に 臨んで 土地の アイヌに 就いて 調べた もの だからで ある。 下 北半 島 束 北 隅の 突端 は、 斷岩 絶壁で、 アイヌ 語 

で 此はシ ラルで はなしに、 シリ である o だから こ X に 尻 矢と いふ 名が ついて ゐる。 そして、 南の 方 八 戸の 方面から 

見て その 一 つ 手前の 部落が シリ *ド カリで ある o 卽 ちシリ のす ぐ 手前の 處 shir  tiikar-i なので ある o ド カリ こ 

勞と いふ 字 を あてて 尻勞と 書き、 シ リツ カレと 云って ゐ たが、 土地の人の 發昔 では、 今日は シ リツ カレから 更に シ 

ッ カレ となって ゐる o 

北 I 逍の 地に、 アイヌ 語の ォ マイと いふ 語尾が 寶に 色々 な變化 をして ゐ る。 北淘逍 では、 まづ 入口のお^ H、 も 

と雜 5 緣起 終，. やに 萬 堂宇 滿^ と ある 所で、 マツ ォ マイ (mat-oma-i  ) であった。 ^しくま、 +、 み 一 前 .ト み 二 リビー 一 つ 

あつたと いふ。 大： sg,ST ち p〇ro-mat-oma-i は、 犬 妻 在處、 小 松 前卽ち pon  -niat-oma-i はゼ かッか麟 で、 昔大 

きな 酋ぉ が、 夫々 そこに、 本妻 を 居らし めた 所と、 妾 を 居らし めた 所と であって、 さう いふ 名が t つて ゐ たので あ 

ると いふ。 ；上子 製紙の ある 苫小牧 の 原 名 も トマ クオ マイ (「沼の 後に ある 處」 )、 日 高の 沙流 郡き (本 常 はケネ 

「棒」 ォ マ ィ 「在 處」 )、 フボ マイ (pull  oma-i 椴の 在る 處 )、， 石 狩の ェ ムシ 一一べ ォ マイ (「刀の 光 ある 處」 )、 板窒の 

ハランべ ォ マイ (「蜥蜴 多き 所」 )、 北 ほ 國宗谷 郡の チェト マナイの 原 名 チェ トイ でォ マイ (「食 土の 在る 處」 ) 乂は、 

, ,  アイヌ マナイ 

チェト ィォ マナイ (「食 土の 在る 澤」) 等々。 渡 島の 爾志郡 相沼內 (乂 は、 ァ イノ マナイ) の^ 名 は、 アイヌ • わ 


ナイ (「長者の 在る 澤」) であって、 凡て この 何々 ォマ * ナイと いふ 地 は、 北： §逬 巾 數十倘 所 あるの は、 ル：： 「何々 が 

そこに 在る」 とい ふォ マと いふ 語で ある。 

天^の 苫前 も、 トマ *ォ マイで r 延胡 索の 在る 處」 であり、 栂 前山 下の 樽 前 村の^ 名 も、 タオル ォ マイ 「」：1^ ハ 

在る 處」 である。 釧路 市の 幣前 橋の ある ヌサ マイの 地名 も 正しく は、 ヌサォ マイ r 幣の 在る 處」 である。 

南部 • 律輕 にも この ォ マイの 形が 大分 ある 様で ある。 まづ糠 部と^: 輕 との 界が、 吾妻 銃に も その 名が 出て ゐ る.^ 

多 宇 末 井で ある。 三戶 郡に は 相 米 また 惣木 居が あり、 上 閉# に は猄老 前卽ち さながら sar-cma-i 「^^ハ^る^」 

で 、北海 逍の 猿^ 湖の 猿 間 sar-oma と 同じ ことで ある。 尙松 前と いふ 所 も 一 一ヶ所 ほど、 卽ち下 ffl^: 郡 出, 灿忖卞 ：d! ゆ 

澤、 及び 上閉伊 郡に 松 前 川 及び 松 前 村が ある。 

勿論、 ニ戶 郡の 上 斗 米 村 • 下 斗 米 村が あって、 此は 明かに ォ マイで 終る。 

下 閉^の 世 ffl 米 は seta-osa-i 「犬 在る 所」 あらう 。そこに 犬 頭 山が ある。 尙世 m 米 は、 ：湫仙 郡の ぼ^^.、  .^0 

井 郡の 世 W 米な ども ある。 

二 一 户 郡に は 輕米村 • 小 ！一 米 村が ある。 牛が llarn-nshi 「食料の 多い 處」 である 伐に、 hamomai 「食^の.^ るお」 

であるか も 知れない。 それとも もた kar-omai の附く 地名 は 北海 逍に は澤 山あって、 何 か を 採る 所の^で ある G 多 

分、 頭が 略されて^ に カル ォ マナイと なった もので も あらう か。 の 地名 は^ 城 縣登米 郡. ！一 米 も ある。 

登 米 郡. DIJ 身 また この 疑が ある。 今 は トメと 請む けれど、 古く は トヨ マであった。 卽ち 北海 逍の トイ ォマ e などと 

チ ェ トイ  I 

そつく" 似て 來 る。 トイ は 土の ことで、 食 土の 在る 所に この 名が 附 いて ゐ るが、 登 米 郡に 食 土 を 庵す る^が ある 力 
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否か を詳 にしない (尤も，， トイ マ は、 アイヌ 語 ttlhaa 「遠」 にも 似て ゐ る。 北上 川 河 束の 地域の 名だった から.， 以 

西の 人から 呼んだ のが 元で あるか も 知れない)。 判然と トイ ォ マ ナイに 一 致す るの は、 併し 陸 奥 三戶 郡の 豐^ £ 村で 

ある。 如何なる 土が あって その 名を负 つた か、 ^して 食 土が あるか 未だ 考 へない が、 完全に アイヌ^の toi6 ョ a- 

r-ai 「食 土の ある 澤」 と 問える 地名で ある。 

羽 後の. 5 利 郡の 玉 米 は 賜 米と も 書かれた ことがあ るが、 又 到 米と も 書かれて ある ことから 兌れば、 やはり この 

omai 系統の 地名で はない かと 疑 はれる。 

き は  一：^ この 才 マイの^ 原ら しく 思 はれる ものに、 上 閉伊郡 大槌灣 頭の 鵜 住居で ある。 ウス は萄 であって、 ォマ 

ィは 所在 を 表 はすから、 これ こそ、 ウス ォ マイ ( "s-oma-i  ) だった のではなかった らう か。 

-u+i? 石， t 岸の 志戶 前、 设上 郡の 尿 前、 木士 c 郡の 來岸の 伊里前、 上 北 郡 靑森灣 頭の、 ^ 前 ^ ども、 ォ マイが お M 

力 マノ マイ 

にひ^く。 お似 郡の 釜 前 はどうで あらう か。 ひょっとすると、 前の 字が 宛てて あっても 必す しも 邦^の 前と 限らす 

に、 例へば、 九戶 郡の. G 前 もシラ a マイ (shirar-osa-i) 「磯 岩の 在る 處」、 閉伊 郡の 赤 前 村な ども ヮッ カオ マイ 

(wakka-oma-i) 「淸 水の 湧く 所」 などであった かも 知れぬ ので ある o 

尤も、 北海 近の 渡 鳥の 西岸の 札 前な ど は、 原 名 は 却って sat-nai  (乾燥 澤 I— 水の 涸れて 底が 川原 を 露出して ゐ 

る 川) の變 化した ものである 。ナ 行から マ行への 轉換 であって、 ォ マイの 型の 名で はない。 か \ る 例 も ある こと 

故、 一 段 立 入って 侗々 の 地名の 解！： を 試る に は、 凡そ アイヌ 語の 日本 訛す る 常道 を 振 返って 參考 にす る ことが^ も 

緊要で ある。 


それと 同時に また、 語形の 表面的な 一 致 以外に、 眞の 語原が、 ふとした 所に 伏在して ゐる ことに 恕. まして ま 

推定 の 容易な 仕事で ない ことが 新た に 痛切 に 感じ られ るので ある。 

第五 節 推定され る奧 州の アイヌ 地名 

アイヌ^の tulcari とい ふ 語 は、 Istcha  (「前」) •  oshmake  (「うしろ」) •  sama 「側」 などと^ よの。 e で I. す 

ぐ 手前」 とい ふ 意味で ある。 teksama は 「すぐ 側」 •tuisama は 「斜め 側」 ゅ>、 名詞 的であって M 旧に ぞ.. "へ^ 

合して、 位 遛の關 係 を 表 はす 色々 な 語の 中の 一 つで、 これら 何れも、 口 的 格 を 取る 特徴に 於て 一 致して ゐる。 4 

の 則 en-sama,  せの 側 tin -sans, 我々 の 側 i- sama と 成る 様に、 我がす ぐ 手前 en -tiikari, 我^の すぐ v^s: 

tm-tukari,  ^々のす ぐ 手前 i -tukari となる。 ^根 tukar が 「手前」 で、 tukar-i は 「 …… の 手前」 と-ぶふ は 

シリ ド カリ  シ ララ ド 力り 

に、 旣 に、 「何 かの 手前」 を あら はす 所の もはや 一 つの 變化を 取った 形で ある。 例へば 出の 手前と 力 磯の 乎 f と カ丄 

ふ 様に、 曰 常の l^i の, に 非常に 澤山 使用す る 語で あるから、 地名に も 盛んに 屮：： て、 以上 舉 げた 外に ^も 

「馐 のす ぐ 乎 前」 が 厚田 郡と 三 石 郡と^ 毛 郡と に 兌え、 永 田 翁の 地名 解に は、 「^の 此方」 ゃ^ ，の 此方」 と譯し 

て ある。 尙 Pira  tukari 「^ のす ぐ 手前」 が 日 高の 浦： C にあって、 同書に やはり 「^の 此方」 と譯 して ある。 

下 北半お の 《SIR が、 本字が 示す 様に 昔 は 假名で シ リツ カレと 書いて あるから、 明かに sWr-tukar-i 「山の すぐ 

乎 前の 處」 である。 奥州に シッ カリと いふ 地名 は尙ー つ ある。 其 は 陸 中の 東海^ 小 木の 附近、 須^の 海岸、 そこに 

は K-ぉ 見^に 亂出 する 絕景が ある さう で、 所 ii アイヌ 語の シリ である。 そして 其のす ぐ 乎 に 明 ゆ カ^ら れてゐ る 
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のが シッ カリ 明祌 とい はれる。 恐らく は、 疑 もな くシ ッ ッ カリの 促音の 落ちて 來 たのであって、 元シ リツ カリ (shir 

tukari) の^ 便 化した ものに 他なら ない。 

さて 此語 は、 樺 太 アイヌに も 用 ゐられ て 居て、 叙事詩 ハウ キの 中に、 ヒ ー 口 ー が 舟に 乘 つて 松 前 城下へ 物々 交換 

に 來る资 が ある。 ^前と はい はすに 其 處を sham  tukari  Istan と 云って ゐ る。 Sh2n は 「， 日本」、 tukari は 「そ 

のす ぐ 乎 前」、 Istan は 「鄕」 であるから、 その 意味 は、 日本 プロ パ ー で 無しに 一日 本のす ぐ 手前の 鄕」 とい ふこ 

とで ある。 向う の 海 北の 人々 から：^ たら、 松 前 は本當 に、 「曰 本のす ぐ 手前の 處」 の 害であって、 これが 古史に、 松 

前 あたりが 所 謂 渡 島の 津輕 の津— さう 云って、 やはり. 「津 輕」 とい ふ 名 を 有って ゐた 所以で ある。 

本州 北端、 古への 越路 のい や はての、 外が 濱は 一 つ 海 を 越える と、 もう そっち は、 昔 は 異域 外 邦 だつ た 苦で あ 

る。 卽 ちその 異域 異邦の 一 つ 手前の 奥州の はてが やはり その ttlkarilsian だった ので、 我が 阈で、 ま 國の蜋 夷 を 

三分 額した 時、 近き もの は 熟 蝦夷、 次は癍 蝦夷、 最も 遠い もの は、 もう 絕 域の すぐ 手前の 所の 蝦夷だった ので あ 

る。 所謂 遠き もの は津輕 蝦夷であった ので ある。 -  , .:， に. ぶ-. , 

この^ 味で、 「津 輕」 そのものの 語源 は 私に はや はりこの ttikar とい ふ 語で、 解ける 様に 思 ふので ある。 

尤も、 陸 屮の 東1ぉ、 ffl 伊 郡の 津輕 石が ある。 語尾 は -ushi 「の 場所」 であるか も 知れない。 語尾が ある 爲 めに、 

おさの 關係 上、 語頭の 例へば シリ 或は シ ラルと いふ ゃラな ものが 省略され た 形 かも 知れない。 

^しまた、 Chip4£r-tlshi 「舟 造り 場」 •「 舟 を 造った 所」 な ど の變 化か も 知れす、 或は また ttllsr  ushi 「海豹の 

多く ゐる所 一 であった かも 知れない C 更に 北海道 各所に ある tukar-isho 「海豹 岩」 「ト ドシ マ」 であった かも 知れ 


ない。 或は ド カル イソと して、 或は ト  >  シ マと 北方 方言の 通り言葉に 譯 されて、 北海 逍^^に は、 海 巾 c-: れに、 幾 

十 個處と 多く ある 名で ある。 

シ ラ ラ • シ ラル (shirara,  shirar) 「磯の 潮 かぶり 3}£ 

宇鐵の カバ シラ は、 蚊柱と 聞え る けれど、 カパシ ラル (r 扁磐」 の 意) であるか も 知れない。 その 海岸に は 磯^ 

が 伏して あり、 カパル は 薄、 シ ラル は 磯 岩であって、 じ 地名、 渡.^ の爾志 郡、 シピッ (スホ の 卿) と 扣^. M: の^ 

の カパル シ ラルに 就て は、 永 S 方正 翁 は、 Impara  shirara 「薄い 水 かぶり 岩」 と譯 して^られ るが、 乂北 は！： 伎お 

郡に は カパシ ラルと いふ 所が あり、 力 パは卽 ち カパルと 同 語で、 永 H 方正 翁 は、 こ X では kapa  shirara  1:1"、 

「カバ ラシ ララ」 の 訛り、 と 註して 居られる。 

凡そ カバ ラ シ ララと 名のつ く 所、 永 田 方正 翁 は その 條に 夫々 左の 樑な譯 をして ある。 

後志 國高島 郡 力 パ ラ シ ラ ラ 磯^ 又 暗礁 

M 阈古宇 郡 カバ ラ シ ラ ラ 雜磯 

Ml: 奥 尻 郡 カバ ラ シ ラ ラ 暗礁 

渡 島 國爾志 郡 カバ ラシ ララ 暗碟 直譯^ 扁 のお^ 

膽振國 虻田 郡 力 パ ラ シ ラ ラ 平 磯 

シ ラル ？ン ララと いふ 語 は 一寸む づ かしい 語で、 バ チラ ー 氏辭 翁に は、 二つに 別けて、 shirara  -I ィと いふ 語と、 

shirara 潮と いふ 語と を 別に 出して、 後者の 語 例に、 shirara  pesh を 干!：、  shirara  ika を 滿^ とおして 矛して 
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あるが、 pesh は 「沿うて 下る」 意味、 ika は 「上 超える」 意味。 要するに、 岸の 磯 岩に ひた/ \ す るのと、 溢れ 

超える のとの 差で、 それで 始めて 潮の 干滿の 意味になる のであって、 決して 「岩」 のシ ララと 「潮」 のシ ララとの 

二つに 分つべき もので はない。 shirar  (終に a の 無い 方が 木當) とい ふ 語 は、 海岸が 扁. S 岩に なって ゐて、 干潮に 

あら はれ、 滿 潮に は 潮 を かぶる (さう いふ 所 は、 海草が 寄って 来て ひっか ふったり、 魚が 釣れて 面白い) さうな つ 

て ゐる所 を 云 ふ 語で ある。 一 口に 譯 せない から、 磯 岩 だの、 岩 磯 だの、 水 かぶり 岩 だの、 或は 單に磯 だのと、 様々 

になって ゐ るが、 嚴密に は 皆 それが 部分的な ので ある。 樺 太 束 岸の シラ ルカ はさう いふ 海岸の 上に ある 部落 故、 シ 

ラ ル の 上 S ちシ ラ ル 力と いふので ある。 宗 谷の シ ラ ル 力 もさう である。 

シラヌ 力 

飙路 海岸の 白 糠もシ ララ 力の 轉訛 かと 思ったら、 永 田 翁に 從 へば、 原 名 はシラ リカ プ Shirar -ika-p 「岩 磯 • 超え 

る • 所」 で 波 かぶり 岩 を 超して 波が 超える 所の 意味で あると いふ。 釧路 のこの 海岸と 似た 地形で ある 上 北 郡の^ 海 

^に 同名の 白 糠が あって、 『北 奥 道中記』 附圖の 『北 奥 通 繪圖』 に據れ ば、 やはり 沿岸に 大きな 磯 岩が ある。 この 岩 

磯に 基いた 名に 相違 無い が、 果して shirar-ika-p だった かどう か 知る 由 もない 。然し 樺 太の シラ ルカ、 宗 谷の シ 

ラル 力の 様に、 簡單 に， sv_irar,ka  (「磯 岩の 上」) の 形からで も 解けよう。 シ ラルの ルが ヌに變 つて シラヌ 力と なる 

こと はあり さうな ことで ある o 

渡， " 茅 部 郡 森 村の 少し 乎 前に あたる 尾，：：： 村 は、 古地 11 にもみ な オシ ラ ナイであって、 一 寸奧 州のお しら 祌を 聯想 

させ、 おしら 黨を喜 ばせ さうな 地名で あるが、 併し、 オシ ラナ ィを おしら 澤と 解して は 誤で、 アイヌの 稱 へる 原 名 

は、 オシ ラ ナイで はなく、 オシ ララ ナイ (o -shirar  nal) である。 卽 ちまた 比の shirar 「磯」 とい ふ 語に 成る 地名 


0 一  つで ある。 故に 永 田 方正 翁の 『蝦夷 地名 解』 に は 0-shh.ara  nai 「潮入り 川、 川尻に 潮 上る 川の^、  ^'Mn^ 

と稱 す」 と譯 解して あるの は從 ふべき 說 である。 

どうしても、 アイヌの 稱 へて ゐる原 名 を 考慮して 解いて 行かなくて はいけ ない o さう する 手段 を^: き、 机上で、 

日本 訛りの ま、 を 以て アイヌ 辭 書から 作り上げる 語原 說は危 い。 奥州に は アイヌ 語の 原 名 を^ね る ことが 出來 なく 

なった が、 北海道 本島の 方に は、 幸に して まだ アイヌが 生きて 居て 原 名 を 傅へ てゐ るから、 絶好の.^、 料と して それ 

を涉獵 すべきで ある。 そして その 光りに 奥州の 地名の 古義 を 照らして 行くべき であって、 或は それでも 謂け が 來 

るか も 知れない けれど、 併し 尙 それが 謬り を少 くす る 手順で ある。 

ト ー ( ：5  ) 湖 •  F"  • 舄 

鎌 倉 末、 蝦夷 管領の 下で 榮 えた 陸 奥 4.- 三 潟の 岸なる 十三の 港 は、 恐らく  to-sam 「湖ば た」 卽ち 「湖畔」 のお.^ 

の アイヌ 名であった o 潟 は アイヌ 語で、 湖沼と 共に また ト ー (t6) であるから。 サム は 側 • 傍 • はたの^で ある。 

川上 郡ト サム ゥシぺ (to-saln-llsh-pe) 參照 o 附近に あった 害の 古 稱江溜 末 内 は、 何れの 河^の^であった か.^ だ 

詳カ にされ ない が、 cnrum-oma  nai 「崎の 川」 とい ふやう に 聞え る。 「崎」 の 古い アイヌ^ ヱ ンルム は、 奧 州の 似^ 

かに 殘 つて ゐさ うで、 外に 見 當らな いのは 不 穿鑿の 致す 所で あらう。 

渡 島 爾志 都の 乙 部、 原 名 は o-to-pe 「川尻に 沼 ある 川」 叉 日 高、 幌泉 郡の オトべ も 原 名 ？to-pe で、 今^ 小^ 

が ある。 

陸 奥 上 北 郡の 小川 原 沼の 側に、 甲 田 沼と いふ 小 湖沼が あって、 それへ 注ぐ 川、 その 川の 屮 流に 乙 部が ある。 恐ら 
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く は o-to-pe で、 「川尻に 沼 ある もの」 と 云って、 この 川の 名が 先づ あって、 この 村の 名に なった ので あらう。 同 

じ 名 は 陸 中に 音 部 及び 乙 部が ある。 

ぺ シ (pesh) 

シ リ ん シ 

十：： 史に 最も 著名な 蝦夷 地名の 後方 羊 蹄 は 何としても ァ ィヌ 語で ある。 シリは アイヌ に最 よく 使 ふ 高 崖 • きりき し • 

きった ての シリ であらう こと、 疑 を 溶れ ないし、 ぺシ は水邊 のがけ のこと で、 此も 最も 普通に 聞かれる アイス 語 だ 

からで ある。 シリ ぺシは 水に 臨んだ 要害の 地點 である こと、 その 語原から 極めて 明瞭で あるが、 今 その 故趾 がわ か 

ら ない、 恐らく この 語原の 示す 地勢の 地に 物色して 發 見せら るべき であらう。 

ォガ I ヘシ 

拜敝志 も 古く 倭 名鈔に 見えた 地名で あるが、 やはり ォカ ミぺシ であって、 恐らく は、 よく アイヌの 叙事詩に も 出 

て 來るゥ カム ぺシ (ukalml -pesh 「相 かぶ さる 山 i」) で、 一つ 高くな り、 その上に 叉 一 段 高く かぶ さる やうに、 二 段 

に 突起した 高 崖 をい ふ 語で ある。 

渡お の. II 祌 岬の 嶮の 手前に ァヲヮ シリ、 さきに、 三 平 ヮシリ が あり、 松 前 郡 西岸に 燕ヮ シリ、 檜 山 郡の 濱に メノ 

コヮシ リ • ク ロワ シリ • ハハ ヮシリ • ム マト リヮシ リが あるが、 秦檍 丸の 『陸 奥州 驛路 圖』 卷四を 見る と、 同じ！ g 

に^: 輕^. &、 綱 不知の 附近の 濱にヮ シリ嶮 蛆* 中の ヮシ リ嶮虮 • 新ヮ シリ嶮 帆が ある。 尙龍 飛の 岬 を 廻って 西 浦へ 

出ても 險虮な 處にヮ シリの 名が 見える。 これらの 地名 は 凡て 岩 磯で 岸が 通られない 。嶮 しい、 アイヌ 語の 所謂 ェン 

• シリ とい ふ 所で ある。 驛路圖 の 著者が 云 ふ 樣に此 は嶮蛆 のこと であり、 アイヌ 語の 昔 頟法则 上、 サ行の 前の ンは 

化して ィに 響く 故、 ェ ン シリ 卽ちェ イシリで ある。 これが H 1 シリ. —— ヮ シリ となって 來 たもの に 他なら な 


い o 潮の 引きし なに 辛うじて 走りぬ ける 意味から、 ュシリ を 走と 民衆 語原が 手 傅 ふので、 EiT か 取られた とか、 メノ 

コ が 波に 取られて 死んだ とか いふ やうな ことで、 それ^ \- の 名が 生じた ので は あるまい か と^ふ。 

ピル 力 (pirka) は、 バ チラ ー 博士に は l)irika と 綴られる 語で、 善 • 美の 意の 語で あるが、 これが 奥州の アイヌ 

語に 存 した 證は 『地名 辭書』 所 引の 『津輕 年代記』 に、 

昔より 十三の 浦 を 尾呂が 崎と 申す。 是 結構なる 名の 由に て、 慶長 十六 年、 二 石に 御城^ mi、 北；； 名 を 取って 弘前城 

と 可 申 由 御沙汰 候。 

と あるの は、 元來 この 十三の 浦 は、 蝦夷の 管領 安東 太 一族の 居た 所で、 南北朝 頃 全盛 を 極めた 時代に は、 北から 來る 

蝦夷 舟、 都の 方から 來る京 舟、 こ X に幅湊 して、 形勝の 地に 威勢 を 振って、 東 奥 文化の 一 つの 中心と なって ゐた。 ^ 

輕 氏が 南部から 獨 立して 覇を 極北の 邊 陬に唱 へる に 及び、 隱然 安東 太の 勢 烕を此 地に 繼承 する 意： M 込み を 示して、 

^輕の 二 石に その 居 铖を營 む や、 十三の 浦の 古い 嘉 名に あやかり、 その ビル 力 崎を修 して：^: k: が 崎と しょうと し 

て、 尾呂の 字面 を 忌み、 昔 通で 改めて 弘 前と 稱 した ものである こと を 物語る ので ある。 ビル 力 崎が^ 構な 名 だとい 

ふ 所以 は、 アイヌ 語の pirka が 善 • 美 とい ふ 意味で ある こと を 知って 云った ことに 外なら ない もので、 然ら ざれば 

. その 意 を 汲む ことが 出来ない。 

力 リ ン 。ハ (Kar】nlt3?l) 

沭輕 領と 南部 領 との 境に 近く 狩 場澤が あるが、 邦語で も 狩 場 は 立派に 語 を 成す が、 S し此が 古い 地名なら ば カリ 

ンパ ナイ (R:arim で a  nai) 或は カリン バウ シ (karimpa -ushiy それ を カリン バ 澤 と-. ムっ たもので は あるまい か。 
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アイヌ.^ 力 リンパ は 山樱の 皮、 卽ち カー ーバ である 。内地で 重 籐の籐 などの やうに、 物を卷 いて 强 くす る爲 めに、 ァ 

ィヌは 山 樱の皮 を 川 ゐる。 tn おの 沙流 郡に カリン バ とい ふ 所が あり、 また 膽振山 越 郡の カリン バカル シ nsrimpa- 

kar  uslli) 「山 樱の皮 を拔る 場所」、 间 千歳 郡 カリン バウ シ (kari ョ pa  llshi) 一  山 櫻の ある 所」 力 あり、 後 L やん 牧針 

A リば やま  , m  ,  、、 

に は、 刈^ 山が 原 名 また カリン バクシで、 往時 山 櫻が 多かった とい ふ。 尙 それで こ \ に は 外に ホン • 力 リンパウ シ 

とい ふ. E と、 ポロ  • カリン バウ シと ある。 

タツ (tat) 

アイスお タツ は 枰卽 ち .{n 樺の 皮の ことで、 白樺の 木 を タツ  一一 (tat-ni)、 山へ 行って 白摔の 皮 を 採取す る こと をタ 

ッ カラ (tat—kar) とい ふ。 极室目 梨 郡 Q タツ カルシ ( tat-kar-uslli) は卽ち 「樺 を 取る 所」 である。 下へ nai が 

M くと、 tat-kan となって、 tat-kan  nai 「樺 を 取る 澤」 とい ふ 所 は、 膽 振の 山 越 郡に 一 一個 處、 ぉ珠 郡に 一 個處ぁ 

る o 

上 北 郡の 山中に 立 惣部山 あり、 上閉伊 郡と 稗 貫 郡との 界の 山中に 逹曾部 村、 字 逮せ部 及び 迮 ^部 川が ある。 この 

タツに 關 係が あらう と 思 ふが、 白樺が 在る 所 かどう か、 まだ 調べが 园 かない。 タッソべ のソが 解らない が、 釗ぐこ 

と を アイヌが sos とい ふ ものである。 部 は、 澤 なり 山な り を 云った 「もの」 とい ふ^ 1 尾で あらう から T 白お をお 

ぐ^」 とい ふやう に 聞え るので ある。 然し、 此は まだ 少し 一 考 しなければ ならない が、 上 北 郡の ぽ內 (tat  nai) 

は 確かに 樺澤 であらう。 

ボ 口  (大) II- ボ ン (小〉 


大を 意味す る アイヌ 語 POS が、 袅內 • 幌內 ，袅 部 ，幌 部の 北海道 その ま k の 形 を 改め、 幾多の 赏 例が あれ 稃^ 山 

^あって 兑れ ば、 みちの くの 蝦夷に もこ si の 存在した こと は、 S 決定して よから うと 思 ふ。 た， こし こ M する 

小の 方 はどう か。 

ば 口  . ボン  ボ 

大に對 する 小 は、 或は 古 形 は 子と 同形の ボ であった かも 知れない と 思 はれる が、 陸奧三 P 郡の！^ 14^^ 利 

郡の 法内、 三戶 郡の 保 札羅、 羽 前 最上 郡の 保 寶士ぞ 贊北纖 郡 の梵珠岱、 陸 中和 S の P どの 巾に、 そし 

かと 思しい ものが 認められる o 

ぺと、 或 時 は 一 味 相 通す るモ (I) も存 する かも 知れない。 僅少の 例で、 有力で はない が、 ^輕 郡に 毛內 ？ OI 

1刁パヒ) 力 ある。 細い 意味の ピ！ も あらう o 比 內* 肥 内な どが 秋田縣 にある。 

ォ (尻 • そこ) 

4 海道に ォ. サッ. ナイ (o-sat-nai) 「尻. 乾いた. 川」 ォ ク. ゥシ • ナイ (o.so-ush  nai) 「尻. 瀧. ある .澤」 (後^ 

積 丹 郡、 永 S 氏 地名 解に 「川尻 落ちて 瀧になる 川」) など、 語頭に 附くォ が 尻 を 表 はす 語法が ある。 

本來 アイヌ 語に ォと いふ 動詞が あって、 チプ ォ、， 「舟む 乘 る」、 ゥン マオ，， H 「^が 乘 る」、 

テ クオ (tek,o) 「手 を 載せる」 「手 を 上に 置ぐ」 である。 キォ (5,0) 「虱 多き」、 ノタ クオ 9ctak-o) 「刃の 入れて 

ある」 「鋭き」、 シ リキォ (shirki-o) 「模様の ついて ある」 「模様 を 入れて ある」 「模様 附 きの」 などと 成る。 これが 

地名に、 「葦の 生えて ゐ る澤」 をキ オペ (淸 部)、 「緘 のゐる 所」 を シュプ ンォプ ず PS? づ)、 この ォの， I がォ 

ッ であって シ ュプン ォッぺ (sln1pun.ot-pe) 卽ち 宿野逯 などと も 云 ふ 所が ある 所以で ある。 
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今一 つのお 頭へ 附くォ が ある。 名詞の 「尻」 「下端 部」 を 意味す るォ であって、 ァェォ イナ 神 (アイヌの 祖神) 

0戚 く^-の、 ".ぷ こ^; % に 火が 燃えて ゐ ると いふ 刀 を ォゥフ イシリ 力 (o-llhtli-shirka) 「下端 部 • 熾 えて ゐる • 刀 鞘」 

と 云ったり、 その 看る 所の 外套 _5 ^に 裾から 火が 燃えて ゐ ると いふ 赤 織の 衣 を、 ォ ゥフィ 一一 力 パット シ (？lllulilli 

Ispattushi) 「下部 • 火が 燃えて ゐる • 赤 織の 衣」 と 云ったり する。 それが 動詞の 頭へ も 添うて、 例へば 附 くと いふ 

则 ほへ 添 ひ ォゥシ (o-11sh) と 云へば、 下部が 附着して ゐる 意味で、 丁度へ ゥシ (be-ush) が、 「上部が 上へ 附范し 

てゐ る」 意味に 對 立す る。 こ-の 「尻」 「下部」 を 意味す る ォの轉 用が 更に かうな る。 例へば ち ョ -S1 「山に」 「山に 

A い、 て」 「山 こ 於ナる - であるが、 ？kim  nil は 「山から」 と 成り、 丁度 e-kinrun が 「山へ」 であるのに 對 立す る。 

^ち kim は 山で、 ？kim は T 山 を 尻に する、」 「山から 發足 する」 卽ち山 を 出發點 にしての 行動 を あら はして T 山 

から」 の 意 こなる のであって、 e-kim は、 山へ 顔 を 向け、 山の 方へ 向 ふ 行動 を あら はして 「山へ」 の^ 味になる の 

と對 立す るので ある。 

M き 翳 法が、 造語の 上に も 役立って、 ?rep-un-pe 「沖から 來る もの (水)」 卽ち 「津 浪、」 。-kim，l1n-pe 「山から 

來る もの (水)」 卽ち 「山：^ 浪」 である。 

： れが乂 地名の 上に も澤山 あら はれて ゐ るが、 この 文法が 好く 解けなかった もの だから、 また アイヌ もよ くお 明 

し 切れなかった ものと 見え、 この 文法に 引つ か \ る や、 地名 解が さすが 永 m 翁の 說明 も晦潞 になって るる。 

例へば、 ォサッ ナイ o-satnai 「下部 (尻) が 乾いて ゐる 川、 即ち 下流 は 川床が 出て^ 原な どの 出 來てゐ る 川、 

などの^ 3； は 好い が、 ォが來 さへ すれば、 何時も 「尻」 で說 明しょう とすろ から、 實 際に 合 はない ことがあって 解 


叨が 苦しくなる。 例へば、 石 狩札幌 郡の ォ *ソ* ゥシ (o-so-ushi) を 「瀧 川尻」 と譯 して T ォ」 は 川：： ソ」 は 

瀧、 「 ゥシ」 は 「處」 と 註す。 タ張 郡の 同名 をば 「川尻の 瀑」 と！ t し、 日^ 沙流 郡の ォソゥ 、ン をば 「蕩」 と^し T 枝 

流の 本 川に 人. る 所に 瀑 あり」 と 註す。 釧路 川上 郡の ォソ ゥシを ば、 「川尻の 瀑布」 と說 明し、 十 勝の^ に 郡の ォ ソゥ 

シをも 「川尻の 瀑」 とす。 かくして、 瀑 そのものの ことにな つてし まって ゐる。 が、 W は、 ゥシは 「：： の^ 所」 

とい ふこと で、 ォ *ソ* ゥシ は、 瀧の かかって ゐる地 叉 は 瀧の かム つて ゐる川 を 云 ひ あら はす 名で ぁス -o 

勿論 ォサ ッ ナイ (c-sat-nai) が 「尻 乾く 川、 ーォム ナイ ( o -mti  nai) が 「尻 塞る 川」 でよ い。 こ の 合の ォは 

^とい ふ 名^で、 乾く  •：€ るの 主語で あるから。 然るに、 この 「尻」 とい ふ^が  一 n 一、 アイヌ 文法の 特 殊の 形^で 

以て 接頭語に 川 ゐられ た 時には、 語原 は 同じ で^の 意に は逮ひ 無い が、 何處 まで も 「川^」 とのみ， して ゐては 常 

ら ない。 其處に (cro)s 意 呔. の i も^ 在し" o  so  ushi 「瀧が o-iish して ゐる」 (尻に 附 ぃてゐ る)^ ばかりで な 

く 、「また 單に 尻が 附 いて 立つ 意味、 そこから 發足 す. ろ 意味. 其 處に 何々 が ある 場所」 とい ふ^ 味の 川 法 もぁス .o 

？ 準に r 何々 が ある 川」 なら、 本 來單に 例へば、 

ャ* ゥン • ナイ (Khm  nai) や 矛 ある 川 

サラ 乙へ ッ (Sara  pet) 葦原 川 (上 川 郡) 

ブイ • ゥ、 ナイ (puillsh  nai) 流.：： 水 花の 澤 (同) 

ク ッ タラ *ゥシ (Isttar  tlshi) 虎杖 ある 處 (同、 叉 膽扳) 

ピパ • ゥシ (pipa  Shi) 沼； 13： の ある 處 (上 同) 
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シキ • ゥシ (shiki  llshi) 鬼 茅の 生じて ゐる處 (花 唤 郡) 

などの やうで よい。 それ を、 ォ がお 頭に Si かれる 時 は T 尻」 「下端」 の 意味から して、 

ォ • サラ • ゥン • ナイ ( o  -sar  -un  nai)  i ぶ^か らの澤 

ォ* クッ タラ *ォ マ • ナイ ( o -ktittar -oma  na】) 虎杖が 立つ 澤、 そこに 虎 仗 Q ある， 

ォ，ケネ* ゥシ ( o-l§le  ushi) 榛の木の 立つ 所、 そこに 榛の ある 所 

ォ • ケ ドン • ナイ ( o-ketti  tin  nai) 廿 M にャ卜 ビル が 生 へ て ゐる澤 

ォ • シ ュ ンク *ゥ シ ( o  -shunls  llshi) 蝶 夷^の 立つ 所 ( 斜里 P) 

そお を o  -kene  -pet,  o  -sar  -na,i  o  -to 丄) e とい ふ やう に 云 ふ は、 o  -kcne  o  -sar ム ishi,  o  -Hi ム ishi と 弥 

して、 額 推 的に 生じた 形 かも 知れない。 

二 タツ (nitat) 

アイヌお 二 タツ (nitat) は^ 呢即 ちャチ ((へ！：.. 地) であって、 低地の 水氣の 多い ジク ，/\ した 場所の ことで ある。 

そ^へ オル ( S) が： まって 一一 タトル (nitat -or) は 二 夕 トリ • 一一  タトル •  二 タト a など 轉訛 する ので あるが、 「^地 

の處」 の 意味に な. る。 陸 奥ニ戶 郡の 似 鳥 (苗字に も 似， お 氏が あって 盛 岡市內 外によ く 聞く) は 即ち それで あらう。 

い"：^.^ 川 郡の 二 タト a マイ ( nitat -or  ,or=ai)、 釧路 川上 郡  一丁 タトロ マ プ ( nitat-or -omap) 一名 二 夕 トロ マイ 

(nitat-or-03ai) 、同 厚 岸 郡 一一 タト n マプ、 极窒闽 ：=： 梨 郡 ニ夕ト a マプ、 みな 「^呢 の處 のうちに あろの」 の^ 

で、 さう いふ 他所の 部落 或は 水流の 岩に なって ゐ る。 


^巾 稗- ぱ 郡の 村 名の 似內 はや は ひ 似 內氏を も 生じて、 盛 岡 市 rgr に 旅館 また 鐡 瓶.^ にさう いふ ^ネが あ ス が、 また 

この 二 タツ に ナイが 結合して nitat  mii,  nita  nai 「^呢 澤」 になった もので はない か と^ふ。 

この 二 グッ とい ふ澤、 卯 ち 二 タツ ナイ 「^呢 澤」 は 北海道に 澤山 ある。 晴 振の ！e 拂 郡に アト マ 川筋の 一一 タツ ナ， ィ、 

厶 力 プ 川筋の ニタ ツナ ィ、 曰 高 ^ 沙流郡 ハ ィ 川筋の 二 ッ夕 ナイ" 北 は 闽宗ハ 介郡サ 口 プ ト 川筋の ュ 夕ッ ナイ など。 

同、 斜^ 郡ャ ム ベ ッ 川筋の 二 タツ • ノシキ ，ォ マ • ナイ (nitat  noshki  omn  nai) は^ 呢の 3n 巾に あ る^- (又は 川) 

の義 である。  • 

この 二 タツが 或は、 北 奥に 一一 タ となって 殘 つて ゐる 地名 中に あるか も 知れない。 例へば 降 中 下 小 陶付卞 人 

仁 5： などが さう らしい。 

ピ ラ ( l〕ira)  ,M 

此は斷 多く は 地 崩れした がけに 云 ふ 語で、 一 寸日 水の 柬北 及び 沖 繩方霄 に存 する ヒラ とい ふお の 「斜面」 •「 坂」 

を 意味す る ものと 一味 相 通 ふ 所が あるが、 尙 また^し 意味の 開き も 右の 様に あ. ろ やうで ぁネ。 アイス. に^け K. 、ビラ 

はこれ 叉^も 普遍的な 普通な 單語 で、 地名の 內. にも 幾 十 侗處に m ゐら れてゐ るか 數へ 切れない ^あ ネ。 、水^ 氏の 

『蝦夷 語 地名 解』 にある 語數 だけで も 四十 餘 個所 を數 へ. る。 pira  etu 「崖 鼻」 がー 一個. 所、 pira -1S 「崖 上」 が三侗 

所、 pira-kesh 「崖 尻」 が六侗 所、 l〕ira  oma  nai 「崖が ある 澤」 が 四 偶 處、 pira-oro  「-:m のと ころ」 が三附 沂、 

p;ra,pa 「崖の あたま」 が 二 俩處、 -rok 「崖 下」 が 四 個-所、 pira  uturu 「崖 問」 が 日 高の 平 取 を 始めと して 

十 仰. 所、 pira-tlllsri 「崖の 手前」 が 一 侗所 等で あ. る。 札 幌の豐 平 川 は tupe  pira で 「 崩れ- 3LI の 意で ある。 
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首 語 研究  二八 〇 

陸 奥， 柬津輕 郡の 東 平 內， 西 平內、 同 三 戶郡陸 中九戶 郡の 平內 は， やはり p"va  nai 「崖 澤」 であらう こと 殆んど 

疑 ひない。 或は ニ戶 郡の 白鳥、 膽澤 郡の 白鳥な ど、 奧州 辯の シ ラトル はヒ ラウ ドル piraiulr かも 知れない。 

タイ (tai) 

タイ もまた 東北 方言に 殆んど アイヌ 語の タイと まぎれて ゐる 語で ある。 東北 方言の タイ は 平の た ひの 意 だが， 但 

し， IS 訪平 • 松 本 平 • 伊那 平な どの 様に 大きな 平野の 意味で もな く * 殆んど 「臺」 とい ふ 語に 近ぐ、 一寸 高臺の 上が 

平面に なって ゐる所 を 云 ふ 。「向の タイ」 「あっちの タイ」 と 普通名詞に 秋 田 *靑 森で 使 ふので， 固有名詞 にも 入つ 

て 何々 タイと いふ 所が 澤山 ある。 一寸 は 物 を 載せる 裏， 臺 地の ダイに 紛れる が， アクセントが 違って 全然 別 語 だ。 

^は 高低 型で， タイの 方 は 平板 型で ある。 文字 は臺 ばかりで なしに， 或は 岱を 宛て， 或は 平 を あてて ゐる こと も あ 

る o 

然るに， アイヌの タイ は、 「森」 或は 「林」 と 云 ふこと で， 木の 澤山 ある 茂みで ある。 これ だけの 開きが あるが， 

き^に なると， 高臺で 幾らか 登臨の 眺めが あって， 老樹が 立ち 列んで 何々 タイと いふと 全く どちらに も 共通に なつ 

て， どっちの 地名 だと もい へない。 

靑森 • 秋 田 • 岩 手に 山の 名 * 林の 名に この タイが つくもの が 多く * 代 *袋. 岱 *體* 帶が あてられて ゐ るので ある。 

古史に 見える 蝦夷の 臭窟陸 奥の ^ 薩體 • 仁 佐 平， 下って は 陸 中に 二 個所 も ある 姉 帶* 腹帶 など は、 柬北 方言の タイ 

の 方で はなく， アイヌ 語の タイの 方で あらう か。 nisat-tai なら 「黎明 森」、 ni-sat  tai なら 「木の 枯れた 森，」、 nisa 

tai ならば 「窪 森」 とい ふこと になる。 


ァネ タイ (aneta ご 「細 森」 は 狭い 樹林， パラ タイ (1 さ 3  i 「廣 林」 は 廣大な 樹林の 義 である。 

管爾志 郡に ビラ 力 タイ (pira-ka  tai 「燥 上 林」)、 ヌ プリカ タイ il-r  tai 「嶽上 林」， シリカ タイ f 

r 二 ai 「山上 林」)， 茅 部 郡に ヌプ タイ (§1〕 tpi 「野 林」 モヌプ 力 タイ "no  nupka  tai 「小 野 林」、 などが ある SSI* 

置に も 恐 山 南 麓の 霸 林お^ 林お if 狸 平 林 .穴端 平 林な ど， その外， 上 北 郡 及び 2: の 地に， ^1 

ji^^< は 平 i 書いた 森 • 林 *山* 字 名が いっぱい ある。 

サラ • サル (sar) 

北 見の 猿 間 湖の 原 名サロ マト 1 f  - 霞 to)  ^ト 1 は 湖沼で、 oi は 「內 に：： が 在る」 蹇 I は 卽ち淺 

茅 生 *淺 茅 原 或は 葦原な ど、 水氣の 土地に 蒹葭の 繁茂して ゐる 土地の ことで ある。 日 高の 沙流 郡の 地 も アイヌ 名」 ミ 

lln 「霞 村」 である。 茅の類 はキ 8 が總稱 で， f サラキ (！) と 呼ぶ の も 其の 爲 である。 m 北の 地名 

の 猿 • 去の 附く ものの 內 にこの 語が 見える。 例へば 津輕 郡の 猿 半 內， 猿 賀* 上閉 伊の 猿 ケ 石な ど。 猿 半 は サルパ (き？ 

pa) で， パは 「あたま」 をい ふ 語で， ^ の は、、 つれ を， コ タンパ (村の 上の は、、 つれ)、 モ シリパ (國の 上の は、、 つれ) 

などい ふ。 葦生の 力. t の は づれが サルパ であて， 日 高沙流 郡の サラパ 村な ど それで ある C 猿 賀はサ ルカ 一 s「〜 

原の 上」 r 淺茅 原の 上」 と 取れる 。猿 ケ石も 川の 名に なって ゐ るが， そして 「猿 か 石 か？」 の 民衆 語原 をえ-してね 

ゐ るが， sar  ka  ghi 「淺茅 生の 上の 處」 の 意味に 取れる o  sar -ka とい ふ 熟語 は 北海 逍に は天嗨 郡に サラカ • ォ マ • 

ナイ (sar-ka  C2P  nai) 「 淺茅 原の 上に ある 川」 (永 田 氏 解. に 「茅の 上に ある 川」 と 見 ゆ、 地名 解、 三 九 ー贾) 力 あ 

り， 留萌 郡に， サラカ • ゥン *ぺッ (sar-ka  nn 13et) 「葦原の 上なる 川」 力 ある。 
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因みに この 語、 永 田 翁 は何處 でも 萆と譯 して 居られる が， 葦 は sar,ki である。 バ チラ ー 師は莎 草の 類の 生じて 

ゐる 原野と して あるが， 濕 地であって 一兼 葭の 類の 澤山 生へ てゐる 所の ことで あるから、 やはり 「よし 原」 「よし生」 

の 方で ある。 形 も；. g 家 共に sara と 書かれる が、 sara の やうに ひ^-く けれど、 尙 sar が 正しい ので ある。 その 證 

に， 若し 終りに a が あれば、 この 語尾 は變 化せぬ ものであるが、 var は， 次に？ "が 来れば san になり， t が來れ 

ば snt となり nsh,  im が 綾けば サルシ (sarush)， サ ルン (sarrm ) と 響く 語で ある。 

鹿 郡の 尾去澤 など ォサ ルン ナイ (o-sar-un  nai 「葦原から 出て 來る 澤」) 卽ち、 ォサル ナイの ナイ だけ を譯し 

て^ サル澤 と 云った もので は あるまい か。 曰 高の 浦 川 郡に ォサル ナイ (o-sar-11-nai) あり、 後志の 餘市 郡に また ォ 

サル ナイ や o—sar—ulnal ) が ある o 

ナイ  へケ ナイ  力？ 6 

內の 附く澤 山の 地名の 一々 は 中々 今の アイヌ 語で は 解けない。 その 內に * 辨慶內 は penke  nai 「上の 川」 であ 

る こと 殆んど 疑 無い o  panke  iiai 「下の 川」 の對立 形で ある。 伹 しこの 方 は 附近に 今 その 名 を 留めて 居ない。 北海 

逍 では， ぺ ンケが あったら， 必すパ ンケが 附近に ある。 試に ぺ ンケ ナイ を數 へるなら， 後志 古平 郡の ぺ ンケ ナイ， 

人 ^^火 鹽 郡の ペン ケ ナイ， 北 見 阈枝幸 郡の ポロ ぺッ 川に 注ぐ 支流の 西から 來る ものに ペン ケ ナイ， パン ケ ナイ あ 

かみ  しも 

り， 來 から 來る ものに も ベンケ ナイ， パンゲ ナイが ある。 その外， ペン ケ* 。ハンケの つく 所謂 上の 何々， 下の 何々 

とい ふ 地名 は， 數 ふるに 遑 ない 程 各地に いっぱい にある。 

かみ しも  , 

ヒ* 下の 語の 今一 つの 形が ペナ • パナ 「上の 方」 「下の 方」 である o  PC  pa が 語根で、 「方」 を 意味す る | が 添加した 

おで ある。 往々 ペナ ヮ*パ ナ ヮ (pcna-wa,  pana-wa) とも 云 ふ。 例 へ ば， 石 狩 川上 郡パ ナフ ナイ 「下の 谷」、 ぺ ナ ヮ 


ナイ 「上の 澤」、 曰 高 沙流郡 パナヮ • クシ • ナイ 「下 通 川」、 北 見 國網走 郡 パナヮ *ォ ォホ • ナイ 「上の 深 澤」 等の Ed こ 

の パナヮ であらう かと 思 ふ、 陸 奥 中津輕 郡の 鼻 和 (又 花輪)、 陸 中 鹿 角 郡の 花輪， 下閉伊 郡の 花輪な どが ある 。此 

に對 してべ ナヮ が對立 的に. 保存され てゐ ない ので， この 推定が 微力になる。 

ヲサ ナイ ヲ サ ナイ  玄さ うす 

長 內* 小山 内 は 若し は o-san  nai か。 十 勝 國十勝 郡に 長 臼 村、 原 名 o -san  ushi あり、 、水^ 氏、 地名 解に 「山 

と譯し 、「山 尾の 低く 川 中へ 出た る處」 と 註す。 同書、 日髙 阈靜 内 郡の ォサ ナイ あり。 osa-na】- として、 な^ 不 

, 明 にや、 解の 代りにた ぐ 疑問符？ を 記す に 止る。  - 

けれども、 曰 高の 浦 川 郡に ォサ ルン ナイ (o-sar-lln  nai)、 同靜 内に もォサ ルン ナイ あり、 十 勝の 巾 川 郡に も ォ 

サ ルン ナイ あり、 「葦原が 川尻に ある 川の 義」 と 地名 解に 見える が、 寧ろ 「葦原からの 川」 と^はれ る。 成 は o-sar 

nai,  osan-nai,  osa  ITlai と 音便 形 を 探って ォサ ナイに なって しまった もの か。 原形 を 保存して、 一 部 を譯 された^ 

が 鹿 角 郡の 尾去澤 などで は 無い か。 

二 フ ナイ  一一 オイ 

朿 • 南 津輕郡 界の人 内が 若し ni-o  nai であったら 中 津輕の 乳 井の 二と 同 じく この 二 は 木であって、 「木の 多く あ 

シキゥ  • 

る澤」 の^になる であらう。 或は 膽 振の 敷 生が shrld-u で、 この シキは 鬼 茅、 ゥは 生へ てゐる こと を^ 味して ゐ 

-I オイ 

ると いふが 如く、  ni-ti rsl であっても， 同 じ 意味に 聞え る。 此處へ 乳 井 を 合 者す る o  二 は 12 じ 「木」 とい ふ お で、 

-- オイ 

オイ は 「在る 處」 の 意味 だ。 日 髙の沙 流 郡に、 字 はちが ふが 荷 負が ある。 Hi  -o  -i であって 「樹木 ，在 る ，處」 であ 

る。 o-i も アイヌ 地名の 一 つの 特色 ある 型 形で、 白. 老 郡の. HI 老 などが や は り slr;rar  -o  -1 「潮 かぶりお • ^る *處」 

であり、 一 說シ ラウ オイ shirau-o-i 「虻 • 居る。 處」 だと もい ふ。 沙流 郡の チカ ボイ は chikap-o  -i 「£aal^ る • 處」 
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である。 この オイ (o-i) は 云 ふ 迄 もな くォプ (o-p) と 同じ ことで あり、 チカ プと チリが 同義語で あるから、 チカ 

ボイ は チロプ (chir-o-p) 「禽 • 居る *處」 と 全く 異昔 同義の 地名で ある。 

タ ン ナイ 

谷 內が鹿 角 郡と 閉伊 郡と 和賀 郡と に 在り、 必す しも 偶然の 存在と は 思 はれない 形で あるば かり か、 僅かな 殘存 の. 

內に、 これ だけ 多く ある 所 を 見れば、 極めて 普通の 地名だった に 相違ない。 然るに、 タンの 附く 地名 は 北海道に は 

一 つもない ので ある。 北海道に 無數に 多く あるので、 此に 似た 語 は タン ネ (tall-ne 「長い」) である。 タン ネ* ナイ 

を 始めと して タン ネ • ヱ ンルム 「長 岬」、 タン ネ*  メム 「長 ス<ロ 地」、 タン ネ* モイ 「長 澤」、 タン ネ* ビラ 「長 崖」 タン 、不* 

べッ (長 川)、 タン ネ：ン ラル 「長 磯」、 タン ネ* シレト 「長 崎」 等々。 そして タン ネ (tan-ne) と 云 ふ 語 は、 tan が 根 

^で、 g は 一 般的な 形容詞 語尾で ある。 tak-ne 「短い」 「狹 い」 「老いた る」 -in-ne 「多い」 等々。 

タン • ナイ は i し 古代 アイヌ 語に、 この 語尾の S を 採らす に 直に 用ゐる 例が あつたので、 tannenai のこと を tan 

nai と 云った ので は あるまい か。 然 らば 三 所の タン ナイ は 皆 「長 澤」 の 意に 外なら ない。 

， タ ン ナイ  チイ  サ ン ナイ  サ ン ナイ  サ ン ナイ  ヤ ン ナイ 

谷內 と共に 數 ある 內は サン ナイで ある。 羽 後平 鹿 郡の 山^:、 仙 北 郡の 山 内、 河邊 郡の 三內の 外に 律 輕の 三內が 

ある。 北沲 道に も 後志 古 宇 郡の サン • ナイ、 北見宗 谷の サン • ナイな ど。 さて 此の サン は、 「出る」 •「 下る」 とい ふ 動 

しも  力み 

詞で、 奥から 前へ 出る、 上から 下へ 下る、 山から 濱へ 出る 若しくは 下る 意味で、 同時に、 アイヌ は 朿* 北 を 上と し 

西南 を 下と する 故、 東から 西へ 流れる、 又は 南から 北へ 流れる のが サンで ある。 さう いふ 意味での 「出 川」 •「 下り 

川」 が サン ナイの 意味で ある。 さう いふ 方向に 流れて ゐる 部分が、 これらの 川に あって、 そこの 地點で 呼ばれた 名 

であらう o 


次に サヒ ナイが、 津輕の 小 比 内、 紫 波 郡 及 稗 貫 郡の 佐 比內は sat  pi  nai 「乾いた • 細い • 澤」 である。 北 秋 出の 

肥內 (又、 比內) がそれ であらう と 思 ふが pi  nai は 細い 谷間 を 流れる 川の 事で、 日 高の 沙 流の ビナイ も そし で あ 

る、 サヒ ナイの サは 恐らく サッ (sat) で、 「乾いた」 とい ふの は、 水が 少く、 川床の 出て 流れて ゐる 川の ことで あ 

る。 松 前 郡 礼 前の 原 名の サッ ナイ、 躯田郡 函 館 山の 後の サッ ナイ、 同 郡 七 石の サッ ナイ、 膽振山 越 郡の サッ ナイ、 

日高沙 流の サッ ナイ、 十 滕河西 郡の サッ ナイ (幸： 窗) 等々。 サッヒ ナイ も 石 狩樺戶 郡に あり、 「水 涧れ たる 小川」 で 

ある。 佐 比內も それに 違 ひない ので ある。 

岩 手 郡と 九戶 郡と にある 長內 も、 或は この o-sat  mi 「尻 • 乾いた • 川」 で、 川尻の 方に リ 床の 川原が あらま： 

出て、 水の 涸れて ゐる川 かも 知れない。 才サッ ナイ は 北海道に も樺戶 郡に 一 つ、 沙流 郡に は 三つ も！： つも あり、 お 

窒 の花唤 郡に 一 つ、 北 見の 絞 別 郡に も 一 つ あり、 何れも 「川尻の 乾いた 川」 である。 同じ 意義に ォサッ ベが、 ぼ，...？ 

茅 部の 尾 札 部が それで あり、 その外 釧路の 川上 郡に 一 つ、 白 糠 郡に も 一 つ ある。 陸 中の 長 部 も 多分 それで、 o-sat 

る澤」 であ.. pe 「尻の 乾いた 川」 であらう。 

辰 内 は tta  nai 「禪 澤、 「藍 内.相內 は^: 麻 澤か。 孫內は "nak -tin  nai 「後澤」、 毛內は mo -nai 「^なる I お」 「わな 

る澤」 であらう か。 

t^rt は kash 「丸 小屋」 nai 「. 澤」 であらう o 渡 島爾志 郡に、 ォカシ ナイ (o-kash  llai) が あるが 「，^こ • 丸 小 

星 ある 澤」 である。 十 勝 郡の ォカシ ュ ン ナイ (o-kash  tin  nai) 「(漁師の) 丸 小 星の 立つ 澤」 である。 

ニ庄內 丄一 升 €： は nis?u  nai 「深 谷の 澤」 で、 /一 想 子 丄 一 愛子の nisci-ushi 「深い 谷の ある 所」 と：！！： じお^で あら 
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うか o 北海 逝に は 二 セ ィケシ ナイ (nisei -kesh  nai 「深 谷の 尻の 澤」) が澤山 ある。 nisei,  nise は 深い 斷 崖の 谷で あ 

る。 併 乍、 槲が siseu であって、 その 實は 重要な 食料であった 害で あるから、 二 庄內は niseu-nai 「槲 澤」、 二 想 子 

は、 lliss-ushi 「獬 の澤山 生じて ゐ る處」 でも あつたか。 

南ホ輕 郡の 馬場 尻 村の 飛內 はまた 富內 とも 云 はれた。 目內澤 とい ふの も 附近に ある。 トプ ナイ (top  nai 竹澤) 

いくさ 

であらう か。 トン ピ (tonlpi) ナイ 卽ち寶 澤 • 富澤の 意味で もあった か。 ドミ ナイ (tumi  nai) だったら 「戰 澤」 

の 意で ある o 

西津輕 郡の 十 腰內は tuk-iish  nai 「丘 I 山 • 在る *澤」 か、 tuk  gh  nai 「山の 走 ゆ 根 • 通る • 澤」 か。 

今 別 • 馬 別 は 一 つ 語 かと 思 ふ。 或は 叉 馬 淵 川 は 或は マ ゥ ベ ッ (nlau  pet 「玖瑰 川」) か。 或は マ ッ ぺ ッ (mat  % 

「女 川」 「妻 川」) か。 女 川 は 渡 島龜田 郡に あり、 和名、. メノ コ 澤、. 一 名 イク シ ュ ン ぺ ッ (llsslsn  bet 「向う 川」) と 

も 呼 まれる o 

或は マ クぺッ (mak  pet 「後川」 「奥 川」/ 分水嶺の 彼方に、 向う へ 流れて 行く 川で ある。 nlak-lln  pet 「後川」 と 

いふの は 北海道に 石 狩 上 川 郡、. 後志 余 市 郡、 同壽都 郡、 膽振山 越 郡 ノト 勝 中 川 郡 (幕 別)、 北 見絞刖 郡、 问 宗谷郡 等 

て も 存在す る o 

野邊 地が nup  pet 「野 川」、 野內が ISP  nai 「野 澤」 であるならば、 nup 「野」 とい ふ 語の 存在 を 示す ものと いふ 

べき か o 

その他^の 中には、. その 意 吹-の 不詳な のが 尙 多い。 や 右し、 原 別 は 11a 1  一 ct であるなら 「巾廣 の 河と」 いふ こと 


である。 又、 瀨邊地 も sep l)ct ならば 「 廣ぃ 川」 とい ふこと である。 古史の 覺^ は 恐らく  hak  pet で 「淺 川」 の 

篛 である。 併 乍 別の つくもの が 斯程澤 山 あるに 係らす、 意義の 詳 かならざる ものが 非常に 多い ので ある。 研究の 足 

りない せいでも あらう が、， それ 丈 訛音の 激しき あと を 示す と共に、 本州 アイヌ 語の 方， 的^ 異をぉ へ しめる もので 

あるひ 

奧戶は 岸 高く 水深い 所から ォホッ ぺ 「深 澤」 ではなかった か。 「深い」 は 曰 高の アイヌ は ォォホ であるが、 他で は 

i 般にォ ホ叉は ォホッ (oho,  ohot) である (永 田 氏 地名 解 三 w 九、 ォォ ナイ 參照 )o 十 勝の 大津村 は chct  §i 「深 

澤」 である。 この ohot と ド と を 結合した ォ コ ッ ベが 奧戶 となった もので あらう。 ォ コ タラべ も 或は chctara 

-I) ひ 「深い 川」 であらう。 

ォ ラ シ ベ 

良志邊 など は 古い 語で あるが、 ， よく 解けない o 併し -rash は铍の 葉の ことで、 ■ アイヌの 叙^;^ のヒ ー 口 ー に 

urashloet -tin  -Isr 即ち ゥラ シ ぺ ッ 人が あり、 ゥラ シ ぺ ッは 叙事詩に 出て 著名な 地名で ある。 ォロシ ぺは それと 發 

音が 似て ゐる。 北海道で はゥ ラシ 內 (urash  nai) が 石 狩樺戶 郡と 後志 余巿 郡な どに あり、 ゥ ラシ ゥシ內 (urasll 

nsll  llai) カ天鹽 留萌 郡に あるから、 urasllpe などの 名も考 へられな いこと は 無い。 今一 考は urar-usfpe 「中.； 

のた ちまよ ふ 所」 「靄の 立つ 所.」 「霧の 多き 所」 の 意味で あるが、 北海道に は根窒 に ウラル シ 内 (urar-llsf nairg 

多き 澤」 が ある。 

ヮッカ 

陸 中和 贺郡 は、 もとの 西和贺 郡に 和 | 只 村が あり、.， 和贺 川が 流れて 北上 川に 人る。 淸冽 そのもので あるから、 或は 
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淸 水の 意味の ヮ ッ 力 (wakka) ではない か。 

九戶 郡の 下閉ゅ 境に 人る 安家 川 も、 或は ヮ ッ 力で あらう か。 越後の 阿賀 川な ど、 どうで あらう か。 尤も 若 狹の安 

贺 の郎、 常 陸の 安賀の 鄕 など は、 同名が 廣く 西方の 諸國 にも ある ことで、 まだ こ \ に 合考， する の は 輕卒に 失する か 

も 知れない。 

クソ トマリ  クスン ナイ  ク スンコ タン 

h 北半 お の 九 艘泊は 勿論 クスン トマリで あらう 。九 春 内 だの 楠 古丹 だの (或は 奧尻 島の 原 名の イク シ" ン -シリ 

ilssf- ヨ shiri,  olssh-lln  sliiri など)、 よく ある 地名で ある。 クシ は 「通る」 「向う へ 越す」 とい ふ 動詞 i -1SS11 は 

「向う側」 である。 

か 十 嵐 を アイヌ 語に！ t くこと はま だ 少し 盲斷に 近いが、 北海道に は、 インカ ラウ シ (ill】<ar  llslli) とい ふ 地名 は 

幾らでも ある。 inkar は 「物 を 見る」 「見物す る」 「監視す る」 意味、 ま hi は 「場所」 である。 札幌の 近くに ある ィ 

ンガ ラウ シぺ、 十 勝の 河 西 郡に ある インカ ラウ シぺ、 天鹽 の留萌 郡の インカ ラウ シ、 北 見の 常 a: 郡の インカ ラウ シ 

など。 尙日 高の 沙流 郡に も インカ ラウ シ* ナイが ある。 五十嵐と いふ 地名 も 苗字 も 東國に 多く、 地名で は 越後の 五 

ィガ ラッペ 

十-は 濱* 五十嵐 川 及び 伊加 良 志 神社の ある 五十嵐、 こ \ が 主たる 所で、 今一 つ 似た 地名が 岩 代に ある 五十 邊 であ 

る。 ィガラ ッ ベと いふ 發 音から 見て、 その 位置から 見て、 同じ イン カラ へ ベが 結附 いたやうな 形で ある。 尤も 此の 

解 禪 の 成立す る爲 めに は 五十嵐 • 五十 逢 は 見晴らし のきく 所で 無ければ ならぬ。 

ゅ與三 P 郡の 田 子 は タツ コで 叉達戶 とも 書いた 。平地の ー小圓 丘で ある。 アイス 語の タプコ (tapis) 或は タブ 

コプ (ta で 1SP) にあた る。 北海道に タブ コプは 十二 三 個所に ある 。呰 I つきり の小圆 丘で ある。 中に タプコ • ゥシ 


？ io  f 「 ぺ圓 丘の ある 處」) があって ノタ プコプ のプが 無い 形 も ある。 タツ コは 丁度 この 13,15 でよ く 解け 

る o 

九戶 郡の 荷 輕部は nrkar-pe 「木 をと る 所」 「薪 を 採る 所」、 輕米 • 小輕 米の カルマ ィ. 力 P マ ィは hanl-iai 「な 

糧の 在る 所」。 

ク ッ (kut) 岩& 

岩 曆重疊 する もの を アイヌ 語に 1st と 云 ふ。 陸 奥 二 戶郡福 岡 附近に、 鳥 越の 觀音樣 とい ふが ある。 装お ゥ ヒこ 

天に 沖す る鋅 杉の 様に そ \ り 立つ 岩山で ある。 それ を 「封 内鄕村 誌」 などに、 .Jli ソ山 •gM 山と 呼んで ゐる。 シリ 

は 勿論 このき つたった る 岩で あり、 山で ある。 タツと いひ クチと いふ は 即ち 重疊す る， おき 1st である。 この 名が、 

さう いふ アイヌ 語で ある こと は 殆んど 何の 疑 も容れ ない o 

北海道に， メナと いふ 地名が 澤山 ある。 口 蝦夷 地で は， 渡 島の 檢山 郡の メナ (「枝 川」 の意ヽ M^rr^cJ  メナ も 

同様 「枝 川」 「支流」 の義 であり， 奥 蝦夷へ 行っても， 例へば 日 高 * 浦 川 郡の メナ (此の 地方で も 「枝け」 のな) 

及び クッ チヤ •  メナ (タツ チヤ は 「 獵 小屋」 メナ はや はり 「支流」 の 義)， 超えて 十 勝へ は ひって は常緣 郡の メナが 

やはり 「枝 川」 の 意で ある。 この間に あって， 瞻振 地方で は， 虻田 郡ォプ ケスぺ 川筋の メナ はや はり 枝 川の^と さ 

れてゐ るが， 幌別 郡の メナ は 「細い 支流」 の 意味 だとい はれ， シ リぺッ 川筋の メナ は 「細い 川」 の^ 味 だとい よ^ 

る o 

勿論、 本流に 比して 細い 方が 「支流」 •「 枝 川」 であるから、 「細い 川」 の 意味 「枝 川」 の 意味に は， 不離の 關 係が 
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あって， 何れが 原義で あるか 知れない が， 同じ 語で ある こと は爭 はれない。 

然るに， 發 音の 全く 同じい 名目と いふ 地名が、 海峽を ひとつ 隔てた 陸 奥に も 方々 にある 。ま づ， 下 北 郡， 田 名 部 

の 目 名， 恐 山 下の 目 名の 赤 瀧 及び 小目 名、 ニ戶 郡の 荒 谷 村の 字であった 目 名， 下閉伊 郡へ 入っても * 岩 泉 村の 字に 

また 目 名と いふ 名が 見える。 目 名 川と か 目名澤 とい ふ 地名 を まだ 知らない けれど， 元は 左様な 地名であって， 字の 

名 こ， 殘 つたので は あるまい か o 或は そのほか にも まだ ある だら うけれ ど、 ごく ざっと 地圖 にあった だけで， この 三 

四 ケ處を 思 ひ 出す。 

こ メナと いふ 語よ， バ チラ ー 博士の 辭 書に は mena, 池， 同義語 slem と 見えて ゐ るが， mena と nisi と は 

^の 語で ある。 mem は 池 • 沼 • 溜り 水な どの ことで あるか， それ は 或は 3§ と發 音され る こと も ある けれど 

mena になる と， 今 云った 様に 細い 支流 をい ふ 語で ある。 

men の變 七が men になって 殘 つたので は あるまい かと 思 はれる ものに， 陸 奥の 斗南 半島の 沼澤 地方に キメゥ 

トマ コマ ィ タロ マイ マ ト マイ 

(木 妙) •  メゥ マイ (妙 前) などが ある。 Kimeu は 「茶？^」 であり， llls-omai は， 苫小牧 • 棹き. • 松^な どの osal 

(「在る 虚」) の 語尾 を 取った 地名で， 沼 澤の在 地 を 意味す る 地名の 樣に思 はれる。 

—再建され る 本州 アイ ヌ 語彙と 其の 分布-. 1 

けヒ假 ^5: に-. して 兌た， みちの くの 蝦爽の 使った アイヌ^ は 凡そ 次の 如くになる。 


名詞 

ナ ィ nai 澤、 (川) 

ベ ッ pet 河 • 川 

ぺ pe 水 

シル (シリ ) shir 地. 山. 斷岸 

シ ラル (シ ララ) shirar 潮 を かぶる 岩 磯、 磯の 水 かぶり 岩、 磯 

モシ ル (モシ リ) moshir  -島 

ク ッ kut 斷崖 *岩曆 

コ タン kotan 所 *村* 里 

を か 

ャ ya 陸 

ヌ プ ntq:> 野 

オタ Ota 沙* 沙洲 • 須賀 • (沙) 濱 

力 マ kama 扁磐 

ソ (ショ ) so,  sho 

イソ (イシ ョ) iso,  isho 露 岩 

ウス (ゥシ ) us,  ush 澗* 入海 
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ぺ シ pesh 崖 

ト to 湖沼 

- 一 セ nise 深き 谷 *壑 

一一 タツ nitat  ^呢 • 谷地 • やと 

ま ル (サラ .) sal. 濕 地の 葦生 • あさ ぢふ • あさ ぢ はら *葭 原, また， ^地 

メ ナ 3ena 枝 川* 支流 

-ェ ンルム cnrnm 倚 

シレ トコ shlveto^o  0^ 

シ コ マ shunm 石 

ヮ ッ 力 wakka 淸水 

トイ toi  土 

タイ tai 林 

タプコ ta づ Ito  | つ 4*圓 山 

K]  S 山の 走り 根 

力 シ 】<ash 丸 小屋 *假 小屋 

口 ク ン テ ゥ rolsnteu 大^ *辨 財！, S 
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ァ ィ ai, (葦 麻 hai) 

キ， - ki 茅 

力 リンパ Itarimpa 樓 (皮) (樓の 木 は karipa-lli) 

一一 セゥ nisei" 搬の實 

タツ tat 樺 (皮) (白樺の 木 は tat.ni) 

ケ 1  一 keni 棒の 木 

ト マ tcma 延胡索 

セ タ seta 犬 

ド カル tukar 海豹 

チリ chir 禽 

シ -  。フ ン shll;ps,l うぐ ひ 

ト ン ド tondo 海馬 

チ ャ cha 館 

チヤ シ CIS slii  ^ 

力 シ kash 獵^ 屋 

動， 
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か^  しも 

サン san 出る (奧 地より 濱へ、 後より 前へ)、 下る (上より 下へ) 

サブ sap 同上 複數 

ォ o 入れる • 載る • 入れて ある • 載って ゐる *ゐる* 在る 

ォッ ot 同上 複數 

ォ マ oma 中に 在る • 中に 苦る, 在る • 居る 

ゥシ iish 附ぃ てゐる • 密生して ゐる *澤 山 生えて ゐる *澤 山 在る 

イン カル inlsr 見物す る 

イカ ika  (上 を) 超える 

ク シ kush 通る 

形容詞 

ピル 力 pirka 善い • 美しい 

ェ ン wen 悪い 

ボ 口  poro 大 

ボ ン f5n 小 . 

ォォホ ooho  ^ 

ハ ク hak 淺 
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乇 mo 穩* 小 

セ プ sep 廣 い 

ァネ ane 細い 

ピ Pi 細い (谷) 

ヌ Is 豐か • 多い 

パ ラ para 廣ぃ (巾) 

カバ ル (カバ ラ) Ispsr 薄い 

リ ri 高い 

ラ m 低い 

タン (ネ) tan  (-lie) 長い 

關係 名詞 

力 -ka う へ 

かみ 

パ -pa 上 • あたま 

オル (ォ 口  )  -or 中 *內* 其 處 

ェ トク -etok さき 

サム -sam はた • わ き* そば 
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ド カル (ド カリ) -tukar,  すぐ 手前 • ひとつ 手前 • ひ とつ こっち 

ゥン un そこに *そ こなる *に* の 

ケス (ケシ ) kes,  kesh 末 *尻* 下の 端 

接頭 辭 

ォ o- 末端 • 下部 *尻 

ゥ U- 相 *2 

以上 再建す る 所の 語彙の 分布 地域 は、.. 南の 方、 本州の 何れの 部分にまで 達する であらう か。 それ は、， これからの 

研究 問題で あ つ て 、 . 今 俄か に斷す る こと を 許さない。 

それ は、， 小 田 • 太 田と いふ 様な 純然たる 邦語と 見える 地名で も、.， 或は 砂 濱に與 へた アイヌ 語の オタの 偶" さう 大 

して 變っ た發音 でも 無いた めに、 . 傳へ傳 へられて 今日に 至った とい ふ 様な もの も 無き を 保し ない。 と共に、 日 慕 里 

に ひ ほリ 

とレふ 様な 宛然 アイヌ 語 式な 發 音の 地名 も、 新 堀の 新ら しい 訛音に 外ならぬと いふ 事實も あるから である。 

最も 簡單 で、 比較的 確かな 見當 のつ け 方 は、.. ナイ 及び ぺッ とい ふ 語 を アイヌ 系 地名の 代表と して 之 を 尺度に 取 

り、. この 尺度 を 以て、 地方の アイヌ 語 地名の 存否 を 測って 行く ので ある。 即ち この 語の 地名 を 保存して ゐる 地方な 

らば、. 確かに 外の アイヌ 地名 も 同程度に 保存され て あり 得る から、. そこで、 始めて、 和 • 蝦兩 様の 解 釋が附 けられ 

さうな 地名 を、 試みに アイ ヌ 語に 考 へ て 見る と 云 ふ 行き方 をす るので ある。 

尙 それに、 ベ ッ及 ナイに 次いで 最 よく アイヌ 語 地名の 代表たり 得る ゥシ やべ を 參考に 援引す るの も至當 であらう。 


今 試みに、 . かくして 津輕 • 秋 田 • 南部の 地方から 漸く 南方へ 地圖を 繰って 點檢 して 行く と、 旣に 前段に^ げた 語 例 

に 由っても 大體 わかる やうに、 ナイ 及び ぺッ は、 津輕 • 秋 田 • 南部の 地方に は 可な りに 保存され て^り、 そこから、 

陸 前 • 羽 前へ 越す につれ、 俄かに ナイ もべ ッも 姿を消し、 辛うじて さう らしい もの を 見る だけ、 白 河の^ 以北 は、 ， 

それでも、 若干 を 見出す ことが 出來 るが、 白 河の 關を 越す に 至って は 殆んど ナイ も ぺッも 見え なくなつ てし まふの 

である。 

これに 由って 觀 るに、 白 河の 關 以南の 地 はたと ひ、 アイヌ 地名が その 昔 はあった にしても、 このべ ッゃ ナイが 「m 

えて 行った と 殆んど 同程度に 失 はれて 行って 永い 年代の 間に 全く 日本化して しまって ゐ るので ある。 

ナイ 及び ぺッを 尺度と して 觀た 大勢 は 以上の 様な ものな ので ある。 それでも、 尙 奇蹟 的に ある 地名 は 取り残され 

てゐ ると いふ やうな こと も 全く 無き を 保し ない。 さう いふの は、 . 今後の 努力の 沙金 を沙の 中から 拾 ふ 克^ さに.^ つ 

ての み檢 出されて 行く であらう。 

イブ リサへ シシリ コ ヲ ツキ ライ ォ キヤウ ナイ ォ ポ ナイ 

一方に は、 膽振鈕 • 肉 人 籠 *越 喜 來* 鬼 米 內， 生保 內等、 明かに アイヌ 語らし くして 解けない ものが^ 多い。 そして 

一 方に は 毛 野の 國は kene  (「 榛」) の國 にも 似て 居り、 武藏 の國が mtlsa-ushi 「^麻の 多く ある 處」 にも 似て ひ^ 

き、 すっと 上方にまで ある 茶臼 山 は cha-ushi 館 (蝦夷 館) に、 山の 形 も 語の 形 も 似て ゐる。 さう いふ もの を數 

へ 出したら はてしがないが、 今 は、 そこに 到る 目的 を 遠く 藍いて、 着手の 第一 歩 を 踏み出す だけに^ めて S きた 

い。 

癧 
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第 八 章 胡沙考  • 

こさ 吹かば くも リもぞ する みちの くの 蝦夷に は 見せ じ 秋の 夜の 月 

此は夫 木 椠に兑 えた 古い^で あるが、 後世 『こさ 吹かば くもり もやせん 降 奥の えぞに は 兌せ じ 秋の 夜の：：！：』 或 

は、 『えぞに な 兌せ そ 秋の 夜の 月』 など 訛り、 作者 を も 或は 爲家 として、 或は 定家 とし、 その 冒頭の こさと いふ 語に 

就て、 古来 色々 に 解き 惱んだ 喧しい 歌で ある。 

尤も 近い 顷の人 は、 胡 沙と字 を あてて、 胡 地の 砂^と 思 ひ 込んで ゐる 。胡沙 吹く 風な どい ふ 新造語 も發 生し、 近 

く は滿洲 事變の 新作 流行の 歌の 文句な どに も 其が 見えて ゐる。 此は 『朿返 記』 の 橘 南^、 『玄 同放霄 』 の 瀧澤馬 琴な 

どが 先唱で そんな 解釋 になった もので、 極めて 新しい 意義 變化 である、 し 

えぞの 地方 は 陰 風 常に 烈しく 胡 塵 空に 滿 つが 故に、 胡 砂 吹かば 曇り もやせん とよみた る宜 なり。 (東 遊 記、 卷の 四) 

按ずる に 湖沙は 唐の 王 維が 詩に 出で たり。 明 田藝衡 陽關三 疊圖譜 曰、 王 維 字 摩 詰、 河 東 人、 居 二 藍 田輞川 T 云々、 有 二 文集 十卷 T 

送 一一 一 不蒙都 口 赴 二 安西 1 云、 鳴 笳瀚海 曲、 按 接陽關 外、 送 一一 一 劉 司直 赴 二 安西 一 云、 絕域 陽關道 湖 沙與ニ 塞 塵 T これらの 數 行に 據 ると き 

は 註 櫸を俟 たずして 湖 沙の義 よく 聞え たり。 げに絕 域 不毛の地 は 常に 風い と烈 くて、 陸に は 塞 塵 を 吹き 立た し、 水に は 湖 沙を吹 

^も ひ S. リ 

き 起し、 天色 朦朧と して 曇らざる 日な かるべ し。 されば 爲家卿 彼の 王 維が 陽 關の詩 を 想像つ 、湖沙 吹かば 曇り もぞ する 云々 とよ 

み耠 へるな り 云々。 (玄问 放言、 上 集、 笫六地 斑、 外濱並 湖沙) 


ー應ま 尤もらしく 聞え る けれども、 下句の 速 絡 をば、 これで はどう 說き樣 もないで はない か o 要するに、 -;,り.ム を 

忘れて、 胡 藤 • 胡沙に 思 ひ 合 はせ て 合理化した 後世の 民衆 語原に 外なら ない。 古歌が、 かゝる 特殊な^.^ た^.^ を 

突然 詠み^ん だら うと も 思へ ぬ 上、 詠み 込む としても、 胡沙 吹かば とい ふ訶づ かひ は (假名で、 こさ 吹かば と^い 

て 聞かせよう などい ふこと も) 少 々無理で あったらう。 

第二の 說は、 ひ^を 胡笳の 連想から- えびすの， 前と 速斷 した 解釋 である。 湖沙 より は、 まだし も 胡 笳の方 は、 は 

詩な どに もみい に 兌え て、 漢語で も 幾分 か、 和歌に 取 込まれる 可 性能が あらう。 胡 人向レ H 吹, 一 胡笳！ とか 胡笳 一 =E 

斷 二ん 腸 1 とか、 傳 誦して、 旣に 久しく 我が 國當 時の 人の 耳に も 熟して ゐ たらう。 

こさ ふかば くもり もやせん みちの くの ゑ そに はみ せし 秋の 夜の 月。 こさと は 古 座と 書け り。 是は、 ゑ そが 敵 を もまよ はせ、 n を 

もく もら かさむ とお も ふ 時、 つのぶえの やうなる 物 を ふけば、 霧の やうなる 物お こりて 空く らく 成 也。 それによ リて かくよ める 

と 云々 (宗 碩、 藻汐 草、 七、 夷) 

こさと は：^ と 云 (書) 吹 物な り。 ゑぞ がふく 物 也。 蝦夷が 敵 を まよ はし 目 をく もら かさんと おも ふ 時、 つのぶえの やうなる 物 を 

ふけば 零 こ， 似た る 物 降て 空く らくなる と 也。 ー說、 海に 入て 浮 あがり 汐を ふけば、 そのいき 霧の ごとくに して 曇と 也。 

こさ 吹 は 曇もぞ する みちの くの えぞに 見せ じな 秋の 夜の 月 

春の 夜 や えぞが こさ ふく 空の 月  轺 巴 (和歌 吳作 集、 卷七) 

以上 二つ は、 前の 二つの 說 より は 古く、 江 戶屮期 以前の 說の 代表的な もの、 卽ち、 寬文 時代の ものである。 ^し 

この 說の 影響す ると ころ、 無より 冇を 生じて、 幕末 探檢 家の 蝦夷 巡視 時代に 入りて、 まんまと 『蝦夾 のこさ^』 と 

いふ もの を 作り あげてし まった。 ^上 德內が 火元で、 日 木 山海 名産！： 繪、 その他、 好事の 隨， に、 それから それと 
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どんく 轉 載され た。 

こさ ~由 

蝦 夷人の 吹け る こさ 笛と いふ もの は、 長さ 1 尺 五六 寸 より 二 尺までに て 大小 あり。 吹 口に 竹の 管 を 人れ て、 異 木の 皮 をぐ るぐ る 

と卷 いて 丸く 制した る ものな り。 (世事 百談、 卷ニ) 

併し 山 崎 美 成 はこ さ 笛の 圖を 世事 百 談に 載せながら 疑って、 『おも ふに こ \ に圖 する 笛 は、 こさ 笛と いふ ものなる 

ベ けれど、 古歌の 意 は 笛の こと \ は 思 はれす、 龍宫 船と いふ 書に、 蝦夷 人の こさ 吹く とい ふこと は、 かの 地の 人 

は、 霧 を 吹 出して 吾 身 を 隱す術 ありて、 せんすべ なくせ まりた る 時 は、 かのこ さ を 吹きて 身 を かくすよ し 云へ り。 

その 事の^ I 實は ともあれ、 歌の こ-ろ は、 そのこと をよ める に 似たり』 と 云ひ据 ゑた の は 遂に 鐵案 である。 實は、 

今少し 溯りて 屮 世の 解釋を 兌る と、 蝦夷と いふ もの は、 口から 氣を 吹いて、 霧 を 起して 逃げる と 信じられて ゐ たの 

である。 その 氣が 卽 ち こさな ので ある。 、江戶 時代の 初まで は、 まだ この 方の 解が 生きて ゐ た。 宽. 水 十六 年 林道 春の 

跋の ある、 江戶の 人鑪^ 常の 作で ある 春雨 抄 『こ』 の 部に、 例の 歌と、 紹 巴の 發句を あげ、 『え』 の 部 えぞの 條に、 

、 、 、 、 、 

こさ は 風な リ。 東風な ど 云 ふ。 えぞの えびす、 人の 目 をく らま せんとて、 か はぶえ の 様に くち を つぼめて 肩 を 吹 あげれば 夭 もく 

もる 也。 さて こそ |FrK の 月 えぞに 兑 せじと なり。 えぞの 屬は、 むくり など 云へ る 也。 

中世の 都 人士の 蝦夷に 關 する 知識 はこの 程度だった ので ある。 だから、 足 利 ま 氏が 信 州の 誡 訪祌宮 へ 奉納した、 

諷訪緣 起擀詞 (銃 群 書類 從、 祌祇 部) にも、 

蜈 夷が 千鳥と いへ る は 我國の 東北に 當て 大海の 屮央 にあり。 云々。 この種 類 多く 奧州 津輕 外が 濱に 往來 交易す 云々。 但、 鬚 多く 

して 遍 身に 乇 生せ"。 云々。 此 中に 公 超 霧 をな す 術を傳 へ、 公遠隱 形の 道 を 得た る 類し あり。 戰 場に 臨時 は、 丈夫 は 申 由 W 弓矢 を 


帶 して 前陣に 進、 婦人 は 後塵に 隨 つて、 木 を 削って 幣帛の ごとくに して 天に 向って 誦 咒の體 なり。 男女 共に 山^ i を弒 過す と い へ 

ども 乘馬を 用す、 其 身の 輕 きこと 飛鳥 走獸に 同じ 云々。 

異 族に 對 する 氣味惡 さが、 祌仙傅 中の 祌 通力 を 以て 誓へ しめる 誇張にまで 高まった。 平安 末期 *鎌<:： 初 1.5 から 

の、 『えびすが 口 か ら氣を 吹いて 霧 を 起 し 身を隱 す』 と い ふ傳說 の 修 辭 化 で あ る。 

所が、 後世に なると、 さう いふ こと は 111： じ 人口であって 出 來る答 がない とい ふ 合理化が 知らす^-解 釋に加 はる 

もの だから、 古義 を 失して 却って 戶惑 ひの 附會說 を 群生した ので ある。 吹く とい ふから に は 胡笳の やうな もの だら 

うと か、 まさか 霧 を 起 すんで は あるまい、 胡^ 颺 るな どの. 其の 沙藤 であらう とか、 いふ 様になつ たので ある。 

併 乍、 奇說 はま だ，/^ これに 止ら すに 色々 起った ものである。. HT か 霧と なる ので は あるまい とい ふお が、 それ を 

ば、 海へ 潜って 潮水 を ふくんで、 それ を 口から 吹く ので あらう と釋 いた 吳竹 集の ー說の 如きが あり、 立 松 (初 

代 平秩東 作) の 談に據 つた 蜀 山人の 一 話 一 言に は、 

蜈夷 人の こさ ふくと いふ 事、 むかしより いひ 傳 ふる 所な り。 今 も 蝦夷 西北の 地 はつねに 霧， 保く して：：： を见 ず、 爽 人漁獵 をな す 

に、 ィケ マを嚙 みて ふけば、 その 霧 はる X と いふ 。「こさ ふかば くもり もやせん みちの くの えぞに なみせ そ 秋の 夜の 月」 とよめ る 

歌の心と は 相違せ りと、 立 松 東 作 松 前よりか へりての 物語 也。 

と兑 えて ゐる。 これ を 受け取り そこなった 畑 維 龍の 『四方の 硯』 は、 

蝦爽人 はィケ マと いふ もの を ほそくけ づり、 空中に 向って 之 を 吹、 その ィケマ 空に 散滿 して あきらかなる 月 もお ぼろに 见 ゆ。 こ， 

れ 11 形の 術な り。 神仙 傳に五 里 霧と いふ もの これな らん。 

と來 た。 ィケマ は、 が^い も 科、 牛皮 消 屬の蔓 草、 その 根が 藥川 となり、 馬の-おに 特効 ありと て^おと も活ぉ とも 
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貧 0 硏^  三 〇 二 

に：： か， しるが、 ：： 儿 アイヌ Si  ilsma である。 アイヌ は 沖へ 出て 暴風雨 や 濃霧に 逢 ふ 時、 ， その 小片 を 口に 嚙み碎 きて 吹 

. けば、 シ ケが鎭 まり、 ガスが 晴れる と 信じ、 ぉ咒 ひに 用ゐ るので、 アイヌで は宗敎 的な 喧しい 草で ある。 北海に 寄 

^して その 事 を ig いた 俳人の 立 花^ 蒙が、 それ を蜀 山に 話し、 『あべこべに、 霧が 霽れる 方で あるから、 古歌の 心に 

は途 ふ』 と附 加した ので あらう もの を、 生か ぢ りの 『四方の 硯』 は、 尙きる 方に 引きつけ て 古歌に 合せん が爲め 

に、 『その ィケマ 穴-; に^ 滿し てあきら かなる 月 もお ぼろに 見 ゆ』 と、 兌た やうに 書き 放して ある。 誇張 も牽强 も、 こ 

こまで 來 ると、 アツと 參 つてし まふ。 

因みに、 かう やって 學 者が ィケマ を こさに してし まった せいか、 『北海道 志』 が 植物 部に、 ィケ マの 一名 を コサと 

^した。 或は 全阈方 一一 一一 II 中に 實際 どこかで 此の 草 をコサ とい ふの か。 日本 大 辭典の いけ まの 條 にも 一名に コサ が擧げ 

て ある。 立 松 東 蒙が、 こさ ふかば の 解に、 ィケ マの 事實を 持ち 來 つたの は、 旣に ィケマ をコサ とい ふ 邦語が あった 

からな ので あらう か。 不{ さで ある。 宫部 • 神保兩 博士の 『北海道 アイヌ 語 植物 名詳 表』 に は、 和名が この 草に だけ 

^人され て 居ない ので ある。 松 村 博士の 械 物名彙 に、 和名が ィケ マ、 漢名 は 牛皮 消 (救荒 本草) 白兎藿 (本草 綱目)、 

ラテン 名 は Cynanclnim  caudatimi  Is. ミ と ある。 藥-草 は 多く さう であるが、 實は 毒草であって、 アイヌ も、 馬 

へ 多^に やる と 馬 さ へも醉 ふと 云って ゐる。 馬の 病に 効く とい ふ. こと は、 ィケ マ の 昔が 生 馬 • 活 馬に 通 ふ 所から 來 

た 所の、 恐らく 後の 迷信で あらう。 本來 馬の 無かった アイヌの 元 知らなかった 事で ある。 

^後に、 Ma.^ の 手に 下って 尤 らしい 氣象說 になる。 その 一人 は 松屋 筆記の 小山 田與淸 である。 

朿國の 方言に E 地の 日光 を さしお ほふ 樹木 を 古 佐と いひ、 それ を 刈 拂を古 佐 刈と い へ リ。 夫 木 抄秋部 四に、 こさ ふかば 云々 とよ 


める も、 蝦夷 人が 口より 雰の 如き 物 を 吹 出して 空 を喑 くす とい ヘリ e 是 幻術、 又 海に 入て 後 浮 あが リ て^を ふく をい ふと もい へ 

り。 東國 にて 樹陰 を こさと いふ 云々 T 秋の 夜 や えぞが こさ ふく 空の 月」 紹巴、 などの 胡沙 ふくも 籠 氣の義 にて、 が はヒ. 1 が 也。 

さ し  き  き し  しひれ しひれ  \t* ぶき \ょ ぶき  >ジ 

佐 s 志の 通 音. 氣 のこと なリ。 氣を 志と いふ は、 時雨 も氣喑 也。 嵐 も荒氣 也。 虹 も丹氣 也。 I パ も^ 放 也。 社 地は朴 にて^ はの 

所 なれば 古 曾と い へ る は 籠 氣の通 音 也。 

かう いふ 昔 通論で 合理的に 割り出す^ 原說は 最も 危險 である。 た^樹 陰 を^ 阈で コ サと いふと^  くこと は、 次い 

で 起った 松 前方 言、 卽ち 蝦夷 地の 一一 一一 C 葉で 說か うとした 說と 一 脈 相 通す る 所が ある。 

松 前の 俳人 淡齋如 水の 『松 前方 一 百考』 の說は 場所 がら だけに 耳 新ら しく 吾々 を倾聽 せしめる 何もの かが ある。 

今 モャと いふ もの は 霧 霰に あらず して、 ょリ 秋までの？ I、 來風 などの 節、 俄に か 、る を さして いふなり。 ^ 训コ サク モリと い 

ふ ものな りと 。(中略) おのれ 按に、 コサク モリ は 松 前の 方言な り。 是は 東風 早 霧と いふ 古き 言葉の よし。 たと へば 海上 を Si にて 

ゆく に、 浪の 上に 風 立て 吹つ のる 時 は、 水氣 霧の 如くに 吹 散る を 松 前にて サ ギリと いふ。 或は 車權 など を かくに、 不^手の もの 

は 力の 粉な ど をば 飛す をもサ ギリと いふ。 そも^,^ 松 前 は、 西南の 方 は 淨輕 南部に 近く、 東北の 方 は渺々 たる 大洋に して、 お 風 

の 起る 時は數 百&; に距る 故に、 大濤の 水 氣を吹 飛す 其氣 天日 を 覆 ふ 事 ま \ あり。 胡 砂 曇と いふ。 太古 は 蝦：^ の 息な どい ひ、 乂は 

鯨の- s  く 所 也な ど 都 人士の 云 ひし も、 こ、 ろへ しも、 いと-/ \理 りに こそ あらん。 今其處 に 住める もの も、 下懸の 口す さみに 

は 魯西亞 人な どのお こす 所の ものな ど \ 心得し やから も あれば、 むかし 人の 說 など 左の， み 笑 ふ 事に も あ、 りざる ベ し。 ^またく 

サ ギリ 

魯西亞 人の 起す 處 にあら、 ざれ ども、 此早 霧に 方向 を 失 ふて 迷 ふ 時に や 胡 早 霧に はかに^: る、 時 は、 異國 船な ど を 牛 或は^ 爪^ 

などに して 見る 事 もま、 あり。 さる を 馬 琴 は 其 赞地を も ふまず して みだりに 古人の 說を やぶり、 王 維の 詩 を あかしと して 妄り首 

さ くも 

をな す もの 也。 王邾 が 詩 は、 湖の 沙地 をい ふ。 是は 胡の 地の 早 曇り をい ふ を や。 袋 笠 は 世の 人々 に 王 維の 詩 を^せ-ざる を 逍憾と 

すと いふ。 おのれ は 又簑笠 世にながら へ あらば、 を この もの いふ 鼻先へ 指しつ ぺ い を はるべ きを、 今 魷ハ 人の 亡き を造憾 とす。 

おの ホか究 の 前輦、 雁 來舍の あるじ、 曩 に胡沙 曇と なんい へ る 俳諧の 册を 出せし 事 ありし が、 いかなる こ  >- ろに やお けん。 桉ふ 
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言 0 硏 究  三 〇四 

に是 もた ぐ爲家 卿の 古歌 ある は紹 巴 • 其 角な どの 意に よれるな るべ し。 胡 沙の沙 の 字は假 たる 文字な リ とこ 、 ろうべき に や o( 松 

前方 言考卷 一、 モャ の條) 

かくして、 玆には コサグ モリと いふ 單 語が 發 見され た。 木の 繁 みの 陰 を なすこと にい ふ コサの 語 は、 俚言 集覽な 

！  こ ち  さ ぎリ 

どに も兑 えて ゐる 語で あるが、 コサグ モリの コサも 語原 的に は 或は 關 係が あらう が、 如 水 老人の 東風の 早 霧 若しく 

は、 胡 地の 早 暴の 義 とする こと は 苦しい が、 松 前の 市人が、 東海の この 夥し. S 霧 を、 魯 人の 吹き 起す ものの 如くに 

ひ 恐れる と い ふ實情 の 記載 は 注意 を 値する。 

胡 地の 沙 M1T 東風の 早 霧、 どちらに しても、 かく 此を純 夭 然 現象に してし まふと、 下の句の 『蝦夷に な 見せ そ、』 

或は 蝦爽に は 見せ じ、 秋の 夜の 坷』 が 結びつかなくなる。 どうして もこの 胡 沙は蜈 夷が 吹き 起す ものと 理解され な 

ければ 怠 味 を 成さない。 さう 理解す る ことに. e て 始めて 意味が 通る ので ある。 

；人 F: ぬの 記錄 だと 思 はれる 『松 前 奮 記』 の 松 前慶癀 の條の 文に、 卷雨抄 以下に 屢、、 引かれて ゐる紹 巴の 發 句が 見 

えて、 而 かも それへ、 この 松 前の 領主 慶廣が 脇 句 をつ けて ゐる。 實に、 天 正 十九 年閿 正月 十四日の 作で ある。 相手 

が狄が 島の 領主 ゆ ゑ 法 橋が、 特に こんな 發句を 作った ので あり、 正月であった から、 原 歌の 秋の 夜の 月 を、 春の 夜 

に換： 奪胎 したので あった。 慶廣の 其に 附 けた 脇 句 は、 明 ぼの いづこ 歸る 雁が ね、 であった。 松 前舊記 は、 その 事 

を 記した 直後に、 

此發句 者 

こさ ふかば 曇り もやせん 陸奧の 夷に は 見せ じ 秋の 夜の 月 


讀 -1 古歌 之 心緒 一 也。 雖ニ彌 生 之 空 者 曇 T 此鳥古 殊更 霞 深 而有下 不レ見 二 東 ：€ 之 山 一時 h 狄之 胡？： ^吹％ 賢 云 令 二 レ人皆 心 也、 ^^^に 

者 爲ニ轺 巴 法 橋 之 弟子 T 傳ニ 連歌 道 T 又 習 二手 跡？ 慶廣 朝臣 之 手跡 筆勢、 不レ 違-一法 橋- 

と 見えて ゐ る。  千島 は 霧が 深く つて、 からりと 靑筌を 見る の は 一 年に 二三 度ぐ らゐ だな どよ く傳ヽ ら^るが、 北： ゆ 

道 本島 も 昔の 本に はこの 様に 霧の 深い ことが 苒々 物に 見える。 そして、 さう いふ 時には^ 前 城下の.^々 ま、 § 

力 こさ を 吹く せいだと 物 謙りな どが 云 ひ 云 ひして、 畏れて 用心 を さした、 とい ふこと が、 天： もお に は あつ.^ ので あ 

る。 明治に 近い 世に なって、 アイヌに さう いふ 力な どのない 事が 十分 承知され て來 ると、 如 水 翁が いふ 如く、 こん 

ど は 其 を 魯西亞 人の せいに して 恐れた ので ある。 

之 を 今 一 つ 遠い 前の 昔 I 平安 末期 • 鎌 倉 初頭の 頃、 奥州に まだ 蝦夷が ゐて 時々 騷亂 など を やって ゐた 時代へ 溯 

つたら、 やはり 奥州の 人達が 亦 その やうに 思った ことで あらう o それ を 都の 人が 噂に 聞いて 知った として はたら、 

『こさ 吹かば 曇り もぞ する 陸 奥の えぞに は 見せ じ 秋の 夜の 月』 の 作者の 意味が はっきり 解 せら •  れて來 るので よ ある 

まい 力 『蝦夷と いふ もの は 口から コサを 吹いて 筌を くもらす もの だとい ふが、 こんなよ く.^ れ.^ 秋の 夜つ n も、 う 

つ 力り コサ でも 吹かれよう ものなら 曇って しま はう o えぞに 見せる こと は 御免 だな、 よく 澄みも^ んど狄 の 夜の 

月 だ』 など。 

然 らば、 コサの 語原 は 果して 何で あらう か 。此の 事に 就て は、 新 村 博士 も旣に 氣が附 いて 居ら 叱た やうに、 蝦：^ 

語の 息と いふ 語 llga 或は hosa の 曰 本 訛りで はない かとい ふ 事 を玆に 少しく 者 證 して 兌たい ので ある。 
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言 語 研 究  三 〇 六 

先づ形 Q 上から 云って、 日本語の ハ行 昔 は 今 こそ h に發 昔され る けれど、 此は 江戸の 初期 頃から さうな つて^た 

ことで、 窒町 以前 は兩唇 昔の F 昔で —— 田舍 では や 人 も すれば 今でも さう 發昔 する 所が あるの は、 古昔が & 舍に淺 

つて ゐ るので II あった 。鎌倉時代 • 平安朝 時代 以前 は尙 のこと で、 その 頃 は 日本語に h 昔が 無かった 爲 めに、 支 

那 昔の h をば、 皆 k 昔に 替 へて 取 込んで ゐ る。 それが 昔 韻 法則だった。 例へば、 火 *花， 華 *漢* 呼 • 虎 *好* 海の 類、 

卜乂那 では ホア *ハ ン *ホ* ハオ ィ であるが 日本人 は 皆クヮ • 力 ン*コ • カウ • カイの 様に してし まった。 だ 力ら 蝦夷 

§i のホサ も、 我が 國に取 込まれたら、 必す 寧ろ コサ となって ゐ なければ ならぬ 箸で ある。 

次に その 土俗で ある。 今の アイヌの 古傳說 でも、 日常生活の 上で も、 人間の 息と いふ ものに 咒 力の ある ことが 信 

じられ て、 例へば、 病魔 を祓ふ 時に llsa!  husa! と 叫びながら 息 を 吹く。 戰の 時、 決鬪の 時、 背後の もの は竝ん 

で 口々 にこれ を やる。 諷訪緣 起の 所謂 『婦人 は 後塵に 隨て、 木 を 削て 幣帛の ごとくに して 天に 向て 誦咒 の體 なり』 

は、 お 女子の みならす、 後陣の もの は 揃って 皆 さう やる ことが" アイヌの 戰 物語に は 何時でも 出て 來る ことで あ 

り、 今 は戰ゆ はない から 見受けられない けれど、 それでも、 變 死人の 出た 場合、 火災の 場合、 兇變の 起った 場合に 

は 執り行 はれる 行事で、 先登に 立つ もの は、 聲高々 と 節 をつ けて" 歌 ふやう に咒 文を誦 じ、 あとへ 綾く もの は、 口 

口に フォ ー ホ イツ！ フォ ー ホ イツ！ と をめ き 叫ぶ 様に 强く息 を 吹きながら、 一 同胶 高に 大地 を 踏み さくみ て マ 

1 チ をす る。 幾 村から も 出て 來て、 幾 列 もの マ ー チ がかう して 進行す る 時には、 ^子の 右手に 高く 振る 太刀 の^が 

閃々 として 耀さ (この 閃光に 惡 魔が 返 散す る ものと 佶 じられ てゐ る)、^ 聲の莊 重な 問に、 女聲 の^ 卨ぃ 聲が揷 まれ 

て、 一 種 おごそかな、 悲壯な 光景に 打 たれる ものである。 柬京 大震災の 號 外が 出た 時には、 日 高 紫^ 古津の アイヌ 


村で は、 世話になった 束 京の 人達に 事 無 かれと、 村 一同 この マ ー チを 執り行つ たさう である。 北， M 入の 化：： の. E 地の 戰 

陣に、 今より 人煙 薄く、 ー曆 霧の 深かった 時代、 こんな 光景の 所へ 横 さまに 霧な り^な りが 流れたら 異人^に 對す 

る底氣 味の 惡 さから、 さながら 異人が 吹く 息からで も 起った やうに など 畏れられ もした ことで あらう。 さはな くと 

も、 奥州の 昔の 霧の 深さ を、 そこに 住む 異人 種へ 結びつけて 怪異に 考 へたら うこと も 有り^ない ことで はなく、 そ 

して、 我々 の 先人 も 亦 アイヌの 様に、 息に 咒カを 信じたら うこと は、 『ぬな とも ゆらに： 人の 名 井に 扳滌ざ て さがみ 

に嚙 みて 吹きう つる 氣 吹の 狭霧に 成り ませる 神の 御名 は 田 霧姬』 (祌 代紀) など、 古神 話の^ 述の屮 にも 明々 に ^取 

する ことが 出来る。 殊に、 息と 霧と を 結びつけた 考へ方 は 萬 葉の 中な どに も隨 所に 見受ける。 

君が 行く 海べ の 宿に 霧 立た ば 我が 立 歎く 息と 知り ませ (萬、 十五) 

大野 山霧 立ち 渡る 我がな げくお き， そ の 風に 霧 立ち わたる (萬、 五) 

猪 多 有：： 呼吸 氣息 朝霧 成せ り (雄 略紀) 

以上の 理 .3 から、 私 はこ さの 最古の 解釋の 『えぞが 息 を 吹いて 霧 を 起し、 敵 を もまよ はし、 E を もく らます』 と 

いふ こと は、 こさの 原義であって、 それ は 畢竟 えぞ 語の ホサの 日本 訛であった らうと 考 へる ものである。 

かう して、 玆に、 澤山 もない アイヌ 語 起原の 邦語の 中に (ィケ マ もさう だと 前に 述べた が) 『胡沙 吹く』 のコヤ が 

(北海道 方言 コサグ モリの コサ も？) がその 一 つ だとい ふこと を 拾 ひ あげて 見た つもりで ある。 

^お、 ィケ マの 邦語 は、 伊藤 篤太郞 博士に 從 ふと あふひ かづら • ふとね • から ひこ • こがみ、 などと 共に 陶中 方^に 

コ サと いふ 語が ある さう である。 
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第 九 章 ト 、、、 の 考 

松に ト>  マツ あり、 海に 戳のト 、つが あり、 どちらも 「蝦夷 語 か」 とい はれて ゐる ものであるが、 どの 國語 辭典に 

も、 まだ はっきり アイヌの 原語が 出て ゐ ない。 ト、 > はどうい ふ アイヌ 語で あらう か。 

松 前 廣^の 「松 前 志」^ 

「ト、 >。 本字 本名 未詳、 方 俗の 稱 なり。 亦トド ロブと 云 ふ。 是夷 方の 詞 なるべし。 蚝の字 用れ ども あたる ベから す 云 

々。 木理 を il れば白 樅 (；、) と 云 ふべ し。 柏樹 (繊 ©此 物に 近 からん か」 

とい ふ 新說を 出して ゐて其 後の 發展が 無い。 

所^ ト -.、 マ ッは、 今日の アイヌ は 北海道 一 般に ISP と 云 ひ、 往々 北部 方言 地方に yayup, 樺 太 方言に yayux 

(此 X. は-ドイツの の輕ぃ 音) と 云 ふ。 思 ふに、 ぎで が こ の 木の 原 名で あって、 yayup 及び その 變形 は、 

yai-lsl> の 縮まった 形に 他なら ない。 yai は 「普通の」 「ただの」 の 意味であって、 北部 方苜に 五葉の 松 を chil 

itap-lsp  (但し、 Chilean は 「鳥」) とい ふの などに 對 する 語らし い。 かう 見て 來 ると T 松 前 志」 に 云ふト ドロ プ 

は、 どの 地方に も 今 は 聞かれな いので あるが、 不審な ことで ある。 尤も トド ヌプ (todonllp) は ある。 但し それ 

はお 山な どに ある 様な ハ ヒ マツの ことで、 北海道の 殆んど 一般的な 稱 呼で ある。 

幕末の 松 前の 博識、 淡齋如 水の 「松 前方 曾 考」 に は、 


「ト ド、 山林に 巨木 多し 0 これ 栂、 樅の 類なる べし。 考 るに、 ト、 マ も 叉 夷 一一 一一 I： なる にや。 是个： く は モミと いふ 木な 

るべ し。 松 前の 俗、 縦の 字 を あやまりて 椴と 書く。 草 字の くづ しにして は 相似た る 故に 誤りし なるべし OJ 

卽ちト  >  の 語原に 就て は 何事 を も 云って 居ない。 

然るに 關龔チ の」 蝦夷 風土記」 に 樹木の 內に咄 々六不 (お) の 名が 兒 えて ゐて 明かに 何處 かに トド n プと いふ 形 

のあった 痕跡 だけ は 知られる。 

梁して 內 閣所藏 「蝦夷 語 集」 四卷 は、 藻 潮 草の 著者、 上 原 熊次郞 の 著で 而も その 稿本と 思 はれる ものであ^が、 

トの 部の 樹木 部に 椴 (ひ、 フ ブー 1 • ト、 0 ップ (白 老)、 ィヒ タブ (シ ャリ) と 兌え て ゐる。 シャリ は 北^の 斜^で あら 

うし" 白 老は膽 振で ある。 謄振 地方の 方言に は、 少く とも 曾て 椴 を todorop と 云った ことが これで 明瞭した ので 

ある o 膽振は 入口の 地方で あるから、 松 前 地方の アイヌ^ や、 惹 いて は、 奥州の アイヌの 曾 葉な ど は それに 近く、 

實際ト -.、 n プと 云って 居た ので、 松前廣 長が 知って ゐ たもので も あり、 叉 奥州 方 貢の トド とい ふ アイ ヌ 起^の はに i 

が 存在す るので あらう o ただ、 ^部 金 語. -祌 小虎 兩 博士の 「北海道 アイヌ 語 植物 名詐 表」 に 少しも トド a プの 名が 

見えて 居す、 バ チラ ー 博士の 「アイヌ 英和 辭典」 にも 載って ゐな いのは、 大方 ト ドロ プは廢 語に なって、 ^蝦 W 地 

方の / が 取って 代って 一般化し たためで あらう か。 

人 或は、 トド ヌプ (todonup)  *ト ドロ プ (tcdorop) は 同一 語の 聞き方の 差で はない かと 疑 ふか も 知れない。 ^ 

し 恐らく さう では あるまい。 トドヌ プの方 は toto-rnl-p で、 toto は、 樹の板 方の 深い 繁み、 液 木の 齩 の ことで 

あって、 Inu は 「多い」 意味、 「豐 富* 豐饒」 の 意味 T 澤山」 な 意味で ある。 覽 Q 1 は 名^ 法の 接^で 暴兗、 ハ ヒ 
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マツが 上へ 高く 仲び す T 低く 地面へ たんと 繁り合 ふ もの」 の 意味で あらう。 ト ド a プの方 は tot-or-o-p で、 

tot は 恐らく、  Metot 「山地」 の tot で、 ぽ は 「そこに」、 ？ 「在る」 や は 「もの」 で T 山地に 生じて る も 

の」 即ち 北海道の 山地 いっぱいに すくす くと 立つ 椴 松 CS) の 名に しっくり 合 ふので ある。 

此に 山って ^れ ば、 トド 松の トドは やっぱり トド n プの下略を甩ゐて、「トド」「トド」 と 云ひ慣 はした のが 語原で 

あらう と^はれ る。 

次に 海^の 方に も トドと 云 ふ ものが あって、 毹島 *蚝崎 などい ふ 地名 も朿 北から 北海道へ かけて 澤山 ある。 この 

一 ト. ドも亦 「蝦夷^ か」 と 疑 はれて ゐ て確說 がない。 

トドは 或は 海驢、 或は 海馬な ど 書かれる もので、 海豹に 似て 一 般に それより は 大きい。 倭名鈔 にァシ 力と あると 

\ ころの ものである 。アイヌで は 之 を エタ シぺ etashpe と 云って トドと は 云 はない o アイヌの 昔 物語に、 叔父に 誘 

はれて H タシ ぺを衝 きに 沖へ 行く 話が よく ある。 アイヌ は 舟に 乘 つて、 ァシ 力の 岩の 上へ 休んで ゐる所 を ねらって 

衝 いて 捕る のが、 たぐ 食べる ばかりの 樂み ではなく、 殆ん ど冒險 的な 一種の スボ ー ッの 快味に 似た！ g 快 を 感じて や 

\ つて ゐ たらしい。 古歐 に、 「我が 戀は あしか をね らふ えぞ 舟の」 と 詠んで るの もこれ であらう。 

朿 北の 盛 岡 地方で" 冬になる と、 熊の 肉 や 鹿の 肉を寶 りに 觸れ 歩く ものが、 私共の 小兒 時代まで はゐ た。 「ャ マト 

K! ャ マト ド！」 と觸 れて來 るの が 鹿の 肉の ことだった らしい。 四 足の 肉 を 食 ふ 禁忌 (タブ ー) の 感情が 殘 つて 

ゐて、 かやうな 呼ぴ聲 を させた もので、 猪 か何ぞ のこと は 山鯨と 云って ゐ た。 熊 だけ は 平氣で 「クマ！ クマ！」 

と 呼んで 來た。 


叉 私共の 家で も、 よく 晝寢 をして S を かく 女中の ことな ど を トドの 性 だら う、 など 云って、 トド とい ふ もの は、 

よく 眠る もので、 寢 ながら 流れて ゐる もの だ、 など 聞かされて ゐた。 「松 前 志」 にもよ くその やうな ことが せかれて 

ある o 

「古人 曰 トドは 山 東 志に 出る ところの、 海驢なる べしと。 誡に しからん か。 北ハ大 なる 四 五 尺より 一 丈 餘の物 あり 

と 云 ふ。 是を 海驢と 云 ふ も、 其 貌驢に 類せ る敌 なるべし。 ー說に 胡獱此 物な りと、 如何 あらん や。 我阀 十；： よりし 

て トドと 云へ る は 夷 方の ト ンドと 云へ る を 云ひ傳 へたるべし。 云々」 

トドを 夷 語 かと 疑 ふ ものが 多い 中に、 はっきりと 原語 を 推定した 人 は 「松 前 志」 の 著者 を 始めと する。 この トン 

ド (t§dc) と 云 ふ 語 は、 今の アイヌ 語に は 決して 海驢 *海 馬に 限らない。 但し、 これ を 指して アイヌが 今 トドと 

いふ 時には 和 人の 云 ふの を眞 似て 云 ふので、 いは^ 和語の つもりで 云って ゐる。 故に アイヌ ^辭^に 之 を アイスお 

として 擧げて あるの は、 少しち がふ。 

それで は、 今の アイヌ 語で 云 ふ トンド は 何の 意味 かとい ふに、 大きな 海馬の 一 丈に も餘る もの- r 身體 は、 さうな 

る もの ださう で、 象の 皮な どの やうに 毛が 無くなって 來る と共に、 厚く 强靱 になって 刀 も 透らぬ ものであると いふ。 

その 「無毛の 厚皮」 を トンドと 云 ふので ある。 叙事詩の 中に 恐ろしい 老婆な どが、 トンドの 外衣 を 身に つけ、 大き 

な 格好に ふくれて ゐる樣 などが よく 描寫 されたり、 老 巫女の 巫 をす る 時に 身に つける 正装の 外衣が やはり ト ンドの 

ハ ョクべ (装束) と 述べられて ゐ る。 或は 年老いた る 夏 狐の 無毛の 身體 などまで も 、「トン ト 成す 異形の 怪物」 とい 

ふやう に謠 はれる ことがある。 
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こゥ懊 毛の 大工 タシぺ の 皮、 それが トンドと 云 はれる ので あるが、 和語に 轉 じて 大ァシ 力の ことにな り、 ァシカ 

全體 うこ ヒ こなって 來て、 後に は 海豹の ことまで 含めて 云 ふに 至った やうで ある。 トド 島と 呼ばれる 北海道の 諸處 

の 原 名 はドカ リシ ョ (tukarisho 「海豹 岩」) であるし、 陸中邊 でも、 よく は、 ァシ 力と ァザ ラシの 分ち なく、 同じ 

襟な 姿 をした これらが 總括 的に トドと 云 はれて ゐ るので ある。 

或は、 今日の アイヌ 語に T 無毛の 老 エタ シぺの 皮」 と 云 ふの が、 古義の 轉 じたので あって、 古義 は、 さう いふ 老大 

な エタ シぺ のこと を トンドと 云った ものであった かも 知れない。 それで、 邦語に 古義が 傳 つて 變轉 したの かも 知れな 

？が、 そ 1 は奧 W アイヌ 語の、 知るべからざる 想像に 走る ことで あるから、 今 は、 現在の アイヌ 語の あるが ま \ の 事 

實の 記述 だけに 止めて 置く。 
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アイヌ 文學 


著者が アイヌ 研究の ォ ー ソリ ティ I として、 ジョン • バ チラ， I 博士と 共に、 世界的の 民族 學者 である 事 は 

餘り にも 有名で ある。 

北歐の 民族 詩人 エリアス • ランスロ ッ トが 芬 蘭の ホ，' マ ー ならば 、「天才」 崇拜の 思想 を揚棄 して、 一 英雄 

よりも 民衆、 一 藝術 家の 傑作よりも 言葉の 生命の 傳統的 文化の 足跡 を 迎れる 著者の 姿 は、 正に 日本の ホ ー マ 

1 と稱 呼しても よく はなから うか。 

孤 身 もて 北海道、 樺 太、 はて は 茨繁き 詩の 山野 幽豁を 跋渉して、 神韻 鏢渺 たる アイヌ 民族の 文學を 探究 

し、 全靈を 傾注し て 研究せられ たる 成果が 此の 劃期的 大著で ある。 

あの 典雅な、 あの 優美な、 而 かも チマ ブェ、 ジォ ッ トウの 如く、 廻らぬ 脣を 以て 傳 へられた 素朴な 日本 北 

方 民族の 思想 は、 今や 玲瓏 明哲の 文に 托されて、 その 全貌 を 現 はした。 

吾々 は 此の 機に 祖先の 思想 を 正しく 解して、 吾人の 濁 自の道 を 開くべき である。 


r  ， 


